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梱包をお解きになりましたら、以下の点をご確認ください。万一、不足しているものやお気づきの点がござ
いましたら、お買い求めの販売店または弊社までご連絡ください。

❶ ご注文どおりの製品かどうか。

 銘板に記載されている型式などがご注文どおりかどうか確認してください。

型式
入力定格
製造番号

❷ 付属品が揃っているか。

• 取扱説明書（本書）

❸ 輸送中の破損や欠損がないか。

 輸送中の振動や衝撃で破損・変形していないか、ネジが緩んでいたり外れたりしていないかなどを確認し
てください。

製品の確認

製品の確認
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安全上のご注意
ご使用の前に、必ず「安全上のご注意」を最後までお読みになり、正しくお使いください。
「安全上のご注意」では、お使いになる方や他の人への危害と財産の損害を未然に防ぎ、製品を安全に正しくお使
いいただくための重要な内容を記載しています。

■ 絵表示について
本書では、誤った取り扱いで生じることが想定される危害や損害の程度を、次のような絵表示を使用して区分けし
ています。内容をよく理解してから、本文をお読みになり、記載事項をお守りください。

各注意事項には、「注意」、「禁止」、「強制」をうながす絵表示が付いています。

注意をうながす記号 行為を禁止する記号 行為を強制する記号

「誤った取り扱いをすると人が死亡する、または重傷を負う可能性があること」
を示します。警告

「誤った取り扱いをすると障害を負う可能性、または物的損害のみが発生す
る可能性があること」を示します。注意

注　意 感電注意 強　制 アース取付禁　止 改造禁止 水濡れ禁止

本取扱説明書における使用の技術に関しては、外国為替令別表に定められた役務取引許可対象技術のいずれかに
該当いたします。輸出または国内であっても輸出に係る提供の際は、経済産業省の役務取引許可が必要となる場
合がありますのでご注意ください。

輸出に係るご注意
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作業するときは、電源を切る
作業するときは必ず、主電源を切り、本器および装置を停止させてください。
誤って電源を入れたりすると、人身事故に結びつきます。また、電源を入れたまま作業する
と、感電などの恐れがあります。作業者の方は、充分注意してください。

危険を感じたときは、作業を中断する
作業中、危険を感じたり、異常に気が付いたときは作業を中断し、やり直してください。

本器の仕様、規定された用途以外に使用しない
本器の仕様、規定された用途以外に本器を使用すると、人身事故や破損の原因となります。
本器の仕様に基づき使用してください。

改造しない
本器の改造は危険ですので絶対に行わないでください。許可なく改造して発生した人身事
故や故障については責任を負いかねます。

本器を理解した人が操作・管理を行う
本器の操作や管理は、本器を理解した人が行ってください。本器を理解していない人は、
本器の操作・管理をしないでください。

破損した製品は使用しない
漏電や感電の危険があります。破損した製品は、絶対に使用しないでください。

必ずアース線を接続する
アースを接続しないで使用すると、感電する恐れがあります。必ずアース線を接続してくだ
さい。なお、アース工事は電気設備の技術基準に従い確実に行ってください。アース工事
が不完全な場合は、感電の原因になります。

濡れた手で操作しない
濡れた手でスイッチや端子などに触れると、感電の恐れがあります。

配線コードを傷つけない
配線コードに重いものをのせる、引っ張る、束ねて結ぶなどをしないでください。配線コー
ドが破損（芯線の露出、断線など）し、火災や感電の原因となります。

仕様電源電圧で使用する
仕様銘板に記載された電源電圧以外で使用すると、故障や火災の恐れがあります。

強　制

禁　止

禁　止

禁　止

アース取付

警告

感電注意

指　示

適用外使用禁止

改造禁止

強　制

警告
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漏電ブレーカーを取り付ける
漏電ブレーカーを取り付けないで使用すると、感電する恐れがあります。容量にあった漏電
ブレーカーを取り付けてください。

コントローラの廃棄は法規に従う
使用済みのコントローラの廃棄については、法規および地方自治体の条例・規則に従い処
分してください（詳しくは、認定を受けた産業廃棄物処理業者または地方自治体に問い合
わせてください）。

銘板類はきれいにしておく
注意銘板やラベルが使用中に剥がれたり、見えにくくなった場合は、新品と交換してくださ
い。交換については、弊社までご連絡ください。

注意

強　制

強　制

感電注意
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• 電気工事など、電源の取り扱いに関しては、有資格者が行ってください。これに従わ
ない場合、人身事故および物損事故が発生する恐れがあります。

• 以下のような場所には設置しないでください。
 ‒ 引火の危険のある場所、爆発性の雰囲気や粉塵の発生する場所
 ‒ 周囲温度が50℃を超える場所や氷点下に下がる場所
 ‒ 油煙、湯気、湿気、ほこりの多い場所や風雨にさらされる場所
 ‒ 振動のある場所
 ‒ 腐食性のガスが発生する場所
 ‒ 結露が発生する場所

• 本器を落下させたり、強い衝撃を加えると、性能上支障をきたします。
丁寧に取り扱ってください。また、漏電や感電事故防止のため、破損したコントローラは
使用しないでください。

• ベンジン・シンナー・灯油などの溶剤で本体や銘板類を拭かないでください。変色し
たり印刷が消えることがあります。お手入れの際は、乾拭きするか、水または中性洗
剤をふくませた布を使用してください。

• 本器は起動中に電源を切ると、メモリデータが破損しコントローラが動かなくなる恐
れがあります。電源投入後3分以内は電源を切らないでください。

• 本器はウォルケムコントローラW600型の日本仕様モデルWJ□□6□□です。グ
ローバルモデルW□□6□□とはソフトウェアが異なりますので、ウォルケム社（米
国）のＨＰで公開しているソフトウェアのアップグレードは絶対に行わないでください。

• 本器のイーサネットカードはコントローラソフトウェアバージョンによって適合品が
異なります。
　　ソフトウェアバージョン 3.31以降：イーサネットカード191733-02
　　ソフトウェアバージョン 3.25以前：イーサネットカード191733-01（生産終了）
ソフトウェアバージョン3.25以前のコントローラにイーサネットカード191733-02の組
み合わせは不適合となり、ネットワーク接続ができません。ご注意ください。

取り扱い上のご注意

注　意

注　意

注　意

強　制

強　制

禁　止

禁　止

取り扱い上のご注意
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本章では、本製品の特長や機能、各部の名称など、あらかじめ知っておいていただきたいことを記載して
います。

はじめに
ウォルケムコントローラW600型は、水質制御において高い適応性を備えたコントローラです。

■ １個または２個のセンサ入力を持ち、下記のようなあらゆるタイプのセンサに対応することができます。

２電極式電導度センサ入力
（ＣＣＯＮＤ）

ＥＳＢ型（セル定数１、0.1、0.01）

電磁式電導度センサ入力
（ＥＣＯＮＤ）

ＭＣＳ型

pHセンサ入力

ウォルケム製 ＷＥＬ型

センサレックス製8000 型、内部液補給型センサ SH 型
（別途プリアンプ要）

ORP センサ入力

ウォルケム製 ＷＥＬ型

センサレックス製 8000型、内部液補給型センサ SR 型
（別途プリアンプ要）

その他センサ入力
ウォルケム製 各種センサ
（-2～2VDCリニア電圧出力の各種センサ）

アナログ（４～２０ｍＡ）入力 ２線ループ式、２線式電源付、３線式、４線式

■ I/Oスロットを2個搭載し、用途に応じたカードの選択が可能です。
①センサ入力カード［記号S：センサ入力×1点］
②アナログ入力カード［記号A：アナログ入力×2点］
③コンビネーションカード［記号C：センサ入力×1点 *、アナログ入力×1点］
④カードなし［記号N：センサ入力なし］

❖コンビネーションカードのセンサ入力にECOND入力はできません。

入力仕様記号　NN型：入力カードなし
SN型：センサ入力×1点
SS型：センサ入力×2点
SA型：センサ入力×1点、アナログ入力×2点
CS型：センサ入力×2点＋アナログ入力×1点
CN型：センサ入力×1点＋アナログ入力×1点
CA型：センサ入力×1点＋アナログ入力×3点
CC型：センサ入力×2点＋アナログ入力×2点
AN型：アナログ入力×2点
AA型：アナログ入力×4点

概要

はじめに/制御機能はじめに / 制御機能（リレー出力）
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■ ６個のリレー出力を標準装置しており、下記の様々な制御モードに対応します。
制御モードは、「HVACモード」の選択で異なります。
「HVACモード」を有効にすると、クーリングタワー用制御モードが表示され使用が可能になります。

制御モード HVAC 無効
HVAC 有効

(クーリングタワー用制御 )
同期 / 手動制御 ○ ○
パルス比例制御 * ○ ○
流量比例制御 * ○ ○
パルスPID 制御 * ○ ×
ON/OFF 制御 ○ ○
2点設定制御 ○ ○
時分割比例制御 ○ ○
流量制御 ○ ○
カウンタタイマー制御 ○ ×
２点スイッチ制御 ○ ○
インターバル制御 ○ ○
ツインタイマー制御 ○ ○
スパイク制御 ○ ○
センサ洗浄制御 ○ ○
ラグ出力 ○ ○
警報出力 ○ ○

サンプリング制御 × ○
ブロー同期制御 × ○
ブロー％制御 × ○
流量計比率制御 × ○
バイオタイマー制御 × ○

❖パルス比例制御、流量比例制御とパルスPID制御は、半導体リレーでのみ使用可能です。

■ アナログ出力機能付きの場合、アナログ出力が2点搭載され、チャートレコーダ、データロガー、PLCなどの
機器にセンサ信号を伝送することができます。
また、下記の制御モードで、バルブ、アクチュエータ、各種ポンプ等を用いた制御運転が行えます。

制御モード HVAC 無効
HVAC 有効

(クーリングタワー用制御 )
同期 / 手動制御 ○ ○
伝送出力 ○ ○
比例出力 ○ ○
流量比例出力 ○ ○
PID 制御 ○ ×
ラグ出力 ○ ○

■ データロギング機能を標準装備しており、センサの測定値やリレー動作状況をUSBメモリに保存することが可
能です。
また、設定データファイルをUSBメモリへ保存し、別のコントローラにコピーすることができますので、複数
のコントローラを容易に設定することができます。

■ ネットワーク機能付きの場合、PCダイレクト接続やローカルエリアネットワーク、またはウォルケムFluent™ サー
バーを利用して、本器の遠隔監視や操作が可能となります。また、通話機能付きの場合、Modbus、BACnet
による通信接続が可能となります。
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制御機能（リレー出力）
リレー出力を使用して、以下の制御が行えます。

同期 /手動制御

外部入力、リレー出力に連動してON/OFFする制御です。
あらかじめ連動対象を設定し、その対象のON/OFFに同期してリレーをON/OFFします。
半導体リレーの場合は、手動で設定した出力％でパルス出力します。

例）リレー1の制御方式を同期 /手動にし、連動対象をリレー2と外部入力にした場合

同期チャンネル：リレー2（Ｒ2）、外部入力（Ｄ1）

ON 

OFF OFF

ON 

OFF 
リレー1
（Ｒ１） OFF OFF

ON 

OFF 

OFF 

外部入力
（Ｄ１）

ON 

ON ON 

リレー2
（Ｒ２）

リレー2のOFFと
同時にリレー1も
OFFする。

リレー2のONと
同時にリレー1も
ONする。

外部入力のONと
同時にリレー1も
ONする。

外部入力のOFFと
同時にリレー1も
OFFする。

OFF OFF
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パルス比例制御

❖ 半導体リレーでのみ使用できます。

設定点（セット点）、比例帯、最大レート、最大出力、最小出力を設定することで、各出力になる測定値が
決まります。設定点と比例帯に基づいてポンプspm値が変化します。

■ 逆方向
設定点と比例帯に基づいて測定値が設定点より上になったときに、ポンプspm値が変化します。

例）
制御方向：逆方向
最大レート：360spm(pulse/min)
最小出力：0％
最大出力：50％

■ 順方向
設定点と比例帯に基づいて、測定値が設定点より下になったときに、ポンプspm値が変化します。

例）
制御方向：順方向
最大レート：180spm(pulse/min)
最小出力：0％
最大出力：100％

180spm 

0spm 

比例帯設定点

測定値

ポ
ン
プ
sp
m
値 最大出力

最小出力

最大レート
360spm 

最小出力

比例帯 設定点

測定値

最大出力、最大レート

ポ
ン
プ
sp
m
値

180spm 

0spm 
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流量比例制御

❖ 半導体リレーでのみ使用できます。

処理水の瞬時流量の変化に応じて、ポンプ spm値が比例的に変化します。
ターゲットPPM（目標濃度）、ポンプ容量、最大レートを設定することで、ポンプ出力が決まります。

ポンプ出力（％） =
ポンプ容量（ℓ/hour）×ポンプ設定（％）×注入液比重×166.667

処理水流量（ℓ/min）×ターゲットPPM ×100

ポンプ出力（％） =
ポンプ容量（ℓ/hour）×ポンプ設定（％）×注入液比重×0.16667

処理水流量（m3/min） ×ターゲットPPM ×100

0

360spm

ポ
ン
プ
出
力

ターゲットPPM大

ポンプ出力は、処理水流量に比例し
て大きくなり、
ターゲットPPM（目標濃度）によっ
て傾きが変化します。

ターゲットPPM小

処理水瞬時流量

最大レート
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パルスPID制御

❖ HVACモード無効時に選択可能です。
❖ 半導体リレーでのみ使用できます。

測定値と設定点（セット点）の偏差を連続的に計算し、等しくなるようにフィードバック制御を行います。比
例帯、積分時間、微分時間の設定に従い、ポンプspm値を制御します。
停止後、自動運転に戻る場合は停止前の積分値から再開されます。流量・圧力のように応答の早い入力の
制御ではオーバーシュート現象が起こることがあるので、ご注意ください。

0
時間0

測定値
設定点

PID制御フォーマット(ゲインフォーム )には、標準とパラレルの2種類があります。

■ 標準
一般的なPID制御方式です。

Output(%) = Kp   e(t) + e(t)dt + Td　　　　Ti

1
dt

de(t)[　 ]
記号 パラメータ名称 単位 記号 説明 単位
Kp ゲイン ― e(t) 偏差 %F.S.
Ti 積分時間 秒 dt 時間変位 秒
Td 微分時間 秒 de(t) 現在偏差－前の偏差 %F.S.

例）  ゲインKp= 100/比例帯の関係となり、比例帯を100%に設定する場合は、ゲインKp = 1とします。

■ パラレル
ユーザーが比例ゲイン、積分ゲイン、微分ゲインとしてパラメータをすべて入力することができます。

Output(%) = Kpe(t) + Ki 　 e(t)dt + Kd dt
de(t)

記号 パラメータ名称 単位 記号 説明 単位
Kp 比例ゲイン ― e(t) 偏差 %F.S.
Ki 積分ゲイン 1/秒 dt 時間変位 秒
Kd 微分ゲイン 秒 de(t) 現在偏差－前の偏差 %F.S.
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ON/OFF制御

測定値の変化によりリレーをON/OFFする制御です。

■ 上限ON/OFF 制御（制御方向：逆方向）
測定値が設定点（セット点）以上になるとリレーをONにし、その後不感帯分測定値が下回るとリレーを
OFFにします。リレーONの状態が出力タイムリミットの時間まで継続すると出力タイムアウトとなりリレー
を強制的にOFFにします。出力タイムアウトはリセット操作で解除できます。

上限
設定点

出力タイムリミット

ON 

OFF OFF 

ON 

OFF

ON 

OFF 

設定点
以上で
ON。

時間

測定値

リレー動作

ON 

OFF 

設定点

ON 

OFF 

測定値

出
力

不感帯

不感帯
より下で
OFF。

ONの状態が出力タイムリミットの時
間まで継続したため、出力タイムアウ
トとなりOFFになる。
リセット操作で出力タイムアウトを解
除するまでOFF状態が継続する。

リセット操作により出力
タイムアウトを解除。
設定点以下なのでON。

不感帯
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■ 下限ON/OFF 制御（制御方向：順方向）
測定値が設定点（セット点）以下になるとリレーをONにし、その後不感帯分測定値が上回るとリレーを
OFFにします。リレーONの状態が出力タイムリミットの時間まで継続すると出力タイムアウトとなりリレー
を強制的にOFFにします。出力タイムアウトは、リセット操作で解除できます。

下限
設定点

出力タイムリミット

ON 

OFF OFF 

ON 

OFF

ON 

OFF 

設定点
以下で
ON。

時間

測定値

リレー動作

ON 

OFF 

設定点

OFF

ON

測定値

出
力

不感帯

不感帯
より上で
OFF。

ONの状態が出力タイムリミットの時
間まで継続したため、出力タイムアウ
トとなりOFFになる。
リセット操作で出力タイムアウトを解
除するまでOFF状態が継続する。

リセット操作により出力
タイムアウトを解除。
設定点以下なのでON。

不感帯
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2点設定制御

測定値の変化により、リレーをON/OFFする制御です。

■ 範囲内出力
• 測定値が設定点1（セット点１）以下になるとリレーをOFFにし、その後不感帯より測定値が上回
るとリレーをONにします。
• 測定値が設定点2（セット点２）以上になるとリレーをOFFにし、その後不感帯より測定値が下回
るとリレーをONにします。

■ 範囲外出力
• 測定値が設定点1（セット点１）以下になるとリレーをONにし、その後不感帯より測定値が上回る
とリレーをOFFにします。
• 測定値が設定点2（セット点２）以上になるとリレーをONにし、その後不感帯より測定値が下回る
とリレーをOFFにします。

ON 

OFF 

測定値

ON 

OFF 出
力

不感帯

OFF

設定点1

不感帯

設定点2

ON 

OFF 

測定値

ON 

出
力

不感帯

OFF

設定点1

不感帯

設定点2

ON 
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時分割比例制御

測定値の変化に比例して、リレーのON時間を変化させる制御です。
測定値の設定点（セット点）と比例帯を設定することで、ONデューティ0％とON時間デューティ100％
になる測定値が決まります。

■ 逆方向制御
設定点と比例帯に基づいて測定値が設定点より上になったときに、リレーのON時間が変化します。サン
プリング周期ごとに測定値が確認され、その時々のON時間が決まります。

100％ 

0％ 

比例帯設定点

測定値

O
N
デ
ュ
ー
テ
ィ

設定点

比例帯

OFF 

ON 

時間

測定値

リレー動作

サンプリング周期
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■ 順方向制御
設定点と比例帯に基づいて測定値が設定点より下になったときに、リレーのON時間が変化します。サン
プリング周期ごとに測定値が確認され、その時々のON時間が決まります。

設定点

設定点

比例帯

OFF 

ON 

時間

測定値

リレー動作

サンプリング周期

100％ 

0％ 

比例帯設定点

測定値

O
N
デ
ュ
ー
テ
ィ
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流量制御

積算流量に対して、リレーをON/OFFする制御です。
積算流量が設定値に到達したときに、フィード時間分リレーをONにします。
リレーONの状態が出力タイムリミットの時間分継続した場合は出力タイムアウトとなり、リレーを強制的
にOFFにします。出力タイムアウトは、リセット操作で解除できます。

出力タイムリミット

ON 

OFF 

時間

積算流量

ON 

OFF OFF
リレー動作

積算流量が設定値に
達したので、フィード
時間分ONになる。

フィードON時間が出力タイムリミットに達したので
出力タイムアウトとなりOFFする。出力タイムアウト
はリセット操作で解除する。

積算量設定値

積算量設定値
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カウンタタイマー制御

❖HVACモード無効時に選択可能です。

DIカウンタ積算値に対してリレーON/OFFする制御です。
DIカウンタ入力の積算値が設定値に到達したとき、フィード時間分リレーをONにします。
フィード時間が終了する前に、再度積算設定値に到達すると、残りの時間に加算されます。
リレーONの状態が出力タイムリミットに達した場合はタイムアウトとなり、リレーをOFFにします。
出力タイムアウトはリセット操作で解除できます。
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２点スイッチ制御

タンクを充填または空にするために使用します。
液面が一方の端にあるときにレベルスイッチの接点動作を使用してリレー出力をONにし、他方の端でリ
レー出力をOFFにします。
リレー動作のON/OFF のトリガーには、任意の外部入力またはリレー出力状態を割り付けることができま
す。割り付けるリレー出力は運転設定が自動モードのときに反応します。

例）ONスイッチ：D1
動作ON：短絡時
OFFスイッチ：D2
動作OFF：開放時

例）ONスイッチ：D1
動作ON：短絡時
OFFスイッチ：D2
動作OFF：短絡時

リレー動作

外部入力
（D1）

外部入力
（D2）

ON

OFF

ON

OFF

ON

OFF

OFF

リレー動作

外部入力
（D1）

外部入力
（D2）

ON

OFF

ON

ON

OFF OFF

OFF OFF

OFF
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インターバル制御

あらかじめ設定した時間に基づいて、リレーをON/OFFします。
ON時間＝サンプリング周期×フィード％
OFF時間＝サンプリング周期－ON時間

例）サンプリング周期とフィード％を以下のように設定した場合
サンプリング周期：10分
フィード％：50％

リレー動作
ON 

OFF 

ON 

OFF

5分

サンプリング周期：10分
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ツインタイマー制御

設定した時間でリレーをONにします。7個のイベントを持ち、それぞれ個別にタイマーを設定できます。
オンタイムとオフタイムを設定すると、設定期間でのインターバル運転が行えます。
オンタイム0:00:00（初期値）とした場合、インターバル機能は無効となります。

■ 毎日
毎日同じ時間管理で動作します。
例）開始時刻と期間を以下のように設定した場合
イベント1：開始時刻9:00、期間1時間
イベント2：開始時刻12:00、期間2時間
イベント3：開始時刻15:00、期間3時間

■ 毎週
曜日ごとに異なる時間管理で動作します。
例）曜日、開始時刻と期間を以下のように設定した場合
イベント1：日曜日、開始時刻9:00、期間6時間
イベント2：月曜日、開始時刻10:00、期間4時間
イベント3：土曜日、開始時刻12:00、期間5時間

■ 2週毎
２週毎に動作します。

例）運転する週、曜日、開始時刻と期間を以下のように設定した場合
開始週：第１週
曜日：月曜日
開始時刻：9:00
期間：6時間

月 火 水 木 金 土 日

  1 2 3 4 5 

6 7 8 9 10 11 12 

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 

27 28 29 30 31

動作させる日
期間：9：00～15：00

9:00 

OFF
ON

10:00   12:00  14:00  15:00 18:00

リレー動作

9:00 
OFF

ON  15:00
日曜日

火曜日

月曜日
10:00 14:00

土曜日
12:00 17:00

リレー動作
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■ 4週毎
４週毎に動作します。
例）運転する週、曜日、開始時刻と期間を以下のように設定した場合
開始週：第１週
曜日：水曜日
開始時刻：9:00
期間：6時間

月 火 水 木 金 土 日

  1 2 3 4 5 

6 7 8 9 10 11 12 

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 

27 28 29 30 31動作させる日

動作させる日
期間：9：00～15：00

期間：9：00～15：00

注：週ナンバーの考え方
カレンダーの月とは関係なく、月曜日始まりで第１週～第4週と割り振ります。タイマーで週を
設定する際は、出力の詳細表示画面で表示される週ナンバーを見て、現在が第何週かを確認し
てから設定してください。

＜例＞

■ 毎日＋インターバル
毎日運転にインターバル運転を付加しています。

例 )開始時刻と運転期間、オンタイム、オフタイムを以下のように設定した場合
毎日9時～１８時30分の間、１時間運転＋２時間停止を繰り返す。
開始9:00、期間9時間３０分
オンタイム1時間
オフタイム２時間

月 火 水 木

1月

金 土 日
1 2 3

8 9 1054 6 7

15 16 171211 13 14

22 23 241918 20 21

29

第1週

第2週

第3週

第4週

第1週 30 312625 27 28

月 火 水 木

2月

金 土 日
1 2 3

8 9 10

54 6 7

15 16 17

1211 13 14

22 23 24

1918 20 21

29

第2週

第2週

第3週

第4週

第1週 2625 27 28

30 31

月 火 水 木

3月

金 土 日
1 2 3

8 9 10

54 6

7

15 16 17

1211 13

14

22 23 24

1918 20

21

29

第2週

第2週

第3週

第4週

第1週 2625 27

28

1 時間

9:00

リレー動作

18:30

ON
OFF OFF

ON ON

2時間 2時間 2時間1時間 1時間
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1時間
5分

9:00 10:00
11:0012:0013:0014:0015:0016:00

17:008:00

ON

OFF

OFF

OFF

月曜日

火曜日

金曜日

木曜日

水曜日

日曜日

土曜日

リレー動作

■ 毎週＋インターバル
毎週運転にインターバル運転を付加しています。

例 )開始時刻と運転期間、オンタイム、オフタイムを以下のように設定した場合
月曜～金曜日の８時～17時の間、毎時0分から５分間運転を繰り返す。
土曜と日曜日は終日停止

イベント１：月曜日、開始8:00、期間9時間、オンタイム５分、オフタイム55分
イベント2：火曜日、開始8:00、期間9時間、オンタイム５分、オフタイム55分
イベント3：水曜日、開始8:00、期間9時間、オンタイム５分、オフタイム55分
イベント4：木曜日、開始8:00、期間9時間、オンタイム５分、オフタイム55分
イベント5：金曜日、開始8:00、期間9時間、オンタイム５分、オフタイム55分
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スパイク制御

この制御モードは、通常時は殺菌用の塩素濃度を低く維持し、定期的に薬液注入量を増加させる場合に使
用します。通常時の動作はON/OFF 制御モードと同様に、センサの測定値に応じてリレーをON/OFFす
ることで、不感帯の範囲内で濃度を設定点（セット点）付近に制御します。そしてスパイクイベントが動作
すると、設定点が通常の設定点からスパイク設定点（スパイクセット点）に変更されます。濃度がスパイク
設定点に到達すると、設定した時間、濃度を維持し、その後通常の設定点での制御に戻ります。
6個のスパイクイベントを持ち、それぞれ個別にタイマーを設定できます。
スパイクイベントのタイマーの種類は、毎日、毎週、2週毎、4週毎の4種類です。設定方法は、ツイン
タイマー制御 *と同じ方法です。
＊「ツインタイマー制御」（26 ページ）を参照してください。

例）開始時刻9:00、ON時間1時間に設定した場合

時間

不感帯

不感帯

設定点以下でON
下限ON/OFF制御

OFF

設定点

リレー動作

スパイク設定点

測定値

9:00 10:00内部タイマー
本器の内部タイマーに基づいて
動作する。

ON ON ON ON

OFF OFF OFF

イベントが動作し、設
定点がスパイク設定点
に変更される

イベント動作時間が経
過し、通常の設定点で
の制御に戻る
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センサ洗浄制御

センサ洗浄イベントが動作すると、設定した時間でリレーをONします。リレーは、ポンプまたはバルブを
動作させてセンサ洗浄液を供給します。洗浄時間中と、設定された洗浄後の保持時間中は、センサは直前
の測定値を継続した状態（ホールド）になるか無効になります。
センサ洗浄イベントのタイマーの種類は、１時間毎、毎日、毎週、２週毎、４週毎の５種類です。１時間毎
以外の設定方法はツインタイマー制御 *と同じ方法です。
＊「ツインタイマー制御」（26 ページ）を参照してください。

■ １時間毎
１日（２４時間）あたりの動作回数と開始時刻、期間を設定し運転します。動作回数は、２（12時間毎）、３（8
時間毎）、４（6時間毎）、６（4時間毎）、８（3時間毎）、12（2時間毎）、24（1時間毎）から選択します。

例）動作回数と開始時刻、期間を以下のように設定した場合
動作回数：8回 /日
開始時刻：9:00
期間：1時間

9:00 10:00 12:00 13:00 15:00 16:00 18:00 19:00 21:00 22:00 24:00 1:00 3:00 4:00 6:00 7:00 9:00 10:00 12:00 13:00 

OFF
ON

開始時間

リレー動作

１日（24時間）÷８＝３時間
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ラグ出力

複数のリレー出力をリード（先導）とラグ（遅れ）に割り付けてグループ化し、一つの制御アルゴリズムで
管理します。バックアップのポンプ運転をサポートし、交互運転や時間均衡によって機器負荷の平均化を図
ることができます。グループは、1個のリード出力と1個以上のラグ出力から構成されます。どの制御モー
ドのリレー出力でも選択ができます。

■ ウェアレベリングモード
リード出力とラグ出力の運転順序を変更することができます。この機能は、ユーザーがシステム内のメイン
および補助ポンプの使用を管理できるようにするものです。
「デューティ基準」では起動毎に出力するリレーが順番に変わります。
「時間均衡」では、「損耗周期時間」で設定した時間ごとに出力するリレーが自動的に切り替わっていきます。

≪デューティ基準≫

≪時間均衡≫

OFF

OFF

OFF OFF

ON

ON

ON

ON

ON

OFF

OFF

OFF

OFF

測定値

上限
設定点

リード出力
上限ON/OFF制御

ラグ出力①

時間

不感帯

ラグ出力②
(最終ラグ出力)

OFF

OFF OFF

OFF

OFF

OFF

ON

ON
ON ON

ON ON

ON

測定値

上限
設定点

リード出力
上限ON/OFF制御

損耗周期時間

ラグ出力

時間

不感帯

OFF
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■ 同期モード
リード出力に対して、同期基準に基づいたラグ出力の運転を行います。
「時間基準」では、リード出力が起動してから遅れてラグ出力を起動させます。遅れ時間は遅延時間で設定
します。

≪時間基準≫

リード出力
ON

ON

ON

OFF

OFF

OFF

OFF

OFF

OFF

ラグ出力①

遅延時間

遅延時間

ラグ出力②
(最終ラグ出力 )
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警報出力

各種警報条件になった時出力する警報出力です。
一括警報、選択警報の2種類の警報モードがあります。
選択警報モードでは、センサ上下限や外部入力、リレー等から様々な警報条件を選択可能です。
警報条件の種類は大別して上上限警報、上限警報、下限警報、下下限警報、各種異常警報の5種類です。
警報出力は外部信号入力の有無に関係無く、出力されます。

■ 上上限、上限警報
測定値が上上限、上限警報値以上になるとリレーをONにし、その後不感帯より測定値が下回ると
リレーをOFFにします。

■ 下下限、下限警報
測定値が下下限、下限警報値以下になるとリレーをONにし、その後不感帯より測定値が上回ると
リレーをOFFにします。

■ 各種異常警報
各種異常を検知すると、警報をONにします。異常状態から正常復帰すると警報をOFFにします。

ON

OFF

出
力

不感帯

測定値

上上限、上限警報値

ON

ON

OFF
OFF出

力

不感帯

測定値

下下限、下限警報値

ON

ON

OFF
OFF出

力

正常復帰 異常検知

ON
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サンプリング制御

❖HVACモード有効時に選択可能です。

あらかじめ設定したタイマーに基づいてセンサ測定を行い、サンプリング（測定）と保持（休止）を繰り返
します。
リレーの制御はサンプリング時間内のみ行います。
基本のリレー動作は設定点（セット点）を設定し、この値を上回るとリレーをONにし、下回るとリレーを
OFFにします。
比例帯、待機時間、強制ブロー時間の設定によって割り込み動作が入ります。

• この制御モードはボイラーのブロー制御用です。ボイラー装置では、測定液（温水）は排出され続ける
ので、電導度を連続して測定することができません。電導度測定用バイパス配管のブロー制御バルブ
を断続的に開くことによって、センサにボイラー水を供給します。
• ボイラー水が蒸発して誤った測定をしないように、バイパス配管のブロー制御バルブを閉じ、ボイラー
水をボイラー圧のまま測定する必要があります。ブロー制御バルブが開いていると正確な電導度測定
ができないため、ブロー制御バルブが閉じてからブローまでの保持時間を設定する必要があります。
• バルブが開いた状態での電導度測定は信頼度が低いため、ブローはセンサ測定値に基づいて実施す
るのではなく、時間で実施します。ブロー時間はコントローラが比例制御で適切に調整します。
• トラップサンプルを無効にすると、強制ブローの制限時間やブローまでの保持時間は使用されません。

ON ON ON 

時間

比例帯

ON 

OFF OFF OFF OFF 

サンプリング

サンプリング時間 サンプリング時間

保持時間 保持時間

リレー動作

設定点

待機時間

測定値

サンプリング
時間内で設定
点より上なの
でON

サンプリング
時間内で設定点
より下なので
OFFその後待機
時間分OFFを
継続する

サンプリング
時間が終了し
保持時間に
なったので
OFF

設定点より上
だが保持時間
なのでOFF

設定点+比例帯
を超えたので
強制ブロー設定
時間分ON

設定点より上
なのでON

強制ブロー時間
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ブロー同期制御

❖HVACモード有効時に選択可能です。

ブローに割り付けたリレーのON/OFFに同期してリレーをON/OFFする制御です。
ブローONと同時にリレーONし、ブローOFFと同時にリレーをOFFします。
リレーONの時間がフィードタイムリミットの時間を超えると出力タイムアウトとなり、リレーを強制OFFし
ます。出力タイムアウトはブローOFFで自動解除されます。

ON 

OFF OFF 

ON 

OFF 

ON 

OFF 

ON 

OFF OFF 

ON 

OFF 

ON 

フィードタイム
リミット

リレー動作

ブロー動作

OFF 

ブローのONと
同時にリレーも
ONする

ブローのOFFと同
時にリレーもOFF
する。

ON時間がフィードタイムリ
ミットの時間を超えたので出
力タイムアウトとなり強制
OFFする。ブローがOFFする
までこの状態は継続する。

ブローOFFしたので出力
タイムアウトはリセット
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ブロー％制御

❖HVACモード有効時に選択可能です。

ブローに割り付けたリレーのON時間に対してリレーをON/OFFする制御です。ブローのON時間に対し
「ブローON時間×フィードの割合」で求められる時間分リレーをONします。
リレーONの時間がフィードタイムリミットの時間を超えると出力タイムアウトとなり、リレーを強制OFFし
ます。出力タイムアウトはブローONで自動解除されます。

例）フィード％とフィードタイムアウトリミットを以下のように設定した場合
フィード％：50％
フィードタイムリミット：10分

ON 
10分

5分

30分
ON 

ON 

ON 
ON 

ON 

OFF 
ブロー動作

リレー動作

OFF OFF OFF 

OFF 

OFF 

OFF OFF 

フィードタイム
リミット10分

ブローのOFFと
同時にリレーが
ONする。

ブローのON時間
×フィードの割合
で決まる時間で
リレーONする。

ON時間がフィードタイム
リミットの時間を超えたの
で出力タイムアウトとなり
強制OFFする。ブローが再
度ONするまでこの状態は
継続する。

ブローONしたので出力
タイムアウトはリセット
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流量計比率制御

❖HVACモード有効時に選択可能です。

一般的に冷却水の用途で使用され、給水量（補給水）とブロー水量のサイクルによって水の電導度管理を
行います。
1つまたは2つの水道メーターを通過する給水量（補給水）を測定し積算量に到達すると、ブロー水量を
測定するためにリレー出力を動作させます。ブロー水が設定したブロー水量に到達するとリレー出力を停止
します。
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バイオタイマー制御

❖HVACモード有効時に選択可能です。

設定した時間でリレーをONにします。10個のイベントを持ち、それぞれ個別にタイマーを設定できます。
バイオタイマーの種類は、毎日、毎週、2週毎、4週毎の4種類です。設定方法は、ツインタイマー制
御 *と同じ方法です。
＊「ツインタイマー制御」（26 ページ）を参照してください。

バイオタイマーによるリレーONの前に、予備動作としてブローに割り付けたリレーを使ってプリブローを
行います。プリブローにはプリブロー設定点（電導度）によるものと、プリブロー時間によるものの2通
りがあります。

■ プリブロー設定点（電導度）によるプリブロー
例）開始時刻を以下のように設定した場合
イベント1：開始時刻9:00
イベント2：開始時刻12:00 
イベント3：開始時刻13:00

ON 

ON ON 

ON ON 

ON 

時間

不感帯

OFF 

OFF OFF OFF OFF 

OFF OFF 
リレー動作

ブロー動作

プリブロー
設定点(電導度)

上限値

測定値

9:00 12:00 13:00
内部タイマー

プリブロー完了後、
リレーONする。

リレーOFF後、
設定した時間分
ブローロックア
ウトする。ブ
ローロックアウ
ト中はブロー
OFFになる。

プリブロー無しの
場合はタイマーと
同時にリレーON
する。

プリブロー
設定点より
下になった
のでブロー
OFFする。

タイマーをトリガーにして
測定値をチェックする。プ
リブロー設定点より上なの
でプリブロー(ブローON）
する。

タイマーをトリ
ガーにして測定
値をチェックす
る。プリブロー
設定点より下な
のでプリブロー
しない。

この間は
通常のブロー動作

本器の内部タイマーに基づいて
動作する。

ブローロックアウト中、
タイマーイベントがき
た場合は、ブローロッ
クアウトを解除して通
常運転に戻る。

ブロー
ロック
アウト

ブロー
ロック
アウト

ブロー
ロック
アウト
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■ プリブロー時間によるプリブロー

例）開始時刻を以下のように設定した場合
イベント1：開始時刻9:00
イベント2：開始時刻13:00

ON 

ON ON 

ON 

ON 

時間

不感帯

OFF 

OFF OFF OFF OFF 

OFF OFF OFF 

OFF 

リレー動作

ブロー動作

測定値

上限値

9:00 13:00
内部タイマー

プリブロー完
了後、リレー
ONする。

リレーOFF後、設定した時間分
ブローロックアウトになる。
ブローロックアウト中はブロー
OFFになる。

タイマーをトリガー
にしてプリブロー
(ブローON)する。

プリブロー
時間

プリブロー
時間

プリブロー
時間分ON
したのでブ
ローOFFす
る。

通常の
ブロー
動作

本器の内部タイマーに
基づいて動作する。

ブロー
ロック
アウト

ブロー
ロック
アウト
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制御機能（アナログ出力）

アナログ出力を使用して以下の制御が行えます。

同期 /手動制御

外部入力、リレー出力に連動してアナログ出力をON/OFFする制御です。あらかじめ連動対象を設定し、
その対象に同期してアナログ出力をON/OFFします。

伝送出力

4mA時の測定値と20mA時の測定値を設定することで、測定値－電流値の直線を作成可能です。
この２点間の直線に基づいて電流値が変化します。

例）以下のように設定した場合
4mA値：pH7
20mA値：pH14

比例出力

設定点（セット点）、比例帯、最大出力、最小出力を設定することで各出力の測定値が決まります。
設定点と比例帯に基づいて電流値が変化します。

制御方向：逆方向

例）
制御方向：逆方向
最小出力：0％
最大出力：50％

制御方向：順方向

例）
制御方向：順方向
最小出力：0％
最大出力：50％
出力OFFモード：3mA

4mA

pH7 pH14

測定値

電
流
値

20mA

12mA

4mA

比例帯設定点

測定値

電
流
値

最大出力

20mA

最小出力

12mA

4mA

比例帯 設定点

測定値

電
流
値

最大出力

3mA
最小出力

出力OFFモード

20mA
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流量比例出力

処理水の瞬時流量の変化に応じて、アナログ出力値が比例的に変化します。
ターゲットＰＰＭ（目標濃度）、ポンプ容量を設定することでポンプ出力が決まります。
制御動作はリレー出力の流量比例制御を同様です。
＊「流量比例制御」（15 ページ）を参照してください。

PID制御

❖HVACモード無効時に選択可能です。

測定値と設定点（セット点）の偏差を連続的に計算し、等しくなるようにフィードバック制御を行います。比
例帯、積分時間、微分時間に従い、アナログ出力を制御します。
PID制御フォーマット（ゲインフォーム）は、リレー出力のパルスPID制御 *と同様です。
＊「パルスPID制御」（16 ページ）を参照してください。

ラグ出力

複数のアナログ出力をリード（先導）とラグ（遅れ）に割り付けグループ化し、一つの制御アルゴリズムで
管理します。バックアップのポンプ運転をサポートし、交互運転や時間均衡によって機器負荷の平均化を図
ることができます。
制御動作はリレー出力のラグ出力 *と同様です。

＊「ラグ出力」（31 ページ）を参照してください。
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監視制御（フィードモニタ入力）
フローチェッカーからのパルス入力（流量）をモニタし、リレー出力やアナログ出力を積算警報や流量警報
と連動させ制御します。

■ 積算警報モード
積算流量を監視し、設定値を超えたときに積算警報を作動させます。連動させるリレー出力またはアナロ
グ出力はOFFとなります。
警報は、積算リセット操作またはスケジュールリセットで積算流量がクリアされることで解除されます。

ON ON 

時間

OFF 

積算流量

積算警報設定点

リレー出力または
アナログ出力動作

出力OFFによってパルス入
力も停止する場合は、流量
カウントも停止する。

積算リセットまたは
スケジュールリセット

積算流量が積算警報
に達したので、出力
はOFFになる。

積算警報が解除され
出力ONになる。

■ 流量警報モード
フローチェッカーから一定時間パルス入力が無い場合、流量警報を作動させます。連動させるリレー出力
またはアナログ出力は、再プライム時間経過後にOFFとなります。
警報は、流量警報解除で設定したパルス数が入力されると解除されます。
連動させる出力が、パルス比例、パルスPID、アナログ出力の場合、再プライム時間中は最大出力で運転
します。

ON ON 

ON ON 

OFF 

OFF 

リレー出力または
アナログ出力動作

フローチェッカー
（パルス入力）

流量警報遅延時間
再プライム時間

パルス未入力の時間が
流量警報遅延時間＋再プライム時間を
超えたので、流量警報が作動し、出力
はOFFになる。

流量警報解除のパルス数に達
したので、流量警報が解除さ
れ、出力はONになる。

流量警報解除パルス
をカウント

パルス未入力
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型式表示の見かた
本器の型式は、以下のことを示しています。

WJ ＣＴ 6 10ＨＳ Ｓ A N － NN
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

① シリーズ名称
WJ：ウォルケムコントローラ（日本仕様）

② 用途名記号
CT：クーリングタワー用
PH：pH/ORP用
CN：一般電導度用

③ シリーズ型式記号
6：600型

④ リレー仕様記号
00H：有電圧リレー×6点
10H：有電圧リレー×2点、無電圧リレー×4点
20H：半導体リレー×2点、無電圧リレー×4点
40H：半導体リレー×4点、無電圧リレー×2点

⑤ 入力１仕様記号
S：センサ入力×１点
A：アナログ入力×２点
C：センサ入力×１点 *、アナログ入力×１点

⑥ 入力２仕様記号
N：センサ入力なし
S：センサ入力×１点
A：アナログ入力×２点
C：センサ入力×１点 *、アナログ入力×１点

⑦ アナログ出力記号
N：アナログ出力なし
A：アナログ出力×２点

⑧ ネットワーク記号
N：イーサネットカードなし
E：イーサネットカードあり
M：イーサネットカードあり+Modbus/TCP

⑨ 付属センサ
NN：付属センサなし（センサ別売）

＊入力仕様記号「C」のセンサ入力にECOND入力はできません。
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各部の名称とはたらき

コントローラ本体

 

 

ロックねじ
通常使用時はねじを諦
めてフロントパネルを
容易に開閉できないよ
う固定します。

取付穴
壁面取り付け用の
穴です。本体の
左右にあります。

USBコネクタ
防水保護キャップで
カバーされています。

ケーブル引込口
各種入出力ケーブルの
引込口です。 操作部（下図参照）

ロックレバー
フロントパネル開閉用
のロックレバーです。

❖ 使用する前に、操作部の保護シートをはがしてください。

操作部

タッチパネル

LED1～6
リレー出力1～6のON/OFF
状態を表示します。
ON時 ： 点灯または点滅
ＯＦＦ時：消灯

❖ タッチパネルについて詳しくは「基本操作」（77 ページ）をご覧ください。
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コントローラ内部

ニュートラル端子＊1
TB5

センサ入力
外部入力
アナログ出力端子
TB1、TB3、TB2

アース端子
TB4

電源端子
TB7

リレー出力端子
TB6

安全カバー

ヒューズ＊1

デュアルアナログ出力カード＊3

イーサネットカード＊2

I/Oスロット１カード

I/Oスロット2カード

制御基板（電池搭載）

❖ 1：ヒューズとニュートラル端子は、製品型式のリレー仕様記号10H（有電圧リレーあり）の場合に搭載され
ます。

❖ 2：イーサネットカードは、製品型式のネットワーク記号EまたはM（イーサネットカードあり）の場合に搭
載されます。

❖ 3：デュアルアナログ出力カードは、製品型式のアナログ出力記号A（出力あり）の場合に搭載されます。

ケーブルグランド配置

センサ１入力

センサ2出力

イーサネット

外部入力

アナログ出力 電源

電源スイッチ

リレー出力リレー出力

各部の名称とはたらき/
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本章では、本器の取り付けや配線について説明します。必ずお読みになり、充分に理解してから作業を始
めてください。

 必ず守ってください
本器を設置する際は、以下の事を必ず守ってください。
• 作業を行うときは、必ず電源を切って、本器および装置を停止させてください。
• 作業中に危険を感じたり、異常に気付いたときは、速やかに作業を中断してください。その後、危険
や異常を取り除き、作業をやり直してください。
• 安全のため、本器の付近に危険物や燃えやすいものを置かないでください。
• 漏電や感電防止のため、破損したコントローラは使用しないでください。
• 本器は精密機器です。衝撃を与えないように、丁寧に取り扱ってください。
• 本器を設置するときは、図面や仕様書に基づいて設置してください。
• 本器は起動中に電源を切ると、メモリデータが破損し動かなくなる恐れがあります。電源投入後3分
以内は電源を切らないでください。

設置上のご注意
• 電源には、計装用の電源を用意してください。
 動力源の電源と共用すると、ノイズの影響により誤作動する恐れがあります。
• 大きなノイズ源から離れた場所で使用してください。
 ノイズ源の近くで使用する場合は、ノイズフィルターやスパークキラーなどの対策が必要となります。

設置場所
• 振動の受けにくい場所に設置してください。
• 下記のような場所には設置しないでください。
‒ 直射日光のあたる場所
‒ 湿気やほこりの多い場所や風雨にさらされる場所
‒ 結露や凍結の恐れのある場所
‒ 腐食性ガス、可燃性ガス、油煙がある場所
‒ 金属粉のある場所

• 設置場所が以下の範囲内であることを確認してください。
‒ 周囲温度：0～50℃

• 保守点検がしやすいように、本器の周囲には充分なスペースを確保してください。
• 重量に耐える場所に取り付けてください。
• 保守や結線作業が行える場所に設置してください。

/設置場所

設置
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取り付け
本器は、壁取り付け（ウォールマウント）タイプです。
M6ネジ（お客様でご用意ください。）で壁面に取り付けます。

1 設置場所を決める
「設置場所」の項を参照して場所を選んでください。

2 右図に示した取付ピッチで穴を開ける
ディスプレイが目線の高さになるように位置を調節してください。

228.6
4×M6ネジ取付穴

取付ピッチ寸法 (単位mm)

1
0
1

3 本体を取り付ける 
充分な強度を持った壁に取り付けてください。
コントローラの周囲には充分なスペースを確保してください。

（単位mm）

230以上

178以上

100
以上

50以上

M6ネジ
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電導度センサの設置
センサの設置方法には、大別して次の２通りがあります。

● 投込み型
センサを測定液の中に直接沈めて使用します。

● 流通型
センサをホルダに組み込み、配管ライン中に直接取り付けます。

センサの取り扱いについてのご注意

• センサに機械的損傷を与えないでください。使用不能になることがあります。
• センサ検出部に直接手を触れないでください。表面が油脂等で汚損されると感度低下の原因となりま
す。
• センサは消耗品です。定期的に交換してください。

２電極式電導度センサ（CCOND）の場合

■ 投込み型センサ

センサは、そのまま槽内に沈めてください。タンクの四隅付近では測定に誤差が生じる恐れがあり
ますので、充分に距離（30mm以上）をとって設置してください。

ご注意
• 振動や衝撃の少ない場所に設置してください。振動や衝撃により、電極部カバーが脱落する恐れがあります。脱
落による２次被害が考えられる場合は、装置・設備側で対策を講じてください。

30mm以上

30mm以上

渇水時×

渇水時○

満水時○

150mm以上

適正水位

電極部カバー
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■ 流通型センサ

流通型ホルダを使用してください。
センサのネジ部にシールテープを巻いて、流通型ホルダにしっかりとねじ込んでください。

配管は、下図のように本管より検水用の分岐を設け、流量を一定にして配管することを推奨いたします。
乱流が起こらないように流量を調節してください。流通型ホルダの耐圧は、0.5MPaです。

ご注意
• 流通型ホルダ内にエアー溜まりが発生しないように配管してください。エアー溜まりがあると、正確に測定するこ
とができません。
• 検水入口および検水出口には、バルブを設けてください。
• 流通型ホルダの耐圧は0.5MPaですので、それ以上の圧力を絶対にかけないでください。破損する恐れがあり
ます。
• 保守点検がしやすい充分なスペースがあるところに設置してください。

参考配管例

流通型ホルダ

NPT3/4

着圧調整バルブ
本管

電導度センサ

流通型ホルダ

バルブ

検水

バルブ

ドレン
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電磁式電導度センサ（ECOND）の場合

❖ 電磁式電導度センサのホルダの取り扱いについての詳細は、ホルダの取扱説明書を参照してください。

■ 投込み型センサ

センサは、そのまま槽内に沈めてください。タンクの四隅付近では測定に誤差が生じる恐れがあり
ますので、充分に距離（100mm以上）をとって設置してください。

■ 流通型センサ
流通型ホルダを使用してください。
配管は、下図のように本管より検水用の分岐を設け、流量を一定にして配管することを推奨いたします。
流通型ホルダへの流量は1～30ℓ/minの範囲に設定してください。流通型ホルダの耐圧は、0.5MPa
までです。

ご注意
• 流通型ホルダ内にエアー溜まりが発生しないように配管してください。エアー溜まりがあると、正確に測定するこ
とができません。
• 検水入口および検水出口には、バルブを設けてください。
• 流通型ホルダの耐圧は0.5MPaですので、それ以上の圧力を絶対にかけないでください。破損する恐れがあり
ます。
• 流通型ホルダへの流量を30ℓ/min 以上にすると正確に電導度が測定できない場合があります。
• 保守点検がしやすい充分なスペースがあるところに設置してください。

参考配管例

100mm以上

100mm以上

渇水時×

渇水時○

満水時○

100mm以上

適正水位

着圧調整バルブ
本管

電導度センサ

流通型ホルダ

検水

バルブバルブ

ドレン /圧力開放バルブ
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pH/ORPセンサの設置
センサの設置方法には、大別して次の２通りがあります。

● 浸漬型ホルダ
センサをホルダに組み込み、測定液に直接沈めます。

● 流通型ホルダ
センサをホルダに組み込み、配管ライン中に直接取り付けます。

❖ 各ホルダの取り扱いについての詳細は、各ホルダの取扱説明書を参照してください。

ご注意
・ウォルケム製WEL型は、一般タイプ（ハウジング＋電極カートリッジ）のまま直接測定液に沈めないでください。
ケーブル部分は防水構造ではありませんので、ハウジング内部に浸水し故障の原因となります。

・センサレックス製標準センサの測定液の最低電導度値は10mS/mです。それ以下の場合は、pH値が測定でき
ないことがあります。

・センサレックス製8000型、内部液補給型センサSH/SR型を本器で使用する場合、別途プリアンプが必要と
なります。

電極の取り扱いについてのご注意

• pH（ORP）電極（ウォルケム製WEL型、センサレックス製8000型）は、取り付け時や取り外し
時にBNCまたは TNCコネクタ部が被液しないように注意してください。
• 電極の先端はガラスになっています。pH（ORP）電極の交換時は、破損しないように充分注意して
ください。
• BNCまたは TNCコネクタ部が取り付けにくい場合は、Oリング部分にシリコングリスを塗布する
と取り付けやすくなります。（ガラス電極にシリコングリスが付着しないようにご注意ください。）
• 未使用の pH（ORP）電極は、保存ボトル内にKCl 溶液で保存されています。pH（ORP）電極が乾
くと、測定できなくなりますのでご注意ください。

浸漬型ホルダの場合

● 常に電極の先端が測定液中に浸かっている状態にする
測定液のレベル変動がある場合でも、必ず電極の先端が浸かっている状態にしてください。

● 流速減少の対策をとる
最大流速は、1.5m/sec です。それ以内でも変形する場合がありますので、以下の方法で流速減少
の対策を 実施してください。（センサレックス推奨）

・先端に導入孔を開けた50A～100A程度のパイプを設置し、その中
にホルダを挿入する。
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・側溝などで、両岸に邪魔板の取り付けが可能な場合は、ゴミを除去するために、上流側に邪魔板を設
置する。

流通型ホルダの場合

● 配管ラインに、必ずバイパスラインを設ける
配管ラインにバイパスラインを設け、バイパスライン中に取り付けてください。

参考配管例

ご注意
• 流量が多すぎると、指示値が変動する場合があります。また、極端に流量が少ない場合は、応答遅れが生じます。
測定条件に合わせて、流量を調節してください。
• 測定液中に浮遊物が多い場合は、流入側にストレーナを設けてください。
• バイパスラインを設けない場合は、センサの保守や交換時に、装置全体を停止する必要があります。

手動バルブ

pH(ORP) センサ



53配線

配線

 警告

• 電気工事など、電源の取り扱いに関しては、有資格者が行ってください。また、電気設置技術基準
および内線規程に従ってください。
• 電源がONになっている状態で配線を行わないでください。また、作業中は、電源がONにならな
いようにしてください。
• 電源を切った直後は内部回路が帯電しているため、1分以上待ってから作業を行ってください。

■ 配線時のご注意
• 安全のため、必ず接地端子（アース）を接地してください。（D種接地）
❖ 接地は、モータなどの電気機器の接地と分離してください。
• 計装用の電源を使用してください。
❖ 動力源の電源と共用すると、ノイズの影響により誤作動する恐れがあります。
❖ 電源ノイズが多い場合は、1次側に絶縁トランスを挿入し、2次側にノイズフィルタを使用してください。
• 電源線、リレー接点出力線は、以下の規格を推奨します。
電源 /リレー接点出力：600V 二種ビニル絶縁電線　JISC3317(HIV)　0.9～ 2.0mm2

• ノイズ対策時は、1次側と2次側のケーブルを近接しないでください。
• 機器の電源やリレーなどの高電圧端子をわたり配線すると、安全規格適用外になります。

安全カバーの取り外しと取り付けかた

■ 取り外し

安全カバーを固定しているネジをドライバーで緩め、A部をつまみカバーを外してください。

■ 取り付け

安全カバーの位置を合わせ、ネジを締めてカバーを固定してください。

TB3 TB2

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

TB1
TB4 TB6

TB5

TB7

N
N
N
N
N
N

N
L

N
N
N
N
N
N

R1

R2

R3

R4

R5

R6

POWER 
SWITCH FUSE

A

固定ネジ
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端子台図

■ アース端子、ニュートラル端子、リレー出力端子、電源端子（TB4、TB5、TB6、TB7）

 

TB4 TB7

TB5

TB6  

電源端子 アース

＊TB5はリレー仕様記号00H、
　10Hにのみ搭載されます。
　有電圧リレーに使用します。

端子 

R1

R2

R3

R4

R5

R6

N

N

N

N

N

N

N

L L

N

N
N
N
N
N
N

ニュートラル
端子

TB5

TB6

TB6 TB6

R1

No.

R2

R3

R4

R5

R6

NC

NO 有電圧

リレー仕様記号
10Hの場合

無電圧

NC

NO

TB6

R1

No.

R2

R3

R4

R5

R6

NC

NO

有電圧

リレー仕様記号
00Hの場合

NC

NO

NC

NO

NC

NO

NC

NO

NO

NO

R1

No.

R2

R3

R4

R5

R6

+

－
半導体

リレー仕様記号
20Hの場合

無電圧

+

－

R1

No.

R2

R3

R4

R5

R6

+

－

半導体

リレー仕様記号
40Hの場合

無電圧

+

－

+

－

+

－

N
L
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■ センサ入力端子、アナログ出力端子、外部入力端子（TB1、TB2、TB3）
製品型式の入力仕様記号によって端子台に割り付けられる機能が異なります。
ご注意
• センサ入力、アナログ出力端子TB1およびTB2の端子⑱（SHIELD）はアース端子TB4と導通しています。
• 外部入力端子TB3の端子⑦～⑫（D1 SHIELD）はアース端子TB4と導通しています。

● 入力仕様記号SS（センサ入力×１点＋センサ入力×１点）の場合

TB3

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18 TB4

TB5

TB7

N
N
N
N
N
N

N
N
N
N
N
N

POWER 
SWITCH

TB1 TB2

DIS ：

TB1

No.
センサの種類

ECOND
TEMP－1 TEMP－ TEMP－

CCOND

TEMP+2 TEMP+ TEMP+

SHIELD SHIELD

4 RCV IN+
5 RCV－

R-SHLD3 IN－

RCV+6
X-SHLD7

+5V8
－5V9

XMT+ XMT10
XMT－ XMT

DIG IN 1+

11
12
13

DIG IN 1－14
+9 VDC15

4-20 OUT 1+16
4-20 OUT 1－17
SHIELD18

pH/ORP
DIS

端子①②温度 (S12)
　　③～⑫センサ入力 (S11)　　
　　⑬⑭外部入力 (D1)
　　⑯⑰アナログ出力 (A1)

ECOND：電磁式電導度センサ
CCOND：2電極式電導度センサ
pH/ORP pH/ORPセンサ、殺菌用センサ

TB3

No.

1 DIG IN 3+
2 DIG IN 3－
3 +9 VDC
4 DIG IN 4+
5 DIG IN 4－
6 +9 VDC

DI SHIELD

7
8
9
10
11
12
13 DIG IN 5+
14 DIG IN 5－
15 +9 VDC
16 DIG IN 6+
17 DIG IN 6－
18 +9 VDC

端子①②外部入力(D3)
④⑤外部入力 (D4)
⑬⑭外部入力 (D5)
⑯⑰外部入力 (D6)

TB2

No.
センサの種類

ECOND
TEMP－1 TEMP－ TEMP－

CCOND pH/ORP
DIS

TEMP+2 TEMP+ TEMP+

SHIELD SHIELD

4 RCV IN+
5 RCV－

R-SHLD3 IN－

RCV+6
X-SHLD7

+5V8
－5V9

XMT+ XMT10
XMT－ XMT

DIG IN 2+

11
12
13

DIG IN 2－14
+9 VDC15

4-20 OUT 2+16
4-20 OUT 2－17
SHIELD18

端子①②温度(S22)
③～⑫センサ入力(S21)
⑬⑭外部入力(D2)
⑯⑰アナログ出力(A2)

N
L
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● 入力仕様記号SA（センサ入力×１点＋アナログ入力×２点）の場合

TB1

No.
センサの種類

ECOND
TEMP－1 TEMP－ TEMP－

CCOND

TEMP+2 TEMP+ TEMP+

SHIELD SHIELD

4 RCV IN+
5 RCV－

R-SHLD3 IN－

RCV+6
X-SHLD7

+5V8
－5V9

XMT+ XMT10
XMT－ XMT

DIG IN 1+

11
12
13

DIG IN 1－14
+9 VDC15

4-20 OUT 1+16
4-20 OUT 1－17
SHIELD18

pH/ORP
DIS

端子①②温度 (S12)
　　③～⑫センサ入力 (S11)　　
　　⑬⑭外部入力 (D1)
　　⑯⑰アナログ出力 (A1)
ECOND：電磁式電導度センサ
CCOND：2電極式電導度センサ
pH/ORP
DIS ：pH/ORPセンサ、殺菌用センサ

TB3

No.

1 DIG IN 3+
2 DIG IN 3－
3 +9 VDC
4 DIG IN 4+
5 DIG IN 4－
6 +9 VDC

DI SHIELD

7
8
9
10
11
12
13 DIG IN 5+
14 DIG IN 5－
15 +9 VDC
16 DIG IN 6+
17 DIG IN 6－
18 +9 VDC

端子①②外部入力(D3)
④⑤外部入力 (D4)
⑬⑭外部入力 (D5)
⑯⑰外部入力 (D6)

TB2

No.
変換機の種類

2Wire
Loop 3Wire 4Wire2Wire

Powered
+24V +24V +24V

+24V +24V +24V

1
2 TEMP+

SHIELDSHIELD SHIELD

4
5 COM(－)

COM(－)

3

6
7
8
9
10

DIG IN 2+

11
12
13

DIG IN 2－14
+9 VDC15

4-20 OUT 2+16
4-20 OUT 2－17
SHIELD18

24V(－)

24V(－)

SHIELD

SHIELDSHIELD SHIELD SHIELD

XMTR－

XMTR－

XMTR－ XMTR＋ XMTR＋ XMTR＋

XMTR－ XMTR＋ XMTR＋ XMTR＋

端子①～⑥アナログ入力(S21)
⑦～⑫アナログ入力 (S22)
⑬⑭外部入力(D2)
⑯⑰アナログ出力(A2)

2WireLoop：2線式ループアナログセンサ
2WirePowered：2線式電源付アナログセンサ
3Wire：3線式アナログセンサ
4Wire：4線式アナログセンサ

TB3

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18 TB4

TB5

TB7

N
N
N
N
N
N

N
N
N
N
N
N

POWER 
SWITCH

TB1 TB2

N
L
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● 入力仕様記号CS（センサ入力×１点＆アナログ入力×１点 ＋センサ入力×１点）の場合

TB3

No.

1 DIG IN 3+
2 DIG IN 3－
3 +9 VDC
4 DIG IN 4+
5 DIG IN 4－
6 +9 VDC

DI SHIELD

7
8
9
10
11
12
13 DIG IN 5+
14 DIG IN 5－
15 +9 VDC
16 DIG IN 6+
17 DIG IN 6－

18 +9 VDC

端子①②外部入力(D3)
④⑤外部入力(D4)
⑬⑭外部入力(D5)
⑯⑰外部入力(D6)

変換器の種類

ECOND CCOND pH/ORP
DIS

TB2

No.

1 TEMP－ TEMP－ TEMP－
TEMP+ TEMP+ TEMP+

IN－
IN+

2
3 R-SHLD

X-SHLD

XMT+
XMT－

XMT

SHIELD SHIELD
＋5Ｖ
－5Ｖ

4 ＲＣＶ
5 RCV－
6 RCV+
7
8
9
10
11
12
13 DIG IN 2+
14 DIG IN 2－
15 +9 VDC
16 4-20 OUT 2+
17 4-20 OUT 2－
18 SHIELD

pH/ORP
DIS

端子①②温度(S22)
③～⑫センサ入力(S21)
⑬⑭外部入力(D2)
⑯⑰アナログ出力(A2)

ECOND：電磁式電導度センサ
CCOND：2電極式電導度センサ

：pH/ORPセンサ、
殺菌用センサ

TB3

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18 TB4

TB5

TB7 TB6

N
N
N
N
N
N

N
N
N
N
N
N

POWER 
SWITCH

TB1 TB2

TB1

No.

1 TEMP－ TEMP－

センサの種類 変換器の種類

CCOND 3Wire 4WirepH/ORP
DIS

2Wire
Powered

2 TEMP+ TEMP+

3 SHIELD IN －

4 RCV IN +

5 －5V

6 XMT

7 +5V

8 COM(－) 24V(－)

+24V+24V +24V9
10 XMTR－

XMTR－XMTR－ XMTR+XMTR+

SHIELD or use DI SHIELD(TB3 7-12)

XMTR－

11
12
13 DIG IN 1+

14
15
16
17
18

DIG IN 1－

+9 VDC

4-20 OUT 1+

4-20 OUT 1－

SHIELD

2Wire
Loop

端子①②温度(S12)
③～⑦センサ入力(S11)
⑧～⑪アナログ入力(S13）
⑬⑭外部入力(D1)
⑯⑰アナログ出力(A1)

CCOND：2電極式電導度センサ

2WireLoop：2線式ループアナログセンサ
2WirePowered：2線式電源付アナログセンサ
3Wire：3線式アナログセンサ
4Wire：4線式アナログセンサ

pH/ORP
DIS ：pH/ORPセンサ、殺菌用センサ

N
L



58 配線

● 入力仕様記号CA（センサ入力×１点＆アナログ入力×１点 ＋アナログ入力×2点）の場合

TB3

No.

1 DIG IN 3+

2 DIG IN 3－

3 +9 VDC

4 DIG IN 4+

5 DIG IN 4－

6 +9 VDC

DI SHIELD

7
8
9
10
11
12
13 DIG IN 5+

14 DIG IN 5－

15 +9 VDC

16 DIG IN 6+

17 DIG IN 6－

18 +9 VDC

端子①②外部入力(D3)
④⑤外部入力(D4)
⑬⑭外部入力(D5)
⑯⑰外部入力(D6)

TB3

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18 TB4

TB5

TB7 TB6

N
N
N
N
N
N

N
N
N
N
N
N

POWER 
SWITCH

TB1 TB2

TB1

No.

1 TEMP－ TEMP－

センサの種類 変換器の種類

CCOND 3Wire 4WirepH/ORP
DIS

2Wire
Powered

2 TEMP+ TEMP+

3 SHIELD IN －

4 RCV IN +

5 －5V

6 XMT

7 +5V

8 COM(－) 24V(－)

+24V+24V +24V9
10 XMTR－

XMTR－XMTR－ XMTR+XMTR+

SHIELD or use DI SHIELD(TB3 7-12)

XMTR－

11
12
13 DIG IN 1+

14
15
16
17
18

DIG IN 1－

+9 VDC

4-20 OUT 1+

4-20 OUT 1－

SHIELD

2Wire
Loop

端子①②温度(S12)
③～⑦センサ入力(S11)
⑧～⑪アナログ入力(S13）
⑬⑭外部入力(D1)
⑯⑰アナログ出力(A1)

CCOND：2電極式電導度センサ

2WireLoop：2線式ループアナログセンサ
2WirePowered：2線式電源付アナログセンサ
3Wire：3線式アナログセンサ
4Wire：4線式アナログセンサ

pH/ORP
DIS ：pH/ORPセンサ、殺菌用センサ

N
L

TB2

No.
変換機の種類

2Wire
Loop 3Wire 4Wire2Wire

Powered
+24V +24V +24V

+24V +24V +24V

1
2 TEMP+

SHIELDSHIELD SHIELD

4
5 COM(－)

COM(－)

3

6
7
8
9
10

DIG IN 2+

11
12
13

DIG IN 2－14
+9 VDC15

4-20 OUT 2+16
4-20 OUT 2－17
SHIELD18

24V(－)

24V(－)

SHIELD

SHIELDSHIELD SHIELD SHIELD

XMTR－

XMTR－

XMTR－ XMTR＋ XMTR＋ XMTR＋

XMTR－ XMTR＋ XMTR＋ XMTR＋

端子①～⑥アナログ入力(S21)
⑦～⑫アナログ入力 (S22 )
⑬⑭外部入力(D2)
⑯⑰アナログ出力(A2)

2WireLoop：2線式ループアナログセンサ
2WirePowered：2線式電源付アナログセンサ
3Wire：3線式アナログセンサ
4Wire：4線式アナログセンサ
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● 入力仕様記号CC
（センサ入力×１点＆アナログ入力×１点 ＋センサ入力×１点＆アナログ入力×１点）の場合

TB3

No.

1 DIG IN 3+
2 DIG IN 3－
3 +9 VDC
4 DIG IN 4+
5 DIG IN 4－
6 +9 VDC

DI SHIELD

7
8
9
10
11
12
13 DIG IN 5+
14 DIG IN 5－
15 +9 VDC
16 DIG IN 6+
17 DIG IN 6－

18 +9 VDC

端子①②外部入力(D3)
④⑤外部入力(D4)
⑬⑭外部入力(D5)
⑯⑰外部入力(D6)

TB3

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18 TB4

TB5

TB7 TB6

N
N
N
N
N
N

N
N
N
N
N
N

POWER 
SWITCH

TB1 TB2

TB1

No.

1 TEMP－ TEMP－

センサの種類 変換器の種類

CCOND 3Wire 4WirepH/ORP
DIS

2Wire
Powered

2 TEMP+ TEMP+

3 SHIELD IN －

4 RCV IN +

5 －5V

6 XMT

7 +5V

8 COM(－) 24V(－)

+24V+24V +24V9
10 XMTR－

XMTR－XMTR－ XMTR+XMTR+

SHIELD or use DI SHIELD(TB3 7-12)

XMTR－

11
12
13 DIG IN 1+

14
15
16
17
18

DIG IN 1－

+9 VDC

4-20 OUT 1+

4-20 OUT 1－

SHIELD

2Wire
Loop

端子①②温度(S12)
③～⑦センサ入力(S11)
⑧～⑪アナログ入力(S13）
⑬⑭外部入力(D1)
⑯⑰アナログ出力(A1)

CCOND：2電極式電導度センサ

2WireLoop：2線式ループアナログセンサ
2WirePowered：2線式電源付アナログセンサ
3Wire：3線式アナログセンサ
4Wire：4線式アナログセンサ

pH/ORP
DIS ：pH/ORPセンサ、殺菌用センサ

TB2

No.

1 TEMP－ TEMP－

センサの種類 変換器の種類

CCOND 3Wire 4WirepH/ORP
DIS

2Wire
Powered

2 TEMP+ TEMP+

3 SHIELD IN －

4 RCV IN +

5 －5V

6 XMT

7 +5V

8 COM(－) 24V(－)

+24V+24V +24V9
10 XMTR－

XMTR－XMTR－ XMTR+XMTR+

SHIELD or use DI SHIELD(TB3 7-12)

XMTR－

11
12
13 DIG IN 1+

14
15
16
17
18

DIG IN 1－

+9 VDC

4-20 OUT 1+

4-20 OUT 1－

SHIELD

2Wire
Loop

端子①②温度(S22)
③～⑦センサ入力(S21)
⑧～⑪アナログ入力(S23）
⑬⑭外部入力(D2)
⑯⑰アナログ出力(A2)

CCOND：2電極式電導度センサ

2WireLoop：2線式ループアナログセンサ
2WirePowered：2線式電源付アナログセンサ
3Wire：3線式アナログセンサ
4Wire：4線式アナログセンサ

pH/ORP
DIS ：pH/ORPセンサ、殺菌用センサ

N
L
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● 入力仕様記号AA（アナログ入力×２点＋アナログ入力×２点）の場合

TB3

No.

1 DIG IN 3+
2 DIG IN 3－
3 +9 VDC
4 DIG IN 4+
5 DIG IN 4－
6 +9 VDC

DI SHIELD

7
8
9
10
11
12
13 DIG IN 5+
14 DIG IN 5－
15 +9 VDC
16 DIG IN 6+
17 DIG IN 6－

18 +9 VDC

端子①②外部入力(D3)
④⑤外部入力(D4)
⑬⑭外部入力(D5)
⑯⑰外部入力(D6)

TB1

No.

1

変換器の種類

3Wire 4Wire2Wire
Powered

2
3
4
5
6
7
8

COM(－)

COM(－)

24V(－)

24V(－)
+24V

Al#

1

+24V

+24V

+24V

+24V +24V

9
10

XMTR－
XMTR－

XMTR－ XMTR+ XMTR+ XMTR+

XMTR+ XMTR+ XMTR+
XMTR－

XMTR－

11
12
13 DIG IN 1+
14
15
16
17
18

DIG IN 1－
+9 VDC

4-20 OUT 1+
4-20 OUT 1－
SHIELD

2Wire
Loop

TEMP+

SHIELD SHIELD SHIELD SHIELD

SHIELD SHIELD SHIELD SHIELD

端子
⑦～⑫アナログ入力(S12)
①～⑥アナログ入力(S11)

⑬⑭外部入力(D1)
⑯⑰アナログ出力(A1)

2

端子
⑦～⑫アナログ入力(S22)
①～⑥アナログ入力(S21)

⑬⑭外部入力(D2)
⑯⑰アナログ出力(A2)

2WireLoop：2線式ループアナログセンサ
2WirePowered：2線式電源付アナログセンサ
3Wire：3線式アナログセンサ
4Wire：4線式アナログセンサ

2WireLoop：2線式ループアナログセンサ
2WirePowered：2線式電源付アナログセンサ
3Wire：3線式アナログセンサ
4Wire：4線式アナログセンサ

TB2

No.

1

変換器の種類

3Wire 4Wire2Wire
Powered

2
3
4
5
6
7
8

COM(－)

COM(－)

24V(－)

24V(－)

+24V

Al#

1

+24V

+24V

+24V

+24V +24V

9
10

XMTR－

XMTR－

XMTR－ XMTR+ XMTR+ XMTR+

XMTR+ XMTR+ XMTR+

XMTR－

XMTR－

11
12
13 DIG IN 2+
14
15
16
17
18

DIG IN 2－
+9 VDC

4-20 OUT 2+
4-20 OUT 2－
SHIELD

2Wire
Loop

TEMP+

SHIELD SHIELD SHIELD SHIELD

SHIELD SHIELD SHIELD SHIELD

2

TB3

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18 TB4

TB5

TB7

N
N
N
N
N
N

N
N
N
N
N
N

POWER 
SWITCH

TB1 TB2

N
L
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配線の方法

端子台によって配線方法が異なります。下記に従い配線を行ってください。

■ 端子TB1、TB2、TB3（センサ入力、アナログ出力、外部入力）の配線
• 電線の被覆を剥いて棒状端子を使用し、端子台に差し込んでください。
 末端処理済の電線の場合は、そのまま端子台に差し込んでください。
• 電線の被覆を剥いてそのまま使用する場合は、充分よってから配線をしてください。端子台への接続
は、マイナスドライバーで開閉ボタンを押した状態で電線を奥まで差し込んでください。

■ 端子TB5、TB6、TB7（ニュートラル、リレー出力、電源）の配線
• 電線の被覆を剥き、バラつかないように充分よってから配線をしてください。
 必要に応じて棒状端子を使用してください。
• マイナスドライバーで端子ネジを緩め、端子台に電線を差し込みます。差し込み後、ネジを締めてく
ださい。

 
9mm 

電線被覆の剥き長さ  

 

端子 TB1､TB2､TB3 

開閉ボタン
1
2
3
4
5

 
7～8mm 

電線被覆の剥き長さ  

 

端子 TB5､TB6､TB7 

端子ネジ

N
L

TB4 TB7 TB6

TB5
(＊リレー仕様記号 00H、10H のみ)

TB1、TB3、TB2
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■ 端子TB4（アース端子）の配線
• 電線コードの先端に丸型端子またはY型端子を取り付けます。。
 端子台に接続し、プラスドライバーで締め付けてください。端子ネジ規格はUNC#6（約3.5mm）
となります。

ご注意
• 端子が確実に差し込まれていることを確認してください。抜けていたり、差し込み不良やネジ締め不良があると、
作動不良の原因になります。
• より線をそのまま配線する場合は、近接の端子、または配線と短絡しないよう充分よってから行ってください。
 また、電線被覆の剥き長さが長すぎると隣の線と短絡の恐れがあります。また、短すぎると線が抜ける恐れがあ
りますのでご注意ください。
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電源・アース線を接続する

作業前に確認してください

• 主電源が切ってあること（電源供給が止まっていること）。

1 電源端子（TB7）に電源コードを確実に結線する

2 アース端子（TB4）にアース線を接続する
必ず、アース線を接続してください。

ご注意
サージ電圧の発生源となる強電機器と電源を共用すると、内部電子回路の故障の原因となりますので絶対に避け
てください。また、インバータなどによるノイズにも注意してください。

N
L

N

L

アース端子

TB4 TB7 電源端子  
AC100-240V

50/60Hz
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リレー出力の接続（ポンプおよび外部機器の接続）

 注意

• 運転中は、絶対に配線を行わないでください。感電や故障の原因になります。必ず電源を切ってか
ら配線を行ってください。
• 電源を切った直後は内部回路が帯電しているため、1分以上まってから作業を行ってください。

■ 半導体リレー：ポンプ制御用リレー出力　（リレー仕様記号20H、40Hのみ）
半導体リレー（端子表記＋、ー）はポンプ制御用です。接点容量はAC/DC40V、0.2A（抵抗負荷）と
なります。これ以上の負荷を開閉する場合は、必ずパワーリレーを介して、負荷の接続を行ってください。

■ 無電圧リレー：警報出力用リレー出力
無電圧接点出力は警報出力用です。
接点容量はAC250V、6A（抵抗負荷）となります。これ以上の負荷を開閉する場合は、必ずパワーリレー
を介して、負荷の接続を行ってください。

■ 有電圧リレー：ブロー弁用リレー出力　（リレー仕様記号00H、10Hのみ）
有電圧接点出力はブロー弁制御用です。
本器の電源電圧が印加されます。
リレー6点の合計電流6A以下で使用してください。（ヒューズ付）

R

R

TB6

EXT信号入力端子
COM

EXT信号入力端子
イワキ電磁定量ポンプ

COM
❖ リレー結線に極性はありません。

R

R

TB6

外部機器

R

R
NC

NC

NO

NO

TB6

TB5

電動弁

電磁弁

ニュートラル端子

配線例
L

L 閉
開L

N

N
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センサケーブルの接続

 注意

• ケーブルは、微弱な信号を送るケーブルです。取り扱いには充分に注意してください。

● センサケーブルの端子や端子台を水などで濡らしたり、手垢や油で汚したりして絶縁が低下しないよう
にしてください。
絶縁が低下すると、指示不安定の原因になります。常に乾燥、清潔な状態に保ってください。万一汚れ
た場合は、アルコールなどで拭き、よく乾燥させてください。

● センサケーブルを途中で継ぎ足したり、加工することはできません。
ケーブルを途中で継ぎ足したり、盤内の計装用端子台で中継したり、ケーブルを途中で加工するこ
とはできません。延長する場合は、必ず専用の中継ケーブルと中継ボックスを使用してください。
専用中継ケーブルは、誘導、振動などによる静電気などを防止するため、コンジットパイプ（電線管）
に収納することをお奨めします。この場合、計器近くの配線は、フレキシブルチューブなどを通し
てください。

● センサケーブルは、モータなどの電磁誘導を与える機器の付近や、それらの電源ケーブルとは離して
配線してください。

● 校正や点検・交換時のため、余裕をもってケーブルを配線してください。
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■ 電導度センサの接続

● 2電極式電導度センサ（CCOND）の場合

● 入力仕様記号C（コンビネーションカード）を使用した場合

TB1または TB2

1

2

3
4

5

6
7

8
9
10

11

12

13

14

15

16

17

18

11

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

TEMP－

TEMP+

RCV

SHIELD

XMT

2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

T
T

E2

S

E1

ESB型

CCOND

E1、E2：電導度センサ電極端子
T、T：温度補償電極端子*
S：シールド線

＊温度素子結線に極性はありません。

TB1または TB2

1

2

3

4
5

6
7

8
9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

11

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

TEMP－

TEMP+

SHIELD

RCV

XMT

2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

CCOND
T
T

E1

S
E2

ESB型
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● 電磁式電導度センサ（ECOND）の場合

● 電磁式電導度センサ（ECOND）の中継ケーブルを接続する場合
電磁電導度センサは、専用の中継ケーブル（別売）と中継ボックス（別売）を使用することにより、ケー
ブルを延長することができます。ただし、最大延長距離は50m（中継ケーブル標準品）となります。
専用中継ケーブルは、誘導、振動などによる静電気を防止するため、コンジットパイプ（電線管）に
収納することをお奨めします。この場合、計器近くの配線は、フレキシブルチューブなどを通してくだ
さい。

TB1または

XMT－：灰

XMT＋：黒

RCV+：赤
RCV－：黒

R-SHLD：黒
TEMP+：緑
TEMP－：白

X-SHLD：青

TB2
MCS型

1

2
3

4

5

6

7

8

9

10
11

12

13

14

15

16

17

18

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

TEMP－
TEMP+
R-SHLD

RCV－
RCV+
X-SHLD

XMT+
XMT－

ECOND

XMT＋：発信コイル＋
XMT－：発信コイル－
RCV＋：受信コイル＋
RCV－：受信コイル－
TEMP＋、TEMP－：温度補償電極端子*
X-SHLD、R-SHLD：シールド線

＊温度素子結線に極性はありません。

中継ボックス
TB-31

TB1または

中継ケーブル
（10/20/30/40/50m）

中継ボックス

XMT－：灰

XMT＋：黒

RCV+：赤
RCV－：黒

R-SHLD：黒
TEMP+：緑
TEMP－：白

X-SHLD：青

TB2
MCS型

1

2
3

4

5

6

7

8

9

10
11

12

13

14

15

16

17

18

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
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■ pH/ORPセンサの接続
● ウォルケム製センサWEL型の場合

● 入力仕様記号C（コンビネーションカード）を使用した場合

TB1またはTB2

1

2
3

4

5

6

7

8

9

10
11

12

13

14

15

16

17

18

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

WEL型

TEMP－ 白/緑
TEMP＋ 緑/白
IN－ 白/橙
IN＋ 橙/白

SHIELD シールド
＋5V 青/白
－5V 白/青

温度補償機能付の場合

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

TEMP－
TEMP+
IN－
IN+

SHIELD
+5V
－5V

pH/ORP
DIS

IN+：センサ信号＋
IN－：センサ信号＋
TEMP+、TEMP－：温度補償電極端子*
SHIELD：シールド線

＊温度素子結線に極性はありません。

TB1またはTB2

1

2
3

4

5

6

7

8

9

10
11

12

13

14

15

16

17

18

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

WEL型

TEMP－ 白/緑
TEMP＋ 緑/白
IN－ 白/橙
IN＋ 橙/白

SHIELD シールド

＋5V 青/白

－5V 白/青

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

TEMP－
TEMP+
IN－
IN+
－5V

+5V

SHIELD

pH/ORP
DIS
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● センサレックス製8000型、内部液補給型センサSH/SR型の場合
• センサレックス製センサや内部液補給型センサ（SH/SR型）を接続する場合は、プリアンプ（別売）
が必要です。

①プリアンプ　P/N191949（BNCコネクタ付ケース）の場合
• 本器とプリアンプ間の接続は、専用のツイストペアケーブル（別売）を使用してください。
• センサに液アースがない場合、または液アースがあっても測定液が接地されていない場合は、下
図のように、プリアンプのTC GND端子とコントローラ端子⑱（SHIELD) を接続してください。
• センサに液アースがあり、測定液が接地されている場合は、プリアンプのTC GND端子とコント
ローラは接続しないでください。

TB1またはTB2

1

2
3

4

5

6

7

8

9

10
11

12

13

14

15

16

17

18

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

TEMP－
TEMP+
IN－
IN+

SHIELD
+5V
－5V

pH/ORP
DIS

IN+：センサ信号＋
IN－：センサ信号＋
TEMP+、TEMP－：温度補償電極端子*
SHIELD：シールド線

＊温度素子結線に極

温度補償機能付の場合

性はありません。

18 SHIELD

プリアンプ

pH/ORP
センサ

TEMP－：
TEMP＋：
IN－：
IN＋：

+5V：
－5V：

センサレックス製
8000型

内部液補給型センサ
SH/SR型
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②プリアンプ　P/N191938（ギズモ）の場合
• プリアンプは、本器の内部に設置します。

TB1またはTB2

1

2
3

4

5

6

7

8

9

10
11

12

13

14

15

16

17

18

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

TEMP－
TEMP+
IN－
IN+

SHIELD
+5V
－5V

pH/ORP
DIS

IN+：センサ信号＋
IN－：センサ信号＋
TEMP+、TEMP－：温度補償電極端子*
SHIELD：シールド線

＊温度素子結線に極性はありません。

18 SHIELD

TEMP－：
TEMP＋：
IN－： 白
IN＋： 緑

+5V： 赤
－5V： 黒

センサレックス製
8000型

内部液補給型センサ
SH/SR型

アース

pH/ORPセンサ
(アンプ無しタイプ)

温度補償機能付の場合
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TB1またはTB2

1

2
3

4

5

6

7

8

9

10
11

12

13

14

15

16

17

18

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

+24V

XMTR－

SHIELD

+24V

XMTR－

SHIELD

XMTR－

XMTR+

SHIELD

XMTR－

XMTR+

SHIELD

2 Wire
Loop

TB
Pin#

Al#2 Wire
Powered

2線ループ式
(2 Wire Loop）

＋

＋

－

－

2線式伝送器ジャンバ線

シールド

シールド

2線式 電源付
(2 Wire Powered)
本器からの電源供給
を必要とせず、アナロ
グ信号のみ出力する
伝送器

1

2

TB1またはTB2

1

2
3

4

5

6

7

8

9

10
11

12

13

14

15

16

17

18

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

+24V

XMTR+

COM(-)

SHIELD

+24V

XMTR+

COM(-)

SHIELD

+24V
24V(－)
XMTR－
XMTR+

SHIELD
+24V
24V(－)
XMTR－
XMTR+

SHIELD

3 WireTB
Pin#

Al#4 Wire

ジャンバ線
1

2

3線式 (3 Wire)

＋信号

－GND

電源DC24Vの3線
式伝送器

4線式 (4 Wire)

24V電源

電源DC24Vの4線
式伝送器

24V電源
24VGND
－
＋

■ アナログ（4～20mA）センサの接続
入力抵抗は、CH1が約130Ω、CH2が約280Ωです。また、センサ電源DC24Vの電源容量は合計
2Wです。接続するセンサの許容範囲内であることを確認してください。

● 2線ループ式、2線式（電源付）の場合

● 3線式、4線式の場合
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型式：W□□6□0H C □□□ -NN 　入力仕様記号Cを使用した場合

• コンビネーションカードの入力抵抗は約280Ωです。接続するセンサの許容範囲内であること
を確認してください。

TB1またはTB2
1

2
3

4

5

6

7

8

9

10
11

12

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

+24V

XMTR－
SHIELD

2 Wire
Loop

2線ループ式
(2 Wire Loop）

＋

シールド
－

2線式伝送器

8

9

10
11

12

8
9
10
11
12

1

8
9
10
11
12

XMTR+
XMTR－
SHIELD

2 Wire
Pwrd

＋
シールド

－

2線式電源付
(2 Wire Powered)

本器からの電源供給を
必要とせず、アナログ信
号のみ出力する伝送器

8

9

10
11

12

8
9
10
11
12

1

8
9
10
11
12

COM(－)
+24V

XMTR+
SHIELD

3 Wire

シールド

3線式 (3 Wire)

＋信号

電源DC24Vの
3線式伝送器

24V電源
－GND

8

9

10
11

12

8
9
10
11
12

1

8
9
10
11
12

24V(－)
+24V
XMTR－
XMTR+
SHIELD

4 Wire

シールド

4線式(4 Wire)

電源DC24Vの
4線式伝送器

24V 電源
24VGND

－
＋
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TB1またはTB2

1

2
3

4

5

6

7

8

9

10
11

12

13

14

15

16

17

18

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

受信計器

受信抵抗
600Ωまで

＋
－

シールド

アナログ出力

・インターロック
・フロースイッチ
・流量計

外部入力

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

DIG IN 1+

DIG IN 1－

+9 VDC

4-20 OUT1+

4-20 OUT1－

SHIELD

SEE
SENSOR 1
LABEL

DIG IN 2+

DIG IN 2－

+9 VDC

4-20 OUT2+

4-20 OUT2－

SHIELD

SEE
SENSOR 2
LABEL

TB1 TB2

TB3

1

2
3

4

5

6

7

8

9

10
11

12

13

14

15

16

17

18

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

DIG IN 5+
DIG IN 5－
+9 VDC
DIG IN 6+
DIG IN 6－
+9 VDC

DIG IN 3+
DIG IN 3－
+9 VDC
DIG IN 4+
DIG IN 4－
+9 VDC

DI
SHIELD

TB3

フロースイッチ
接点：極性なし

半導体式流量計
フローチェッカー

リードスイッチ式
流量計（極性なし）

IN＋
IN－
9V電源

シールド

シールド

アナログ出力および外部入力ケーブルの接続

■ アナログ出力の接続
• アナログ出力端子からは、測定レンジに対応したDC4mA～ 20mAの信号が出力されます。
受信計器側の入力抵抗は最大600Ωです。本器に対応した入力の受信計器（記録計、メータリレー）
を選定してください。
• ケーブルには2芯ツイストペアシールドケーブルを使用してください。シールド線は端子台（SHIELD）
に接続してください。

■ 外部入力の接続
本器には６点の外部入力端子があり、インターロックやフロースイッチなどの無電圧接点信号を入力し
ます。接点への最大印加電圧はDC9V、電流2.3 ｍＡです。
低速流量計、高速流量計、フローチェッカーなどのパルス入力にも対応しています。
低速流量計（接触式流量計）の場合、最大周波数10Hz、最小パルス幅50msec となります。
高速流量計（パドル流量計）の場合、最大周波数500Hz、最小パルス幅1.00msec となります。
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ノイズ対策について

ノイズによる誤動作を防ぐため、下記の点に注意してください。特にインバータなどのノイズを発生する機
器と組み合わせる場合は、ノイズ対策を実施する必要があります。

• 電源は動力線と共用せず、ノイズがなく安定した電源から供給してください。
• 入力信号線にはシールド線を使用し、アイソレータで絶縁した信号を本器に入力してください。また、
アイソレータと本器をつなぐ線はできるだけ短くし、動力線やインバータなどのノイズ発生源を避け
て、極力ノイズを拾わない経路で配線してください。
• ノイズ発生源（インバータ本体など）および動力線からできるだけ離して、本器を設置してください。
（目安：1m以上）
• アース線には、ノイズが多く含まれている場合があります。その場合は、本器のアース端子と接続し
ないでください。
• インバータなどのノイズ発生源のノイズ対策については、各機器の取扱説明書を参照して実施してく
ださい。
• 本器の近くでトランシーバなどの機器を使用すると、誤作動を起こす場合がありますので注意してく
ださい。
• 特に大きなノイズエリアで使用する場合や、ご不明な点がありましたら、弊社までご相談ください。
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本章では、本器の運転や各種設定について説明します。

ご使用の前に

配線の確認

コントローラをご使用になる前に、必ず以下の項目を確認してください。
－電源ケーブル、センサケーブル、伝送ケーブルが正しく配線されているか
－端子台のネジに緩みがないか
－電源電圧に誤りはないか

使用手順

ご使用の前に本器の使用手順を以下に示します。

電源投入

校正

運転

日時の設定

電源が投入されると、数秒の起動画面の後、ホーム 画面が表示されます。

日時の設定を行います。
※「日時を設定する」（82ページ）を参照してください。

センサの校正を行います。
＊「校正」（194ページ）を参照してください。

運転設定画面、または出力メニューのパラメータ「運転設定」で手動または自動の運転方式を
選択します。
手動：強制運転します。インターロック動作中でも運転します。
自動：選択した制御モードで運転します。インターロックチャンネルを割り当てることで動作を
　　　制限します。

運転に必要な入力パラメータを設定します。
センサ入力 (S□□)、アナログ入力 (S□□)、外部入力（D1～D6）のセンサタイプや機能
を決定します。
＊「入力設定」（93ページ）を参照してください。

運転に必要な出力パラメータを設定します。
リレー出力 (R1～ R6)、アナログ出力 (A1､A2) の制御モードや機能を決定します。
＊「出力設定」（114ページ）を参照してください。

入力の設定

出力の設定

操作
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電源を入れる

1 電源を供給する

2 本器下部の電源スイッチを投入する
「―」の部分を押す
―：ON
○：OFF

電源が投入されると、起動画面が表示された後、
ホーム画面が表示されます。
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 基本操作
本器は、タッチパネルを使用して操作します。
ここでは、タッチパネルの基本的な操作方法について説明します。

画面の見かたと使い方

■ ホーム画面

①状態表示部

②入出力表示部

③アイコン表示部

① 状態表示部
本器の現在の状態（警報の有無など）が表示されます。
通常時は、「ホーム」の文字と現在日時が表示されます。
警報が発生している時は、マークと警報の内容が表示されます。

② 入出力表示部
入出力の状態が表示されます。表示する項目は、コンフィグメニューの「表示設定」＞「ホーム1～8」
で設定します。
画面1に4項目まで表示、画面2に8項目まで表示させることが可能です。
項目をタッチすると、その項目の詳細画面に移行します。

③ アイコン表示部
各種アイコンが表示されます。アイコンの内容については次項を参照してください。

自動切替
（約5秒）

画面1（ホーム1～4） 画面2（ホーム5～8）

で画面固定され、　　で画面を手動切替できます
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?1
aBc

アイコンの説明

各アイコンの名称と機能を説明します。

メインメニュー画面のアイコン
アイコン 名称 説明

ホーム ホーム画面に移行します。

入力 入力メニュー画面に移行します。

出力 出力メニュー画面に移行します。

警報 警報メニュー画面に移行します。

コンフィグ コンフィグメニュー画面に移行します。

運転設定 運転設定画面に移行します。

グラフ グラフ画面に移行します。

ホーム画面のアイコン

メインメニュー メインメニュー画面に移行します。

一時停止 ホーム画面1、2の自動切り替え表示を停止し、表示を固定します。

再生 ホーム画面1、2の自動切り替えを再開します。

画面切り替え ホーム画面1、2を手動で切り替えます。

設定画面では、設定項目や状況に応じて以下のアイコンも表示されます。

校正 センサ入力メニューで表示されます。
校正メニューに移行します。

キャンセル 校正や設定変更をキャンセルします。

ページスクロール
上、下 画面を上、下にスクロールしてリストを表示します。

戻る 直前の画面に戻ります。

カーソル移動
左、右

アルファベットや数値を入力する際に、
カーソルを移動します。

確定 選択や入力した値を確定します。
校正画面では、次の校正ステップに進みます。

文字削除 アルファベットや数字の入力を削除します。

シフト アルファベット入力時、大文字と小文字を切替えます。

記号・数字 アルファベット入力時、記号・数字入力画面に切り替えます。

アルファベット 記号・数字入力時、アルファベット入力画面に切り替えます。

次画面へ グラフ画面で時間軸を進めます。

前画面へ グラフ画面で時間軸を逆行します。
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アイコンの使用方法

■ 数値の変更
• 　　 キーを押して現在の値を削除します。
• 設定したい値がマイナスの場合は、最初に　　 キーを押して
から、数値や小数点を入力してください。
（整数表示項目の場合は、小数点以下は四捨五入されます。）
• 　　 キーを押すと、入力した値が確定します。
• 　　 キーを押すと、入力内容がキャンセルされ元の値に戻り
ます。

■ 名称の変更
• 名称リストの中から英数字入力を選択すると任意の英数字
およびカタカナが入力できます。
• 　　 キーを押して現在の名称を削除します。
• 　　 キーを押すと入力キーの大文字 /小文字が切替わります。
• 　　 、　　 キーを押すと、入力キーが記号 /アルファベットで
切替わります。
• 　　 キーを押すと、入力した名称が確定します。
• 　　 キーを押すと、入力内容がキャンセルされ記号表示となり
ます。（例 S11、R1）

■ リストから選択する
• センサの種類や単位、制御モード等はリストから選択します。
• リストが複数ページにわたる場合は、　　､　　キーを押して
画面をスクロールします。
• 選択したい項目を押すと、文字が反転表示になります。
• 　　 キーを押すと、選択した内容が確定します。
• 　　 キーを押すと、選択内容がキャンセルされ元の選択状態に
戻ります。

■ 運転設定
• 運転モードを、手動 /切 /自動から選択します。キーを押した
時点で運転が切替わります。
• 手動モードでは、「手動」に切替えてから「切」に切替えるまで
リレーはON状態を維持します。ただし、出力タイムリミット
または手動タイムリミットが設定されている場合は、その時間が
経過すると元のモードに戻ります。
• 自動モードでは、リレーは設定した制御内容に応じてON/OFF
します。
• 　　 キーを押すと、前画面に戻ります。

6 7 8 9 0

1 2 3 4 5

?1

a b c d e f g

h i j k l m n

o p q r s t u

v w x y z &
?1 aBc
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■ リストから選択する
• インターロック、または同期させる外部入力（デジタル入力）、
リレー出力を選択します。
• 選択された項目は、反転表示になります。
• 　　 キーを押すと、入力した内容が確定します。
• 　　 キーを押すと、入力内容がキャンセルされ元の選択状態に
戻ります。

D1

R1 R2 R3 R4 R5 R6

D2 D3 D4 D5 D6
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コンフィグ

運転設定

グラフ警報

出力

入力

メインメニューホーム画面

画面遷移図
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日時の設定を行います。各項目の詳細はコンフィグメニュー（85 ページ）を参照ください。

初期設定

日時を設定する

現在の日時を設定します。

1 ホーム画面で、　　 キーを押す

2 　　 コンフィグを押す

3 共通設定を押す

 設定
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4 日付を押す

1 2 3 4

5 6

9 0

7 8

5 年月日を設定する
① 　　　　　キーでカーソルを移動し、テンキーで値を入力する。

1 2 3 4

5 6

9 0

7 8

② 　　 キーを押して確定する

1 2 3 4

5 6

9 0

7 8

6 時間を押す
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7 時間を設定する
① 　　　　　キーでカーソルを移動し、テンキーで値を入力する。

1 2 3 4 5

6 9 07 8

② 　　 キーを押して確定する

1 2 3 4 5

6 9 07 8

8  　　キーを押す
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コンフィグメニュー
［コンフィグ］ メニューは、本体に関する設定になります。

■ 共通設定メニュー

項目 設定範囲 初期値 説明

日付 年－月－日 0000-00-00
現在の日付を設定します。
日時は、YYYY（年）MM（月）DD（日）の形式で設定します。

時間 時 : 分 : 秒 00:00:00
現在の時刻を設定します。
時刻は、HH（時）MM（分）SS（秒）の形式で設定します。

共通単位 ・インチ ・メートル メートル 本器で使用する共通単位を選択します。
温度単位 ・℉　　・℃ ℃ 本器で使用する温度単位を選択します。

警報遅延
0:00～ 59:59
（分 : 秒）

00:00 警報の遅延時間を設定します。

HVACモード ・有効　・無効 無効
HVACモードを有効にすると、クーリングタワーやボイラーへ
の使用に適した「バイオタイマー」、「ブロー同期」、「ブロー％」、
「サンプリング」「流量計比率」制御を使用することができます。

言語

・英語
・フランス語　
・ドイツ語
・オランダ語
・イタリア語
・スペイン語
・ポルトガル語
・日本語
・中文 (簡体字 )
・中文 ( 繁体字）
・韓国語

日本語 画面の表示言語を選択します。

■ セキュリティメニュー

項目 設定範囲 初期値 説明
コントローラ
ログアウト

－ － コントローラからログアウトします。

セキュリティ ・有効　・無効 無効

各種設定を変更できないようにするセキュリティ機能の有効 / 
無効を設定します。
本機能を［有効］にすると、［有効］/［無効］を選択する画面
に移行するときや、各種設定画面に移行するときに、アクセス
コードの入力を求められます。

ローカル
パスワード

0000～ 9999 5555
セキュリティ機能を使用する際のアクセスコードを設定します。
4 桁で設定してください。
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■ ネットワーク設定メニュー
※イーサネットカードあり（製品型式のネットワーク記号がEまたはM）の場合に表示されます。

項目 設定範囲 初期値 説明

DHCP設定 有効、無効 無効
LANで IP アドレスを取得する場合は［有効］を、固
定 IPアドレスを使用する場合は［無効］を選択します。

コントローラ
IPアドレス

（ユーザー入力） 10.0.100.101
ネットワークが使用できない場合またはDHCP設定が
［無効］の場合の IPアドレスを設定します。

ネットワーク
ネットマスク

（ユーザー入力） 255.255.254.0
ネットワークが使用できない場合またはDHCP設定が
［無効］の場合のネットマスクを設定します。

ネットワーク
ゲートウェイ

（ユーザー入力） 10.0.100.7
ネットワークが使用できない場合またはDHCP設定が
［無効］の場合のゲートウェイアドレスを設定します。

DNSサーバー （ユーザー入力） 8.8.8.8
DHCP設定が［無効］の場合に使用するDNSサーバー
アドレスを設定します。

ウェブページ色 明るく、暗く 明るく Webページの色を選択します。

TCP
タイムアウト

1～240 1sec

Fluent ™の LiveConnect がセルラー接続の速度が遅
いためにリセットされる場合にのみ、時間を増やす必要
があります。
技術サービスによって指示されない限り、初期値の
1secから変更しないでください。

Fluent 状態 有効、無効 無効
［有効］を選択するとFluent™との接続を有効にします。
［無効］を選択すると、Fluent ™へのデータおよび警報
の送信を停止します。

LiveConnect
状態

有効、無効 無効

Fluent ™を使用して、本器の設定やログファイルへの
アクセスをする場合は［有効］を選択します。
Fluent ™を使用した遠隔操作をしない場合は［無効］
を選択します。Fluent ™へのデータおよび警報の送信
は継続しますが、Fluent ™ Web ページ上で「Live 
Connect」のアイコンが表示されなくなります。

更新時間 1～1440 30min Fluent ™へのデータ送信間隔を設定します。

Fluent
警報遅延

1～1440 60min
Fluent ™サーバーへのデータが正常に送信されなかっ
た場合は、エラーメッセージの送信を遅らせる時間を設
定します。更新時間を超えた値を入力します。

タイムアウト 10～60 15sec Fluent ™からの応答時間の最大許容時間を設定します。

■ ネットワーク詳細メニュー
※この項目は表示のみです。

項目 説明

イーサネット状態 イーサネットの状態を表示します。（有効、無効）
警報 ネットワークに関連する警報状態を表示します。

DHCP状態 DHCPを使用した LAN接続の状態を表示します。
IPアドレス 現在使用中の IPアドレスを表示します。
ネットマスク 現在使用中のネットマスクを表示します。
ゲートウェイ 現在使用中のゲートウェイアドレスを表示します。
DNSサーバー 現在使用中のDNSサーバーアドレスを表示します。
Fluent データ Fluent ™サーバーへのデータ送信をした最終日時を表示します。
Fluent 設定 Fluent ™サーバーへのコンフィグデータ送信をした最終日時を表示します。

LiveConnect 状態 現在の設定を表示します。
MACアドレス イーサネットカードのMACアドレスを表示します。
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■ 遠隔通信
※イーサネットカードあり＋Modbus/TCP（製品型式のネットワーク記号M）の場合に表示されます。
※  BACnetは、ネットワークボードが191733-02（-01ではない）で、コントローラのソフトウェアバー
ジョンが3.31以降の場合のみ選択するオプションが表示されます。

項目 設定範囲 初期値 説明

通信状態
無効、Modbus、
BACnet

無効 通信プロトコルを選択します。

データフォーマット 標準、反転 標準
Modbus データの受信形式を選択します。
❖通信状態で「Modbus」を選択した場合に表示されます。

デバイス ID 1～4194000
（S/Nに基づ
いたNo.）

コントローラのデバイス IDを入力します。
❖通信状態で「BACnet」を選択した場合に表示されます。

データポート 1～65535

502
(Modbus)
47808
(BACnet)

使用するポートを入力します。

詳細ログ 有効、無効 無効

有効にすると、すべてのModbus またはBACnet 要求が
イベントログ（エラー、呼び出した関数、開始レジスタ、
レジスタNo、最初のレジスタ値）に記録されます。これ
はHMI を最初にセットアップするときに役立ちます。し
かし、通常の操作中に無効にされていない場合、イベント
がすぐにいっぱいになります。コントローラの電源を入れ
直すと自動的に無効になります。
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■ Ｅメールレポート設定メニュー
※イーサネットカードあり（製品型式のネットワーク記号がEまたはM）の場合に表示されます。
※ ＥメールサーバーTLS/SSLは、ネットワークボードが191733-02（-01ではない）で、コントロー
ラのソフトウェアバージョンが3.31以降の場合に利用可能です。また、WalchemFluent は、ソフトウェ
アバージョンが3.37以降の場合に利用可能です。

項目 設定範囲 初期値 説明

レポート
#1～ 4

・レポートタイプ：なし
・レポートタイプ：警報
Eメール宛先：選択
警報モード：一括警報、選択警報
概要添付：有効、無効
警報遅延：0:00:00～23:59:59（時間 :分 :秒 )

・レポートタイプ：データログ
Eメール宛先：選択
繰り返し：なし､1時間毎 ､毎日 ､毎週 ､毎月
ログ周期
なし：10､30秒 ､1､2､5､10､30分
1時間毎：10､30秒 ､1､2､5､10､30分
毎日：10､30秒 ､1､2､5､10､30分
レポート /日：1､2､3､4､6､8､12､24

毎週：2､10､30分 ､1､2､4時間
日：月､火 ､水 ､木 ､金 ､土 ､日曜日

毎月：15､30分 ､1､2､4､8､12時間 ､1日
月の日：1～31　

レポート時間：0:00:00～ 23:59:59
・レポートタイプ：グラフ
Eメール宛先：選択
繰り返し：なし､1時間毎 ､毎日 ､毎週 ､毎月
レポート時間：0:00:00～ 23:59:59

・レポートタイプ：一覧
Eメール宛先：選択
繰り返し：なし､1時間毎 ､毎日 ､毎週 ､毎月
レポート時間：0:00:00～ 23:59:59

なし

・レポートタイプ
Eメールで送信するレポートの種類（なし ､
警報 ､データログ ､グラフ、一覧）を選択し
ます。

・Eメール宛先
Eメールアドレスで設定したアドレスが表示
されるので、チェックボックスをタッチして
送信先を選択します。

・警報モード
Eメール送信する警報を選択します。

・警報選択
送信する警報をリストから選択します。シス
テム警報、ネットワーク警報を含むすべての
入出力リストをスクロールして確認してくだ
さい。各入出力リストをタッチすると、関連
する警報のリストが表示されます。

・概要添付
警報メールに一覧を添付するか選択します。

・警報遅延
警報が検出されてから Eメールを送信する
までの遅延時間を設定します。

・繰り返し
レポートを送信する頻度を選択します。　

・ログ周期
データポイントの間隔を選択します。選択肢
は「繰り返し」の設定によって異なります。

・レポート /日
1日当たりの送信回数を選択します。

・日
送信する曜日を選択します

・月の日
送信する日を選択します。設定した日が当月
の日数より多い場合は、その月の最終日に送
信します。

・レポート時間：レポートを送信する時間を設
定します。

Eメール
アドレス#1～8

（ユーザー入力） （未設定）
Eメール送信先アドレスの選択肢を8つまで
設定可能です。

Eメール
サーバー

WalchemFluent、SMTP
ASMTP 、TLS/SSL

Walchem
Fluent

使用する Eメールサーバーを選択します。
SMTP認証 (SMTP-AUTH) の場合、
ASMTPを選択します。

SMTP
サーバー

（ユーザー入力） （未設定）
SMTP、ASMTPまたは TLS/SSLサーバー
アドレスを数字または名称で設定します。
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項目 設定範囲 初期値 説明

SMTPポート 1～65535

SMTP：
25

ASMTP：
587

TLS/SSL
：465

SMTP、ASMTPまたは TLS/SSLサーバー
が使用するポートを設定します。
WalchemFluent サーバーの Eメールでは、
ポート49887が開いている必要があります。

送信元アドレス （ユーザー入力） （未設定）

本器のEメールアドレスを設定します。
WalchemFluent サーバーの場合は、＠記号
の前に表示するアドレスの部分のみを入力し
てください。メールは＠walchem-fluent.
net から表示されます。

ASMTP
ユーザー名

（ユーザー入力） （未設定）
認証に必要なユーザー名を設定します。
❖  E メールサーバーが「ASMTP」、「TLS/SSL」の場合
に表示されます。

ASMTP
パスワード

（ユーザー入力） （未設定）
認証に必要なパスワードを設定します。
❖  E メールサーバーが「ASMTP」、「TLS/SSL」の場合
に表示されます。

テストレポート
Eメール受信者

（登録したメールアドレス） （未設定）
テストメールを受けとるメールアドレスをリ
ストから選択します。

テストレポート
Eメール送信

送信する、しない ー
選択したテストレポート受信者にテストメー
ル一覧を送信します。
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■ 表示設定

項目 設定範囲 初期値 説明

ホーム1

・なし
・センサ入力 (S□ 1)
・未補正値 (S□ 1)
・温度 (S□ 2)
・未補正値 (S□ 2)
・アナログ入力 (S□□ )
・デジタル入力
(D1､D2､D3､D4､D5､D6)
・リレー出力
(R1､R2､R3､R4､R5､R6）
・アナログ出力 (A1/A2）

センサ入力
(S11)

ホーム画面1の 1段目に表示する入力 /出力を設
定します。

ホーム2 温度 (S12)
ホーム画面1の 2段目に表示する入力 /出力を設
定します。

ホーム3
フロースイッチ

(D1)
ホーム画面1の 3段目に表示する入力 /出力を設
定します。

ホーム4 なし
ホーム画面1の 4段目に表示する入力 /出力を設
定します。

ホーム5 なし
ホーム画面2の 1段目に表示する入力 /出力を設
定します。

ホーム6 なし
ホーム画面2の 2段目に表示する入力 /出力を設
定します。

ホーム7 なし
ホーム画面2の 3段目に表示する入力 /出力を設
定します。

ホーム8 なし
ホーム画面2の 4段目に表示する入力 /出力を設
定します。

表示調整

明るさ調整レベル
1～9

レベル5

矢印キーをタッチして画面の明るさとコントラスト
を変更します。

画面表示が見づらくなってしまい、画面表示を初期
設定に戻したい場合は、一度電源を切り、画面の右
下隅を押しながら再起動してください。

コントラスト調整レベル
1～9

レベル5

省電力時間
0:00:00～ 23:59:59
( 時間：分：秒 )

0:00:00
設定した時間、タッチパネルに触れないと画面の
バックライトが暗くなります。
0時間とすると機能は無効（常時点灯）となります。

キースイッチ音 有効、無効 無効
アイコンをタッチした時にビープ音を鳴らすかどう
かを選択します。
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■ ファイル機能

項目 設定範囲 初期値 説明

ファイル転送の状況 － －
直近のファイルエクスポートの状況を
表示します。

データログ
書出し

ログ範囲

・直近
・6時間
・12時間
・1日

・2日
・4日
・1週
・2週

・1ヶ月
・2ヶ月
・3ヶ月

1週
ダウンロードするデータの範囲を選択
します。

ログ周期

(ログ範囲：直近 )
10､30秒 ､1､2､5､10､15､30分
1､4､8､12時間 ､1日

1時間

データポイントの間隔を選択します。
選択肢はログ範囲によって異なります。

(ログ範囲：6時間 ､12時間 ､1日 )
10､30秒 ､1､2､5､10､15､30分

5分

( ログ範囲：2日 ､4日 ､1週 )
2､10､30分 ､1､2､4時間

1時間

(ログ範囲：2週､1ヶ月､2ヶ月､3ヶ月)
15､30分 ､1､2､4､8､12時間 ､1日

1時間

データログ
書出し

する、しない －
ログ範囲およびログ周期で設定した
データログをUSBメモリに保存しま
す。

ユーザーコンフィグ
読み込み

する、しない －

USBメモリに保存されたユーザーコン
フィグデータを本器に読み込ませます。
USBメモリのルート（最上階層）にユー
ザーコンフィグファイルを保存してく
ださい。接続後、このメニューを実行
してください。

ユーザーコンフィグ
書出し

する、しない －

本器のユーザーコンフィグファイルを
USBメモリに保存します。本器を復旧
する場合や、他のコントローラを同じ
設定にしたい場合に使用してください。
ファイルを生成し、USBメモリに転送
するまで数分間かかります。

イベントログ
書出し

する、しない －

イベントログファイルをUSBメモリ
に保存します。セット点変更、校正日時、
警報履歴、リレー動作履歴、ファイル
転送履歴等が含まれたデータです。

システムログ
書出し

する、しない －

システムログファイルをUSBメモリに
保存します。ハードウェア変更、ソフ
トウェア変更、システム異常履歴等が
含まれたデータです。

初期設定の復元 戻す、戻さない －
すべての設定値を工場出荷時に戻しま
す。データログ、イベントログも初期
化されます。

アップグレード する、しない －

ソフトウェアをアップグレードします。
USBメモリのルート（最上階層）にアッ
プグレードファイルを保存してくださ
い。接続後、このメニューを実行して
ください。

ご注意
本器はウォルケムコントローラの日本仕様モデルです。ウォルケム社（米国）がHPで公開しているソフトウェ
アへのアップグレードは絶対に行わないでください。
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■ コントローラ詳細

項目 説明
コントローラ 製品シリーズ名を表示します。W600
製品名 型式を表示します。WJ□□600

シリアルNo シリアルNo. を表示します。
制御基板 制御基板のリビジョンNo. を表示します。

ソフトバージョン 制御基板のソフトウェアバージョンを表示します。
電源基板 電源基板のリビジョンNo. を表示します。

センサ基板＃1 スロット1に設置されたセンサ基板のリビジョンNo. を表示します。
ソフトバージョン スロット1に設置されたセンサ基板のソフトウェアバージョンを表示します。
センサ基板＃2 スロット2に設置されたセンサ基板のリビジョンNo. を表示します。
ソフトバージョン スロット2に設置されたセンサ基板のソフトウェアバージョンを表示します。
ネットワーク基板 ネットワーク基板のリビジョンNo. を表示します。
ソフトバージョン ネットワーク基板のソフトウェアバージョンを表示します。
アナログ基板 アナログ出力基板のリビジョンNo. を表示します。
最終データログ データログをダウンロードした最後の日時を表示します。
電池電圧 日付と時間設定を保持している電池のDC電圧を表示します。

プロセッサー温度 メインプロセッサの温度を表示します。許容範囲は -10～ 65℃です。
I/O基板１温度 スロット１に設置されたセンサ基板の温度を表示します。許容範囲は -10～ 65℃です。
I/O基板2温度 スロット2に設置されたセンサ基板の温度を表示します。許容範囲は -10～ 65℃です。

ネットワーク基板温度 ネットワークカードプロセッサーの温度を表示します。許容範囲は -10～ 65℃です。
+5V電圧 通常範囲は4.75～5.25VDCです。５V電圧は全ての入出力への電源供給に使用されます。
+3.3V電圧 通常範囲は3.135～ 3.465VDCです。3.3V電圧はシステムの動作に使用されます。

LCDバイアス電圧 通常範囲は -25～ 20VDCです。コントラスト調整をした後のタッチスクリーン電圧です。
LCD電圧 通常範囲は -25～ 20VDCです。コントラスト調整をする前のタッチスクリーン電圧です。
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入力設定
センサ入力や外部入力に関する設定を行います。

センサ入力（S□1）を設定する

センサタイプによって、設定項目が変わります。最初に「タイプ」でセンサタイプを設定してから、その他
の項目を設定してください。

例）センサ (S11) のタイプを「有極式電導度センサ (CCOND)」から「電磁電導度センサ (ECOND)」
へ変更します。

1 ホーム画面で、 　　キーを押す

2 　　 入力を押す 

3 センサ入力 (S11) を押す
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4 　　 キーを押す

5  　　キーを押して画面をスクロールし、タイプを押す

6 必要に応じて 　　　　 キーを押して画面をスクロールし、
設定したいセンサタイプを押し、 　　キーを押す
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7 　　 キーを押して設定画面に入り、他の項目も設定する

8 センサ入力（S11）の設定が終わったら、必要に応じて他のセンサ入力 (S21)、温度
(S12/S22）も同様に設定する

❖ センサ入力 (S11) が設定されると、自動的に温度（S12）が設定されます。温度素子が接続するセ
ンサと整合していない場合は、温度 (S12) の設定で正しい温度素子を選択し直してください。
ただし、センサ入力 (S11) のタイプで「ORP」「殺菌」「一般」を選択した場合は、温度信号が無い
ため温度 (S12) は「未入力」となります。
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外部入力（D1､D2､D3､D4､D5､D6）を設定する

フロースイッチ、レベルスイッチ、流量センサ等の機器を接続して利用する場合は、外部入力（D1～
D6）に設定します。タイプによって、設定項目が変わります。最初に「タイプ」を接続機器に合った設定
にしてから、その他の項目を設定してください。

例）外部入力 (D1)を「未入力」から「デジタル入力」に設定します。

1 ホーム画面で、 　　キーを押す

2 　　 入力を押す

3 　　 キーを押して画面をスクロールし、外部入力 (D1) を押す
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4  　　キーを押して設定画面に移行し、タイプを押す

5  　　　　キーを押して画面をスクロールし、 
設定したい外部入力タイプを押し、 キーを押す

6 　　 キーを押して設定画面に入り、他の項目も設定する

7 外部入力 (D1) の設定が終わったら、必要に応じて他の外部入力
(D2､D3､D4､D5､D6)も同様に設定する
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入力メニュー
［タイプ］の設定によって、表示される項目が異なります。

センサ入力（S□1）

・有極 ：２電極式電導度センサ (CCOND) ・殺菌　：殺菌用センサ
・電磁 ：電磁式電導度センサ (EDOND) ・一般　：一般用センサ
・pH ：pHセンサ
・ORP ：ORPセンサ

● 詳細表示項目

表示 有 

極
電
磁

ｐ
Ｈ

Ｏ
Ｒ
Ｐ

殺
菌

一
般 説明

値 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 現在の測定値が表示されます。

警報 ○ ○ ○ ○ ○ ○

現在のセンサ警報の状態が表示されます。警報が出力されていないとき
は［なし］と表示されます。
警報が表示された場合は、「エラー、アラーム表示一覧」（292 ページ）
を参照し、適切に対処してください。

状態 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 現在のセンサ入力の状態が表示されます。（通常、基準温度、エラー、他）
未補正値 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 未補正の電位値mVまたは電導度値μS/cmが表示されます。
温度 ○ ○ ○ ー ー ー 温度が表示されます。

校正ゲイン ○ ○ ○ ○ ○ ○ 校正ゲイン値が表示されます。
校正オフセット ー ○ ○ ○ ○ ○ 校正オフセット値が表示されます。
大気校正 ○ ○ ー ー ー ー 電導度センサの大気校正値が表示されます。
最終校正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 最後に校正した日時が表示されます。
タイプ ○ ○ ○ ○ ○ ○ センサタイプが表示されます。
レンジ ー ○ ー ー ー ー 電磁式電導度センサの測定レンジが表示されます。
センサ ー ー ー ー ○ ー 殺菌用センサの種類が表示されます。
センサ基盤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ センサ基板の種類が表示されます。

● 校正メニュー

表示 有 

極
電
磁

ｐ
Ｈ

Ｏ
Ｒ
Ｐ

殺
菌

一
般 設定範囲 初期値 説明

プロセス
1点手動校正 ○ ○ ○ ○ ○ ○

有極：セル定数による
電磁：レンジ設定による
pH：-2.00～16.00
ORP：-1500.0～ 1500.0
殺菌：センサ種類による
一般：レンジ設定による

有極：1000μ S/cm
電磁：5000μ S/cm
pH：7.00
ORP：500.0mV
殺菌：10.00ppm
一般：50.00

プロセス1点手動校正
を実行します。
校正中も制御運転は継
続します。

標準液
1点手動校正 ○ ○ ○ ○ － ○

標準液手動校正を実行
します。
校正中は制御運転を停
止します。

標準液
2点手動校正 － － ○ ○ － ○

標準液
3点手動校正 － － ○ － － －

標準液
1点自動校正

－ － ○ － － － － －

pHセンサの標準液自
動校正を実行します。
設定メニュー「校正液」
項目で手動以外を選択
すると本項目が表示さ
れます。
校正中は制御運転を停
止します。

標準液
2点自動校正

標準液
3点自動校正

大気校正 ○ ○ － － － － － －

電導度センサの大気校
正を実行します。
校正中は制御運転を停
止します。
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表示 有 

極
電
磁

ｐ
Ｈ

Ｏ
Ｒ
Ｐ

殺
菌

一
般 設定範囲 初期値 説明

0点校正 － － － － ○ ○ － －

殺菌センサ、一般セン
サのゼロ点校正を実行
します。
校正中は制御運転を停
止します。
❖ 一般センサは電極
「リニア」のみです。

● 設定メニュー

表示 有 

極
電
磁

ｐ
Ｈ

Ｏ
Ｒ
Ｐ

殺
菌

一
般 設定範囲 初期値 説明

下下限警報

○ ○ ○ ○ ○ ○

有極：セル定数による
電磁：レンジ設定による
pH：-2.00 ～16.00
ORP：-1500.0 ～1500.0
殺菌：センサ種類による
一般：レンジ設定による

有極：0μS/cm
電磁：0μS/cm
pH：0.00
ORP：-1500.0mV
殺菌：0.00ppm
一般：0.00

下下限警報を出力する値を
設定します。値がここで設
定した値を下回ると、セン
サ入力の下下限警報の出力
がONになります。

下限警報

下限警報を出力する値を設
定します。値がここで設定
した値を下回ると、センサ
入力の下限警報の出力が
ONになります。

上限警報 有極：50000μS/cm
電磁：50000μS/cm
pH：14.00
ORP：1500.0mV
殺菌：25.00ppm
一般：100.00

上限警報を出力する値を設
定します。値がここで設定
した値を上回ると、センサ
入力の上限警報の出力が
ONになります。

上上限警報

上上限警報を出力する値を
設定します。値がここで設
定した値を上回ると、セン
サ入力の上上限警報の出力
がONになります。

不感帯 ○ ○ ○ ○ ○ ○

有極：セル定数による
電磁：レンジ設定による
pH：0.00 ～16.00
ORP：0.0 ～1500.0
殺菌：センサ種類による
一般：レンジ設定による

有極：25μS/cm
電磁：25μS/cm
pH：0.20
ORP：5.0mV
殺菌：0.02ppm
一般：0.50

警報の不感帯を設定します。
例えば、［上限警報］が
「10.00」、［ 不 感 帯 ］ が
「0.50」に設定されている
場合、「10.01」で警報が
ON に な り、「9.50」 で
OFF になります。
測定値と不感帯の関係につ
いては、「警報出力」（33 
ページ）を参照してくださ
い。

警報＆
データログ制限

○ ○ ○ ○ ○ ○
D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6
なし

なし

警報制限を割り付けるチャ
ンネルを選択します。警報
制限を設定すると、そのチャ
ンネルがON になったとき、
このセンサ入力に関するす
べての警報が、検出されな
くなります。同時にデータ
ログとグラフにデータ表示
がされなくなります。
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表示 有 

極
電
磁

ｐ
Ｈ

Ｏ
Ｒ
Ｐ

殺
菌

一
般 設定範囲 初期値 説明

校正リセット ○ ○ ○ ○ ○ ○ リセットする、しない － 校正値を初期値に戻します

校正警報 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 ～365 0day

校正時期を知らせる警報
メッセージを表示させたい
場合に使用します。校正間
隔を日数で設定します。必
要ない場合は0と設定しま
す。

校正液 － － ○ － － －

・手動
・JIS/NIST
・DIN
・US（4､7､10）

JIS/NIST

pH校正液を選択します。
手動以外を選択すると pH
センサの自動校正が可能と
なります。

基準温度 ○ ○ ○ － － －

Pt100Ω、Pt1000Ω：
-20.0 ～260.0℃
10k/100k サーミスタ：
-20.0 ～ 90.0℃

25.0℃

基準温度を設定します。温
度信号が失われた場合や温
度補償なしのセンサを使用
する場合、ここで設定した
温度に補正されます。

センサ傾き － － － － － ○ レンジ設定による

-20mV/ 単位（リニ
ア）
59.00mV/10 単位
（イオン）

測定値の傾きをmV/ 単位
（電極がリニアの場合）また
はmV/decade（電極がイ
オン選択の場合）で入力し
ます。

下限レンジ － － － － － ○
-1000000.00
～1000000.00

0.00
センサレンジの下限値を入
力します。

上限レンジ － － － － － ○ 100.00
センサレンジの上限値を入
力します。

スムージング
係数

○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 ～ 90 0％

測定値変化への反応を弱め
たい場合、係数% を上げま
す。スムージング係数を
10% に設定すると、つぎ
に表示される測定値は、直
前の測定値 10% と現在値
90% を加重平均した値に
なります。

セル定数 ○ ○ － － － － 0.001～10.000
有極：1.000 1/cm
電磁：3.500 1/cm

センサに表記されている定
数を設定してください。

ケーブル長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0.10～3000.00 6.00m

ケーブル長を設定します。
ケーブルの長さによって生
じる誤差を自動的に補正し
ます。

線径 ○ ○ ○ ○ ○ ○

・20awg/0.50mm2

・22awg/0.35mm2

・24awg/0.25mm2

・26awg/0.14mm2

22awg/0.35mm2 ケーブル線径を選択します。



101入力メニュー

表示 有 

極
電
磁

ｐ
Ｈ

Ｏ
Ｒ
Ｐ

殺
菌

一
般 設定範囲 初期値 説明

レンジ － ○ － － － －

・500 ～12kμS/cm
(50 ～1200mS/m)
・3k～ 40kμS/cm
(300 ～ 4000mS/m)
・10k～150kμS/cm
(1～15S/m)
・50k～ 500kμS/cm
(5 ～ 50S/m)
・200k～2000kμS/cm
(20 ～200S/m)

3k～ 40kμS/cm
電磁式電導度センサの測定
範囲を選択します。

電極

－ － ○ － － －
ガラス、アンチモ
ン

ガラス
pHセンサの電極を選択しま
す。

－ － － － ○ － リニア、イオン選択 リニア

一般センサの電極を選択しま
す。単位あたりのリニア電圧
の場合はリニアを選択します。
電極電圧が対数の場合はイオ
ン選択を選択します。mV/
decade で定義されます。

設置係数 － ○ － － － － 0.500 ～1.500 1.000

電磁電導度センサを各種ホ
ルダに設置した際に設定し
ます。入力する数値はセン
サの取扱説明書を参照して
ください。

温度補償 ○ ○ － － － － NaCl、任意 NaCl
電導度測定に適用する温度
補償を「NaCl」または「任意」
のいずれかを選択します。

温度補償
係数

○ ○ － － － －
0.000 ～
20.000

2.000 %/℃

温度補償で「任意」を選択
した時のみ表示されます。
測定する薬液に合った値を 
%/℃ で設定してください。

単位
○ ○ － － － －

・µS/cm
・mS/m
・mS/cm
・S/m
・ppm

µS/cm
電導度測定に使用する単位
を選択します。

－ － － － － ○ （文字入力） 単位
測定単位を文字入力（英数
字記号）します。

名称 ○ ○ ○ ○ ○ ○

・英数字入力
・入力・有極・電磁
・EC値・pH・ORP
・遊離塩素・全塩素
・塩素・遊離臭素・臭素
・二酸化塩素・過酢酸
・オゾン・過酸化水素
・温度・濁度・濃度
・洗剤・酸・アルカリ

製品型式によります
センサの“名称”を入力
または選択します。
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表示 有 

極
電
磁

ｐ
Ｈ

Ｏ
Ｒ
Ｐ

殺
菌

一
般 設定範囲 初期値 説明

センサ － － － － ○ －

・遊離残留塩素
2/20/200/2000
・全残留塩素 20
・安定化臭素 2/20
・二酸化塩素
2/20/200
・過酢酸
200/2000/20000
・オゾン 200
・過酸化水素
200/2000/20000

遊離残留塩素 20
接続している殺菌センサの
種類を選択します。

タイプ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・センサなし
・有極式電導度センサ
・電磁電導度センサ
・pH
・ORP
・殺菌
・一般

製品型式によります
接続しているセンサのタイ
プを選択します。
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温度入力（S□2）

● 詳細表示項目
表示 説明
温度 現在の測定値が表示されます。

警報
現在のセンサ警報の状態が表示されます。警報が出力されていないときは［なし］と表示されます。
警報が表示された場合は、「エラー、アラーム表示一覧」（292 ページ）を参照し、適切に対処して
ください。

状態 現在のセンサ入力の状態が表示されます（通常、エラー、他）。
未補正値 未補正の抵抗値Ωが表示されます。

校正オフセット 校正オフセット値が表示されます。
最終校正 最後に校正した日時が表示されます。
温度素子 温度素子が表示されます。
センサ基板 センサ基板の種類が表示されます。

● 校正メニュー

項目 設定範囲 初期値 説明

プロセス
1点手動校正

Pt100Ω、Pt1000Ω :
-20.0 ～ 260.0℃

10k/100ｋサーミスタ :
-20.0 ～ 90.0℃

25.0℃ プロセス1点手動校正を実行します。

● 設定メニュー

項目 設定範囲 初期値 説明

下下限警報

Pt100Ω、Pt1000Ω :
-20.0 ～ 260.0℃

10k/100ｋサーミスタ :
-20.0 ～ 90.0℃

-20.0℃
下下限警報を出力する温度を設定します。
溶液の温度がここで設定した値を下回ると、温度の下下
限警報の出力がONになります。

下限警報 0.0℃
下限警報を出力する温度を設定します。
溶液の温度がここで設定した値を下回ると、温度の下限
警報の出力がONになります。

上限警報 40.0℃
上限警報を出力する温度を設定します。
溶液の温度がここで設定した値を上回ると、温度の上限
警報の出力がONになります。

上上限警報 260.0℃
上上限警報を出力する温度を設定します。
溶液の温度がここで設定した値を上回ると、温度の上上
限警報の出力がONになります。

不感帯

Pt100Ω、Pt1000Ω :
0.0 ～ 260.0℃

10k/100ｋサーミスタ :
0.0 ～ 90.0℃

0.5℃

警報の不感帯を設定します。
例えば、［上限警報］が「40.0」、［不感帯］が「5.0」
に設定されている場合、「40.1」でリレーがオンになり、
「35.0」でオフになります。

校正リセット リセットする、しない ― 校正値を初期値に戻します。

校正警報 0～365 0days
校正時期を知らせる警報メッセージを表示させたい場合
に使用します。校正間隔を日数で設定します。必要ない
場合は0と設定します。

警報＆
データログ制限

D1、D2、D3、D4、D5、D6
R1、R2、R3、R4、R5、R6

なし
なし

警報制限を割り付けるチャンネルを選択します。警報制
限を設定すると、そのチャンネルがON になったとき、
このセンサ入力に関するすべての警報が、検出されなく
なります。同時にデータログとグラフにデータ表示がさ
れなくなります。
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項目 設定範囲 初期値 説明

スムージング
係数

0～90 0%

測定値変化への反応を弱めたい場合、係数% を上げます。
スムージング係数を10% に設定すると、つぎに表示さ
れる測定値は、直前の測定値10% と現在値90% を加
重平均した値になります。

名称

・英数字入力
・入力  ・臭素
・有極  ・二酸化塩素
・電磁  ・過酢酸
・EC値  ・オゾン
・pH  ・過酸化水素
・ORP  ・温度
・遊離塩素  ・濃度
・全塩素  ・洗剤
・塩素  ・酸
・遊離臭素  ・アルカリ

温度 センサの“名称”を入力または選択します。。

温度素子

・温度センサなし
・Pt 100Ω
・Pt 1000Ω
・10k サーミスタ
・100k サーミスタ

有極：Pt1000Ω
電磁：Pt1000Ω
pH：Pt1000Ω

ORP：温度センサなし
殺菌：温度センサなし
一般：温度センサなし

温度センサの種類を選択します。
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アナログ入力（S□□）

アナログ入力（S□□）は、アナログ入力機能付き（製品型式の入力仕様記号がAまたはC）の場合に
使用できます。
・アナログモニタ ：接続する機器が校正機能を持つ場合に選択します。

例）テスト出力機能があり、機器自身で4～20mAを出力できる機器。
・トランスミッター ：接続する機器がそれ自身では校正機能を持たず、本器で校正する場合に選択します。

例）テスト出力機能がなく、測定によってのみ4～20mAを出力する機器。
・トレーサー ：染料を使用して薬液濃度を測定するセンサ用です。

例）ウォルケム製リトルディッパーⅡ
HVACモード有効の時のみ選択可能です。

● 詳細表示項目

表示

ア
ナ
ロ
グ
モ
ニ
タ

ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
タ
ー

ト
レ
ー
サ
ー

説明

値 ○ ○ ○ 現在の測定値が表示されます。

警報 ○ ○ ○

現在のセンサ警報の状態が表示されます。警報が出力されていないときは［なし］と
表示されます。
警報が表示された場合は、「エラー、アラーム表示一覧」（292 ページ）を参照し、
適切に対処してください。

状態 ○ ○ ○ 現在のアナログ入力の状態が表示されます。（通常、エラー、他）
トレーサー読み値 － － ○ トレーサーの読み値が表示されます。

未補正値 ○ ○ ○ 未補正の電流値が表示されます。
校正ゲイン ○ ○ ○ 校正ゲイン値が表示されます。
校正オフセット ○ ○ ○ 校正オフセット値が表示されます。
最終校正 ○ ○ ○ 最後に校正した日時が表示されます。
タイプ ○ ○ ○ センサタイプが表示されます。
センサ基板 ○ ○ ○ センサ基板の種類が表示されます。

● 校正メニュー

表示

ア
ナ
ロ
グ
モ
ニ
タ

ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
タ
ー

ト
レ
ー
サ
ー

設定範囲 初期値 説明

アナログ
1点校正 ○ － －

0.00～ 21.00 4.00mA アナログ手動校正を実行しま
す。アナログ

2点校正 ○ － －

プロセス
1点手動校正 － ○ ○

トランスミッター：
 4mA/20mA 設定による
トレーサー：
 最大センサレンジ設定による

トランスミッター
：50.0
トレーサー
：50.0ppb

プロセス1点手動校正を実
行します。

標準液
1点手動校正 － ○ ○

標準液手動校正を実行しま
す。標準液

2点手動校正 － ○ ○
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● 設定メニュー

表示

ア
ナ
ロ
グ
モ
ニ
タ

ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
タ
ー

ト
レ
ー
サ
ー

設定範囲 初期値 説明

下下限警報

○ ○ ○

アナログモニタ：
 4mA/20mA 設定による
トランスミッター：
 4mA/20mA 設定による
トレーサー：
 最大センサレンジによる

アナログモニタ：
 0.0
トランスミッター：
 0.0
トレーサー：
 0.0ppm

下下限警報を出力する値を設定します。
値がここで設定した値を下回ると、ア
ナログ入力の下下限警報の出力がON
になります。

下限警報

下限警報を出力する値を設定します。
値がここで設定した値を下回ると、ア
ナログ入力の下限警報の出力がONに
なります。

上限警報 アナログモニタ：
 100.0
トランスミッター：
 100.0
トレーサー：
 400.0ppm

上限警報を出力する値を設定します。
値がここで設定した値を上回ると、ア
ナログ入力の上限警報の出力がONに
なります。

上上限警報

上上限警報を出力する値を設定します。
値がここで設定した値を上回ると、ア
ナログ入力の上上限警報の出力がON
になります。

不感帯 ○ ○ ○

アナログモニタ：
 4mA/20mA 設定による
トランスミッター：
 4mA/20mA 設定による
トレーサー：
 最大センサレンジ設定による

アナログモニタ：
 0.5
トランスミッター：
 0.5
トレーサー：
 1.0ppm

警報の不感帯を設定します。
例えば、［上限警報］が「10.00」、［不
感帯］が「0.50」に設定されている場合、
「10.01」で警報がONになり、「9.50」
でOFF になります。
測定値と不感帯の関係については、「警
報出力」（33 ページ）を参照して
ください。

校正リセット ○ ○ ○ リセットする、しない － 校正値を初期値に戻します

校正警報 ○ ○ ○ 0 ～365 0day

校正時期を知らせる警報メッセージを
表示させたい場合に使用します。校正
間隔を日数で設定します。必要ない場
合は0と設定します。

警報＆
データログ制限

○ ○ ○
D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6､なし

なし

警報制限を割り付けるチャンネルを選
択します。警報制限を設定すると、そ
のチャンネルがON になったとき、こ
のセンサ入力に関するすべての警報が、
検出されなくなります。同時にデータ
ログとグラフにデータ表示がされなく
なります。

4mA値 ○ ○ －
-1000000.00
～1000000.00

0.0
トランスミッターからの 4mA出力信
号に対応する値を入力します。

20ｍA値 ○ ○ － 100.0
トランスミッターからの20mA出力信
号に対応する値を入力します。

単位 ○ ○ － （文字入力） %
測定単位を文字入力します。英数字記
号。

最大
センサレンジ

－ － ○ 0.0 ～100000.0 200.0ppb
センサが 20mAを送信する際の濃度
(ppb) を設定します。

濃度単位
ppb/ppm

－ － ○ 0.0001～100.00 0.50
使用する薬液の濃度 (ppm) に対する染
料の濃度 (ppb) の比率を設定します。
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表示

ア
ナ
ロ
グ
モ
ニ
タ

ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
タ
ー

ト
レ
ー
サ
ー

設定範囲 初期値 説明

スムージング
係数

○ ○ ○ 0 ～ 90 0%

測定値変化への反応を弱めたい場合、
係数% を上げます。スムージング係数
を10% に設定すると、つぎに表示さ
れる測定値は、直前の測定値10% と
現在値 90% を加重平均した値になり
ます。

トランスミッタ ○ ○ ○

・2 線式ループ
・2 線式電源付
・3線式
・4 線式

2 線式電源付

アナログ伝送器の伝送方式を選択しま
す。
・2線式ループ
2線式伝送器の場合に選択します。ア
ナログ出力信号からアンプ駆動用電源
を取ることにより、電源配線を省略し
た伝送方式です。

・2線式電源付
本器からの電源供給を必要とせずにア
ナログ信号を出力する伝送器の場合に
選択します。

・3線式
電源DC24Vの 3線式伝送器の場合
に選択します。

・4線式
電源DC24Vの 4線式伝送器の場合
に選択します。
トレーサー（リトルディッパー）は4
線式を選択します。

名称

○ ○ －

・英数字入力
・入力・アナログ入力
・トレーサー・防錆剤・濁度
・溶存酸素・レベル・圧力・
・EC値・pH・ORP・遊離塩素
・全塩素・塩素・遊離臭素
・臭素・二酸化塩素・過酢酸
・オゾン・過酸化水素・温度
・濃度・洗剤・酸・アルカリ

アナログ入力
アナログ入力の“名称”を入力または選
択します。。

－ － ○
・英数字入力
・防錆剤・殺菌剤・酸・苛性
・トレーサー・分散剤・消泡剤

防錆剤
トレーサー入力の“名称”を入力また
は選択します。

タイプ ○ ○ ○

・センサなし
・アナログモニタ
・トランスミッター
・トレーサー

トランスミッター アナログ入力の種類を選択します。
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外部入力（D1､D2､D3､D4､D5､D6）

・デジタル入力 ：フロースイッチ、インターロック入力
・接触式流量計 ：低速流量計
・パドル流量計 ：高速流量計
・D1カウンタ ： リレー出力のカウントタイマーと連動して使用します。HVACモード無効の時の

み選択可能です。
・フィードモニタ * ：フローチェッカー
＊ フィードモニタ入力を用いた制御機能については「監視制御（フィードモニタ入力）」（42 ページ）を参照してく
ださい。

● 詳細表示項目

表示

デ
ジ
タ
ル
入
力

接
触
式
流
量
計

パ
ド
ル
流
量
計

D
I
カ
ウ
ン
タ

フ
ィ
ー
ド
モ
ニ
タ

説明

状況 ○ － － － － 外部入力の状況が表示されます。
瞬時流量 － － ○ － ○ 瞬時流量が表示されます。
積算 － ○ ○ － ○ 積算流量が表示されます。
カウント － － － ○ － 積算カウント値が表示されます。
レート － － － ○ － 単位時間あたりのカウント値が表示されます。

警報 ○ ○ ○ ○ ○
警報の状態が表示されます。警報が出力されていないときは［なし］と表示
されます。警報が表示された場合は、「エラー、アラーム表示一覧」（292 
ページ）を参照し、適切に対処してください。

インターロック ○ － － － ○ インターロックの状態が表示されます。
サイクルタイム ○ － － － ○ 開放、短絡状態が切替わる毎に0 秒から積算時間をカウントします。

積算時間 ○ － － － ○
積算時間が表示されます。積算時間リセットを実行するとリセットされます。
（0：00：00（時間：分：秒））

出力 － － － － ○
フィードモニタに割り付けた出力がパルス比例、パルス PID、アナログ出力
の場合、出力値（％）を表示します。

状態 ○ ○ ○ ○ ○
DI カウンタまたはフィードモニタでは割り付けた出力の運転状態が表示され
ます。
（On、Off、インターロック、流量確認警報、復旧動作）

最終リセット ○ ○ ○ ○ ○ 最終リセット日時が表示されます。
タイプ ○ ○ ○ ○ ○ センサタイプが表示されます。

● 設定項目

項目

デ
ジ
タ
ル
入
力

接
触
式
流
量
計

パ
ド
ル
流
量
計

D
I
カ
ウ
ン
タ

フ
ィ
ー
ド
モ
ニ
タ

設定範囲 初期値 説明

開時
メッセージ

○ － － － － ・フロー・ノーフロー
・ON・OFF
・インターロック・OK
・レベル低・レベル高
・レベルOK

OFF
外部入力が開回路時（Open）
のアラーム出力メッセージを選
択します。

閉時
メッセージ

○ － － － － ON
外部入力が閉回路時（Closed）
のアラーム出力メッセージを選
択します。
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項目

デ
ジ
タ
ル
入
力

接
触
式
流
量
計

パ
ド
ル
流
量
計

D
I
カ
ウ
ン
タ

フ
ィ
ー
ド
モ
ニ
タ

設定範囲 初期値 説明

インターロック ○ － － － － 開放時、短絡時 開放時

インターロックをかける入力動
作を選択します。自動制御出力
が運転できないようにする
STOP 信号として機能します。

警報 ○ － － － － 開放時、短絡時、無効 無効
警報を表示させる入力動作を選
択します。

積算時間 ○ ー ー ー － 開放時、短絡時 短絡時
積算時間をカウントする入力動
作を選択します。

積算時間
リセット

○ － － － － リセットする、しない －
積算時間のリセットを行いま
す。

下限警報
－ － ○ － － 0.0 ～ 300.0 0.0 ℓ 瞬時流量の下限警報値を設定し

ます。－ － － ○ － 0.0 ～ 30000.0 0.0

上限警報
－ － ○ － － 0.0 ～ 300.0 300.0 ℓ 瞬時流量の上限警報値を設定し

ます。－ － － ○ － 0.0 ～ 30000.0 30000.0

不感帯

－ － ○ － － 0.0 ～ 300.0 30.0 ℓ
警報の不感帯を設定します。
例えば[上限警報]が「100.0」、
[ 不感帯 ] が「5.0」に設定さ
れている場合、「100.1」で警
報が ON になり、「95.0」で
OFFになります。

－ － － ○ － 0.0 ～ 30000.0 100.0

－ － － － ○ 0～90% 2%

監視する出力がパルス比例、パ
ルスPID、アナログ出力の場合、
設定した不感帯以下では流量警
報は出力しません。

警報＆
データログ制限

○ ○ ○ ○ －
D1、D2、D3、
D4、D5、D6、

なし
なし

警報制限を割り付けるチャンネ
ルを選択します。警報制限を選
択すると、そのチャンネルが
ONになった時、このセンサ入
力に関するすべての警報が検出
されなくなります。同時にデー
タログとグラフにデータ表示が
されなくなります。

積算警報

－ ○ ○ － －
0～2000000000

0ℓ
積算流量の警報値を設定しま
す。

－ － － ○ － 0
積算カウントの警報値を設定し
ます。

－ － － － ○ 0.0 ～ 1000000.0 0.0 ℓ

積算流量の警報値を設定しま
す。
警報時、監視する出力は積算警
報モードで設定した制御動作と
なります。

積算流量
リセット

－ ○ ○ － ○ リセットする、しない －
積算流量のリセットを行いま
す。

全リセット － － － ○ － リセットする、しない －
積算カウント値のリセットを行
います。
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項目

デ
ジ
タ
ル
入
力

接
触
式
流
量
計

パ
ド
ル
流
量
計

D
I
カ
ウ
ン
タ

フ
ィ
ー
ド
モ
ニ
タ

設定範囲 初期値 説明

積算流量設定 － ○ ○ － ○
0～2000000000

0ℓ
カウントした積算流量を任意の
値に強制リセットします。

全設定 － － － ○ － 0
カウントした積算値を任意の値
に強制リセットします。

スケジュール
リセット

－ ○ ○ ○ ○ 無効、毎日、毎月、毎年 無効
積算流量のスケジュールリセッ
トを選択します。

積算警報
モード

－ － － － ○ インターロック、継続 継続

積算警報時、監視する出力の制
御動作を選択します。
・インターロック
積算警報中は、自動運転中の
出力をOFFにします。

・継続
積算警報は動作に影響しませ
ん。

流量警報
モード

－ － － － ○
無効、インターロック、

継続
インターロック

パルスが一定時間（流量警報遅
延）入力されない場合、流量警
報を表示させます。
警報が始動した場合、監視する
出力の制御動作を選択します。
・無効
流量警報を表示しません。

・インターロック
警報中は、出力をOFF にし
ます。
（再プライム時間は除く）
・継続
警報は制御動作に影響しませ
ん。
（再プライム時間は除く）

流量警報遅延 － － － － ○ 0:10～59:59（分 :秒） 1:00
流量警報を表示させるパルス未
入力時間を設定します。

流量警報解除 － － － － ○ 1～100000 10 pulse
流量警報を解除させるパルス入
力数を設定します。

再プライム時間 － － － － ○ 0:00～59:59（分 :秒） 0:00

流量警報モードでインターロッ
クを選択した場合において、流
量警報から再プライム時間が経
過した後に、監視する出力が
OFFになります。
＊再プライム時間中、パルス比例、
パルス PID、アナログ出力は最大
出力（100%）で運転します。

メータ係数
－ ○ － － － 1～100000 100 ℓ

1パルスあたりの流量を設定し
ます。

－ － － － ○ 0.001～ 1000.000 1.000 mℓ
カウントした積算流量を任意の
値に強制リセットします。

パルス定数 － － ○ － － 0.01～100000.00 100.00Pulse/ ℓ
水量単位あたりのパドルによっ
て生成されるパルスを設定しま
す。

流量単位 － ○ ○ － ○ gal、ℓ、m3 ℓ 流量の単位を選択します。
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項目

デ
ジ
タ
ル
入
力

接
触
式
流
量
計

パ
ド
ル
流
量
計

D
I
カ
ウ
ン
タ

フ
ィ
ー
ド
モ
ニ
タ

設定範囲 初期値 説明

単位 － － － ○ － （文字入力） 単位
カウントの単位を文字入力しま
す。英数字記号です。

流量時間単位
－ － ○ ○ － sec、min、hr、day min 瞬時流量または瞬時カウント値

の時間単位を選択します。－ － － － ○ min、hr、day hr

単位 /パルス － － － ○ － 0.001～ 1000.000 1.000
１パルスあたりのカウント値を
設定します。

出力 － － － － ○
なし ､R1､R2､R3､R4､
R5､R6､A1､A2

なし
フィードモニタ入力によって監
視するポンプ制御リレーやアナ
ログ出力を選択します。

スムージング
係数

－ － ○ ○ ○ 0～90 50%

測定値変化への反応を弱めたい
場合、係数% を上げます。ス
ムージング係数を10% に設定
すると、つぎに表示される測定
値は、直前の測定値10% と現
在値90% を加重平均した値に
なります。

名称

○ － － － －

・英数字入力
・フロースイッチ
・インターロック
・警報・レベル

インターロック

外部入力の“名称”を入力また
は選択します。

－ ○ ○ － －
・英数字入力
・流量計・補給流量
・ブロー・プロセス流量

流量計

－ － － ○ －
・英数字入力
・カウント
・単位

カウント

－ － － － ○

・英数字入力
・フィードモニタ・防錆剤
・殺菌剤・酸・苛性
・アルカリ・漂白剤・塩素
・臭素・二酸化塩素
・分散剤・消泡剤・洗剤

フィードモニタ

タイプ ○ ○ ○ ○ ○

・入力なし
・デジタル入力
・接触式流量センサ
・パドル流量センサ
・ＤＩカウンタ
・フィードモニタ

D1： デジタル入力
D2-D6： 入力なし

接続している外部入力の種類を
選択します。
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バーチャル入力（V1、V2）

・計算 ：計算タイプのバーチャル入力は物理的センサではありません。２つの物理的なセンサ入力から計
算された値です。すべての入力リストから入力を２点選択し、以下の計算モードを加えた独立チャ
ンネルとして値を設定できます。
・比率（入力／入力２）
・全体（入力＋入力２）
・差（入力ー入力２）
・％差（入力ー入力２）／入力

・未補正値 ：未補正値タイプのバーチャル入力は通常のセンサ信号ではありません。バーチャル入力値は、実
際のセンサーからの生の値です。
・温度補償されていない電導度値μS/cm
・pHやORPの信号値mV
・アナログ入力の信号値mA
・温度に対する抵抗値Ω

● 詳細表示項目
表示 説明
値 現在の測定値が表示されます。
警報 現在のセンサ警報の状態が表示されます。警報が出力されていないときは [ なし ]と表示されます。

警報が表示された場合は、「エラー、アラーム表示一覧」（292 ページ）を参照し、適切に対処して
ください。

状態 現在のバーチャル入力の状態が表示されます。（通常、無効、エラー、他）
タイプ バーチャル入力の種類が表示されます。

● 設定メニュー

表示 計
算

未
補
正
値

設定範囲 初期値 説明

下下限警報

○ ○ 上限／下限レンジによる

0.00

計算値の下下限警報を出力する値を設定しま
す。値がここで設定した値を下回ると、計算
の下下限警報の出力がONになります。

下限警報
計算値の下限警報を出力する値を設定しま
す。値がここで設定した値を下回ると、計算
の下限警報の出力がONになります。

上限警報

100.00

計算値の上限警報を出力する値を設定しま
す。値がここで設定した値を上回ると、計算
の上上限警報の出力がONになります。

上上限警報
計算値の上上限警報を出力する値を設定しま
す。値がここで設定した値を上回ると、計算
の上限警報の出力がONになります。

不感帯 ○ ○ 上限／下限レンジによる 0.50

警報の不感帯を設定します。
例えば、［上限警報］が「40.0」、［不感帯］
が「5.0」に設定されている場合、「40.1」
でリレーがONになり、「35.0」でOFF に
なります。
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表示 計
算

未
補
正
値

設定範囲 初期値 説明

警報制限＆
データログ制限

○ ○
D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6､なし

なし

警報制限を割り付けるチャンネルを選択しま
す。警報制限を設定すると、そのチャンネル
がON になったとき、このセンサ入力に関す
るすべての警報が、検出されなくなります。
同時にデータログとグラフにデータ表示がさ
れなくなります。

下限レンジ ○ －
-1000000 ～1000000

0.00 計算値の下限レンジを設定します。

上限レンジ ○ － 100.00 計算値の上限レンジを設定します。

計算モード ○ －

・比率
・全体
・差
・％差

比率

計算モードを選択します。
比率：入力／入力２
全体：入力＋入力２
差：入力ー入力２
％差：（入力－入力２）／入力

入力

－ ○

・なし
・センサ入力（S□1）
・温度（S□ 2）
・アナログ入力（S□□）

なし
未補正値タイプに使用される物理的な入力を
選択します。

○ －

・なし
・定数
(1000000.00 ～1000000.00)
・センサ入力（S□1）
・温度（S□ 2）
・アナログ入力（S□□）
・流量計/ 瞬時流量
（D1、D2、D3、D4、D5、D6）
・パルス出力
（R1、R2、R3、R4、R5、R6）
・アナログ出力（A1、A2）

なし
計算タイプに使用される定数または物理的な
入力1を選択します。

入力２ ○ － なし
計算タイプに使用される定数または物理的な
入力2を選択します。

スムージング
係数

○ ○ 0 ～ 90 0%

測定値変化への反応を弱めたい場合、係数％
を上げます。スムージング係数を10％に設
定すると、つぎに表示される測定値は、直前
の測定値90％を加重平均した値になります。

名称

○ －
・計算・周期・デルタ
・比率・全体・％差

計算

バーチャル入力の“名称”を入力または選択
します。

○ －

・英数字入力・入力・未補正値・腐食度
・インバランス・アナログ入力・トレーサー
・防錆材・濁度、溶存酸素・レベル・圧力
・有極・電磁・EC値・pH・ORP
・遊離塩素・全塩素・塩素・遊離臭素
・臭素・二酸化塩素・過酢酸・オゾン
・過酸化水素・温度・濃度・洗剤・酸
・アルカリ・銅

未補正値

タイプ ○ ○ 未使用、計算、未補正値
V1：未使用
V2：未使用

バーチャル入力の種類を選択します。
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出力設定
リレー出力や伝送出力に関する設定を行います。

リレー出力（R1､R2､R3､R4､R5､R6）を設定する

制御方式によって、設定項目が変わります。最初に「モード」で制御モードを設定してから、
その他の項目を設定してください。

例）リレー出力 (R1)を「ON/OFF 制御」から「2点設定制御」へ変更します。

1 ホーム画面で、　　 キーを押す

2 　　 出力を押す

3 リレー出力 (R1) を押す
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4  　　キーを押す

5  　　キーを押して画面をスクロールし、モードを押す

6 　　、　　　キーを押して画面をスクロールし、設定したい制御モードを押し、 　　キー
を押す

7 　　 キーを押して設定画面に入り、他の項目も設定する

8 リレー出力 (R1) の設定が終わったら、必要に応じて他のリレー出力
(R2､R3､R4､R5､R6) も同様に設定する
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アナログ出力（A1､A2）を設定する

アナログ出力の制御方式によって、設定項目が変わります。最初に「モード」で制御方式を設定してから、
その他の項目を設定してください。

例）アナログ出力 (A1)を「伝送出力」から「比例出力」へ変更します。

1 ホーム画面で、　　 キーを押す

2  　　出力を押す

3 　 　キーを押して画面をスクロールする
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4 アナログ出力 (A1) を押す

5  　　キーを押す

6  　　キーを押して画面をスクロールし、モードを押す

7 設定したい制御モードを押し、 　　キーを押す
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8 　　 キーを押して設定画面に入り、他の項目も設定する

9 アナログ出力 (A1) の設定が終わったら、必要に応じて他のアナログ出力 (A2) も同様
に設定する
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出力メニュー
［モード］の設定によって、表示される項目が異なります。

リレー出力（R1､R2､R3､R4､R5､R6）

 ■［同期 /手動］の場合
❖ 制御機能の説明は、「制御機能（リレー出力） 同期 /手動制御」（13 ページ）を参照してください。

 ● 詳細表示項目

表示 説明
状況 現在のリレーの状況が表示されます。（Off/On）
状態 現在のリレー動作の状態が表示されます。（手動モード ､切モード ､自動モード ､インターロック他）
ON時間 リレーが動作している時間が表示されます。（0:00:00（時間：分：秒））

積算時間
積算時間が表示されます。積算時間リセットを実行するとリセットされます。
（0：00：00（時間：分：秒））

警報
現在のリレー警報の状態が表示されます。警報が出力されていないときは［なし］と表示されます。
警報が表示された場合は、「エラー、アラーム表示一覧」（292 ページ）を参照し、適切に対処して
ください。

モード 選択している制御方式が表示されます。（同期 /手動）
リレータイプ リレーの種類が表示されます。（有電圧リレー ､無電圧リレー ､半導体リレー）

 ● 設定メニュー

項目 設定範囲 初期値 説明
運転設定 手動、切、自動 切 リレー動作の運転方法を選択します。

最大レート 10～2400
360
pulse/min

1 分あたりのパルス数の最大値を設定します。
最大 spm値です。
＊半導体リレーのみ表示されます。

ON遅延時間
0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒 )

0:00:00
リレーがONするまでの遅延時間を設定します。ON条
件後、設定時間経過後にONとなります。

OFF遅延時間
0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒 )

0:00:00
リレーがOFFするまでの遅延時間を設定します。OFF
条件後、設定時間経過後にOFFとなります。

インターロック
チャンネル

D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6､ なし

なし
リレー動作に対し、インターロック信号を割り付ける
チャンネルを選択します。

同期
チャンネル

D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6､ なし

なし リレー動作に対し、同期するチャンネルを選択します。

手動出力 0.0 ～ 100.0 50.0%
手動運転のパルス出力を％で設定します。
＊半導体リレーのみ表示されます。

最小リレー
サイクル

0～300 0sec
リレーがON 状態、OFF 状態を継続する最小時間を秒
単位で設定します。
＊半導体リレーでは表示されません。

手動タイム
リミット

0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒 )

0:10:00
手動運転の制限時間を設定します。制限時間に達すると
運転停止します。

積算時間
リセット

リセットする、しない － 積算時間のリセットを行います。
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項目 設定範囲 初期値 説明

名称

・英数字入力
・防錆剤
・ブロー
・ブローダウン
・殺菌剤
・酸
・苛性
・アルカリ

・漂白剤
・塩素
・臭素
・二酸化塩素
・分散剤
・消泡剤
・洗剤
・出力

同期 /手動 リレー出力の“名称”を入力または選択します。

・その他（制御モード名称）

モード

・同期 /手動
・パルス比例＊１

・流量比例＊１

・パルスPID＊１,2

・ON/OFF
・2点設定
・時分割比例
・流量制御
・カウンタタイマー＊2

・２点スイッチ

・インターバル
・ツインタイマー
・スパイク
・センサ洗浄
・ラグ出力
・警報出力
・サンプリング＊3

・ブロー同期＊3

・ブロー％＊3

・バイオタイマー＊3

製品型式・
リレースタ
イルにより
異なります。

リレー出力の制御方式を選択します。
＊1：半導体リレーのみ表示されます。
＊２：HVAC無効時のみ表示されます。
＊３：HVAC有効時のみ表示されます。
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 ■［パルス比例］の場合
パルス比例制御は、半導体リレーでのみ機能します。
＊制御機能の説明は、「制御機能（リレー出力） パルス比例制御」（14 ページ）を参照してください。

 ● 詳細表示項目

表示 説明
出力 パルス出力の状況が表示されます。（0.0 ～ 100.0％）
状態 現在のリレー動作の状態が表示されます。（手動モード ､切モード ､自動モード ､インターロック他）
現在値 センサ入力値が表示されます。
ON時間 リレーが動作している時間が表示されます。（0:00:00（時間 : 分 : 秒））

積算時間
積算時間が表示されます。積算時間リセットを実行するとリセットされます。
（0：00：00（時間：分：秒））

警報
現在のリレー警報の状態が表示されます。警報が出力されていないときは［なし］と表示されます。
警報が表示された場合は、「エラー、アラーム表示一覧」（292 ページ）を参照し、適切に対処して
ください。

モード 選択している制御方式が表示されます。（パルス比例）
リレータイプ リレーの種類が表示されます。（半導体リレー）

 ● 設定メニュー
項目 設定範囲 初期値 説明
運転設定 手動、切、自動 切 リレー動作の運転方法を選択します。

セット点

有極：セル定数による
電磁：レンジ設定による
pH：-2.00～ 16.00
ORP：-1500.0 ～ 1500.0
殺菌：センサ種類による
一般：上限 /下限レンジ設定による

有極：1000μ S/cm
電磁：1000μ S/cm
pH：7.00
ORP：200.0mV
殺菌：5.00ppm
一般：20.00

測定値に対する設定点を設定します。

比例帯

有極：セル定数による
電磁：レンジ設定による
pH：0.00～ 16.00
ORP：0.0 ～ 1500.0
殺菌：センサ種類による
一般：上限 /下限レンジ設定による

有極：25μS/cm
電磁：25μ S/cm
pH：0.20
ORP：5.0mV
殺菌：0.10ppm
一般：0.50

セット点を起点として、比例制御をする
範囲を設定します。この範囲を外れると
サンプリング周期で設定した時間の全期
間でリレーがONになります。

最小出力
0.0 ～ 100.0

0%

最小パルス出力を％で設定します。セッ
ト点に達した時点で出力をOFFにする
必要がある場合は、0％に設定してくだ
さい。

最大出力 100.0% 最大パルス出力を％で設定します。

最大レート 10～2400 360pulse/min
1 分あたりのパルス数の最大値を設定し
ます。
最大 spm値です。

出力
タイムリミット

0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒 )

0:00:00
リレーのON時間が出力タイムリミット
で設定した時間を経過すると、出力タイ
ムアウトとなり、リレーをOFFします。

出力
タイムアウト
リセット

リセットする、しない 0:00:00
出力タイムアウト警報出力のリセットを
行います。

インターロック
チャンネル

D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6､ なし

－
リレー動作に対し、インターロック信号
を割り付けるチャンネルを選択します。

同期
チャンネル

D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6､ なし

なし
リレー動作に対し、同期するチャンネル
を選択します。



122 出力メニュー

項目 設定範囲 初期値 説明

手動出力 0.0 ～ 100.0 50.0%
手動運転のパルス出力を％で設定しま
す。

手動
タイムリミット

0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒 )

0:10:00
手動運転の制限時間を設定します。制限
時間に達すると運転停止します。

積算時間
リセット

リセットする、しない ― 積算時間のリセットを行います。 

入力

・なし
・センサ入力 (S□ 1)
・温度 (S□ 2)
・アナログ入力 (S□□ )
・瞬時流量 (D1､D2､D3､D4､D5､D6)
・バーチャル入力（V1/V2）

センサ入力（S11）
リレー出力に割り付ける入力を選択しま
す。

制御方向 順方向、逆方向 逆方向

制御の方向を選択します。
逆方向では、測定値がセット点より上に
なったときにポンプ spm値が変化しま
す。
順方向では、測定値がセット点より下に
なったときにポンプ spm値が変化しま
す。

名称

・英数字入力
・防錆剤
・ブロー
・ブローダウン
・殺菌剤
・酸
・苛性
・アルカリ

・漂白剤
・塩素
・臭素
・二酸化塩素
・分散剤
・消泡剤
・洗剤
・出力

パルス比例
リレー出力の“名称”を入力または選択
します。

・その他（制御モード名称）

モード

・同期 /手動
・パルス比例＊１

・流量比例＊１

・パルスPID＊１,2

・ON/OFF
・2点設定
・時分割比例
・流量制御
・カウンタタイマー＊2

・２点スイッチ

・インターバル
・ツインタイマー
・スパイク
・センサ洗浄
・ラグ出力
・警報出力
・サンプリング＊3

・ブロー同期＊3

・ブロー％＊3

・バイオタイマー＊3

製品型式・リレースタイ
ルにより異なります。

リレー出力の制御方式を選択します。
＊1：半導体リレーのみ表示されます。
＊２：HVAC無効時のみ表示されます。
＊３：HVAC有効時のみ表示されます。
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 ■［流量比例］の場合
流量比例制御は、半導体リレーでのみ機能します。
❖ 制御機能の説明は、［制御機能（リレー出力）　流量比例制御］（15 ページ）を参照ください。

 ● 詳細表示項目

表示 説明
出力 パルス出力の状況が表示されます。
状態 現在のリレー動作の状態が表示されます。
現在値 流量計の瞬時流量が表示されます。
ON時間 リレーが動作している時間が表示されます。（0:00:00（時間：分：秒））

積算時間
積算時間が表示されます。積算時間リセットを実行するとリセットされます。
（0:00:00（時間：分：秒））

警報
現在のリレー警報の状態が表示されます。警報が出力されていないときは [なし ] と表示されます。
警報が表示された場合は、「エラー、アラーム表示一覧」（292 ページ）を参照し、適切に対処して
ください。

未補正出力 未補正のパルス出力値が表示されます。（pulse/min）
モード 選択している制御方式が表示されます。（流量比例）

リレータイプ リレーの種類が表示されます。（半導体リレー）

 ● 設定メニュー
項目 設定範囲 初期値 説明
運転設定 ・手動　・切　・自動 切 リレー動作の運転方法を選択します。

ターゲット 0.00～ 1000000.00 0.00ppm 目標濃度 ppmを入力します。

ポンプ容量 0.00～ 10000.00 3.79ℓ/hr 注入ポンプの最大流量を入力します。

ポンプ設定 0～100 100%
注入ポンプのストローク長を％で入力しま
す。

比重 0.000～ 9.999 1.000 注入する液の比重を入力します。

最大レート 10～2400 360pulse/min
1 分あたりのパルス数（ストローク数）の最
大値を設定します。最大 spm値です。

出力
タイムリミット

0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒）

0:00:00
リレーON時間が出力タイムリミットで設定
した時間を経過すると、出力タイムアウトと
なり、リレーをOFFします。

出力
タイムアウト
リセット

リセットする、しない ―
出力タイムアウト警報出力のリセットを行い
ます。

インターロック
チャンネル

D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6､ なし

なし
リレー動作に対し、インターロック信号を割
り付けるチャンネルを選択します。

同期
チャンネル

D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6､ なし

なし
リレー動作に対し、同期するチャンネルを選
択します。

手動出力 0.0 ～ 100.0 50.0% 手動運転のパルス出力を％で設定します。
手動

タイムリミット
0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒）

0:10:00
手動運転の制限時間を設定します。制限時間
に達すると運転停止します。

積算時間
リセット

リセットする、しない ― 積算時間のリセットを行います。 

流量入力
・なし
・瞬時流量
（D1、D2、D3、D4、D5、D6）

なし リレー出力に割り付ける入力を選択します。
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項目 設定範囲 初期値 説明

名称

・英数字入力
・防錆剤
・ブロー
・ブローダウン
・殺菌剤
・酸
・苛性
・アルカリ

・漂白剤
・塩素
・臭素
・二酸化塩素
・分散剤
・消泡剤
・洗剤
・出力

流量比例
リレー出力の“名称”を入力または選択しま
す。

・その他（制御モード名称）

モード

・同期 /手動
・パルス比例＊１

・流量比例＊１

・パルスPID＊１,2

・ON/OFF
・2点設定
・時分割比例
・流量制御
・カウンタタイマー＊2

・２点スイッチ

・インターバル
・ツインタイマー
・スパイク
・センサ洗浄
・ラグ出力
・警報出力
・サンプリング＊3

・ブロー同期＊3

・ブロー％＊3

・バイオタイマー＊3

製品型式・リレース
タイルにより異なり
ます。

リレー出力の制御方式を選択します。
＊1：半導体リレーのみ表示されます。
＊２：HVAC無効時のみ表示されます。
＊３：HVAC有効時のみ表示されます。
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 ■［パルスPID］の場合
パルスPID制御は、半導体リレーでのみ機能します。
❖ HVACモード無効時に選択可能です。
❖ 制御機能の説明は、「制御機能（リレー出力） パルスPID制御」（16 ページ）を参照してください。

 ● 詳細表示項目

表示 説明
出力 パルス出力の状況が表示されます。（0.0 ～ 100.0％）

状態
現在のリレー動作の状態が表示されます。
（手動モード ､切モード ､自動モード ､サチュレート上限 ､下限他）

現在値 センサ入力値が表示されます。
現在積分値 現在の積分値が表示されます。PID積分値リセットを実行するとリセットされます。
ON時間 リレーが動作している時間が表示されます。（0:00:00（時間：分：秒））

積算時間
積算時間が表示されます。積算時間リセットを実行するとリセットされます。
（0：00：00（時間：分：秒））

警報
現在のリレー警報の状態が表示されます。警報が出力されていないときは［なし］と表示されます。
警報が表示された場合は、「エラー、アラーム表示一覧」（292 ページ）を参照し、適切に対処して
ください。

モード 選択している制御方式が表示されます。（パルスPID）
リレータイプ リレーの種類が表示されます。（半導体リレー）

 ● 設定メニュー
項目 設定範囲 初期値 説明
運転設定 手動、切、自動 切 リレー動作の運転方法を選択します。

セット点

有極：セル定数による
電磁：レンジ設定による
pH：-2.00～ 16.00
ORP：-1500.0 ～ 1500.0
殺菌：センサ種類による
一般：上限 /下限レンジ設定による

有極：1000μ S/cm
電磁：1000μ S/cm
pH：7.00
ORP：200.0mV
殺菌：5.00ppm
一般：20.00

測定値に対する設定点を設定します。

ゲイン
（比例ゲイン）

0.001～ 1000.000 0.100

現在値と設定値の偏差の大きさに応じて、計
算される出力の変化量を設定します。
比例帯 (%) を Pとすると、ゲイン＝100/
Pの関係となり、ゲイン数値が大きいほど小
さな偏差で大きな出力変化を生じるため、制
御結果は振動的になります。
＊比例ゲインはゲインホームでパラレルを選
択すると表示されます。

積分時間
（積分ゲイン）

0.001～ 1000.000 100.000sec

オフセットを減少させる積分動作のパラメー
タです。積分時間を長くすれば出力は緩慢に
変化し、短くすれば急速に変化します。
＊積分ゲインはゲインホームでパラレルを選
択すると表示されます。

微分時間
（微分ゲイン）

0.000～ 1000.000 0.000sec

偏差の変化率に比例して出力を変える微分動
作のパラメータです。微分時間は長いほど修
正動作が強まり出力が振動的になります。
流量や圧力のように応答の早い入力では微分
時間は0sec(OFF) で使用してください。
＊微分ゲインはゲインホームでパラレルを選
択すると表示されます。
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項目 設定範囲 初期値 説明

PID 積分値
リセット

リセットする、しない －
PID積分値は、偏差曲線の下で積算された面
積の合計です。リセットすると、PID制御は
初期状態に戻ります。

最小出力 0.0 ～ 100.0 0.0%
最小パルス出力を％で設定します。セット点
に達した時点で出力をOFFにする必要があ
る場合は、0％に設定してください。

最大出力 0.0 ～ 100.0 100.0% 最大パルス出力を％で設定します。

最大レート 10～2400 360pulse/min
1 分あたりのパルス数の最大値を設定しま
す。
最大 spm値です。

出力
タイムリミット

0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒）

0:00:00
リレーのON時間が出力タイムリミットで設
定した時間を経過すると、出力タイムアウト
となり、リレーをOFFします。

出力
タイムアウト
リセット

リセットする、しない －
出力タイムアウト警報出力のリセットを行い
ます。

インターロック
チャンネル

D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6､ なし

なし
リレー動作に対し、インターロック信号を割
り付けるチャンネルを選択します。

同期
チャンネル

D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6､ なし

なし
リレー動作に対し、同期するチャンネルを選
択します。

手動出力 0.0 ～ 100.0 50.0% 手動運転のパルス出力を％で設定します。
手動

タイムリミット
0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒）

0:10:00
手動運転の制限時間を設定します。制限時間
に達すると運転停止します。

積算時間
リセット

リセットする、しない － 積算時間のリセットを行います。

入力

・なし
・センサ入力 (S□ 1)
・温度 (S□ 2)
・アナログ入力 (S□□ ) 
・瞬時流量
(D1､D2､D3､D4､D5､D6)
・バーチャル入力（V1/V2）

センサ入力（S11） リレー出力に割り付ける入力を選択します。

制御方向 順方向、逆方向 逆方向

制御の方向を選択します。
逆方向では、測定値がセット点より上になっ
たときにポンプ spm値が変化します。
順方向では、測定値がセット点より下になっ
たときにポンプ spm値が変化します。

最小入力
有極：セル定数による
電磁：レンジ設定による
pH：-2.00～ 16.00
ORP：-1500.0 ～ 1500.0
殺菌：センサ種類による
一般：上限 /下限レンジ設定による

有極：0μS/cm
電磁：0μS/cm
pH：0.00
ORP：ｰ 1500.0mV
殺菌：0.00ppm
一般：20.00

センサ入力範囲の下限を設定します。

最大入力

有極：50000μ S/cm
電磁：50000μ S/cm
pH：16.00
ORP：-1500.0mV
殺菌：25.00ppm
一般：100.00

センサ入力範囲の上限を設定します。
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項目 設定範囲 初期値 説明

ゲインフォーム 標準、パラレル 標準

PID制御方式を選択します。
標準は、一般的なPID演算式です。
パラレルを選択すると、PIDパラメータは比
例ゲイン、積分ゲイン、微分ゲインと表示さ
れ、すべてを入力することが可能になります。

名称

・英数字入力
・防錆剤
・ブロー
・ブローダウン
・殺菌剤
・酸
・苛性
・アルカリ

・漂白剤
・塩素
・臭素
・二酸化塩素
・分散剤
・消泡剤
・洗剤
・出力

PID
リレー出力の“名称”を入力または選択しま
す。

・その他（制御モード名称）

モード

・同期 /手動
・パルス比例＊１

・流量比例＊１

・パルスPID＊１,2

・ON/OFF
・2点設定
・時分割比例
・流量制御
・カウンタタイマー＊2

・２点スイッチ

・インターバル
・ツインタイマー
・スパイク
・センサ洗浄
・ラグ出力
・警報出力
・サンプリング＊3

・ブロー同期＊3

・ブロー％＊3

・バイオタイマー＊3

製品型式・リレース
タイルにより異なり
ます。

リレー出力の制御方式を選択します。
＊1：半導体リレーのみ表示されます。
＊２：HVAC無効時のみ表示されます。
＊３：HVAC有効時のみ表示されます。
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 ■［ON/OFF］の場合
❖ 制御機能の説明は、「制御機能（リレー出力） ON/OFF 制御」（17 ページ）を参照してください。

 ● 詳細表示項目

表示 説明
状況 現在のリレーの状況が表示されます。（Off/On）
状態 現在のリレー動作の状態が表示されます。（手動モード ､切モード ､自動モード ､インターロック他）
ON時間 リレーが動作している時間が表示されます。（0:00:00（時間：分：秒））

積算時間
積算時間が表示されます。積算時間リセットを実行するとリセットされます。
（0：00：00（時間：分：秒））

警報
現在のリレー警報の状態が表示されます。警報が出力されていないときは［なし］と表示されます。
［なし］以外が表示された場合は、「エラー、アラーム表示一覧」（292 ページ）を参照し、適切に対
処してください。

現在値 センサ入力値が表示されます。
モード 選択している制御方式が表示されます。（ON/OFF）

リレータイプ リレーの種類が表示されます。（有電圧リレー ､無電圧リレー ､半導体リレー）

 ● 設定メニュー

項目 設定範囲 初期値 説明
運転設定 手動、切、自動 切 リレー動作の運転方法を選択します。

セット点

有極：セル定数による
電磁：レンジ設定による
pH：-2.00～ 16.00
ORP：-1500.0 ～ 1500.0
殺菌：センサ種類による
一般：上限 /下限レンジ設定による

有極：1000μS/cm
電磁：1000μS/cm
pH：7.00
ORP：200.0mV
殺菌：5.00ppm
一般：20.00

測定値に対する設定点を設定します。

不感帯

有極：セル定数による
電磁：レンジ設定による
pH：0.00～ 16.00
ORP：0.0 ～ 1500.0
殺菌：センサ種類による
一般：上限 /下限レンジ設定による

有極：25μS/cm
電磁：25μ S/cm
pH：0.20
ORP：5.0mV
殺菌：0.10ppm
一般：0.50

制御動作の不感帯を設定します。
例えば、制御方向が逆方向（上限ON/
OFF）で、［セット点］が「10.00」、［不
感帯］が「0.50」に設定されている場合、
「10.01」でリレーがON になり、「9.50」
でOFF になります。

デューティ
周期

0:00～ 59:59（分 : 秒） 0:00

デューティ周期を使用すると、薬液注入に
対してセンサの応答が遅い場合に、セット
点超過が起きるのを防ぐことができます。
1周期の時間を設定し、その周期の中でリ
レーをON にする時間を% で設定します。
デューティ周期を使用しない場合は、
00:00（分 : 秒）に設定します。

デューティ 0.0 ～ 100.0　 100.0%

デューティ周期のうち、リレーをONにす
る時間の割合を%で設定します。
デューティ周期を使用しない場合は100% 
に設定します。

ON遅延時間
0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒）

0:00:00
リレーがONするまでの遅延時間を設定し
ます。ON条件後、設定時間経過後にON
となります。

OFF遅延時間
0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒）

0:00:00
リレーがOFFするまでの遅延時間を設定し
ます。OFF条件後、設定時間経過後にOFF
となります。
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項目 設定範囲 初期値 説明

出力
タイムリミット

0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒）

0:00:00
リレーのON時間が出力タイムリミットで
設定した時間を経過すると、出力タイムア
ウトとなり、リレーをOFFします。

出力
タイムアウト
リセット

リセットする、しない －
出力タイムアウト警報出力のリセットを行
います。

インターロック
チャンネル

D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6､ なし

なし
リレー動作に対し、インターロック信号を
割り付けるチャンネルを選択します。

同期
チャンネル

D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6､ なし

なし
リレー動作に対し、同期するチャンネルを
選択します。

最小
リレーサイクル

0～300 0sec
リレーがON 状態、OFF 状態を継続する最
小時間を秒単位で設定します。

手動
タイムリミット

0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒 )

0:10:00
手動運転の制限時間を設定します。制限時
間に達すると運転停止します。

積算時間
リセット

リセットする、しない － 積算時間のリセットを行います。

入力

・なし
・センサ入力 (S□ 1)
・温度 (S□ 2)
・アナログ入力 (S□□ ) 
・瞬時流量 (D1､D2､D3､D4､D5､D6)
・バーチャル入力（V1/V2）

センサ入力（S11） リレー出力に割り付ける入力を選択します。

制御方向 順方向、逆方向 逆方向

制御の方向を選択します。
上限ON/OFF 制御の場合は逆方向を選択
します。
下限ON/OFF 制御の場合は順方向を選択
します。

名称

・英数字入力
・防錆剤
・ブロー
・ブローダウン
・殺菌剤
・酸
・苛性
・アルカリ

・漂白剤
・塩素
・臭素
・二酸化塩素
・分散剤
・消泡剤
・洗剤
・出力

ON/OFF リレーの“名称”を入力または選択します。

・その他（制御モード名称）

モード

・同期 /手動
・パルス比例＊１

・流量比例＊１

・パルスPID＊１,2

・ON/OFF
・2点設定
・時分割比例
・流量制御
・カウンタタイマー＊2

・２点スイッチ

・インターバル
・ツインタイマー
・スパイク
・センサ洗浄
・ラグ出力
・警報出力
・サンプリング＊3

・ブロー同期＊3

・ブロー％＊3

・バイオタイマー＊3

製品型式・リレース
タイルにより異なり
ます。

リレー出力の制御方式を選択します。
＊1：半導体リレーのみ表示されます。
＊２：HVAC無効時のみ表示されます。
＊３：HVAC有効時のみ表示されます。
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 ■［2点設定］の場合
❖ 制御機能の説明は、「制御機能（リレー出力） 2点設定制御」（19 ページ）を参照してください。

 ● 詳細表示項目

表示 説明
状況 現在のリレーの状況が表示されます。（Off/On）

状態
現在のリレー動作の状態が表示されます。
（手動モード ､切モード ､自動モード ､サチュレート上限 ､下限他）

現在値 センサ入力値が表示されます。
現在積分値 現在の積分値が表示されます。PID積分値値リセットを実行するとリセットされます。
ON時間 リレーが動作している時間が表示されます。（0:00:00（時間：分：秒））

積算時間
積算時間が表示されます。積算時間リセットを実行するとリセットされます。
（0：00：00（時間：分：秒））

警報
現在のリレー警報の状態が表示されます。警報が出力されていないときは［なし］と表示されます。
警報が表示された場合は、「エラー、アラーム表示一覧」（292 ページ）を参照し、適切に対処して
ください。

モード 選択している制御方式が表示されます。（パルスPID）
リレータイプ リレーの種類が表示されます。（半導体リレー）

 ● 設定メニュー

項目 設定範囲 初期値 説明
運転設定 手動、切、自動 切 リレー動作の運転方法を選択します。

セット点
有極：セル定数による
電磁：レンジ設定による
pH：-2.00～ 16.00
ORP：-1500.0 ～ 1500.0
殺菌：センサ種類による
一般：上限 /下限レンジ設定による

有極：1000μ S/cm
電磁：1000μ S/cm
pH：7.00
ORP：200.0mV
殺菌：5.00ppm
一般：20.00

測定値に対する設定点を設定します。

セット点2

有極：1100μ S/cm
電磁：1100μ S/cm
pH：7.70
ORP：220.0mV
殺菌：5.50ppm
一般：22.00

測定値に対する設定点を設定します。

不感帯

極：セル定数による
電磁：レンジ設定による
pH：0.00～ 16.00
ORP：0.0 ～ 1500.0
殺菌：センサ種類による
一般：上限 /下限レンジ設定による

有極：25μS/cm
電磁：25μ S/cm
pH：0.20
ORP：5.0mV
殺菌：0.10ppm
一般：0.50

制御動作の不感帯を設定します。
例えば、制御方向が「範囲内」で、［セッ
ト点］が「10.00」、［不感帯］が「0.50」
に設定されている場合、「10.00」を下回
るとリレーがOFF になり、「10.50」で
ON になります。

デューティ
周期

0:00～ 59:59（分 : 秒） 0:00

デューティ周期を使用すると、薬液注入の
センサ反応が遅い場合に、セット点超過が
起きるのを防ぐことができます。1周期の
時間を設定し、その周期の中でリレーを
ONにする時間を%で設定します。デュー
ティ周期を使用しない場合は、00:00（分 :
秒）に設定します。

デューティ 0.0 ～ 100.0 100.0%

デューティ周期のうち、リレーをONにす
る時間の割合を%で設定します。
デューティ周期を使用しない場合は
100% に設定します。
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項目 設定範囲 初期値 説明

ON遅延時間
0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒）

0:00:00
リレーがONするまでの遅延時間を設定し
ます。ON条件後、設定時間経過後にON
となります。

OFF遅延時間
0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒 )

0:00:00
リレーがOFFするまでの遅延時間を設定
します。OFF条件後、設定時間経過後に
OFFとなります。

出力
タイムリミット

0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒 )

0:00:00
リレーのON時間が出力タイムリミットで
設定した時間を経過すると、出力タイムア
ウトとなり、リレーをOFFします。

出力
タイムアウト
リセット

リセットする、しない －
出力タイムアウト警報出力のリセットを行
います。

インターロック
チャンネル

D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6､ なし

なし
リレー動作に対し、インターロック信号を
割り付けるチャンネルを選択します。

同期
チャンネル

D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6､ なし

なし
リレー動作に対し、同期するチャンネルを
選択します。

最小
リレーサイクル

0～300 0sec
リレーがON 状態、OFF 状態を継続する
最小時間を秒単位で設定します。

手動
タイムリミット

0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒 )

0:10:00
手動運転の制限時間を設定します。制限時
間に達すると運転停止します。

積算時間
リセット

リセットする、しない － 積算時間のリセットを行います。

入力

・なし
・センサ入力 (S□ 1)
・温度 (S□ 2)
・アナログ入力 (S□□ ) 
・瞬時流量
(D1､D2､D3､D4､D5､D6)

・バーチャル入力（V1/V2）

センサ入力（S1）
リレー出力に割り付けるセンサを選択しま
す。

制御方向 範囲内、範囲外 範囲内 制御の方向を選択します。

名称

・英数字入力
・防錆剤
・ブロー
・ブローダウン
・殺菌剤
・酸
・苛性
・アルカリ

・漂白剤
・塩素
・臭素
・二酸化塩素
・分散剤
・消泡剤
・洗剤
・出力

２点設定
リレー出力の“名称”を入力または選択し
ます。

・その他（制御モード名称）

モード

・同期 /手動
・パルス比例＊１

・流量比例＊１

・パルスPID＊１,2

・ON/OFF
・2点設定
・時分割比例
・流量制御
・カウンタタイマー＊2

・２点スイッチ

・インターバル
・ツインタイマー
・スパイク
・センサ洗浄
・ラグ出力
・警報出力
・サンプリング＊3

・ブロー同期＊3

・ブロー％＊3

・バイオタイマー＊3

製品型式・リレース
タイルにより異なり
ます。

リレー出力の制御方式を選択します。
＊1：半導体リレーのみ表示されます。
＊２：HVAC無効時のみ表示されます。
＊３：HVAC有効時のみ表示されます。
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 ■［時分割比例］の場合
❖ 制御機能の説明は、「制御機能（リレー出力） 時分割比例制御」（20 ページ）を参照してください。

 ● 詳細表示項目

表示 説明
状況 現在のリレーの状況が表示されます。（Off/On）
状態 現在のリレー動作の状態が表示されます。（手動モード ､切モード ､自動モード ､インターロック他）
現在周期 リレーが動作する現在の割合が表示されます。（0～100%）

サイクルタイム
現在のリレー動作状態での時間が表示されます。サンプリング周期からカウントダウン表示します。
（0:00:00（時間 : 分 : 秒））

ON時間 リレーが動作している時間が表示されます。（0:00:00（時間：分：秒））

積算時間
積算時間が表示されます。積算時間リセットを実行するとリセットされます。
（0：00：00（時間：分：秒））

警報
現在のリレー警報の状態が表示されます。警報が出力されていないときは［なし］と表示されます。
警報が表示された場合は、「エラー、アラーム表示一覧」（292 ページ）を参照し、適切に対処して
ください。

現在値 センサ入力値が表示されます。
モード 選択している制御方式が表示されます。（時分割比例）

リレータイプ リレーの種類が表示されます。（有電圧リレー ､無電圧リレー ､半導体リレー）

 ● 設定メニュー
項目 設定範囲 初期値 説明
運転設定 手動、切、自動 切 リレー動作の運転方法を選択します。

セット点

有極：セル定数による
電磁：レンジ設定による
pH：-2.00～ 16.00
ORP：-1500.0 ～ 1500.0
殺菌：センサ種類による
一般：上限 /下限レンジ設定による

有極：1000μ S/cm
電磁：1000μ S/cm
pH：7.00
ORP：200.0mV
殺菌：5.00ppm
一般：20.00

測定値に対する設定点を設定します。

比例帯

有極：セル定数による
電磁：レンジ設定による
pH：0.00～ 16.00
ORP：0.0 ～ 1500.0
殺菌：センサ種類による
一般：上限 /下限レンジ設定による

有極：25μS/cm
電磁：25μ S/cm
pH：0.20
ORP：5.0mV
殺菌：0.10ppm
一般：0.50

セット点を起点として、比例制御をする
範囲を設定します。この範囲を外れると
サンプリング周期で設定した時間の全期
間でリレーがONになります。

サンプリング
周期

0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒 )

0:05:00 サンプリングの周期を設定します。

出力
タイムリミット

0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒）

0:00:00
リレーのON時間が出力タイムリミット
で設定した時間を経過すると、出力タイ
ムアウトとなり、リレーをOFFします。

出力
タイムアウト
リセット

リセットする、しない ―
出力タイムアウト警報出力のリセットを
行います。

インターロック
チャンネル

D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6､ なし

なし
リレー動作に対し、インターロック信号
を割り付けるチャンネルを選択します。

同期チャンネル
D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6､ なし

なし
リレー動作に対し、同期するチャンネル
を選択します。

最小
リレーサイクル

0～300 0sec
リレーがON状態、OFF状態を継続する
最小時間を秒単位で設定します

手動
タイムリミット

0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒）

0:00:00
手動運転の制限時間を設定します。制限
時間に達すると運転停止します。
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項目 設定範囲 初期値 説明
積算時間
リセット

リセットする、しない ― 積算時間のリセットを行います。 

入力

・なし
・センサ入力 (S□ 1)
・温度 (S□ 2)
・アナログ入力 (S□□ ) 
・瞬時流量
(D1､D2､D3､D4､D5､D6)

・バーチャル入力（V1/V2）

センサ入力（S11）
リレー出力に割り付ける入力を選択しま
す。

制御方向 順方向、逆方向 逆方向 制御の方向を選択します。

名称

・英数字入力
・防錆剤
・ブロー
・ブローダウン
・殺菌剤
・酸
・苛性
・アルカリ

・漂白剤
・塩素
・臭素
・二酸化塩素
・分散剤
・消泡剤
・洗剤
・出力

時分割比例 リレーの“名称”を入力または選択します。

・その他（制御モード名称）

モード

・同期 /手動
・パルス比例＊１

・流量比例＊１

・パルスPID＊１,2

・ON/OFF
・2点設定
・時分割比例
・流量制御
・カウンタタイマー＊2

・２点スイッチ

・インターバル
・ツインタイマー
・スパイク
・センサ洗浄
・ラグ出力
・警報出力
・サンプリング＊3

・ブロー同期＊3

・ブロー％＊3

・バイオタイマー＊3

製品型式・リレース
タイルにより異なり
ます。

リレー出力の制御方式を選択します。
＊1：半導体リレーのみ表示されます。
＊２：HVAC無効時のみ表示されます。
＊３： HVAC有効時のみ表示されます。
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 ■［流量制御］の場合
❖ 制御機能の説明は、「制御機能（リレー出力） 流量制御」（22 ページ）を参照してください。

 ● 詳細表示項目

表示 説明
状況 現在のリレーの状況が表示されます。（Off/On）
状態 現在のリレー動作の状態が表示されます。（手動モード ､切モード ､自動モード）
ON時間 リレーが動作している時間が表示されます。（0:00:00（時間：分：秒））

残フィード
残りのブロー時間がカウントダウン表示されます。
動作時間は、ブロー時間で設定します。（0：00：00（時間：分：秒））

トータル積算値 全積算流量値が表示されます。

積算時間
積算時間が表示されます。積算時間リセットを実行するとリセットされます。
（0：00：00（時間：分：秒））

警報
現在のリレー警報の状態が表示されます。警報が出力されていないときは［なし］と表示されます。
警報が表示された場合は、「エラー、アラーム表示一覧」（292 ページ）を参照し、適切に対処して
ください。

モード 選択している制御方式が表示されます。（流量制御）
リレータイプ リレーの種類が表示されます。（有電圧リレー ､無電圧リレー ､半導体リレー）

 ● 設定メニュー

項目 設定範囲 初期値 説明
運転設定 手動、切、自動 切 リレー動作の運転方法を選択します。

フィード時間
0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒）

0:00:00 ブローの動作時間を設定します。

積算量 1～1000000
3785ℓ

（4m3、1000gal）

積算流量を設定します。
流量単位は割り付ける流量入力により
ます。

積算量リセット リセットする、しない ― 積算流量をリセットします。

出力
タイムリミット

0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒）

0:00:00

リレーのON時間が出力タイムリミッ
トで設定した時間を経過すると、出力
タイムアウトとなり、リレーをOFF
します。

出力
タイムアウト
リセット

リセットする、しない －
出力タイムアウト警報出力のリセット
を行います。

インターロック
チャンネル

D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6､ なし

なし
リレー動作に対し、インターロック信
号を割り付けるチャンネルを選択しま
す。

同期チャンネル
D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6､ なし

なし
リレー動作に対し、同期するチャンネ
ルを選択します。

最小
リレーサイクル

0～300 0sec
リレーがON状態、OFF 状態を継続
する最小時間を秒単位で設定します。

手動
タイムリミット

0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒）

0:10:00
手動運転の制限時間を設定します。制
限時間に達すると運転停止します。

積算時間
リセット

リセットする、しない － 積算時間のリセットを行います。

流量入力
・なし
・流量計
(D1､D2､D3､D4､D5､D6)

なし
リレー出力に割り付ける流量計を選択
します。
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項目 設定範囲 初期値 説明

流量入力2
・なし
・流量計
(D1､D2､D3､D4､D5､D6)

なし
2番目の流量計を選択します。積算流
量は2台の流量計の合計となります。

名称

・英数字入力
・防錆剤
・ブロー
・ブローダウン
・殺菌剤
・酸
・苛性
・アルカリ

・漂白剤
・塩素
・臭素
・二酸化塩素
・分散剤
・消泡剤
・洗剤
・出力

流量制御
リレーの“名称”を入力または選択し
ます。

・その他（制御モード名称）

モード

・同期 /手動
・パルス比例＊１

・流量比例＊１

・パルスPID＊１,2

・ON/OFF
・2点設定
・時分割比例
・流量制御
・カウンタタイマー＊2

・２点スイッチ

・インターバル
・ツインタイマー
・スパイク
・センサ洗浄
・ラグ出力
・警報出力
・サンプリング＊3

・ブロー同期＊3

・ブロー％＊3

・バイオタイマー＊3

製品型式・リレース
タイルにより異なり
ます。

リレー出力の制御方式を選択します。
＊1：半導体リレーのみ表示されます。
＊２：HVAC無効時のみ表示されます。
＊３： HVAC有効時のみ表示されます。



136 出力メニュー

 ■［カウンタタイマー］の場合
❖ HVACモード無効時に選択可能です。
❖ 制御機能の説明は、「制御機能（リレー出力） カウンタタイマー」（23 ページ）を参照してください。

 ● 詳細表示項目

表示 説明
状況 現在のリレーの状況が表示されます。（Off/On）
状態 現在のリレー動作の状態が表示されます。（手動モード ､切モード ､自動モード）
ON時間 リレーが動作している時間が表示されます。（0:00:00（時間：分：秒））

残フィード
残りのブロー時間がカウントダウン表示されます。
動作時間は、ブロー時間で設定します。（0：00：00（時間：分：秒））

トータル積算値 全積算流量値が表示されます。

積算時間
積算時間が表示されます。積算時間リセットを実行するとリセットされます。
（0：00：00（時間：分：秒））

警報
現在のリレー警報の状態が表示されます。警報が出力されていないときは［なし］と表示されます。
警報が表示された場合は、「エラー、アラーム表示一覧」（292 ページ）を参照し、適切に対処して
ください。

モード 選択している制御方式が表示されます。（カウンタタイマー）
リレータイプ リレーの種類が表示されます。（有電圧リレー ､無電圧リレー ､半導体リレー）

 ● 設定メニュー
項目 設定範囲 初期値 説明

運転設定 手動、切、自動 切 リレー動作の運転方法を選択します。

フィード時間
0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒）

0:00:00 ブローの動作時間を設定します。

積算設定値 1～1000000 1000 制御運転を行う積算値を設定します。
積算量リセット リセットする、しない ― 積算流量をリセットします。

出力
タイムリミット

0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒）

0:00:00

リレーのON時間が出力タイムリミッ
トで設定した時間を経過すると、出力
タイムアウトとなり、リレーをOFF
します。

出力
タイムアウト
リセット

リセットする、しない －
出力タイムアウト警報出力のリセット
を行います。

インターロック
チャンネル

D1～D12、R1～ R8､
C1～ C8、なし

なし
リレー動作に対し、インターロック信
号を割り付けるチャンネルを選択しま
す。

同期チャンネル
D1～D12、R1～ R8､
C1～ C8、なし

なし
リレー動作に対し、同期するチャンネ
ルを選択します。

最小
リレーサイクル

0～300 0sec
リレーがON状態、OFF 状態を継続
する最小時間を秒単位で設定します。

手動
タイムリミット

0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒）

0:10:00
手動運転の制限時間を設定します。制
限時間に達すると運転停止します。

積算時間
リセット

リセットする、しない － 積算時間のリセットを行います。

入力
・なし
・カウント（D1～D12）

なし
リレー出力に割り付けるＤＩカウント
を選択します。
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項目 設定範囲 初期値 説明

名称

・英数字入力
・防錆剤
・ブロー
・ブローダウン
・殺菌剤
・酸
・苛性
・アルカリ

・漂白剤
・塩素
・臭素
・二酸化塩素
・分散剤
・消泡剤
・洗剤
・出力

カウントタイマー
リレー出力の名称を入力または選択し
ます。

・その他（制御モード名称）

モード

・同期 /手動
・パルス比例＊１

・流量比例＊１

・パルスPID＊１,2

・ON/OFF
・2点設定
・時分割比例
・流量制御
・カウンタタイマー＊2

・２点スイッチ

・インターバル
・ツインタイマー
・スパイク
・センサ洗浄
・ラグ出力
・警報出力
・サンプリング＊3

・ブロー同期＊3

・ブロー％＊3

・バイオタイマー＊3

製品型式・リレース
タイルにより異なり
ます。

リレー出力の制御方式を選択します。
＊1：半導体リレーのみ表示されます。
＊２：HVAC無効時のみ表示されます。
＊３： HVAC有効時のみ表示されます。
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 ■［２点スイッチ］の場合
❖ 制御機能の説明は、「制御機能（リレー出力） ２点スイッチ制御」（24 ページ）を参照してください。

 ● 詳細表示項目

表示 説明
状況 現在のリレーの状況が表示されます。（Off/On）
状態 現在のリレー動作の状態が表示されます。（手動モード ､切モード ､自動モード ､インターロック他）
ON時間 リレーが動作している時間が表示されます。（0:00:00（時間：分：秒））

積算時間
積算時間が表示されます。積算時間リセットを実行するとリセットされます。
（0：00：00（時間：分：秒））

警報
現在のリレー警報の状態が表示されます。警報が出力されていないときは［なし］と表示されます。
［なし］以外が表示された場合は、「エラー、アラーム表示一覧」（292 ページ）を参照し、適切に対
処してください。

現在値 センサ入力値が表示されます。
モード 選択している制御方式が表示されます。（２点スイッチ）

リレータイプ リレーの種類が表示されます。（有電圧リレー ､無電圧リレー ､半導体リレー）

 ● 設定メニュー

項目 設定範囲 初期値 説明
運転設定 手動、切、自動 切 リレー動作の運転方法を選択します。

ＯＮスイッチ
・なし
・デジタル入力（D1～D6）
・リレー出力（R1～R6）

なし
リレーをONさせるトリガーとなるデジタ
ル入力またはリレー出力を選択します。

動作ON 開放時、短絡時 開放時 ONスイッチの入力動作を選択します。

ON遅延時間
0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒）

0:00:00
リレーがONするまでの遅延時間を設定し
ます。ON条件後、設定時間経過後にON
となります。

OFFスイッチ
・なし
・デジタル入力（D1～D6）
・リレー出力（R1～R6）

なし
リレーをOFFさせるトリガーとなるデジタ
ル入力またはリレー出力を選択します。

動作OFF 開放時、短絡時 短絡時 OFFスイッチの入力動作を選択します。

OFF遅延時間
0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒）

0:00:00
リレーがOFFするまでの遅延時間を設定し
ます。OFF条件後、設定時間経過後にOFF
となります。

手動
タイムリミット

0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒 )

0:10:00
手動運転の制限時間を設定します。制限時
間に達すると運転停止します。

出力
タイムリミット

0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒）

0:00:00
リレーのON時間が出力タイムリミットで
設定した時間を経過すると、出力タイムア
ウトとなり、リレーをOFFします。

出力
タイムアウト
リセット

リセットする、しない －
出力タイムアウト警報出力のリセットを行
います。

インターロック
チャンネル

D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6､ なし

なし
リレー動作に対し、インターロック信号を
割り付けるチャンネルを選択します。

同期
チャンネル

D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6､ なし

なし
リレー動作に対し、同期するチャンネルを
選択します。

最小
リレーサイクル

0～300 0sec
リレーがON 状態、OFF 状態を継続する最
小時間を秒単位で設定します。

積算時間
リセット

リセットする、しない － 積算時間のリセットを行います。
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項目 設定範囲 初期値 説明

名称

・英数字入力
・防錆剤
・ブロー
・ブローダウン
・殺菌剤
・酸
・苛性
・アルカリ

・漂白剤
・塩素
・臭素
・二酸化塩素
・分散剤
・消泡剤
・洗剤
・出力

２点スイッチ リレーの“名称”を入力または選択します。

・その他（制御モード名称）

モード

・同期 /手動
・パルス比例＊１

・流量比例＊１

・パルスPID＊１,2

・ON/OFF
・2点設定
・時分割比例
・流量制御
・カウンタタイマー＊2

・２点スイッチ

・インターバル
・ツインタイマー
・スパイク
・センサ洗浄
・ラグ出力
・警報出力
・サンプリング＊3

・ブロー同期＊3

・ブロー％＊3

・バイオタイマー＊3

製品型式・リレース
タイルにより異なり
ます。

リレー出力の制御方式を選択します。
＊1：半導体リレーのみ表示されます。
＊２：HVAC無効時のみ表示されます。
＊３：HVAC有効時のみ表示されます。
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 ■［インターバル］の場合
 制御機能の説明は、「制御機能（リレー出力） インターバル制御」（25 ページ）を参照してください。

 ● 詳細表示項目

表示 説明
状況 現在のリレーの状況が表示されます。（Off/On）
状態 現在のリレー動作の状態が表示されます。（手動モード ､切モード ､自動モード ､インターロック他）

サイクルタイム
現在のリレー動作状態での時間が表示されます。
サンプリング周期×フィード％の時間からカウントダウン表示します。（0:00:00（時間 : 分 : 秒））

ON時間 リレーが動作している時間が表示されます。0:00:00（時間：分：秒）

警報
現在のリレー警報の状態が表示されます。警報が出力されていないときは［なし］と表示されます。
警報が表示された場合は、「エラー、アラーム表示一覧」（292 ページ）を参照し、適切に対処して
ください。

モード 選択している制御方式が表示されます。（インターバル）
リレータイプ リレーの種類が表示されます。（有電圧リレー ､無電圧リレー ､半導体リレー）

 ● 設定メニュー

項目 設定範囲 初期値 説明
運転設定 手動、切、自動 切 リレー動作の運転方法を選択します。
サンプリング
周期

0:00:00～ 23:59:00
（時間 : 分 : 秒）

0:05:00 サンプリングの周期を設定します。

フィード% 0.0 ～ 100.0 50.0% ブロー時間の割合を設定します。
インターロック
チャンネル

D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6､ なし

なし
リレー動作に対し、インターロック信号を割
り付けるチャンネルを選択します。

同期
チャンネル

D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6､ なし

なし
リレー動作に対し、同期するチャンネルを選
択します。

最小
リレーサイクル

0～300 0sec
リレーがON状態、OFF状態を継続する最小
時間を秒単位で設定します。

手動
タイムリミット

0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒）

0:10:00
手動運転の制限時間を設定します。制限時間
に達すると運転停止します。

積算時間
リセット

リセットする、しない ― 積算時間のリセットを行います。 

名称

・英数字入力
・防錆剤
・ブロー
・ブローダウン
・殺菌剤
・酸
・苛性
・アルカリ

・漂白剤
・塩素
・臭素
・二酸化塩素
・分散剤
・消泡剤
・洗剤
・出力

インターバル リレー出力の“名称”を入力または選択します。

・その他（制御モード名称）

モード

・同期 /手動
・パルス比例＊１

・流量比例＊１

・パルスPID＊１,2

・ON/OFF
・2点設定
・時分割比例
・流量制御
・カウンタタイマー＊2

・２点スイッチ

・インターバル
・ツインタイマー
・スパイク
・センサ洗浄
・ラグ出力
・警報出力
・サンプリング＊3

・ブロー同期＊3

・ブロー％＊3

・バイオタイマー＊3

製品型式・リレー
スタイルにより異
なります。

リレー出力の制御方式を選択します。
＊1：半導体リレーのみ表示されます。
＊２：HVAC無効時のみ表示されます。
＊３：HVAC有効時のみ表示されます。
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 ■［ツインタイマー］の場合
❖ 制御機能の説明は、「制御機能（リレー出力） ツインタイマー制御」（26 ページ）を参照してください。

 ● 詳細表示項目

表示 説明
状況 現在のリレーの状況が表示されます。（Off/On）
状態 現在のリレー動作の状態が表示されます。（手動モード ､切モード ､自動モード ､インターロック他）
On時間 リレーが動作している時間が表示されます。（0:00:00（時間：分：秒））

サイクルタイム 実行中イベントの残り時間をカウントダウン表示します。（0:00:00（時間：分：秒））
タイマー動作 現在のイベント番号が表示されます。
週ナンバー 現在が第何週か表示されます。
曜日 曜日が表示されます。

積算時間
積算時間が表示されます。積算時間リセットを実行するとリセットされます。
（0：00：00（時間：分：秒））

警報
現在のリレー警報の状態が表示されます。警報が出力されていないときは［なし］と表示されます。
警報が表示された場合は、「エラー、アラーム表示一覧」（292 ページ）を参照し、適切に対処して
ください。

モード 選択している制御方式が表示されます。（ツインタイマー）
リレータイプ リレーの種類が表示されます。（有電圧リレー ､無電圧リレー ､半導体リレー）

 ● 設定メニュー

項目 設定範囲 初期値 説明
運転設定 手動、切、自動 切 リレー動作の運転方法を選択します。

イベント
1～7

・なし
・毎日
開始時刻： 時：分：秒
期間：00:00:00～ 23:59:59

（時間 : 分 : 秒 )
オンタイム：00:00:00～ 23:59:59
オフタイム：00:00:00～ 23:59:59
・毎週　
日：月 ､火 ､水 ､木 ､金 ､土 ､日曜 ､なし
開始時刻： 時：分：秒
期間：00:00:00～ 23:59:59

（時間 : 分 : 秒 )
オンタイム：00:00:00～ 23:59:59
オフタイム：00:00:00～ 23:59:59
・2週毎　
週：第1週、第2週
日：月 ､火 ､水 ､木 ､金 ､土 ､日曜 ､なし
開始時刻： 時：分：秒
期間：00:00:00～ 23:59:59

（時間 : 分 : 秒 )
・4週毎　
週：第1、第2、第3、第4週
日：月 ､火 ､水 ､木 ､金 ､土 ､日曜 ､なし
開始時刻： 時：分：秒
期間：00:00:00～ 23:59:59

（時間 : 分 : 秒 )
オンタイム：00:00:00～ 23:59:59
オフタイム：00:00:00～ 23:59:59

なし
イベントを繰り返す周期を選択します。
「イベント」とは、指定時刻に指定時間・
出力をONにすることを意味します。

インターロック
遅延

有効、無効 無効
有効の場合、イベント期間中にインター
ロックが解除されると、そこをスタートと
して設定した期間分動作します。

インターロック
チャンネル

D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6､ なし

なし
リレー動作に対し、インターロック信号を
割り付けるチャンネルを選択します。
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項目 設定範囲 初期値 説明
同期

チャンネル
D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6､ なし

なし
リレー動作に対し、同期するチャンネルを
選択します。

最小
リレーサイクル

0～300 0sec
リレーがON状態、OFF 状態を継続する
最小時間を秒単位で設定します。

手動
タイムリミット

0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒）

0:10:00
手動運転の制限時間を設定します。制限時
間に達すると運転停止します。

積算時間
リセット

リセットする、しない ― 積算時間のリセットを行います。 

名称

・英数字入力
・防錆剤
・ブロー
・ブローダウン
・殺菌剤
・酸
・苛性
・アルカリ

・漂白剤
・塩素
・臭素
・二酸化塩素
・分散剤
・消泡剤
・洗剤
・出力

ツインタイマー
リレー出力の“名称”を入力または選択し
ます。

・その他（制御モード名称）

モード

・同期 /手動
・パルス比例＊１

・流量比例＊１

・パルスPID＊１,2

・ON/OFF
・2点設定
・時分割比例
・流量制御
・カウンタタイマー＊2

・２点スイッチ

・インターバル
・ツインタイマー
・スパイク
・センサ洗浄
・ラグ出力
・警報出力
・サンプリング＊3

・ブロー同期＊3

・ブロー％＊3

・バイオタイマー＊3

製品型式・リレース
タイルにより異なり
ます。

リレー出力の制御方式を選択します。
＊1：半導体リレーのみ表示されます。
＊２：HVAC無効時のみ表示されます。
＊３：HVAC有効時のみ表示されます。
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 ■［スパイク］の場合
❖ 制御機能の説明は、「制御機能（リレー出力） スパイク制御」（29 ページ）を参照してください。

 ● 詳細表示項目

表示 説明
状況 現在のリレーの状況が表示されます。（Off/On）
状態 現在のリレー動作の状態が表示されます。（手動モード ､切モード ､自動モード ､インターロック他）
ON時間 リレーが動作している時間が表示されます。（0:00:00（時間：分：秒））

スパイク時間 スパイク動作している時間をカウントダウン表示します。（0:00:00（時間：分：秒））
タイマー動作 現在のイベント番号が表示されます。
週ナンバー 現在が第何週か表示されます。
曜日 曜日が表示されます。

積算時間
積算時間が表示されます。積算時間リセットを実行するとリセットされます。
（0：00：00（時間：分：秒））

警報
現在のリレー警報の状態が表示されます。警報が出力されていないときは［なし］と表示されます。
警報が表示された場合は、「エラー、アラーム表示一覧」（292 ページ）を参照し、適切に対処して
ください。

現在値 センサ入力値が表示されます。
モード 選択している制御方式が表示されます。（スパイク）

リレータイプ リレーの種類が表示されます。（有電圧リレー ､無電圧リレー ､半導体リレー）

 ● 設定メニュー

項目 設定範囲 初期値 説明
運転設定 手動、切、自動 切 リレー動作の運転方法を選択します。

セット点
有極：セル定数による
電磁：レンジ設定による
pH：-2.00～ 16.00
ORP：-1500.0 ～ 1500.0
殺菌：センサ種類による
一般：上限 /下限レンジ設定による

有極：1000μ S/cm
電磁：1000μ S/cm
pH：7.00
ORP：200.0mV
殺菌：5.00ppm
一般：20.00

測定値に対する設定点を設定します。

スパイク
セット点

有極：1100μ S/cm
電磁：1100μ S/cm
pH：7.70
ORP：220.0mV
殺菌：5.50ppm
一般：22.00

スパイク動作設定点を設定します。

不感帯

有極：セル定数による
電磁：レンジ設定による
pH：0.00～ 16.00
ORP：0.0 ～ 1500.0
殺菌：センサ種類による
一般：上限 /下限レンジ設定による

有極：25μS/
cm
電磁：25μ S/
cm
pH：0.20
ORP：5.0mV
殺菌：0.10ppm
一般：0.50

制御動作の不感帯を設定します。
例えば、制御方向が逆方向で［セット点］
が「10.00」、［不感帯］が「0.50」に
設定されている場合、「10.01」でリレー
がON になり、「9.50」でOFF になり
ます。

デューティ
周期

0:00～ 59:59（分 : 秒） 0:00

デューティ周期を使用すると、薬液注入
のセンサ反応が遅い場合に、セット点超
過が起きるのを防ぐことができます。1
周期の時間を設定し、その周期の中でリ
レーをON にする時間を% で設定しま
す。
デューティ周期を使用しない場合は、
00:00（分 : 秒）に設定します。
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項目 設定範囲 初期値 説明

デューティ 0.0 ～ 100.0　 100.0%

デューティ周期のうち、リレーをONに
する時間の割合を%で設定します。
デューティ周期を使用しない場合は
100% に設定します。

イベント
1 ～ 6

・なし
・毎日
開始時刻： 時：分：秒
期間：00:00:00～ 23:59:59

（時間 : 分 : 秒 )
・毎週
日：月 ､火 ､水 ､木 ､金 ､土 ､日曜 ､なし
開始時刻： 時：分：秒
期間：00:00:00～ 23:59:59

（時間 : 分 : 秒 )
・2週毎
週：第1週、第2週
日：月 ､火 ､水 ､木 ､金 ､土 ､日曜 ､なし
開始時刻： 時：分：秒
期間：00:00:00～ 23:59:59

（時間 : 分 : 秒 )
・4週毎
週：第1、第2、第3、第4週
日：月 ､火 ､水 ､木 ､金 ､土 ､日曜 ､なし
開始時刻： 時：分：秒
期間：00:00:00～ 23:59:59

（時間 : 分 : 秒 )

なし
イベントを繰り返す周期を選択します。
「イベント」とは、指定時刻に指定時間、
出力をON にすることを意味します。

出力
タイムリミット

0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒 )

0:00:00
リレーのON時間が出力タイムリミット
で設定した時間を経過すると、出力タイ
ムアウトとなり、リレーをOFFします。

出力
タイムアウト
リセット

リセットする、しない －
出力タイムアウト警報出力のリセットを
行います。

インターロック
チャンネル

D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6､ なし

なし
リレー動作に対し、インターロック信号
を割り付けるチャンネルを選択します。

同期
チャンネル

D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6､ なし

なし
リレー動作に対し、同期するチャンネル
を選択します。 

最小
リレーサイクル

0～300 0sec
リレーがON状態、OFF状態を継続する
最小時間を秒単位で設定します。

手動
タイムリミット

0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒 )

0:10:00
手動運転の制限時間を設定します。制限
時間に達すると運転停止します。

積算時間
リセット

リセットする、しない － 積算時間のリセットを行います。

入力

・なし
・センサ入力 (S□ 1)
・温度 (S□ 2)
・アナログ入力 (S□□ ) 
・瞬時流量
(D1､D2､D3､D4､D5､D6)
・バーチャル入力（V1/V2）

センサ入力（S11）
リレー出力に割り付ける入力を選択しま
す。

制御方向 順方向、逆方向 逆方向 制御の方向を選択します。
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項目 設定範囲 初期値 説明

名称

・英数字入力
・防錆剤
・ブロー
・ブローダウン
・殺菌剤
・酸
・苛性
・アルカリ

・漂白剤
・塩素
・臭素
・二酸化塩素
・分散剤
・消泡剤
・洗剤
・出力

スパイク
リレー出力の“名称”を入力または選択
します。

・その他（制御モード名称）

モード

・同期 /手動
・パルス比例＊１

・流量比例＊１

・パルスPID＊１,2

・ON/OFF
・2点設定
・時分割比例
・流量制御
・カウンタタイマー＊2

・２点スイッチ

・インターバル
・ツインタイマー
・スパイク
・センサ洗浄
・ラグ出力
・警報出力
・サンプリング＊3

・ブロー同期＊3

・ブロー％＊3

・バイオタイマー＊3

製品型式・リレース
タイルにより異なり
ます。

リレー出力の制御方式を選択します。
＊1：半導体リレーのみ表示されます。
＊２：HVAC無効時のみ表示されます。
＊３：HVAC有効時のみ表示されます。
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 ■［センサ洗浄］の場合
❖ 制御機能の説明は、「制御機能（リレー出力） センサ洗浄制御」（30 ページ）を参照してください。

 ● 詳細表示項目

表示 説明
状況 現在のリレーの状況が表示されます。（Off/On）
状態 現在のリレー動作の状態が表示されます。（手動モード ､切モード ､自動モード ､インターロック他）
ON時間 リレーが動作している時間が表示されます。（0:00:00（時間：分：秒））

サイクルタイム 実行中イベントの残り時間をカウントダウン表示します。（0:00:00（時間：分：秒））
タイマー動作 現在のイベント番号が表示されます。
週ナンバー 現在が第何週か表示されます。
曜日 曜日が表示されます。

積算時間
積算時間が表示されます。積算時間リセットを実行するとリセットされます。
（0：00：00（時間：分：秒））

警報
現在のリレー警報の状態が表示されます。警報が出力されていないときは［なし］と表示されます。
警報が表示された場合は、「エラー、アラーム表示一覧」（292 ページ）を参照し、適切に対処して
ください。

現在値 センサ入力値が表示されます。
モード 選択している制御方式が表示されます。（センサ洗浄）

リレータイプ リレーの種類が表示されます。（有電圧リレー ､無電圧リレー ､半導体リレー）

 ● 設定メニュー
項目 設定範囲 初期値 説明

運転設定 手動、切、自動 切 リレー動作の運転方法を選択します。

イベント
1～10

・なし
・1時間毎　
イベント /日：2､3､4､6､8､12､24
開始時刻： 時：分：秒
期間：00:00:00～ 23:59:59

（時間 : 分 : 秒 )
・毎日
開始時刻： 時：分：秒
期間：00:00:00～ 23:59:59

（時間 : 分 : 秒 )
・毎週　
日：月 ､火 ､水 ､木 ､金 ､土 ､日曜 ､なし
開始時刻： 時：分：秒
期間：00:00:00～ 23:59:59

（時間 : 分 : 秒 )
・2週毎　
週：第1週、第2週
日：月 ､火 ､水 ､木 ､金 ､土 ､日曜 ､なし
開始時刻： 時：分：秒
期間：00:00:00～ 23:59:59

（時間 : 分 : 秒 )
・4週毎　
週：第1、第2、第3、第4週
日：月 ､火 ､水 ､木 ､金 ､土 ､日曜 ､なし
開始時刻： 時：分：秒
期間：00:00:00～ 23:59:59

（時間 : 分 : 秒 )

なし
イベントを繰り返す周期を選択します。
「イベント」とは、指定時刻に指定時間、出
力をON にすることを意味します。
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項目 設定範囲 初期値 説明

入力

・なし
・センサ入力 (S□ 1)
・温度 (S□ 2)
・アナログ入力 (S□□ ) 
・瞬時流量
(D1､D2､D3､D4､D5､D6)
・バーチャル入力（V1/V2）

センサ入力（S11） 制御を行う入力を選択します。

入力2 なし 必要に応じ2個目の入力を選択します。

センサモード 無効、ホールド 無効

センサ洗浄イベント中の制御出力動作を選
択します。「無効」の場合は、測定を無効（制
御出力をOFF）にします。「ホールド」の
場合は、洗浄が始まる直前の測定値を継続
させます。

保持時間 0:00～ 59:59（分 : 秒） 0:00

洗浄液からプロセス液に戻し、センサの測
定値が安定するまでの時間を確保するため
に、洗浄後のセンサ測定値保持時間を設定
します。

インターロック
チャンネル

D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6､ なし

なし
リレー動作に対し、インターロック信号を
割り付けるチャンネルを選択します。

同期
チャンネル

D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6､ なし

なし
リレー動作に対し、同期するチャンネルを
選択します。

最小
リレーサイクル

0～300 0sec
リレーがON状態、OFF状態を継続する最
小時間を秒単位で設定します。

手動
タイムリミット

0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒 )

0:10:00
手動運転の制限時間を設定します。制限時
間に達すると運転停止します。

積算時間
リセット

リセットする、しない － 積算時間のリセットを行います。

名称

・英数字入力
・防錆剤
・ブロー
・ブローダウン
・殺菌剤
・酸
・苛性
・アルカリ

・漂白剤
・塩素
・臭素
・二酸化塩素
・分散剤
・消泡剤
・洗剤
・出力

センサ洗浄
リレー出力の“名称”を入力または選択し
ます。

・その他（制御モード名称）

モード

・同期 /手動
・パルス比例＊１

・流量比例＊１

・パルスPID＊１,2

・ON/OFF
・2点設定
・時分割比例
・流量制御
・カウンタタイマー＊2

・２点スイッチ

・インターバル
・ツインタイマー
・スパイク
・センサ洗浄
・ラグ出力
・警報出力
・サンプリング＊3

・ブロー同期＊3

・ブロー％＊3

・バイオタイマー＊

製品型式・リレース
タイルにより異なり
ます。

リレー出力の制御方式を選択します。
＊1：半導体リレーのみ表示されます。
＊２：HVAC無効時のみ表示されます。
＊３：HVAC有効時のみ表示されます。
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 ■［ラグ出力］の場合
❖ 制御機能の説明は、「制御機能（リレー出力） ラグ出力」（31 ページ）を参照してください。

 ● 詳細表示項目

表示 説明
状況 現在のリレーの状況が表示されます。（Off/On）
状態 現在のリレー動作の状態が表示されます。（手動モード ､切モード ､自動モード ､インターロック他）
ON時間 リレーが動作している時間が表示されます。（0:00:00（時間：分：秒））

積算時間
積算時間が表示されます。積算時間リセットを実行するとリセットされます。
（0：00：00（時間：分：秒））

警報
現在のリレー警報の状態が表示されます。警報が出力されていないときは［なし］と表示されます。
警報が表示された場合は、「エラー、アラーム表示一覧」（292 ページ）を参照し、適切に対処して
ください。

グループリード リレーのリード出力に設定したリレーが表示されます。
同期出力 同期出力しているリレー点数を表示します。
同期時間 同期出力している運転連続時間を表示します。停止するとリセットされます。

摩耗均衡周期
ウェアレベリングで時間均衡または時間不均衡を選択すると表示されます。
運転時間を表示し、損耗周期時間に達すると０に戻り再カウントします。

最終ラグ出力 複数のラグ出力の最終に割り当てられているリレーを表示します。
モード 選択している制御方式が表示されます。（ラグ出力）

リレータイプ リレーの種類が表示されます。（有電圧リレー ､無電圧リレー ､半導体リレー）

 ● 設定メニュー
項目 設定範囲 初期値 説明

運転設定 手動、切、自動 切 リレー動作の運転方法を選択します。
リード なし ､R1､R2､R3､R4､R5､R6 なし リード出力するリレーを選択します。

ウェア
レベリング

・無効
・デューティ基準
・時間均衡
・時間不均衡

無効

負荷の平均化方法を選択します。
・デューティ基準
リード出力の起動条件を満たすごとに、
グループで出力するリレーが順番に変わ
ります。

・時間均衡
損耗周期時間で設定した時間ごとに、グ
ループで出力されるリレーが自動的に切
り替わっていきます。

・時間不均衡
グループのリレーを異なる時間比率で出
力させます。下表の固定比率となります。
損耗周期時間を1周期として計算されま
す。

グループのリレー数と動作時間比率
リレー 2 3 3 4 5
1 60% 47.4% 41.5% 38.4% 36.5%
2 40% 31.6% 27.7% 25.6% 24.4%
3 ー 21.1% 18.5% 17.1% 16.2%
4 ー ー 12.3% 11.4% 10.8%
5 ー ー ー 7.6% 7.2%
6 ー ー ー ー 4.8%

損耗周期時間
0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒 )

3:00:00

ウェアレベリングで時間均衡または時間不
均衡を選択すると表示されます。
設定した時間を周期として、出力の切り替
えが行われます。
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項目 設定範囲 初期値 説明

同期モード

・無効
・時間基準
・セット基準
・スイッチ基準

無効

リード出力に同期させるラグ出力の起動条
件を設定します。
・時間基準
リード出力が起動後、遅れてラグ出力を
起動させます。遅れ時間は遅延時間で設
定します。
＊この機能はリード出力の制御モードが
ON/OFF､2点設定 ､スパイク ､同期 /手
動の場合に使用できます。

・セット基準
ラグ出力に個々のセット点と不感帯を持
たせます。
グループの各出力が個別に評価され出力
されます。
遅延時間を設定することで時間基準の動
作を組み込むこともできます。
＊この機能は、リード出力の制御モード
がON/OFF､2点設定の場合に使用でき
ます。

・スイッチ基準
外部入力またはリレー出力を同期チャン
ネルに指定し、ラグ出力を同期させます。
遅延時間を設定することで時間基準の動
作を組み込むこともできます。
＊この機能はリード出力の制御モードが
同期 /手動の場合に使用できます。

セット点
有極：セル定数による
電磁：レンジ設定による
pH：-2.00～ 16.00
ORP：-1500.0 ～ 1500.0
殺菌：センサ種類による
一般：上限 /下限レンジ設定による

有極：1000μ S/cm
電磁：1000μ S/cm
pH：7.00
ORP：200.0mV
殺菌：5.00ppm
一般：20.00

同期モードでセット基準を選択すると表示
されます。
ラグ出力の測定値に対する設定点を設定し
ます。
＊リード出力の制御モードがON/OFF ま
たは2点設定であり、且つ同期モードがセッ
ト基準である場合に表示されます。

セット点2

有極：1100μ S/cm
電磁：1100μ S/cm
pH：7.70
ORP：220.0mV
殺菌：5.50ppm
一般：22.00

同期モードでセット基準を選択すると表示
されます。
ラグ出力の測定値に対する設定点を設定し
ます。
＊リード出力の制御モードが、2点設定で
あり、且つ同期モードがセット基準である
場合に表示されます。

不感帯

有極：セル定数による
電磁：レンジ設定による
pH：0.00～ 16.00
ORP：0.0 ～ 1500.0
殺菌：センサ種類による
一般：上限 /下限レンジ設定による

有極：25μS/cm
電磁：25μ S/cm
pH：0.20
ORP：5.0mV
殺菌：0.10ppm
一般：0.50

同期モードでセット基準を選択すると表示
されます。ラグ出力の不感帯を設定します。
＊リード出力の制御モードがON/OFF ま
たは2点設定であり、且つ同期モードがセッ
ト基準である場合に表示されます。
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項目 設定範囲 初期値 説明

遅延時間
0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒 )

0:00:00

リード出力が起動してから、設定した時間
が経過した後にラグ出力が起動します。
セット基準で遅延時間を設定した場合、ラ
グ出力のセット点に達していなくても遅延
時間が経過すると出力されます。
＊リード出力の制御モードがON/OFF､2
点設定 ､スパイク ､同期 /手動であり、且
つ同期モードを時間基準またはセット基準
にすると表示されます。

同期
チャンネル

D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6､ なし

なし

ラグ出力に同期するチャンネルを選択しま
す。
＊リード出力の制御モードが同期 /手動で
あり、且つ同期モードをスイッチ基準にす
ると表示されます。

積算時間
リセット

リセットする、しない － 積算時間のリセットを行います。

出力
タイムリミット

0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒 )

0:00:00
リレーのON時間が出力タイムリミットで
設定した時間を経過すると、出力タイムア
ウトとなり、リレーをOFFします。

出力
タイムアウト
リセット

リセットする、しない －
出力タイムアウト警報出力のリセットを行
います。

名称

・英数字入力
・防錆剤
・ブロー
・ブローダウン
・殺菌剤
・酸
・苛性
・アルカリ

・漂白剤
・塩素
・臭素
・二酸化塩素
・分散剤
・消泡剤
・洗剤
・出力

ラグ出力
リレー出力の“名称”を入力または選択し
ます。

・その他（制御モード名称）

モード

・同期 /手動
・パルス比例＊１

・流量比例＊１

・パルスPID＊１,2

・ON/OFF
・2点設定
・時分割比例
・流量制御
・カウンタタイマー＊2

・２点スイッチ

・インターバル
・ツインタイマー
・スパイク
・センサ洗浄
・ラグ出力
・警報出力
・サンプリング＊3

・ブロー同期＊3

・ブロー％＊3

・バイオタイマー

製品型式・リレース
タイルにより異なり
ます。

リレー出力の制御方式を選択します。
＊1：半導体リレーのみ表示されます。
＊２：HVAC無効時のみ表示されます。
＊３：HVAC有効時のみ表示されます。
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 ■［警報出力］の場合
❖ 制御機能の説明は、「制御機能（リレー出力） 警報出力」（33 ページ）を参照してください。

 ● 詳細表示項目

表示 説明
状況 現在のリレーの状況が表示されます。（Off/On）
状態 現在のリレー動作の状態が表示されます。（手動モード ､切モード ､自動モード ､インターロック他）
ON時間 リレーが動作している時間が表示されます。（0:00:00（時間：分：秒））

積算時間
積算時間が表示されます。積算時間リセットを実行するとリセットされます。
（0：00：00（時間：分：秒））

警報
現在のリレー警報の状態が表示されます。警報が出力されていないときは［なし］と表示されます。
警報が表示された場合は、「エラー、アラーム表示一覧」（292 ページ）を参照し、適切に対処してくださ
い。

モード 選択している制御方式が表示されます。（警報出力）
リレー
タイプ

リレーの種類が表示されます。（有電圧リレー ､無電圧リレー ､半導体リレー）

 ● 設定メニュー

項目 設定範囲 初期値 説明
運転設定 手動、切、自動 切 リレー動作の運転方法を選択します。
警報モード 一括警報、選択警報 一括警報 警報の種類を選択します。
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項目 設定範囲 初期値 説明

警報選択

・センサ入力 (S□ 1）
下限警報 ､上限警報 ､下下限警報、上上限警
報、校正要求 ､入力エラー
・温度（S□2）
下限警報 ､上限警報 ､下下限警報、上上限警
報 ､校正要求 ､入力エラー
・アナログ入力（S□□）
下限警報 ､上限警報 ､下下限警報、上上限警
報 ､校正要求 ､入力エラー
・デジタル入力（D1､D2､D3､D4､D5､D6）
デジタル入力警報、入力エラー
・接触式流量計（D1､D2､D3､D4､D5､D6）
積算警報、レンジエラー、入力エラー
・パドル流量計、D1カウンタ 
（D1､D2､D3､D4､D5､D6）
下限警報、上限警報、積算警報、レンジエラー、
入力エラー
・フィードモニタ（D1､D2､D3､D4､D5､D6）
積算警報、レンジエラー、流量確認、入力エ
ラー
・バーチャル入力（V1/V2）
下限警報 ､上限警報 ､下下限警報 ､上上限警
報、レンジエラー ､入力エラー
・リレー出力（R1､R2､R3､R4､R5､R6）
出力タイムアウト ､イベントスキップ、コン
トローラエラー
・アナログ出力
出力タイムアウト、コントローラエラー
・システム警報
システム温度警報、電池電圧低下、内部電圧
警報、無効な設定、無効なソフトバージョン
コントロール基板、コントロール基板不良
・ネットワーク警報
ネットワークエラー、Fluent 通信エラー、
Fluent 接続エラー

（未設定）
警警報出力させる警報を選択します。
＊警報モードで選択警報を選択すると表
示されます。

出力 ノーマルオープン、ノーマルクローズ
ノーマル
オープン

リレー接点タイプを選択します。

ON遅延時間
0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒 )

0:00:00
リレーがONするまでの遅延時間を設定
します。ON条件後、設定時間経過後に
ONとなります。

OFF遅延時間
0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒 )

0:00:00
リレーがOFFするまでの遅延時間を設定
します。OFF条件後、設定時間経過後に
OFFとなります。

インターロック
チャンネル

D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6､ なし

なし
リレー動作に対し、インターロック信号
を割り付けるチャンネルを選択します。

同期
チャンネル

D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6､ なし

なし
リレー動作に対し、同期するチャンネル
を選択します。

最小
リレーサイクル

0～300 0sec
リレーがON状態、OFF状態を継続する
最小時間を秒単位で設定します。

手動
タイムリミット

0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒）

0:10:00
手動運転の制限時間を設定します。制限
時間に達すると運転停止します。

積算時間
リセット

リセットする、しない ― 積算時間のリセットを行います。 
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項目 設定範囲 初期値 説明

名称

・英数字入力
・防錆剤
・ブロー
・ブローダウン
・殺菌剤
・酸
・苛性
・アルカリ

・漂白剤
・塩素
・臭素
・二酸化塩素
・分散剤
・消泡剤
・洗剤
・出力

警報出力
リレー出力の“名称”を入力または選択
します。

・その他（制御モード名称）

モード

・同期 /手動
・パルス比例＊１

・流量比例＊１

・パルスPID＊１,2

・ON/OFF
・2点設定
・時分割比例
・流量制御
・カウンタタイマー＊2

・２点スイッチ

・インターバル
・ツインタイマー
・スパイク
・センサ洗浄
・ラグ出力
・警報出力
・サンプリング＊3

・ブロー同期＊3

・ブロー％＊3

・バイオタイマー

製品型式・
リレースタ
イルにより
異なります。

リレー出力の制御方式を選択します。
＊1：半導体リレーのみ表示されます。
＊２：HVAC無効時のみ表示されます。
＊３：HVAC有効時のみ表示されます。
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 ■［サンプリング］の場合
❖ HVACモード有効時に選択可能です。
❖ 制御機能の説明は、「制御機能（リレー出力） サンプリング制御」（34 ページ）を参照してください。

 ● 詳細表示項目
表示 説明
状況 現在のリレーの状況が表示されます。（Off/On）
状態 現在のリレー動作の状態が表示されます。（手動モード､切モード､自動モード､サンプリング維持他）

サイクルタイム
現在のリレー動作状態での時間が表示されます。
サンプリング時間、保持時間からカウントダウン表示します。（0:00:00（時間：分：秒））

ON時間 リレーが動作している時間が表示されます。（0:00:00（時間：分：秒））
現在値 センサ入力値が表示されます。

積算時間
積算時間が表示されます。積算時間リセットを実行するとリセットされます。
（0：00：00（時間：分：秒））

警報
現在のリレー警報の状態が表示されます。警報が出力されていないときは［なし］と表示されます。
警報が表示された場合は、「エラー、アラーム表示一覧」（292 ページ）を参照し、適切に対処して
ください。

モード 選択している制御方式が表示されます。（サンプリング）
リレータイプ リレーの種類が表示されます。（有電圧リレー ､無電圧リレー ､半導体リレー）

 ● 設定メニュー

項目 設定範囲 初期値 説明
運転設定 手動、切、自動 切 リレー動作の運転方法を選択します。

セット点

有極：セル定数による
電磁：レンジ設定による
pH：-2.00～ 16.00
ORP：-1500.0 ～ 1500.0
殺菌：センサ種類による
一般：上限 /下限レンジ設定による

有極：1000μ S/cm
電磁：1000μ S/cm
pH：7.00
ORP：200.0mV
殺菌：5.00ppm
一般：20.00

測定値に対する設定点を設定します。

比例帯 有極：セル定数による
電磁：レンジ設定による
pH：0.00～ 16.00
ORP：0.0 ～ 1500.0
殺菌：センサ種類による
一般：上限 /下限レンジ設定による

有極：25μS/cm
電磁：25μ S/cm
pH：0.20
ORP：5.0mV
殺菌：0.10ppm
一般：0.50

セット点を起点として、比例制御をする範囲を設定
します。この範囲を外れるとサンプリング周期で設
定した時間の全期間でリレーがONになります。
＊トラップサンプル（次頁参照）を有効にすると表
示されます。

不感帯

制御動作の不感帯を設定します。
例えば、制御方向が逆方向で、［セット点］が
「10.00」、［不感帯］が「0.50」に設定されてい
る場合、「10.01」でリレーがON になり、「9.50」
でOFF になります。

サンプリング
時間

00:10～ 59:59（分 : 秒 ) 00:10
ボイラー水を電導度測定用バイパス配管に引き入れ
るために、ブロー制御バルブを開く時間を設定しま
す。

保持時間 00:10～ 59:59（分 : 秒 ) 00:30

ボイラー水を電導度測定用バイパス配管に引き入
れてから、ボイラー水がボイラー圧に上がるまで、
ブロー制御バルブを“閉”にする時間を設定します。
＊トラップサンプル（次頁参照）を有効にすると
表示されます。

強制ブロー
0:00:10～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒 )

0:01:00

採取したボイラー水の電導度がセット点+比例帯
の値を超過した際に、ブロー制御バルブを開く最長
時間を設定します。
＊トラップサンプルを有効にすると表示されます。
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項目 設定範囲 初期値 説明

待機時間
0:00:10～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒 )

0:05:00
採取したボイラー水がセット点以下だった場合、次
にボイラー水を採取して測定するまでの時間を設定
します。

出力
タイムリミット

0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒 )

0:00:00

リレーのON時間が出力タイムリミットで設定し
た時間を経過すると、出力タイムアウトとなり、リ
レーをOFFします。
＊トラップサンプルを無効にすると表示されます。

出力
タイムアウト
リセット

リセットする、しない －
出力タイムアウト警報出力のリセットを行います。
＊トラップサンプルを無効にすると表示されます。

インターロック
チャンネル

D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6､ なし

なし
リレー動作に対し、インターロック信号を割り付け
るチャンネルを選択します。

同期
チャンネル

D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6､ なし

なし
リレー動作に対し、同期するチャンネルを選択しま
す。

最小
リレーサイクル

0～ 300 0sec
リレーがON状態、OFF状態を継続する最小時間
を秒単位で設定します。

手動
タイムリミット

0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒 )

0:10:00
手動運転の制限時間を設定します。制限時間に達す
ると運転停止します。

積算時間
リセット

リセットする、しない － 積算時間のリセットを行います。

トラップ
サンプル

有効、無効 有効

トラップサンプルの有効、無効を選択します。
有効にすると、比例帯、保持時間、強制ブローの項
目が表示されます。
無効にすると、不感帯、出力タイムリミット、出力
タイムアウトリセットが表示されます。

電導度入力
・なし
・センサ入力（S□1）

センサ入力（S11）
リレー出力に割り付ける電導度センサを選択しま
す。

名称

・英数字入力
・防錆剤
・ブロー
・ブローダウン
・殺菌剤
・酸
・苛性
・アルカリ

・漂白剤
・塩素
・臭素
・二酸化塩素
・分散剤
・消泡剤
・洗剤
・出力

サンプリング リレー出力の“名称”を入力または選択します。

・その他（制御モード名称）

モード

・同期 /手動
・パルス比例＊１

・流量比例＊１

・パルスPID＊１,2

・ON/OFF
・2点設定
・時分割比例
・流量制御
・カウンタタイマー＊2

・２点スイッチ

・インターバル
・ツインタイマー
・スパイク
・センサ洗浄
・ラグ出力
・警報出力
・サンプリング＊3

・ブロー同期＊3

・ブロー％＊3

・バイオタイマー

製品型式・リレース
タイルにより異なり
ます。

リレー出力の制御方式を選択します。
＊1：半導体リレーのみ表示されます。
＊２：HVAC無効時のみ表示されます。
＊３：HVAC有効時のみ表示されます。
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 ■［ブロー同期］の場合
❖ HVACモード有効時に選択可能です。
❖ 制御機能の説明は、「制御機能（リレー出力） ブロー同期制御」（35 ページ）を参照してください。

 ● 詳細表示項目

表示 説明
状況 現在のリレーの状況が表示されます。（Off/On）
状態 現在のリレー動作の状態が表示されます。（手動モード ､切モード ､自動モード ､インターロック他）
ON時間 リレーが動作している時間が表示されます。（0:00:00（時間：分：秒））

積算時間
積算時間が表示されます。積算時間リセットを実行するとリセットされます。
（0：00：00（時間：分：秒））

警報
現在のリレー警報の状態が表示されます。警報が出力されていないときは［なし］と表示されます。
警報が表示された場合は、「エラー、アラーム表示一覧」（292 ページ）を参照し、適切に対処して
ください。

モード 選択している制御方式が表示されます。（ブロー同期）
リレータイプ リレーの種類が表示されます。（有電圧リレー ､無電圧リレー ､半導体リレー）

 ● 設定メニュー
項目 設定範囲 初期値 説明
運転設定 手動、切、自動 切 リレー動作の運転方法を選択します。

フィード
タイムリミット

0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒 )

0:00:00
リレーのON時間がフィードタイムリミッ
トで設定した時間を経過すると、出力タイ
ムアウトとなり、リレーをOFFします。

出力
タイムアウト
リセット

リセットする、しない －
出力タイムアウト警報出力のリセットを行
います。

インターロック
チャンネル

D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6､なし

なし
リレー動作に対し、インターロック信号を
割り付けるチャンネルを選択します。

同期
チャンネル

D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6､なし

なし
リレー動作に対し、同期するチャンネルを
選択します。

最小
リレーサイクル

0～300 0sec
リレーがON状態、OFF状態を継続する最
小時間を秒単位で設定します。

手動
タイムリミット

0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒 )

0:10:00
手動運転の制限時間を設定します。制限時
間に達すると運転停止します。

積算時間
リセット

リセットする、しない － 積算時間のリセットを行います。

ブロー
なし ､R1､R2､R3､R4､R5､R6
A1､A2

なし ブローに使用する出力を選択します。

名称

・英数字入力
・防錆剤
・ブロー
・ブローダウン
・殺菌剤
・酸
・苛性
・アルカリ

・漂白剤
・塩素
・臭素
・二酸化塩素
・分散剤
・消泡剤
・洗剤
・出力

センサ洗浄
リレー出力の“名称”を入力または選択し
ます。

・その他（制御モード名称）
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項目 設定範囲 初期値 説明

モード

・同期 /手動
・パルス比例＊１

・流量比例＊１

・パルスPID＊１,2

・ON/OFF
・2点設定
・時分割比例
・流量制御
・カウンタタイマー＊2

・２点スイッチ

・インターバル
・ツインタイマー
・スパイク
・センサ洗浄
・ラグ出力
・警報出力
・サンプリング＊3

・ブロー同期＊3

・ブロー％＊3

・バイオタイマー

製品型式・リレース
タイルにより異なり
ます。

リレー出力の制御方式を選択します。
＊1：半導体リレーのみ表示されます。
＊２：HVAC無効時のみ表示されます。
＊３：HVAC有効時のみ表示されます。
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 ■［ブロー％］の場合
❖ HVACモード有効時に選択可能です。
❖ 制御機能の説明は、「制御機能（リレー出力） ブロー%制御」（36 ページ）を参照してください。

 ● 詳細表示項目

表示 説明
状況 現在のリレーの状況が表示されます。（Off/On）
状態 現在のリレー動作の状態が表示されます。（手動モード ､切モード ､自動モード ､インターロック他）
ON時間 リレーが動作している時間が表示されます。（0:00:00（時間：分：秒））
残フィード 残りのフィード時間（リレー動作時間）がカウントダウン表示されます。
ブロータイム ブローの積算時間が表示されます。

積算時間
積算時間が表示されます。積算時間リセットを実行するとリセットされます。
（0：00：00（時間：分：秒））

警報
現在のリレー警報の状態が表示されます。警報が出力されていないときは［なし］と表示されます。
警報が表示された場合は、「エラー、アラーム表示一覧」（292 ページ）を参照し、適切に対処して
ください。

モード 選択している制御方式が表示されます。（ブロー％）
リレータイプ リレーの種類が表示されます。（有電圧リレー ､無電圧リレー ､半導体リレー）

 ● 設定メニュー
項目 設定範囲 初期値 説明
運転設定 手動、切、自動 切 リレー動作の運転方法を選択します。
フィード％ 0.0 ～ 1000.0 50.0% ブロー時間の割合を設定します。

フィード
タイムリミット

0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒 )

0:00:00
リレーのON時間がフィードタイムリミッ
トで設定した時間を経過すると、出力タイ
ムアウトとなり、リレーをOFFします。

積算量
リセット

リセットする、しない － 積算流量をリセットします。

出力
タイムアウト
リセット

リセットする、しない －
出力タイムアウト警報出力のリセットを行
います。

インターロック
チャンネル

D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6､ なし

なし
リレー動作に対し、インターロック信号を
割り付けるチャンネルを選択します。

同期
チャンネル

D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6､ なし

なし
リレー動作に対し、同期するチャンネルを
選択します。

最小
リレーサイクル

0～300 0sec
リレーがON状態、OFF状態を継続する最
小時間を秒単位で設定します。

手動
タイムリミット

0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒 )

0:10:00
手動運転の制限時間を設定します。制限時
間に達すると運転停止します。

積算時間
リセット

リセットする、しない － 積算時間のリセットを行います。

ブロー
なし ､R1､R2､R3､R4､R5､R6
A1､A2 

なし ブローに使用する出力を選択します。
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項目 設定範囲 初期値 説明

名称

・英数字入力
・防錆剤
・ブロー
・ブローダウン
・殺菌剤
・酸
・苛性
・アルカリ

・漂白剤
・塩素
・臭素
・二酸化塩素
・分散剤
・消泡剤
・洗剤
・出力

センサ洗浄
リレー出力の“名称”を入力または選択し
ます。

・その他（制御モード名称）

モード

・同期 /手動
・パルス比例＊１

・流量比例＊１

・パルスPID＊１,2

・ON/OFF
・2点設定
・時分割比例
・流量制御
・カウンタタイマー＊2

・２点スイッチ

・インターバル
・ツインタイマー
・スパイク
・センサ洗浄
・ラグ出力
・警報出力
・サンプリング＊3

・ブロー同期＊3

・ブロー％＊3

・バイオタイマー

製品型式・リレース
タイルにより異なり
ます。

リレー出力の制御方式を選択します。
＊1：半導体リレーのみ表示されます。
＊２：HVAC無効時のみ表示されます。
＊３：HVAC有効時のみ表示されます。
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 ■［流量計比率］の場合
❖ HVACモード有効時に選択可能です。
❖ 制御機能の説明は、「制御機能（リレー出力） 流量計比率制御」（37 ページ）を参照してください。

 ● 詳細表示項目

表示 説明
状況 現在のリレーの状況が表示されます。（Off/On）
状態 現在のリレー動作の状態が表示されます。（手動モード ､切モード ､自動モード ､インターロック他）

トータル積算値 補給水の積算流量値が表示されます。
ブロー

サイクル量
ブロー水量の積算流量値が表示されます。

残量 設定した補給水の積算量がカウントダウン表示されます。
ON時間 リレーが動作している時間が表示されます。（0:00:00（時間：分：秒））

積算時間
積算時間が表示されます。積算時間リセットを実行するとリセットされます。
（0：00：00（時間：分：秒））

警報
現在のリレー警報の状態が表示されます。警報が出力されていないときは［なし］と表示されます。
警報が表示された場合は、「エラー、アラーム表示一覧」（292 ページ）を参照し、適切に対処して
ください。

モード 選択している制御方式が表示されます。（バイオタイマー）
リレータイプ リレーの種類が表示されます。（有電圧リレー ､無電圧リレー ､半導体リレー）

 ● 設定メニュー
項目 設定範囲 初期値 説明
運転設定 手動、切、自動 切 リレー動作の運転方法を選択します。

積算量 1～1000000 3785ℓ
補給水の積算流量を設定します。
流量単位は流量入力で割り付けたチャンネルに
応じて自動的に変わります。

ブロー水量 1～1000000 379ℓ

積算量
リセット

リセットする、しない － 積算流量をリセットします。

出力
タイムリミット

0:00:00 ～23:59:59
（時間 : 分 : 秒 )

0:00:00
リレーのON時間が出力タイムリミットで設
定した時間を経過すると、出力タイムアウトと
なり、リレーをOFFします。

出力
タイムアウト
リセット

リセットする、しない －
出力タイムアウト警報出力のリセットを行いま
す。

インターロック
チャンネル

D1～D6、R1～ R6、なし なし
リレー動作に対し、インターロック信号を割り
付けるチャンネルを選択します。

同期
チャンネル

D1～D6、R1～ R6、なし なし
リレー動作に対し、同期するチャンネルを選択
します。

最小
リレーサイクル

0～300 0sec
リレーがON状態、OFF状態を継続する最小
時間を秒単位で設定します。

手動
タイムリミット

0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒 )

0:10:00
手動運転の制限時間を設定します。制限時間に
達すると運転停止します。

積算時間
リセット

リセットする、しない － 積算時間のリセットを行います。

給水量
・なし
・流量計（D1～D6）

なし
補給水の積算量に割り付ける流量計を選択しま
す。

給水量２ なし
補給水の積算量に割り付ける2番目の流量計
を選択します。積算量は2台の流量計の合計
となります。
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項目 設定範囲 初期値 説明

ブローメーター
・なし
・流量計（D1～D6）

なし ブロー水量に割り付ける流量計を選択します。

ブローメーター
２

なし
ブロー水量に割り付ける2番目の流量計を選
択します。ブロー水量は2台の流量計の合計
となります。

名称

・英数字入力
・防錆剤
・ブロー
・ブローダウン
・殺菌剤
・酸
・苛性
・アルカリ

・漂白剤
・塩素
・臭素
・二酸化塩素
・分散剤
・消泡剤
・洗剤
・出力

ブロー リレー出力の“名称”を入力または選択します。

・その他（制御モード名称）

モード

・同期 /手動
・パルス比例＊１

・流量比例＊１

・パルスPID＊１,2

・ON/OFF
・2点設定
・時分割比例
・流量制御
・カウンタタイマー＊2

・２点スイッチ

・インターバル
・ツインタイマー
・スパイク
・センサ洗浄
・ラグ出力
・警報出力
・サンプリング＊3

・ブロー同期＊3

・ブロー％＊3

・バイオタイマー

製品型式・リレー
スタイルにより
異なります。

リレー出力の制御方式を選択します。
＊1：半導体リレーのみ表示されます。
＊２：HVAC無効時のみ表示されます。
＊３： HVAC有効時のみ表示されます。リレー

出力の制御方式を選択します。



162 出力メニュー

 ■［バイオタイマー］の場合
❖ HVACモード有効時に選択可能です。
❖ 制御機能の説明は、「制御機能（リレー出力） バイオタイマー制御」（38 ページ）を参照してください。

 ● 詳細表示項目

表示 説明
状況 現在のリレーの状況が表示されます。（Off/On）
状態 現在のリレー動作の状態が表示されます。（手動モード ､切モード ､自動モード ､インターロック他）
ON時間 リレーが動作している時間が表示されます。（0:00:00（時間：分：秒））

サイクルタイム 実行中イベントの残り時間をカウントダウン表示します。（0:00:00（時間：分：秒））
タイマー動作 現在のイベント番号が表示されます。
週ナンバー 現在が第何週か表示されます。
曜日 曜日が表示されます。

積算時間
積算時間が表示されます。積算時間リセットを実行するとリセットされます。
（0：00：00（時間：分：秒））

警報
現在のリレー警報の状態が表示されます。警報が出力されていないときは［なし］と表示されます。
警報が表示された場合は、「エラー、アラーム表示一覧」（292 ページ）を参照し、適切に対処して
ください。

モード 選択している制御方式が表示されます。（バイオタイマー）
リレータイプ リレーの種類が表示されます。（有電圧リレー ､無電圧リレー ､半導体リレー）

 ● 設定メニュー
項目 設定範囲 初期値 説明
運転設定 手動、切、自動 切 リレー動作の運転方法を選択します。

イベント
1 ～ 10

・なし
・毎日
開始時刻： 時：分：秒
期間：00:00:00～ 23:59:59

（時間 : 分 : 秒 )
・毎週　
日：月 ､火 ､水 ､木 ､金 ､土 ､日曜 ､なし
開始時刻： 時：分：秒
期間：00:00:00～ 23:59:59

（時間 : 分 : 秒 )
・2週毎　
週：第1週、第2週
日：月 ､火 ､水 ､木 ､金 ､土 ､日曜 ､なし
開始時刻： 時：分：秒
期間：00:00:00～ 23:59:59

（時間 : 分 : 秒 )
・4週毎　
週：第1、第2、第3、第4週
日：月 ､火 ､水 ､木 ､金 ､土 ､日曜 ､なし
開始時刻： 時：分：秒
期間：00:00:00～ 23:59:59

（時間 : 分 : 秒 )

なし

イベントを繰り返す周期を選択しま
す。
「イベント」とは、指定時刻に指定時
間、出力をONにすることを意味し
ます。

ブロー
なし ､R1､R2､R3､R4､R5､R6
A1､A2

なし ブローに使用する出力を選択します。

プリブロー
時間

0:00:00 ～23:59:59
（時間 : 分 : 秒 )

0:00:00 プリブローの動作時間を設定します。

プリブロー
設定点

有極：セル定数による
電磁：レンジ設定による

有極：0μS/cm
電磁：0μS/cm

プリブロー動作をする設定点を設定
します。
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項目 設定範囲 初期値 説明

電導度入力
・なし
・センサ入力（S□1）

センサ入力
（S11）

リレー出力に割り付ける電導度セン
サを選択します。

ブロー
ロックアウト

0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒 )

0:00:00
薬液注入が完了後、ブローをさせな
い時間を設定します。

インターロック
遅延

有効、無効 無効

有効の場合、イベント開始時刻を過
ぎ、イベント期間中にインターロッ
クが解除されると、そこをスタート
として設定した期間分動作します。

インターロック
チャンネル

D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6､ なし

なし
リレー動作に対し、インターロック
信号を割り付けるチャンネルを選択
します。

同期
チャンネル

D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6､ なし

なし
リレー動作に対し、同期するチャン
ネルを選択します。

最小
リレーサイクル

0～300 0sec
リレーがON状態、OFF状態を継続
する最小時間を秒単位で設定します。

手動
タイムリミット

0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒 )

0:10:00
手動運転の制限時間を設定します。
制限時間に達すると運転停止します。

積算時間
リセット

リセットする、しない － 積算時間のリセットを行います。

名称

・英数字入力
・防錆剤
・ブロー
・ブローダウン
・殺菌剤
・酸
・苛性
・アルカリ

・漂白剤
・塩素
・臭素
・二酸化塩素
・分散剤
・消泡剤
・洗剤
・出力

バイオタイマー
リレー出力の“名称”を入力または
選択します。

・その他（制御モード名称）

モード

・同期 /手動
・パルス比例＊１

・流量比例＊１

・パルスPID＊１,2

・ON/OFF
・2点設定
・時分割比例
・流量制御
・カウンタタイマー＊2

・２点スイッチ

・インターバル
・ツインタイマー
・スパイク
・センサ洗浄
・ラグ出力
・警報出力
・サンプリング＊3

・ブロー同期＊3

・ブロー％＊3

・バイオタイマー

製品型式・リレー
スタイルにより
異なります。

リレー出力の制御方式を選択します。
＊1： 半導体リレーのみ表示されま

す。
＊２： HVAC無効時のみ表示されま

す。
＊３： HVAC有効時のみ表示されま

す。リレー出力の制御方式を
選択します。
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アナログ出力（A1、A2）

アナログ出力（A1､A2）は、アナログ出力機能付き（製品型式のアナログ出力記号がA）の場合に使用
できます。

 ■［同期 /手動］の場合
❖ 制御機能の説明は、「制御機能（アナログ出力） 同期 /手動制御」（40 ページ）を参照してください。

 ● 詳細表示項目
表示 説明
出力 アナログ出力の状況が表示されます。（0.0 ～ 100.0％）
状態 現在のアナログ出力の状態が表示されます。（手動モード ､切モード ､自動モード ､インターロック他）
ON時間 アナログ出力している時間が表示されます。（0:00:00（時間：分：秒））

積算時間
積算時間が表示されます。積算時間リセットを実行するとリセットされます。
（0：00：00（時間：分：秒））

警報
現在のアナログ出力警報の状態が表示されます。警報が出力されていないときは［なし］と表示されま
す。警報が表示された場合は、「エラー、アラーム表示一覧」（292 ページ）を参照し、適切に対処
してください。

モード 選択している制御方式が表示されます。（同期 /手動）

 ● 設定メニュー

項目 設定範囲 初期値 説明
運転設定 手動、切、自動 切 アナログ出力の運転方法を選択します。

インターロック
チャンネル

D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6､ なし

なし
アナログ出力に対し、インターロック信号を割
り付けるチャンネルを選択します。

同期
チャンネル

D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6､ なし

なし
アナログ出力に対し、同期するチャンネルを選
択します。

手動出力 0.0 ～ 100.0 50.0% 手動運転のアナログ出力を％で設定します。
手動

タイムリミット
0:00:00～ 23:59:59
（時間：分：秒）

0:10:00
手動運転の制限時間を設定します。制限時間に
達すると運転停止します。

積算時間
リセット

リセットする、しない － 積算時間のリセットを行います。

名称

・英数字入力
・防錆剤
・ブロー
・ブローダウン
・殺菌剤
・酸
・苛性
・アルカリ

・漂白剤
・塩素
・臭素
・二酸化塩素
・分散剤
・消泡剤
・洗剤
・出力

同期 /手動
アナログ出力の“名称”を入力または選択しま
す。

・その他（制御モード名称）

モード

・同期 /手動
・伝送出力
・比例出力
・流量比例出力
・PID＊１

・ラグ出力

A1: 伝送出力
A2: 同期 /手動

アナログ出力の制御方式を選択します。
＊１：HVAC無効時のみ表示されます。
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 ■［伝送出力］の場合
❖ 制御機能の説明は、「制御機能（アナログ出力） 伝送出力」（40 ページ）を参照してください。

 ● 詳細表示項目

表示 説明
出力 アナログ出力の状況が表示されます。（0.0 ～ 100.0％）
状態 現在のアナログ出力の状態が表示されます。（手動モード ､切モード ､自動モード ､インターロック他）
ON時間 アナログ出力している時間が表示されます。（0:00:00（時間：分：秒））

積算時間
積算時間が表示されます。積算時間リセットを実行するとリセットされます。
（0：00：00（時間：分：秒））

警報
現在のアナログ出力警報の状態が表示されます。警報が出力されていないときは［なし］と表示されま
す。警報が表示された場合は、「エラー、アラーム表示一覧」（292 ページ）を参照し、適切に対処
してください。

モード 選択している制御方式が表示されます。（伝送出力）

 ● 設定メニュー
項目 設定範囲 初期値 説明
運転設定 手動、切、自動 自動 アナログ出力の運転方法を選択します。

4mA値
有極：セル定数による
電磁：レンジ設定による
pH：-2.00～ 16.00
ORP：-1500.0 ～ 1500.0
殺菌：センサ種類による
一般：上限 /下限レンジ設定による

有極：0μS/cm
電磁：0μS/cm
pH：0.00
ORP：-1500.0mV
殺菌：0.00ppm
一般：0.00

4mA出力時の値を設定します。

20mA値

有極：10000μ S/cm
電磁：40000μ S/cm
pH：14.00
ORP：1500.0mV
殺菌：20.00ppm
一般：100.00

20mA出力時の値を設定します。

手動出力 0.0 ～ 100.0 50.0% 手動運転のアナログ出力を％で設定します。

出力エラー 0.00～ 21.00 3.00mA
警報が出力されている間、出力される電流値
を設定します。

積算時間
リセット

リセットする、しない ― 積算時間のリセットを行います。 

入力

・なし
・センサ入力 (S□ 1)
・温度 (S□ 2)
・アナログ入力 (S□□ ) 
・瞬時流量
(D1､D2､D3､D4､D5､D6)
・バーチャル入力（V1/V2）

センサ入力（S1）
アナログ出力に割り付けるセンサを選択しま
す。

名称

・英数字入力
・防錆剤
・ブロー
・ブローダウン
・殺菌剤
・酸
・苛性
・アルカリ

・漂白剤
・塩素
・臭素
・二酸化塩素
・分散剤
・消泡剤
・洗剤
・出力

伝送出力
アナログ出力の“名称”を入力または選択し
ます。

・その他（制御モード名称）

モード
・同期 /手動
・伝送出力
・比例出力

・流量比例出力
・PID＊１

・ラグ出力

A1: 伝送出力
A2: 同期 /手動

アナログ出力の制御方式を選択します。
＊１：HVAC無効時のみ表示されます。
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 ■［比例出力］の場合
❖ 制御機能の説明は、［制御機能 (アナログ出力 )　比例出力］（40 ページ）を参照ください。

 ● 詳細表示項目

表示 説明
出力 アナログ出力の状況が表示されます。（0.0 ～ 100.0％）
状態 現在のアナログ出力の状態が表示されます。（手動モード ､切モード ､自動モード ､インターロック他）
現在値 センサ入力値が表示されます。
ON時間 アナログ出力している時間が表示されます。（0:00:00（時間：分：秒））

積算時間
積算時間が表示されます。積算時間リセットを実行するとリセットされます。
（0：00：00（時間：分：秒））

警報
現在のアナログ出力警報の状態が表示されます。警報が出力されていないときは［なし］と表示されま
す。警報が表示された場合は、「エラー、アラーム表示一覧」（292 ページ）を参照し、適切に対処
してください。

モード 選択している制御方式が表示されます。（比例出力）

 ● 設定メニュー

項目 設定範囲 初期値 説明
運転設定 手動、切、自動 自動 アナログ出力の運転方法を選択します。

セット点

有極：セル定数による
電磁：レンジ設定による
pH：-2.00～ 16.00
ORP：-1500.0 ～ 1500.0
殺菌：センサ種類による
一般：上限 /下限レンジ設定による

有極：1000μ S/cm
電磁：1000μ S/cm
pH：7.00
ORP：200.0mV
殺菌：5.00ppm
一般：20.00

測定値に対する設定点を設定します。

比例帯

有極：セル定数による
電磁：レンジ設定による
pH：0.00～ 16.00
ORP：0.0 ～ 1500.0
殺菌：センサ種類による
一般：上限 /下限レンジ設定による

有極：25μS/cm
電磁：25μ S/cm
pH：0.20
ORP：5.0mV
殺菌：0.10ppm
一般：0.50

セット点を起点として、比例制御をする
範囲を設定します。この範囲を外れると
最大出力で運転します。

最小出力
0.0 ～ 100.0

0.0%

最小アナログ出力を％で設定します。
セット点に達した時点で出力をOFFに
する必要がある場合は、0％に設定して
ください。

最大出力 100.0% 最大アナログ出力を％で設定します。

出力
タイムリミット

0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒）

0:00:00
ON時間が出力タイムリミットで設定し
た時間を経過すると、出力タイムアウト
となりOFFになります。

出力
タイムアウト
リセット

リセットする、しない －
出力タイムアウト警報出力のリセットを
行います。

インターロック
チャンネル

D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6､ なし

なし
アナログ出力に対し、インターロック信
号を割り付けるチャンネルを選択しま
す。

同期
チャンネル

D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6､ なし

なし
アナログ出力に対し、同期するチャンネ
ルを選択します。

手動出力 0.0 ～ 100.0 50.0%
手動運転のアナログ出力を％で設定しま
す。

手動
タイムリミット

0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒）

0:10:00
手動運転の制限時間を設定します。
制限時間に達すると運転停止します。
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項目 設定範囲 初期値 説明
出力

OFFモード
0.00～ 21.00 4.00mA

制御運転の範囲外で出力する電流値を設
定します。

出力エラー 0.00～ 21.00 3.00mA
警報が出力されている間、出力される電
流値を設定します。

積算時間
リセット

リセットする、しない ― 積算時間のリセットを行います。 

入力

・なし
・センサ入力 (S□ 1)
・温度 (S□ 2)
・アナログ入力 (S□□ ) 
・瞬時流量
(D1､D2､D3､D4､D5､D6)
・バーチャル入力（V1/V2）

センサ入力（S11）
アナログ出力に割り付ける入力を選択し
ます。

制御方向 順方向、逆方向 逆方向

制御の方向を選択します。
逆方向では、測定値がセット点より上に
なったときにアナログ出力値が変化しま
す。
順方向では、測定値がセット点より下に
なったときにアナログ出力値が変化しま
す。

名称

・英数字入力
・防錆剤
・ブロー
・ブローダウン
・殺菌剤
・酸
・苛性
・アルカリ

・漂白剤
・塩素
・臭素
・二酸化塩素
・分散剤
・消泡剤
・洗剤
・出力

比例出力
アナログ出力の“名称”を入力または選
択します。

・その他（制御モード名称）

モード
・同期 /手動
・伝送出力
・比例出力

・流量比例出力
・PID＊１

・ラグ出力

A1: 伝送出力
A2: 同期 /手動

アナログ出力の制御方式を選択します。
＊１：HVAC無効時のみ表示されます。
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 ■［流量比例出力］の場合
❖ 制御機能の説明は、［制御機能（リレー出力）　流量比例］（41 ページ）を参照ください。

 ● 詳細表示項目

表示 説明
出力 アナログ出力の状況が表示されます。（0.0 ～ 100.0％）
状態 現在のリレー動作の状態が表示されます。（手動モード、切モード、インターロック他）
現在値 センサ入力値が表示されます。
ON時間 リレーが動作している時間が表示されます。（0:00:00（時 : 分 : 秒））

積算時間
積算時間が表示されます。積算時間リセットを実行するとリセットされます。
（0:00:00（時 : 分 : 秒））

警報
現在のリレー警報の状態が表示されます。警報が出力されていないときは［なし］と表示されます。
警報が表示された場合は、「エラー、アラーム表示一覧」（292 ページ）を参照し、適切に対処して
ください。

未補正出力 未補正のアナログ出力値が表示されます。mA
モード 選択している制御方式が表示されます。（流量比例出力）

 ● 設定メニュー

項目 設定範囲 初期値 説明
運転設定 手動、切、自動 切 リレー動作の運転方法を選択します。
ターゲット 0～1000000 0ppm 目標濃度 ppmを入力します。
ポンプ容量 0.00～ 10000.00 3.79ℓ /hr 注入ポンプの最大流量を入力します。

ポンプ設定 0～100 100%
注入ポンプのストローク長を％で入力しま
す。

比重 0.000 ～ 9.999 1.000 注入する液の比重を入力します。

出力
タイムリミット

0:00:00～ 23:59:59
（時間：分：秒）

0:00:00
リレーのON時間が出力タイムリミットで
設定した時間を経過すると、出力タイムア
ウトとなり、リレーをOFFします。

出力
タイムアウト
リセット

リセットする、しない －
出力タイムアウト警報出力のリセットを行
います。

インターロック
チャンネル

D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6､ なし

なし
リレー動作に対し、インターロック信号を
割り付けるチャンネルを選択します。

同期
チャンネル

D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6､ なし

なし
リレー動作に対し、同期するチャンネルを
選択します。

手動出力 0.0 ～ 100.0 50.0% 手動運転のパルス出力を％で設定します。
手動

タイムリミット
0:00:00～ 23:59:59
（時間：分：秒）

0:10:00
手動運転の制限時間を設定します。制限時
間に達すると運転停止します。

出力
OFFモード

0.00～ 21.00 4.00mA
制御運転の範囲外で出力する電源値を設定
します。

出力エラー 0.00～ 21.00 3.00mA
センサ入力異常時に出力される電流値を設
定します。

積算時間
リセット

リセットする、しない － 積算時間のリセットを行います。

流量入力
・なし
・瞬時流量（D1～D6）

なし リレー出力に割り付ける入力を選択します。
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項目 設定範囲 初期値 説明

名称

・英数字入力
・防錆剤
・ブロー
・ブローダウン
・殺菌剤
・酸
・苛性
・アルカリ

・漂白剤
・塩素
・臭素
・二酸化塩素
・分散剤
・消泡剤
・洗剤
・出力

流量比例
アナログ出力の“名称”を入力または選択
します。

・その他（制御モード名称）

モード
・同期 /手動
・伝送出力
・比例出力

・流量比例出力
・PID＊１

・ラグ出力

A1: 伝送出力
A2: 同期 /手動

アナログ出力の制御方式を選択します。
＊１：HVAC無効時のみ表示されます。
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 ■［PID］の場合
❖ HVACモード無効時に選択可能です。
❖ 制御機能の説明は、「制御機能（リレー出力） パルスPID制御」（16 ページ）を参照してください。

 ● 詳細表示項目

表示 説明
出力 アナログ出力の状況が表示されます。（0.0 ～ 100.0％）

状態
現在のアナログ出力の状態が表示されます。（手動モード ､切モード ､自動モード ､サチュレート上限
､下限他）

現在値 センサ入力値が表示されます。
現在積分値 現在の積分値が表示されます。PID積分値リセットを実行するとリセットされます。
ON時間 アナログ出力している時間が表示されます。（0:00:00（時間：分：秒））

積算時間
積算時間が表示されます。積算時間リセットを実行するとリセットされます。
（0：00：00（時間：分：秒））

警報
現在のアナログ出力警報の状態が表示されます。警報が出力されていないときは［なし］と表示されま
す。警報が表示された場合は、「エラー、アラーム表示一覧」（293 ページ）を参照し、適切に対処
してください。

モード 選択している制御方式が表示されます。（PID）

 ● 設定メニュー
項目 設定範囲 初期値 説明
運転設定 手動、切、自動 切 アナログ出力の運転方法を選択します。

セット点

有極：セル定数による
電磁：レンジ設定による
pH：-2.00～ 16.00
ORP：-1500.0 ～ 1500.0
殺菌：センサ種類による
一般：上限 /下限レンジ設定による

有極：1000μ S/cm
電磁：1000μ S/cm
pH：7.00
ORP：200.0mV
殺菌：5.00ppm
一般：20.00

測定値に対する設定点を設定します。

ゲイン
（比例ゲイン）

0.001～ 1000.000 0.100

現在値と設定値の偏差の大きさに応じて、
計算される出力の変化量を設定します。
比例帯 (%) を Pとすると、ゲイン＝
100/Pの関係となり、ゲイン数値が大
きいほど小さな偏差で大きな出力変化を
生じるため、制御結果は振動的になりま
す。
❖  比例ゲインはゲインホームでパラレル
を選択すると表示されます。

積分時間
（積分ゲイン）

0.001～ 1000.000 100.000sec

オフセットを減少させる積分動作のパラ
メータです。積分時間を長くすれば出力
は緩慢に変化し、短くすれば急速に変化
します。
❖  積分ゲインはゲインホームでパラレル
を選択すると表示されます。

微分時間
（微分ゲイン）

0.000～ 1000.000 0.000sec

偏差の変化率に比例して出力を変える微
分動作のパラメータです。微分時間は長
いほど修正動作が強まり出力が振動的に
なります。
流量や圧力のように応答の早い入力では
微分時間は0sec(OFF) で使用してくだ
さい。
❖  微分ゲインはゲインホームでパラレル
を選択すると表示されます。



171出力メニュー

項目 設定範囲 初期値 説明

PID 積分値
リセット

リセットする、しない －
PID積分値は、偏差曲線の下で積算され
た面積の合計です。リセットすると、
PID制御は初期状態に戻ります。

最小出力 0.0 ～ 100.0 0.0%

最小アナログ出力を％で設定します。セッ
ト点に達した時点で出力をOFFにする必
要がある場合は、0％に設定してくださ
い。

最大出力 0.0 ～100.0 100.0% 最大アナログ出力を％で設定します。

出力
タイムリミット

0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒）

0:00:00
ON時間が出力タイムリミットで設定し
た時間を経過すると、出力タイムアウト
となり、リレーをOFFします。

出力
タイムアウト
リセット

リセットする、しない －
出力タイムアウト警報出力のリセットを
行います。

インターロック
チャンネル

D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6､ なし

なし
アナログ出力に対し、インターロック信
号を割り付けるチャンネルを選択します。

同期
チャンネル

D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6､ なし

なし
アナログ出力に対し、同期するチャンネ
ルを選択します。

手動出力 0.0 ～ 100.0 50.0%
手動運転のアナログ出力を％で設定しま
す。

手動
タイムリミット

0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒）

0:10:00
手動運転の制限時間を設定します。制限
時間に達すると運転停止します。

出力
OFFモード

0.00～ 21.00 4.00mA
制御運転の範囲外で出力する電流値を設
定します。

出力エラー 0.00～ 21.00 3.00mA
警報が出力されている間、出力される電
流値を設定します。

積算時間
リセット

リセットする、しない － 積算時間のリセットを行います。 

入力

・なし
・センサ入力 (S□ 1)
・温度 (S□ 2)
・アナログ入力 (S□□ ) 
・瞬時流量
(D1､D2､D3､D4､D5､D6)

・バーチャル入力（V1/V2）

センサ入力（S11）
アナログ出力に割り付ける入力を選択し
ます。

制御方向 ・順方向 ・逆方向 逆方向

制御の方向を選択します。
逆方向では、測定値がセット点より上に
なったときにアナログ出力値が変化しま
す。
順方向では、測定値がセット点より下に
なったときにアナログ出力値が変化しま
す。
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項目 設定範囲 初期値 説明

最小入力
有極：セル定数による
電磁：レンジ設定による
pH：-2.00～ 16.00
ORP：-1500.0 ～ 1500.0
殺菌：センサ種類による
一般：上限 /下限レンジ設定による

有極：0μS/cm
電磁：0μS/cm
pH：0.00
ORP：-1500.0mV
殺菌：0.00ppm
一般：20.00

センサ入力範囲の下限を設定します。

最大入力

有極：50000μ S/cm
電磁：50000μ S/cm
pH：16.00
ORP：-1500.0mV
殺菌：25.00ppm
一般：100.00

センサ入力範囲の上限を設定します。

ゲインフォーム 標準、パラレル 標準

PID制御方式を選択します。
標準は、一般的なPID演算式です。
パラレルは、比例ゲイン、積分ゲイン、
微分ゲインとしてパラメータをすべて入
力することが可能になります。

名称

・英数字入力
・防錆剤
・ブロー
・ブローダウン
・殺菌剤
・酸
・苛性
・アルカリ

・漂白剤
・塩素
・臭素
・二酸化塩素
・分散剤
・消泡剤
・洗剤
・出力

PID
アナログ出力の“名称”を入力または選
択します。

・その他（制御モード名称）

モード
・同期 /手動
・伝送出力
・比例出力

・流量比例出力
・PID＊１

・ラグ出力

A1: 伝送出力
A2: 同期 /手動

アナログ出力の制御方式を選択します。
＊１：HVAC無効時のみ表示されます。
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 ■［ラグ出力］の場合
❖ 制御機能の説明は、「制御機能（リレー出力） ラグ出力」（31 ページ）を参照してください。

● 詳細表示項目
表示 説明
出力 アナログ出力の状況が表示されます。（0.0 ～ 100.0％）
状態 現在のアナログ出力の状態が表示されます。（手動モード､切モード､自動モード､インターロック他）
ON時間 アナログ出力している時間が表示されます。（0:00:00（時間：分：秒））

積算時間
積算時間が表示されます。積算時間リセットを実行するとリセットされます。
（0：00：00（時間：分：秒））

警報
現在のアナログ出力警報の状態が表示されます。警報が出力されていないときは［なし］と表示され
ます。警報が表示された場合は、「エラー、アラーム表示一覧」（292 ページ）を参照し、適切に対
処してください。

グループリード リード出力に割り付けたリレーが表示されます。
同期出力 同期出力しているリレー点数を表示します。
同期時間 同期出力している運転連続時間を表示します。停止するとリセットされます。

摩耗均衡周期
ウェアレベリングで時間均衡または時間不均衡を選択すると表示されます。
グループで出力している運転連続時間を表示し、損耗周期時間に達すると０に戻り再カウントします。

現在値 センサ入力値が表示されます。
モード 選択している制御方式が表示されます。（ラグ出力）

● 設定メニュー
項目 設定範囲 初期値 説明
運転設定 手動、切、自動 切 アナログ出力の運転方法を選択します。
リード なし ､A1､A2 なし リード出力するアナログ出力を選択します。

ウェア
レベリング

・無効
・デューティ基準
・時間均衡
・時間不均衡

無効

負荷の平均化方法を選択します。
・デューティ基準
リード出力の起動条件を満たすごとに、グループ
で出力するアナログ出力が順番に変わります。

・時間均衡
損耗周期時間で設定した時間ごとに、グループで
アナログ出力が自動的に切り替わっていきます。

・時間不均衡
グループのアナログ出力を異なる時間比率で出力
させます。下表の固定比率となります。
損耗周期時間を1周期として計算されます。
アナログ出力 動作時間比率

1 60.0%
2 40.0%

損耗周期時間
0:00:10～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒 )

3:00:00

ウェアレベリングで時間均衡または時間不均衡を
選択すると表示されます。
設定した時間を周期として、出力の切り替えが行
われます。
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項目 設定範囲 初期値 説明

同期モード
・無効
・時間基準
・スイッチ基準

無効

リード出力に同期させるラグ出力の起動条件を設
定します。
・時間基準
リード出力が起動後、遅れてラグ出力を起動させ
ます。遅れ時間は遅延時間で設定します。
❖  この機能はリード出力の制御モードが同期 /手
動の場合に使用できます。

・スイッチ基準
外部入力またはリレー出力を同期チャンネルに指
定し、ラグ出力を同期させます。
遅延時間を設定することで時間基準の動作を組み
込むこともできます。
❖  微分ゲインはゲインホームでパラレルを選択す
ると表示されます。

同期
チャンネル

D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6､ なし

なし

ラグ出力に同期するチャンネルを選択します。
❖  リード出力の制御モードが同期 /手動であり、
且つ同期モードをスイッチ基準にすると表示さ
れます。

積算時間
リセット

リセットする、しない － 積算時間のリセットを行います。

出力
タイムリミット

0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒 )

0:00:00
リレーのON時間が出力タイムリミットで設定し
た時間を経過すると、出力タイムアウトとなり、
リレーをOFFします。

出力
タイムアウト
リセット

リセットする、しない － 出力タイムアウト警報出力のリセットを行います。

名称

・英数字入力
・防錆剤
・ブロー
・ブローダウン
・殺菌剤
・酸
・苛性
・アルカリ

・漂白剤
・塩素
・臭素
・二酸化塩素
・分散剤
・消泡剤
・洗剤
・出力

ラグ出力 アナログ出力の“名称”を入力または選択します。

・その他（制御モード名称）

モード
・同期 /手動
・伝送出力
・比例出力

・流量比例出力
・PID＊１

・ラグ出力

A1: 伝送出力
A2: 同期 /手動

アナログ出力の制御方式を選択します。
＊１：HVAC無効時のみ表示されます。
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運転設定
すべてのリレー出力 (R1～R6) の「手動―切―自動」操作を1画面で簡単に操作することができます。

例）リレー出力 (R3) の運転設定を「切」から「自動」に変更します。

1 ホーム画面で、 　　キーを押す

2 　　 運転設定を押す 

3 設定変更したいリレーNo. を押す
選択したリレーが反転表示になります
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4 設定変更したい状態（手動 /切 /自動）を押す
選択した状態が反転表示になります

5 運転設定が変更される
通常、状態のキーを押した時点で設定が変更されます。
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グラフ設定
センサ入力またはアナログ入力１点と、外部入力またはリレー状態１点をグラフ表示することができます。

グラフ画面を表示する

1 ホーム画面で、 　　キーを押す

2 　　 グラフを押す 
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グラフ画面の説明

①センサ入力またはアナログ入力のグラフ表示部です。縦軸が測定値、横軸が時間です。
②外部入力またはリレー状態のグラフ表示部です。
時間軸に沿ってON/OFF 状態を線で表示します。
③現在の日付を表示します。
④メインメニュー画面に戻ります。
⑤1ページ分時間軸を戻します。
⑥1ページ分時間軸を進めます。
⑦グラフの設定画面に移行します。
⑧グラフの「時間」設定項目に移行します。

また、グラフの任意の点を押すと縦線が表示され、そのデータポイントの詳細を表示します。

a：日時を表示します。
b：測定値を表示します。
c：外部入力またはリレー状態を表示します。
　　　↑ON、　↓OFF

①

③

④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

②
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グラフ設定を変更する

例）グラフに表示させるセンサを「センサ入力 (S11)」から「温度 (S12)」に変更します。

1 グラフ画面で、 　　キーを押す

2 センサ を押す 

3 　　 ､　　 キーを押して画面をスクロールし、 
グラフ表示させたいセンサを押して選択し、　　 キーを押す

4 必要に応じて、他の項目も設定する
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グラフの設定項目

項目 設定範囲 初期値 説明

センサ
接続されている入力機器が表示され
ます。

センサ入力（S11）

グラフに表示させる項目を、セン
サ入力、アナログ入力、フローメー
タタイプの外部入力（積算流量、
瞬時流量）、アナログ出力から選択
します。

D入力 /リレー 外部入力、リレーが表示されます。 ―

グラフに表示させる外部入力また
はリレー出力を選択します。
外部入力は、タイプがデジタル入
力の場合に選択できます。
リレー出力は、パルス比例制御と
パルスPID制御を除いて選択でき
ます。

軸の最小値
有極：セル定数による
電磁：レンジ設定による
pH：-2.00 ～ 16.00
ORP：-1500.0 ～ 1500.0 ｍ V
殺菌：センサ種類による
一般：上限 /下限レンジ設定による

有極：0μS/cm
電磁：0μS/cm
pH：0.00
ORP：0.0mV
殺菌：0.00ppm
一般：0.00

縦軸の値を変更する場合、ここで
最小値を設定します。最小値も最
大値も０に設定されている場合は、
センサ測定値に基づいて、自動で
スケーリングします。軸の最大値

時間

・10分 ・30分 ・1時間
・2 1/2 時間 ・8時間 
・12時間 ・1日
・1/2 週 ・1週 ・2週 ・4週

10分

グラフの横軸の時間軸を選択しま
す。グラフ表示画面右下の時間軸
アイコンからも、このメニューに
入ることができます。

ご注意
画面の解像度の関係で、グラフに表示できるデータポイントは84点までです。したがって、時間軸内にすべての
データポイントを表示できるわけではありません。より詳細なグラフが必要な場合は、［コンフィグ］メニューのファ
イル機能を使用してCSVデータログファイルを書き出し、表計算ソフト等を使用してグラフを作成してください。

時間 データポイントの間隔 使用するログファイル
10分 10秒 日データ
30分 30秒 日データ
1時間 1分 日データ
2 1/2 時間 2分 週データ
8時間 6分 週データ
12時間 10分 週データ
1日 20分 週データ
1/2 週 1時間 月データ
1週 2時間 月データ
2週 4時間 月データ
4週 8時間 月データ
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ロギング設定
本器では、各種入出力の状態を一定時間間隔でロギングすることができます。内部記憶されたデータは、［コ
ンフィグメニュー＞ファイル機能＞データログ書出し］で保存することができます。
データは、CSV形式となっていますので、表計算ソフト等による閲覧や編集が行えます。

ログ範囲とログ周期を設定する

ログ範囲は、直近､6時間､12時間､1日､2日､4日､1週､2週､1ヶ月､2ヶ月､3ヶ月から選択できます。
ログ周期は、最短10秒から選べますがログ範囲によって選択できる時間が異なります。

例）ログ範囲／ログ周期を「1週間／1時間」から、「3ヶ月／1日」に変更します。

1 ホーム画面で、 　　キーを押す

2 　　 コンフィグを押す 

3 　　 キーを押して画面をスクロールし、ファイル機能を押し、データログ書出しを押す
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4 ログ範囲を押す

5  　　、　　 キーを押して画面をスクロールし、 
設定したいログ範囲を押し、 　　キーを押す

6 ログ周期を押す

7  　　、　　 キーを押して画面をスクロールし、 
設定したいログ範囲を押し、 　　キーを押す
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データログを書き出す

内部記憶されたロギングデータを書出し保存します。
USBメモリを準備し、本器前面のUSBコネクタに挿入してください。

1 本器前面の防水保護キャップを外し、USBコネクタにUSBメモリを挿入する

2 ホーム画面で、　　 キーを押す 

3 　　 コンフィグを押す
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4  　　キーを押して画面をスクロールし、ファイル機能を押し、データログ書き出しを押
す

5 データログ書出しを押す 

6 　　 キーを押す
ログ範囲のデータがUSBメモリに保存されます。

書き出されたロギングデータは、書出し日時がファイル名となり、拡張子 csvで保存されます。
ファイル名の例
datalog_01-Jan ｰ 2018_11-00-00.csv
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■ データログフォーマット
データログファイルの記録例を下記に示します。

例）ログ周期=1時間。
各入力、出力の測定データが記録されます。
日付 有極

(S11)
温度
(S12)

ｱﾅﾛｸﾞ入力
(S21)

ｱﾅﾛｸﾞ入力
(S22)

ｲﾝﾀｰﾛｯｸ
(D1)

ﾊﾟﾙｽ比例
(R1)

ﾊﾟﾙｽ比例
(R2)

警報出力
(R6)

伝送出力
(A1)

同期 / 手動
(A2)

μ S/cm ℃ % % % % % ％

2018/1/1/
9:00

1500 25.1 10.0 測定範囲外 ON 0 0 OFF 15.0 0

2018/1/1/
10:00

3500 25.1 10.0 測定範囲外 OFF 100 100 OFF 35.0 0

2018/1/1/
11:00

4800 25.1 10.0 測定範囲外 OFF 100 100 OFF 48.0 0

ロギングの設定項目

コンフィグ＞ファイル機能

項目 設定範囲 初期値 説明

ログ範囲
・直近 ・6時間 ・12時間・1日
・2日 ・4日・1週・2週
・1ヶ月・2ヶ月 ・3ヶ月

1週
ダウンロードするデータの範囲を選択し
ます。

ログ周期

（ログ範囲：直近）
10秒 ､30秒 ､1分 ､2分 ､5分 ､10分
15分 ､30分 ､1時間、4時間 ､8時間
12時間 ､1日

1時間

データポイントの間隔を選択します。選
択できるログ周期の間隔はログ範囲に
よって異なります。

（ログ範囲：6時間、12時間、1日）
10秒 ､30秒 ､1分 ､2分 ､5分 ､
10分 ､30分

5分

（ログ範囲：2日 ､4日 ､1週）
2分 ､10分 ､30分
1時間 ､2時間 ､4時間

1時間

（ログ範囲：2週 ､1ヶ月 ､2ヶ月 ､3ヶ月）
15分 ､30分 ､1時間 ､2時間 ､4時間
8時間 ､12時間 ､1日

1時間

データログ
書出し

する、しない －
ログ範囲およびログ周期で記録したデー
タログをUSBに保存します。



186 ユーザーコンフィグの書出し／読み込み

ユーザーコンフィグの書出し／読み込み
本器からの各種パラメータデータ（コンフィグ、入力、出力）の書出し保存や、本器または他のコントロー
ラにパラメータデータを読み込ませることできます。

ご注意
コンフィグメニューのネットワーク設定、Ｅメールレポート設定の書出し保存はできませんのでご注意ください。

 ユーザーコンフィグを書き出す

本器に設定されているパラメータデータを書き出し保存します。
USBメモリを準備し、本器前面のUSBコネクタに挿してください。

1 本器前面の防水保護キャップを外し、USBコネクタにUSBメモリを挿入する

2 ホーム画面で、　　 キーを押す 

3 　　 コンフィグを押す
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4 　　 キーを押して画面をスクロールし、ファイル機能を押す

5  　　キーを押して画面をスクロールし、ユーザーコンフィグ書出しを押す

6 　　 キーを押す
USBメモリにデータが保存されます。

書き出されたデータは、書出し日時がファイル名となり、拡張子wcf* で保存されます。
ファイル名の例
user_01-Jan ｰ 2018_11-00-00.wcf

＊  保存したパラメータデータはPC上で閲覧することはできません。
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ユーザーコンフィグを読み込む

書き出したパラメータデータファイル（拡張子wcf）を本器に読み込ませます。
USBメモリに読み込ませるファイルを保存し、本機前面のUSBコネクタに挿入してください。

ご注意
USBメモリに保存するデータファイル（拡張子wcf）は、ルート（最上階層）に1個だけ保存してください。フォ
ルダ内に入れてしまうと、本器がファイルを認識できません。

1 本器前面の防水保護キャップを外し、USBコネクタにUSBメモリを挿入する

2 ホーム画面で、　　 キーを押す 

3 　　 コンフィグを押す
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4 　　 キーを押して画面をスクロールし、ファイル機能を押す

5  　　キーを押して画面をスクロールし、ユーザーコンフィグ読み込みを押す

6 　　 キーを押す
パラメータデータファイルが読み込まれ、本器は再起動します。

❖  読み込み、再起動には時間がかかる場合があります。
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イベントログの書出し
本器のイベントログの書出し保存が行えます。イベントログは、セット点変更、校正日時、警報、リレー動作、
ファイル転送履歴が含まれたデータです。
USBメモリを準備し、本器前面のUSBコネクタに挿してください。

1 本器前面の防水保護キャップを外し、USBコネクタにUSBメモリを挿入する

2 ホーム画面で、　　 キーを押し、　　コンフィグを押す 

3 　　 キーを押して画面をスクロールし、ファイル機能を押す

4  　　キーを押して画面をスクロールし、イベントログ書出しを押す
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5 　　 キーを押す
USBメモリにデータが保存されます。

書き出されたデータは、書出し日時がファイル名となり、拡張子 txt（テキストファイル）で保存されます。
ファイル名の例
eventlog_01-Jan ｰ 2018_11-00-00.txt

■ イベントログフォーマット
イベントログファイルの記録例を下記に示します。

29-May-2017 14:38:58 - 警報動作中 - 有極 (S11) 上限警報
29-May-2017 14:39:00 - ﾘﾚｰ ON - 警報出力 (R3)
29-May-2017 14:40:24 - 警報解除 - 有極値 (S11) 上限警報
29-May-2017 14:40:24 - ﾘﾚｰ OFF - 警報出力 (R3)
31-May-2017 13:48:43 - ｲﾍﾞﾝﾄ - ｾﾝｻ設定 (S11) のｾﾙ定数が 0.104に替わりました
31-May-2017 13:50:17 - ｲﾍﾞﾝﾄ - ｾﾝｻ設定 (S11) のｹ ﾌーﾞﾙ長が 6.00に替わりました
31-May-2017 14:02:33 - ｲﾍﾞﾝﾄ - ｾﾝｻ設定 (S11) のｹ ｲ゙ﾝが 0.96に替わりました
31-May-2017 14:03:43 - ｲﾍﾞﾝﾄ - ｾﾝｻ (S11) 校正ﾘｾｯﾄ
31-May-2017 14:03:43 - ｲﾍﾞﾝﾄ - ｾﾝｻ設定 (S11) のｹ ｲ゙ﾝが1.00に替わりました
31-May-2017 14:03:43 - ｲﾍﾞﾝﾄ - ｾﾝｻ設定 (S11) の大気校正が0.00に替わりました
03-Jun-2017 11:58:57 - 警報動作中 - ﾚﾍﾞﾙ (D2)  ﾚﾍﾞﾙ低
03-Jun-2017 11:58:57 - 警報解除 - ﾚﾍﾞﾙ (D2)  ﾚﾍﾞﾙ低
03-Jun-2017 11:58:57 - ﾘﾚｰ ON - ﾂｲﾝﾀｲﾏｰ (R2)
03-Jun-2017 11:58:57 - ﾃﾞｼ ﾀ゙ﾙ入力状況変化 - ｲﾝﾀｰﾛｯｸ (D1) Off 
03-Jun-2017 11:58:58 - ﾘﾚｰ OFF - ﾂｲﾝﾀｲﾏｰ (R2)
03-Jun-2017 12:03:56 - ｲﾍﾞﾝﾄ - USB ﾌｧｲﾙ転送 - ﾕｰｻﾞー ｺﾝﾌｨｸﾞﾌｧｲﾙ 書出し成功
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初期設定の復元
パラメータの設定値を工場出荷時の状態へ戻すことができます。

ご注意
・ 全てのパラメータが初期化されますので、現在のパラメータ設定値を残しておきたい場合は、「ユーザーコンフィ
グの書出し／読み込み　ユーザーコンフィグを書き出す」（186 ページ）を実行し、バックアップファイルと
して保存してください。但し、ネットワーク設定やＥメールレポート設定はユーザーコンフィグの書出し保存が
できませんので、初期化後に再設定する場合は事前に設定値を記録しておいてください。
・ データログおよびイベントログも初期化されます。現在までのロギングデータを残しておきたい場合は、USB
メモリにデータを書き出して保存してください。

1 ホーム画面で、 　　キーを押す

2  　　コンフィグを押す

3 ｠キーを押して画面をスクロールし、ファイル機能を押す
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4 ｠キーを押して画面をスクロールし、初期設定の復元を押す

5 　　 キーを押すと初期化が実行されます。
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本章では、センサの校正について説明します。
センサの感度は時間とともに変化しますので、定期的に校正する必要があります。
❖ 校正を行う前に、入力と出力に関する設定をしてください。詳しくは、「設定」（82 ページ）を参照してく
ださい。

校正を行う前に
標準液校正を実施するときは、以下の点に注意してください。

● センサが充分に機能することを確認してください。
センサは純水などですすぎ、標準液が汚染されないように注意してください。
センサに汚れが付着していると校正が正常にできない場合があります。

● 常に新しい標準液を使用してください。一度使用した標準液は再使用しないでください。
標準液には使用期限があります。特に、アルカリ性標準液は空気中のCO2を吸収しますので
使用期限に注意してください。

● 標準液の温度を測定する液の温度に近づけてください。
より精度の高い校正が行えます。

● 電導度センサ（2電極式、電磁式）は事前にセル定数を設定してください。
セル定数はセンサケーブル端末部付近に記載されています。（絵は電磁式電導度センサ）

校正

セル定数記載



1952電極式電導度センサ (CCOND) の校正を行う

2電極式電導度センサ(CCOND)の校正を行う
制御運転前には必ず校正を行い、電極と計器本体の電気的特性を調整します。2電極式電導度センサの
校正の手順には、セル定数の設定と手動校正があります。
❖ 必ず電極を純水などで洗浄してから、校正を行ってください。電極に汚れが付着していると、校正が正常にで
きない場合があります。

セル定数を設定する

センサ校正用のセル定数を設定します。セル定数はセンサケーブル端末部付近に記載されています。

1 ホーム画面で、有極（S11）を押し、詳細画面に移行する

または、ホーム画面 → メインメニュー画面 → 入力画面を経由して、
有極（S11）の詳細画面に移行する

2  　　キーを押す



196 2電極式電導度センサ (CCOND) の校正を行う

3 　　 キーを押して画面をスクロールし、セル定数を押す

4 セル定数を入力する
テンキーで数値を入力します。
　　 キーを押すと入力された数値が削除されます。

5  　　キーを押し、確定する

6 7 8 9 0

1 2 3 4 5
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1972電極式電導度センサ (CCOND) の校正を行う

手動校正

標準液やプロセス試料溶液など電導度既知の溶液を用いて、機器の値を合わせこみます。
電導度値、温度影響、安定性は、お客様でご確認ください。

手動校正には、以下の種類があります。
●プロセス1点手動校正
任意の1点で校正を行います。校正中も制御運転は継続します。

●標準液1点手動校正
任意の点で校正を行います。校正中は制御運転を停止します。

●大気校正
大気開放状態で校正を行います。校正中は制御運転を停止します。

■2電極式電導度センサ (CCOND) のプロセス1点手動校正を行う
電導度値を設定して、校正を行います。センサ校正用のセル定数を設定します。セル定数はセンサケーブ
ル端末部付近に記載されています。

1 ホーム画面で、有極（S11）を押し、詳細画面に移行する

または、ホーム画面 → メインメニュー画面 → 入力画面を経由して、
有極（S11）の詳細画面に移行する

2  　　キーを押す



198 2電極式電導度センサ (CCOND) の校正を行う

3 プロセス1点手動校正を押す

4 ①部に表示された電導度測定値を確認し、
②部（新しい値）に別の測定器や手分析を利用して得た測定値を入力する

5  　　キーを押す

❖ 校正には時間がかかる場合があります。
❖ 校正を中止する場合は 　　キーを押します。
❖ 校正に失敗すると、「校正が失敗しました」と表示されます。
再校正するか、キャンセルしてください。
失敗した場合は、「故障かな？と思ったら」（298 ページ）を参照し、適切に対処してください。
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1992電極式電導度センサ (CCOND) の校正を行う

6 [ 校正が成功しました ]の表示を確認し、 　　キーを押す
校正が成功すると、校正結果を保存するか確認メッセージが表示されます。



200 2電極式電導度センサ (CCOND) の校正を行う

 ■ 2電極式電導度センサ (CCOND) の標準液1点手動校正を行う
温度と電導度値を設定して、校正を行います。

1 ホーム画面で、有極（S11）を押し、詳細画面に移行する

または、ホーム画面 → メインメニュー画面 → 入力画面を経由して、
有極（S11）の詳細画面に移行する

2  　　キーを押す

3 標準液1点手動校正を押す



2012電極式電導度センサ (CCOND) の校正を行う

4 　　 キーを押す

❖  温度補償ありの場合、液温度入力画面は表示されません。

5 使用する標準液温度を入力して 　　キーを押す

6 使用する標準液の電導度値を入力して　　 キーを押す
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202 2電極式電導度センサ (CCOND) の校正を行う

7 用意した標準液にセンサを浸して 　　を押す

❖  校正には時間がかかる場合があります。
❖  校正を中止する場合は 　　キーを押します。
❖  校正に失敗すると、「校正が失敗しました」と表示されます。
再校正するか、キャンセルしてください。
失敗した場合は、「故障かな？と思ったら」（298 ページ）を参照し、適切に対処してください。

8 [ 校正が成功しました ]の表示を確認し、　　 キーを押す
校正が成功すると、校正結果を保存するか確認メッセージが表示されます。

9 センサを洗浄して元に戻し　　 キーを押す



2032電極式電導度センサ (CCOND) の校正を行う

 ■ 2電極式電導度センサ (CCOND) の大気校正を行う

1 ホーム画面で、有極（S11）を押し、詳細画面に移行する

または、ホーム画面 → メインメニュー画面 → 入力画面を経由して、
有極（S11）の詳細画面に移行する

2  　　キーを押す

3 大気校正を押す



204 2電極式電導度センサ (CCOND) の校正を行う

4 　　 キーを押す

5 センサを空中に出し、 　　キーを押す
センサを乾燥させた状態（液が付着していない状態）にしてください。

❖  校正には時間がかかる場合があります。
❖  校正を中止する場合は 　　キーを押します。
❖  校正に失敗すると、「校正が失敗しました」と表示されます。
再校正するか、キャンセルしてください。
失敗した場合は、「故障かな？と思ったら」（298 ページ）を参照し、適切に対処してください。

6 [ 校正が成功しました ]の表示を確認し、　　 キーを押す
校正が成功すると、校正結果を保存するか確認メッセージが表示されます。



2052電極式電導度センサ (CCOND) の校正を行う

7 センサを元に戻し 　　キーを押す



206 電磁式電導度センサ (ECOND) の校正を行う

電磁式電導度センサ(ECOND)の校正を行う
制御運転前には必ず校正を行い、センサと計器本体の電気的特性を調整します。電磁式電導度センサの校正の手順
には、セル定数の設定と手動校正があります。

セル定数を設定する

センサ校正用のセル定数を設定します。セル定数はセンサケーブル端末部付近に記載されています。

1 ホーム画面で、電磁 (S11）を押し、詳細画面に移行する

または、ホーム画面 → メインメニュー画面 → 入力画面を経由して、
有極（S11）の詳細画面に移行する

2  　　キーを押す



207電磁式電導度センサ (ECOND) の校正を行う

3 　　 キーを押して画面をスクロールし、セル定数を押す

4 セル定数を入力する
テンキーで数値を入力します。
　　 キーを押すと入力された数値が削除されます。

5  　　キーを押し、確定する

6 7 8 9 0
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208 電磁式電導度センサ (ECOND) の校正を行う

手動校正

標準液やプロセス試料溶液など電導度既知の溶液を用いて、機器の値を合わせこみます。
電導度値、温度影響、安定性は、お客様でご確認ください。

手動校正には、以下の種類があります。
●プロセス1点手動校正
任意の1点で校正を行います。校正中も制御運転は継続します。

●標準液1点手動校正
任意の点で校正を行います。校正中は制御運転を停止します。

●大気校正
大気開放状態で校正を行います。校正中は制御運転を停止します。

 ■電磁式電導度センサ (ECOND) のプロセス1点手動校正を行う
電導度値を設定して、校正を行います。

1 ホーム画面で、電磁（S11）を押し、詳細画面に移行する

または、ホーム画面 → メインメニュー画面 → 入力画面を経由して、
電磁（S11）の詳細画面に移行する

2  　　キーを押す



209電磁式電導度センサ (ECOND) の校正を行う

3 プロセス1点手動校正を押す

4 ①部に表示された電導度測定値を確認し、
②部（新しい値）に別の測定器や手分析を利用して得た測定値を入力する

5  　　キーを押す

❖ 校正には時間がかかる場合があります。
❖ 校正を中止する場合は 　　キーを押します。
❖ 校正に失敗すると、「校正が失敗しました」と表示されます。
再校正するか、キャンセルしてください。
失敗した場合は、「故障かな？と思ったら」（298 ページ）を参照し、適切に対処してください。
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210 電磁式電導度センサ (ECOND) の校正を行う

6 [ 校正が成功しました ]の表示を確認し、 　　キーを押す
校正が成功すると、校正結果を保存するか確認メッセージが表示されます。



211電磁式電導度センサ (ECOND) の校正を行う

■電磁式電導度センサ (ECOND) の標準液1点手動校正を行う
温度と電導度値を設定して、校正を行います。

1 ホーム画面で、電磁 (S11）を押し、詳細画面に移行する

または、ホーム画面 → メインメニュー画面 → 入力画面を経由して、
電磁(S11)の詳細画面に移行する

2  　　キーを押す

3 標準液1点手動校正を押す



212 電磁式電導度センサ (ECOND) の校正を行う

4 　　 キーを押す

❖  温度補償ありの場合、液温度入力画面は表示されません。

5 使用する標準液温度を入力して 　　キーを押す

6 使用する標準液の電導度値を入力して 　　キーを押す
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213電磁式電導度センサ (ECOND) の校正を行う

7 用意した標準液にセンサを浸して　　 を押す

❖  校正には時間がかかる場合があります。
❖  校正を中止する場合は 　　キーを押します。
❖  校正に失敗すると、「校正が失敗しました」と表示されます。
再校正するか、キャンセルしてください。
失敗した場合は、「故障かな？と思ったら」（298 ページ）を参照し、適切に対処してください。

信号が安定すると、自動で次のステップに進みます。
安定しない場合は、 　　キーを押して手動で次のステップに進みます。

9 [ 校正が成功しました ]の表示を確認し、　　 を押す
校正が成功すると、校正結果を保存するか確認メッセージが表示されます。

10 センサを洗浄して元に戻し 　　キーを押す



214 電磁式電導度センサ (ECOND) の校正を行う

■電磁式電導度センサ (ECOND) の大気校正を行う

1 ホーム画面で、電磁（S11）を押し、詳細画面に移行する

または、ホーム画面 → メインメニュー画面 → 入力画面を経由して、
電磁（S11）の詳細画面に移行する

2  　　キーを押す

3 大気校正を押す



215電磁式電導度センサ (ECOND) の校正を行う

4 　　 キーを押す

5 センサを空中に出し、 　　キーを押す
センサを乾燥させた状態（液が付着していない状態）にしてください。

❖  校正には時間がかかる場合があります。
❖  校正を中止する場合は 　　キーを押します。
❖  校正に失敗すると、「校正が失敗しました」と表示されます。
再校正するか、キャンセルしてください。
失敗した場合は、「故障かな？と思ったら」（298 ページ）を参照し、適切に対処してください。

6 [ 校正が成功しました ]の表示を確認し、　　 キーを押す
校正が成功すると、校正結果を保存するか確認メッセージが表示されます。



216 電磁式電導度センサ (ECOND) の校正を行う

7 センサを元に戻し 　　キーを押す



217pHセンサの校正を行う

pHセンサの校正を行う
制御運転前には必ず手動校正または自動校正を行い、センサと計器本体の電気的特性を調整します。
❖ 必ず電極を純水などで洗浄してから、校正を行ってください。電極に汚れが付着していると、校正が正常にで
きない場合があります。

手動校正

標準液やプロセス試料溶液などpH 既知の溶液を用いて、機器の値を合わせ込みます。
pH 値、温度影響、安定性は、お客様でご確認ください。

手動校正の機能
標準液の種類：任意に設定できます。（pH既知の溶液を使用してください。）
標準液の組み合わせ：任意の1種類、2種類、3種類。
校正の順序：特にありませんので、任意に行ってください。

手動校正には、以下の種類があります。
●プロセス1点手動校正
任意の1点で校正を行います。校正中も制御運転は継続します。

●標準液手動校正（1点、2点、3点）
任意の点で校正を行います。校正中は制御運転を停止します。

■ pHセンサのプロセス1点手動校正を行う
pH値を設定して、校正を行います。

1 ホーム画面で、pH(S11）を押し、詳細画面に移行する

または、ホーム画面 → メインメニュー画面 → 入力画面を経由して、
pH（S11）の詳細画面に移行する



218 pHセンサの校正を行う

2  　　キーを押す

3 プロセス1点手動校正を押す

4 ①部に表示された pH測定値を確認し、
②部（新しい値）に別の測定器や手分析を利用して得た測定値を入力する

09

6 7 85

2 3 41

09

6 7 85

2 3 41



219pHセンサの校正を行う

5  　　キーを押す

❖ 校正には時間がかかる場合があります。
❖ 校正を中止する場合は 　　キーを押します。
❖ 校正に失敗すると、「校正が失敗しました」と表示されます。
再校正するか、キャンセルしてください。
失敗した場合は、「故障かな？と思ったら」（298 ページ）を参照し、適切に対処してください。

6 [ 校正が成功しました ]の表示を確認し、 　　キーを押す。
校正が成功すると、校正結果を保存するか確認メッセージが表示されます。
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220 pHセンサの校正を行う

■ pHセンサの標準液1点、2点、3点手動校正を行う
温度とpH値を設定して、校正を行います。

1 ホーム画面で、pH(S11）を押し、詳細画面に移行する

または、ホーム画面 → メインメニュー画面 → 入力画面を経由して、
pH(S11)の詳細画面に移行する

2  　　キーを押す

3 　　 キーを押して画面をスクロールし、校正液を押す



221pHセンサの校正を行う

4 校正液 [ 手動］を選択し、 　　キーを押す

5  　　キーで詳細画面に戻り、 　　キーを押す

6 標準液1点または2点、3点手動校正を選択する

7  　　キーを押す

❖ 温度補償ありの場合、液温度入力画面は表示されません。
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222 pHセンサの校正を行う

8 使用する1点目の標準液温度を入力して 　　キーを押す

9 使用する1点目の標準液の pH値を入力して 　　キーを押す

10 用意した標準液にセンサを浸して　　 キーを押す。

❖  校正には時間がかかる場合があります。
❖  校正を中止する場合は 　　キーを押します。
❖  校正に失敗すると、「校正が失敗しました」と表示されます。
再校正するか、キャンセルしてください。
失敗した場合は、「故障かな？と思ったら」（298 ページ）を参照し、適切に対処してください。

信号が安定すると、自動で次のステップに進みます。
安定しない場合は、 　　キーを押して手動で次のステップに進みます。
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223pHセンサの校正を行う

11 標準液2点および3点校正の場合は、つづけて2点目、３点目の校正を行う
１点目と同様に、手順8～10を繰り返し実施してください。

12 [ 校正が成功しました ]の表示を確認し、 　　キーを押す
校正が成功すると、校正結果を保存するか確認メッセージが表示されます。

13 センサを洗浄して元に戻し キーを押す
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224 pHセンサの校正を行う

自動校正

pHセンサの校正では、設定項目の「校正液」で手動（初期値）以外を選ぶと、自動校正が行えるように
なります。

■ pHセンサの標準液（1点、2点、3点）自動校正を行う

1 ホーム画面で、pH（S11）を押し、詳細画面に移行する

または、ホーム画面 → メインメニュー画面 → 入力画面を経由して
有極（S11）の詳細画面に移行する

2  　　キーを押す

3  　　キーを押して画面をスクロールし、校正液を押す



225pHセンサの校正を行う

4 校正に使う標準液の種類を選択し、 　　キーを押す

5  　　キーで詳細画面に戻り、 　　キーを押す

6 標準液1点または2点、3点自動校正を押す

7  　　キーを押す

❖ 温度補償ありの場合、液温度入力画面は表示されません。
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226 pHセンサの校正を行う

8 使用する標準液の温度を入力して 　　キーを押す

9 用意した標準液にセンサを浸して 　　キーを押す

❖  校正には時間がかかる場合があります。
❖  校正を中止する場合は 　　キーを押します。
❖  校正に失敗すると、「校正が失敗しました」と表示されます。
再校正するか、キャンセルしてください。
失敗した場合は、「故障かな？と思ったら」（298 ページ）を参照し、適切に対処してください。

信号が安定すると、自動で次のステップに進みます。
安定しない場合は、 　　キーを押して手動で次のステップに進みます。

10 標準液2点および3点校正の場合は、つづけて2点目、3点目の校正を行う
１点目と同様に、手順8～9を繰り返し実施してください。
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227pHセンサの校正を行う

11 [ 校正が成功しました ]の表示を確認し、 　　キーを押す
校正が成功すると、校正結果を保存するか確認メッセージが表示されます。

12 センサを洗浄して元に戻し 　　キーを押す



228 ORPセンサの校正を行う

ORPセンサの校正を行う
ORP電極が適正な感度を持っているかどうかを確認してから、手動校正を行います。

ORPセンサの感度を確認する

ORP標準物質を用いて、ORP電極の感度を確認します

1 ORP標準物質を用意する
ご注意
ORP標準物質のORP電位は、粉末を溶かしてから2時間で変化します。速やかに使用してください。
また、溶液の保存はできません。

2 純水 500mℓにORP標準粉末をよく溶かす
❖  弊社別売のORP標準粉末を使用した場合です。他社製品をご使用の場合は、その製品に付属の取扱説明
書の指示に従ってください。

3 手順２の溶液に電極を浸漬させる

4 温度計を使って、溶液の温度を確認する
10℃～30℃の範囲であることを確認します。

5 電極の電位（ORP）値が以下の範囲に入っていることを確認する
比較電極が飽和カロメルの場合：220mV±20mV
比較電極が塩化銀の場合：260mV±20mV

電位範囲内に入っていない場合は、以下の処置をした後、再度手順３から確認作業をしてください。
• ＃1000程度の細かいサンドペーパーを使って、金属極の表面を軽くなでるように研磨する。
• 希硝酸（1純水：1硝酸）に浸漬した後、純水で充分洗浄する。
❖ 以上の処置をしても基準電位の±20mVに入らない場合は、電極の不良が考えられます。
電極を交換してください。

6 溶液から電極を引き上げる

7 電極を純水で充分洗浄し、やわらかい布などで水分を拭き取る



229ORPセンサの校正を行う

手動校正

❖ ORP校正では、適当な標準液がないため、自動校正を行うことはできません。

手動校正の機能
標準液の種類：任意に設定できます。（ORP既知の溶液を使用してください。）
標準液の組み合わせ：任意の1 種類または2種類
校正の順序：順不同

手動校正には、以下の種類があります。

●プロセス1点手動校正
任意の1点で校正を行います。校正中も制御運転は継続します。

●標準液手動校正（1点、2点）
任意の点で校正を行います。校正中は制御運転を停止します。

 ■プロセス1点手動校正を行う
ORPセンサの電位値を設定して、校正を行います。

1 ホーム画面で、ORP(S11）を押し、詳細画面に移行する

または、ホーム画面 → メインメニュー画面 → 入力画面を経由して、

ORP(S11)の詳細画面に移行する 

2  　　キーを押す



230 ORPセンサの校正を行う

3 プロセス1点手動校正を押す

4 ①部に表示された電導度測定値を確認し
②部（新しい値）に別の測定器や手分析を利用して得た測定値を入力する

5  　　キーを押す

❖ 校正には時間がかかる場合があります。
❖ 校正を中止する場合は 　　キーを押します。
❖ 校正に失敗すると、「校正が失敗しました」と表示されます。
再校正するか、キャンセルしてください。
失敗した場合は、「故障かな？と思ったら」（298 ページ）を参照し、適切に対処してください。
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231ORPセンサの校正を行う

6 [ 校正が成功しました ]の表示を確認し、 　　キーを押す
校正が成功すると、校正結果を保存するか確認メッセージが表示されます。



232 ORPセンサの校正を行う

■ORPセンサの標準液1点、2点手動校正を行う
ORPセンサの電位値を設定して、校正を行います。

1 ホーム画面で、ORP(S11) を押し、詳細画面に移行する。

または、ホーム画面 → メインメニュー画面 → 入力画面を経由して、
ORP(S11)の詳細画面に移行する 

2  　　キーを押す

3 標準液1点または2点手動校正を押す



233ORPセンサの校正を行う

4 　　 キーを押す

5 使用する1点目の標準液のORP数値を入力して 　　キーを押す

6 用意した標準液にセンサを浸して 　　キーを押す

❖ 校正には時間がかかる場合があります。
❖ 校正を中止する場合は 　　キーを押します。
❖ 校正に失敗すると、「校正が失敗しました」と表示されます。
再校正するか、キャンセルしてください。
失敗した場合は、「故障かな？と思ったら」（298 ページ）を参照し、適切に対処してください。
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234 ORPセンサの校正を行う

7 標準液2点校正の場合は、つづけて2点目の校正を行う
１点目と同様に、手順5～6を繰り返し実施してください。

8 [ 校正が成功しました ]の表示を確認し、　　 キーを押す。
校正が成功すると、校正結果を保存するか確認メッセージが表示されます。

9 センサを洗浄して元に戻し 　　キーを押す。
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235温度センサの校正を行う

温度センサの校正を行う
基本的に校正は不要です。測定値に誤差が生じた場合に、校正を行ってください。校正方法は、プロセス
1 点手動校正のみです。

■ 温度センサのプロセス1点手動校正を行う
温度値を設定して、校正を行います。

1 ホーム画面で、温度 (S12) を押し、詳細画面に移行する

または、ホーム画面 → メインメニュー画面 → 入力画面を経由して、
温度(S12)の詳細画面に移行する 

2  　　キーを押す

3 プロセス1点手動校正を押す
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236 温度センサの校正を行う

4 用意した標準液または溶液に温度センサを浸す

5 ①部に表示された温度測定値を確認し、
②部（新しい値）に別の測定器を利用して得た測定値を入力する

6  　　キーを押す

❖ 校正には時間がかかる場合があります。
❖ 校正を中止する場合は 　　キーを押します。
❖ 校正に失敗すると、「校正が失敗しました」と表示されます。
再校正するか、キャンセルしてください。
失敗した場合は、「故障かな？と思ったら」（298 ページ）を参照し、適切に対処してください。

7 [ 校正が成功しました ]の表示を確認し、　　 キーを押す。
校正が成功すると、校正結果を保存するか確認メッセージが表示されます。
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237アナログモニタ (アナログ入力 )の校正を行う

アナログモニタ(アナログ入力 )の校正を行う
アナログモニタは、アナログ入力機能付き（製品型式の入力仕様記号がAまたはC）の場合に使用でき
ます
アナログモニタは、接続する機器が校正機能を持つ場合に選択します。
例）テスト出力機能があり、機器自身で4～20mAを出力できる機器。

手動校正

本器にアナログ信号を入力して、アナログ値を認識させます。

手動校正には、以下の種類があります。

●アナログ1 点、2点校正
任意の点で校正を行います。校正中は制御運転を停止します。

■アナログ1点、2点校正を行う

1 ホーム画面にアナログモニタ表示を割り付けた場合、
アナログ入力 (S21)を押し、詳細画面に移行する。

または、ホーム画面 → メインメニュー画面 → 入力画面を経由して、

アナログ入力(S21）の詳細画面に移行する  

2  　　キーを押す



238 アナログモニタ (アナログ入力 )の校正を行う

3 アナログ1点または2点校正を押す

4  　　キーを押す

5 ①部に本器に認識させるアナログ値（4～20mA）を入力します

6  　　キーを押し、入力値のアナログ信号を本器に入力します
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239アナログモニタ (アナログ入力 )の校正を行う

7 　　 キーを押す

❖ 校正には時間がかかる場合があります。
❖ 校正を中止する場合は 　　キーを押します。
❖ 校正に失敗すると、「校正が失敗しました」と表示されます。
再校正するか、キャンセルしてください。
失敗した場合は、「故障かな？と思ったら」（298 ページ）を参照し、適切に対処してください。

信号が安定すると、自動で次のステップに進みます。
安定しない場合は、 　　キーを押して手動で次のステップに進みます。

8 アナログ2点校正の場合は、つづけて2点目の校正を行う
１点目と同様に、手順5～7を繰り返し実施してください。

9 [ 校正が成功しました ]の表示を確認し、 　　キーを押す。
校正が成功すると、校正結果を保存するか確認メッセージが表示されます。
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240 アナログモニタ (アナログ入力 )の校正を行う

10 入力信号をプロセス値に戻し 　　キーを押す。



241トランスミッター（アナログ入力）の校正を行う

トランスミッター（アナログ入力）の校正を行う
トランスミッターは、アナログ入力機能付き（製品型式の入力仕様記号がAまたはC）の場合に使用でき
ます
トランスミッターは、接続する機器がそれ自身では校正機能を持たず、本器で校正する場合に選択します。
例）テスト出力機能がなく、測定によってのみ4～20mAを発信する機器。

手動校正

標準液やプロセス試料溶液などトランスミッター既知の溶液を用いて、機器の値を合わせ込みます。

手動校正の機能
標準液の種類：任意に設定できます。
標準液の組み合わせ：任意の1 種類または2種類
校正の順序：順不同

手動校正には、以下の種類があります。

●プロセス1 点手動校正
任意の1点で校正を行います。校正中も制御運転は継続します。
●アナログ1 点、2点校正
任意の点で校正を行います。校正中は制御運転を停止します。

■トランスミッターのプロセス1点手動校正を行う
トランスミッター測定値を入力し、校正を行います。

1 ホーム画面にアナログモニタ表示を割り付けた場合、
アナログ入力 (S21)を押し、詳細画面に移行する。

または、ホーム画面 → メインメニュー画面 → 入力画面を経由して、

アナログ入力(S21）の詳細画面に移行する  



242 トランスミッター（アナログ入力）の校正を行う

2  　　キーを押す

3 プロセス1点手動校正を押す

4 ①部に表示された測定値を確認し、
②部（新しい値）に別の測定器を利用して得た測定値を入力する
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243トランスミッター（アナログ入力）の校正を行う

5 　　 キーを押す

❖ 校正には時間がかかる場合があります。
❖ 校正を中止する場合は 　　キーを押します。
❖ 校正に失敗すると、「校正が失敗しました」と表示されます。
再校正するか、キャンセルしてください。
失敗した場合は、「故障かな？と思ったら」（298 ページ）を参照し、適切に対処してください。

6 [ 校正が成功しました ]の表示を確認し、 　　キーを押す。
校正が成功すると、校正結果を保存するか確認メッセージが表示されます。
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244 トランスミッター（アナログ入力）の校正を行う

■トランスミッターの標準液1点、2点手動校正を行う
トランスミッター測定値を入力し、校正を行います。

1 ホーム画面にトランスミッター表示を割り付けた場合、
アナログ入力 (S21)を押し、詳細画面に移行する

または、ホーム画面 → メインメニュー画面 → 入力画面を経由して、

アナログ入力(S21）の詳細画面に移行する 

2  　　キーを押す

3 標準液1点または2点手動校正を押す



245トランスミッター（アナログ入力）の校正を行う

4 　　 キーを押す

5 使用する1点目の標準液のトランスミッター数値を入力して 　　キーを押す

6 用意した標準液にセンサを浸して 　　キーを押す

❖ 校正には時間がかかる場合があります。
❖ 校正を中止する場合は 　　キーを押します。
❖ 校正に失敗すると、「校正が失敗しました」と表示されます。
再校正するか、キャンセルしてください。
失敗した場合は、「故障かな？と思ったら」（298 ページ）を参照し、適切に対処してください。

信号が安定すると、自動で次のステップに進みます。
安定しない場合は、 　　キーを押して手動で次のステップに進みます。
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246 トランスミッター（アナログ入力）の校正を行う

7 標準液2点校正の場合は、つづけて2点目の校正を行う
１点目と同様に、手順5～6を繰り返し実施してください。

8 [ 校正が成功しました ]の表示を確認し、　　 キーを押す。
校正が成功すると、校正結果を保存するか確認メッセージが表示されます。

9 トランスミッターを洗浄して元に戻し 　　を押す
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247トレーサー（アナログ入力）の校正を行う

トレーサー（アナログ入力）の校正を行う
トレーサーは、アナログ入力機能付き（製品型式の入力仕様記号がAまたはC）の場合に使用できます。
　HVACモード有効時に選択可能です。
トレーサーは、染料を使用して薬液濃度を測定するセンサ用です。リトルディッパー（蛍光塗料濃度センサ）
を使用する場合に選択します。

手動校正

標準液やプロセス試料溶液などトレーサー既知の溶液を用いて、機器の値を合わせ込みます。

手動校正の機能
標準液の種類：任意に設定できます。
標準液の組み合わせ：任意の1 種類または2種類
校正の順序：順不同

手動校正には、以下の種類があります。

●プロセス1 点手動校正
任意の1点で校正を行います。校正中も制御運転は継続します。
●アナログ1 点、2点校正
任意の点で校正を行います。校正中は制御運転を停止します。

■トレーサーのプロセス1点手動校正を行う
センサは通水状態のままにしておいてください。検水で手分析を行い校正してください。

1 ホーム画面にトレーサー表示を割り付けた場合、
トレーサー (防錆剤 (S21))を押し、詳細画面に移行する

または、ホーム画面 → メインメニュー画面 → 入力画面を経由して、

トレーサー ( 防錆剤(S21))の詳細画面に移行する  



248 トレーサー（アナログ入力）の校正を行う

2  　　キーを押す

3 プロセス1点手動校正を押す

4 ①部（新しい値）に別の測定器や手分析を利用して得た測定値を入力する
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249トレーサー（アナログ入力）の校正を行う

5 　　 キーを押す

❖ 校正には時間がかかる場合があります。
❖ 校正を中止する場合は 　　キーを押します。
❖ 校正に失敗すると、「校正が失敗しました」と表示されます。
再校正するか、キャンセルしてください。
失敗した場合は、「故障かな？と思ったら」（298 ページ）を参照し、適切に対処してください。

6 [ 校正が成功しました ]の表示を確認し、 　　キーを押す。
校正が成功すると、校正結果を保存するか確認メッセージが表示されます。
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250 トレーサー（アナログ入力）の校正を行う

■トレーサーの標準液１点手動校正を行う

1 ホーム画面にトレーサー表示を割り付けた場合、
トレーサー (防錆剤 (S21))を押し、詳細画面に移行する

または、ホーム画面 → メインメニュー画面 → 入力画面を経由して、

トレーサー ( 防錆剤(S21))の詳細画面に移行する 

2  　　キーを押す

3 標準液1点手動校正を押す



251トレーサー（アナログ入力）の校正を行う

4 　　 キーを押す

5 使用する1点目の標準液のトレーサー数値を入力して 　　キーを押す

6 トレーサーをマニフォールドから取り外し、標準液で満たした校正用チーズに取り付ける
❖ トレーサーを傾けてエアをしっかり抜き、完全に液が満たされるまで優しく振ってください。

標準液にセンサを浸して 　　キーを押す

❖ 校正には時間がかかる場合があります。
❖ 校正を中止する場合は 　　キーを押します。
❖ 校正に失敗すると、「校正が失敗しました」と表示されます。
再校正するか、キャンセルしてください。
失敗した場合は、「故障かな？と思ったら」（298 ページ）を参照し、適切に対処してください。

信号が安定すると、自動で次のステップに進みます。
安定しない場合は、 　　キーを押して手動で次のステップに進みます。
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2 3 41
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7 [ 校正が成功しました ]の表示を確認し、 　　キーを押す
校正が成功すると、校正結果を保存するか確認メッセージが表示されます。

8 トレーサーを洗浄して元に戻し 　　キーを押す
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■トレーサー標準液2点手動校正を行う

1 ホーム画面にトレーサー表示が割り付けた場合、
トレーサー (防錆剤 (S21))を押し、詳細画面に移行する

または、ホーム画面 → メインメニュー画面 → 入力画面を経由して、

トレーサー ( 防錆剤(S21))の詳細画面に移行する  

2  　　キーを押す

3 標準液2点手動校正を押す
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4 　　 キーを押す

5 ゼロ校正を行う
使用する1点目の標準液のトレーサー数値を入力して 　　キーを押す

6 トレーサーをマニフォールドから取り外し、制御対象液と同じラインから採取した、清
潔で蛍光染料を含まない液の入った容器に入れてください。
❖ トレーサーを傾けてエアをしっかり抜き、完全に液が満たされるまで優しく振ってください。

システム立ち上げ時で、液中にまったく蛍光染料が含まれていない場合は、トレーサーをマニ
フォールドに設置したままでも構いません。

標準液にトレーサーを浸して キーを押す

❖ 校正には時間がかかる場合があります。
❖ 校正を中止する場合は 　　キーを押します。
❖ 校正に失敗すると、「校正が失敗しました」と表示されます。
再校正するか、キャンセルしてください。
失敗した場合は、「故障かな？と思ったら」（298 ページ）を参照し、適切に対処してください。

信号が安定すると、自動で次のステップに進みます。
安定しない場合は、 　　キーを押して手動で次のステップに進みます。

09

6 7 85

2 3 41

09

6 7 85

2 3 41
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7 つづけて2点目の校正を行う
１標準液で満たした校正用チーズに取り付けます。
または、蛍光染料濃度が最大の液（100ppbフルオレセイン、200ppbPTSA）を満た
した校正用チーズにセンサを取り付けます。
❖ トレーサーを傾けてエアをしっかり抜き、完全に液が満たされるまで優しく振ってください。

2点目のトレーサー数値を入力し、標準液にセンサを浸して 　　キーを押す

8 [ 校正が成功しました ]の表示を確認し、　　 キーを押す。
校正が成功すると、校正結果を保存するか確認メッセージが表示されます。

9 トレーサーを洗浄して元に戻し 　　を押す

09

6 7 85

2 3 41
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その他の校正

その他の校正

校正方法は、プロセス1 点手動校正および0点校正の2種類です。

●プロセス1 点手動校正
各種センサと基本的な操作は同じです。
❖ 2電極式電導度センサのプロセス1点手動校正（229 ページ）を参照してください。

●０点校正
各種電導度センサ（CCOND、ECOND）の 大気校正の場合と基本的な操作は同じです。
センサを純水に浸漬させて校正をしてください。
❖ 2電極式電導度センサの大気校正（203 ページ）を参照してください。

一般センサの場合

校正方法には、下記の種類があります。

●プロセス1 点手動校正
各種センサと基本的な操作は同じです。
❖ 2電極式電導度センサのプロセス1点手動校正（229 ページ）を参照してください。

●標準液1点、2点手動校正
各種センサと基本的な操作は同じです。
❖ 「２電極式電導度センサ（CCOND）の標準液１点手動校正を行う」（200 ページ）を参照してください。

●０点校正
各種電導度センサの大気校正の場合と基本的な操作は同じです。
センサを純水に浸漬させて校正をしてください。
❖ 2電極式電導度センサの大気校正（203 ページ）を参照してください。
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 本章では、イーサネットカードを搭載した場合（製品型式のネットワーク記号が EまたはM）の機能について説
明します。
IPアドレスを設定して本器をネットワークに接続すると、タッチパネルと同様の設定をWebブラウザで行うこと
ができます。

接続方法
ネットワークへの接続方法には、LAN接続、ダイレクト接続、Fluent ™サーバー経由、LiveConnect 接
続の３通りがあります。

LAN接続

本器のイーサネットカードに、CAT5ケーブル、RJ45コネクタを使用してLANに接続します。
■DHCPを使用する

1 メインメニュー画面 → コンフィグ → ネットワーク設定 を経由して
「DHCP設定」に移行する

イーサネットを使用した操作

Fluent™
アカウントマネージャ画面

Fluent™サーバー

Fluent™サーバー
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2 ［有効］を選択して 　　キーを押す

本器を再起動した後、コンフィグメニューに戻り、「ネットワーク詳細」画面でDHCP設定が
「成功」と表示され、ネットワークによって IPアドレスが割り当てられていることを確認してください。

■固定 IPアドレスを使用する

1 メインメニュー画面 → コンフィグ → ネットワーク設定 を経由して
「DHCP設定」に移行する

2 ［無効］を選択して 　　を押す
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3 ネットワーク設定画面で、固定 IPアドレスを設定する
LAN管理者から付与された IPアドレス、ネットワークネットマスク、ネットワークゲートウェイを入力
してください。

4 本器を再起動する
電源スイッチを入れ直して、再起動してください。

PCダイレクト接続

本器のイーサネットカードに、CAT5ケーブル、RJ45コネクタを使用してPCに接続します。
LAN接続の手順を参照して、接続するPCのネットワーク設定に対応した IPアドレスを設定してください。
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ＰＣのブラウザ操作
本器と接続したネットワークでブラウザを開いて操作をします。

1 ブラウザを開いて、Webページアドレスバーに本器の IPアドレスを入力する
IPアドレスはコンフィグメニューの「ネットワーク詳細」画面で確認してください。

ログイン画面が表示されます。

❖HTTP接続がブロックされる場合は、サイト
    の設定を行ってください。

2 ログイン画面にユーザー名とパスワードを入力する
デフォルト設定は下記の通りです。設定変更はWebページのコンフィグメニューの「セキュリティ設
定」で変更できます。管理者レベルのユーザー名、パスワードで「セキュリティ設定」にログインし
て新しいのものに変更します。

管理者 ユーザー名：admin パスワード：本器のS/N（10桁）
読取専用 ユーザー名：user パスワード：本器のS/N（10桁）

❖ 本器の S/Nは側面のラベルに印刷されています。また、本器のタッチパネルからコンフィグメ
ニューの「コントローラ詳細」画面からも確認できます。
❖ デフォルトのパスワードでログインすると、新しい認証情報への変更を促す表示がされますが、デ
フォルトの認証情報を引き続き使用することもできます。
ログインすると、ホーム画面が表示されます。
日時、警報、すべての入出力に関する測定値と状態が表示されます。
画面左側のバーにメインメニューの項目（入力、出力、警報、コンフィグ）が表示されます。マウ
スポインタを項目に合わせてクリックすると、詳細や設定画面に移行するサブメニューが表示されます。

http://192.168.xx.xx

アドレスバー
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本章では、パラメータ全般について説明します。

パラメータマップ

ホーム画面、メインメニュー画面

コンフィグ

運転設定

グラフ警報

出力

入力

メインメニューホーム画面

パラメータ
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コンフィグ

ｺﾝﾌｨｸﾞ

共通設定
ｾｷｭﾘﾃｨｰ設定
ﾈｯﾄﾜｰｸ設定
ﾈｯﾄﾜｰｸ詳細
遠隔監視
Eﾒｰﾙﾎﾟｰﾄ設定
表示設定
ﾌｧｲﾙ機能
ｺﾝﾄﾛｰﾗ詳細

ｺﾝﾌｨｸﾞ >共通設定

日付
時間
共通単位
温度単位
警報遅延
HVACﾓｰﾄﾞ
言語

ｺﾝﾌｨｸﾞ >ｾｷｭﾘﾃｨｰ設定
ｺﾝﾄﾛｰﾗﾛｸﾞｱｳﾄ
ｾｷｭﾘﾃｨｰ
ﾛｰｶﾙﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ

ｺﾝﾌｨｸﾞ >ﾈｯﾄﾜｰｸ詳細

警報
ｲｰｻﾈｯﾄ状態

DHCP状態
IPｱﾄﾞﾚｽ
ﾈｯﾄﾏｽｸ
ｹﾞｰﾄｳｪｲ
DNSｻｰﾊﾞｰ
MACｱﾄﾞﾚｽ
Fluentﾃﾞｰﾀ
Fluent設定
LiveConnect状態

ﾚﾎﾟｰﾄ#1,2,3,4
Eﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ
Eﾒｰﾙｻｰﾊﾞｰ
SMTPｻｰﾊﾞｰ
SMTPﾎﾟｰﾄ
送信元ｱﾄﾞﾚｽ
ASMTPﾕｰｻﾞｰ名
ASMTPﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ
ﾃｽﾄﾚﾎﾟｰﾄEﾒｰﾙ受信者
ﾃｽﾄﾚﾎﾟｰﾄEﾒｰﾙ送信

ｺﾝﾌｨｸﾞ >Eﾒｰﾙﾚﾎﾟｰﾄ設定

通信状態
データフォーマット

データポート
デバイスID

詳細ログ

ｺﾝﾌｨｸﾞ >遠隔通信

ｺﾝﾌｨｸﾞ >表示設定
ﾎｰﾑ1,2,3,4,5,6,7,8
表示調整
省電力時間
ｷｰｽｲｯﾁ音

ｺﾝﾌｨｸﾞ >ﾌｧｲﾙ機能
ﾌｧｲﾙ転送状況
ﾃﾞｰﾀﾛｸﾞ書出し
ﾕｰｻﾞｰｺﾝﾌｨｸﾞ読み込み
ﾕｰｻﾞｰｺﾝﾌｨｸﾞ書出し
ｲﾍﾞﾝﾄﾛｸﾞ書出し
ｼｽﾃﾑﾛｸﾞ書出し
初期設定の復元
ｱｯﾌﾟｸﾞﾚｰﾄﾞ

ｺﾝﾌｨｸﾞ >ｺﾝﾄﾛｰﾗ詳細
ｺﾝﾄﾛｰﾗ
製品名
ｼﾘｱﾙNo
基板(制御､電源､ｾﾝｻ)

(ﾈｯﾄﾜｰｸ、ｱﾅﾛｸﾞ)
基板ｿﾌﾄﾊﾞｰｼﾞｮﾝ
(制御､ｾﾝｻ､ﾈｯﾄﾜｰｸ)

最終ﾃﾞｰﾀﾛｸﾞ
電池電圧
プロセッサ温度
I/O基板１温度
I/O基板２温度
ﾈｯﾄﾜｰｸ基板温度
+5V電圧
+3.3V電圧
LCDﾊﾞｲｱｽ電圧
LCD電圧

W600

ｺﾝﾌｨｸﾞ >ﾈｯﾄﾜｰｸ設定
DHCP設定
ｺﾝﾄﾛｰﾗIPｱﾄﾞﾚｽ
ﾈｯﾄﾜｰｸ ﾈｯﾄﾏｽｸ
ﾈｯﾄﾜｰｸ ｹﾞｰﾄｳｪｲ
DNS ｻｰﾊﾞｰ
ｳｪﾌﾞﾍﾟｰｼﾞ色
TCPﾀｲﾑｱｳﾄ
Fluent状態
LiveConnect

Fluent警報遅延

状態
更新時間

ﾀｲﾑｱｳﾄ

コンフィグメニュー画面
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入力

■センサ入力
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■温度、アナログ入力
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■外部入力、バーチャル入力
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出力

■ リレー出力
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■ アナログ出力
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パラメータ一覧表

コンフィグメニュー一覧

● コンフィグ>共通設定

項目 設定範囲 初期値 お客様設定値
日付 年－月－日 0000－ 00　月－00
時間 時刻　時 : 分 : 秒 0:00:00
共通単位 インチ、メートル メートル
温度単位 ℉、℃ ℃
警報遅延 0:00～ 59:59（分 : 秒） 0:00

HVACモード 有効、無効 無効

言語

・英語　　　　・イタリア語
・フランス語　・スペイン語
・ドイツ語　　・ポルトガル語
・オランダ語　・日本語
・韓国語

日本語

● コンフィグ>セキュリティ設定

項目 設定範囲 初期値 お客様設定値
コントローラログアウト － －

セキュリティ 有効、無効 無効
ローカルパスワード 0000～ 9999 5555

● コンフィグ>ネットワーク設定
❖ 製品型式のネットワーク記号がEまたはMの場合に表示されます。

項目 設定範囲 初期値 お客様設定値
DHCP設定 有効、無効 無効

コントローラ IPアドレス （ユーザー入力） 10.0.100.101
ネットワークネットマスク （ユーザー入力） 255.255.254.0
ネットワークゲートウェイ （ユーザー入力） 10.0.100.7

DNSサーバー （ユーザー入力） 8.8.8.8
ウェブページ色 明るく、暗く 明るく
TCPタイムアウト 1～240 1sec
Fluent 状態 有効、無効 無効

LiveConnect 状態 有効、無効 無効
更新時間 1～1440 30min

Fluent 警報遅延 1～1440 60min
タイムアウト 10～60 15sec
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● コンフィグ>ネットワーク詳細
❖ この項目は表示のみです。

項目 設定範囲 初期値 備考
イーサネット状態 － －

警報 － －
DHCP状態 － －
IPアドレス － －
ネットマスク － －
ゲートウェイ － －
DNSサーバー － －
Fluent データ － －
Fluent 設定 － －

LiveConnect 状態 － －
MACアドレス － －

● コンフィグ>遠隔通信
❖ 製品型式のネットワーク記号がMの場合に表示されます。

項目 設定範囲 初期値 お客様設定値
通信状態 無効、Modbus、BACnet 無効

データフォーマット 標準、反転 標準
デバイス ID 1～ 4194000 （S/Nに基づいたNo.）

データポート １～65535
502（Modbus）、
47802（BACnet）

詳細ログ 有効、無効 無効
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● コンフィグ>Eメールレポート設定
❖ 製品型式のネットワーク記号がEまたはMの場合に表示されます。

項目 設定範囲 初期値 お客様設定値

レポート#1～ 4

・レポートタイプ：なし
・レポートタイプ：警報
Eメール宛先：選択
警報モード：一括警報、選択警報
概要添付：有効、無効
警報遅延：0:00:00～23:59:59（時間 :分 :秒 )

・レポートタイプ：データログ
Eメール宛先：選択
繰り返し：なし ､1時間毎 ､毎日 ､毎週 ､毎月
ログ周期
なし：10､30秒 ､1､2､5､10､30分
1時間毎：10､30秒 ､1､2､5､10､30分
毎日：10､30秒 ､1､2､5､10､30分
レポート /日：1､2､3､4､6､8､12､24

毎週：2､10､30分 ､1､2､4時間
日：月 ､火 ､水 ､木 ､金 ､土 ､日曜日

毎月：15､30分 ､1､2､4､8､12時間 ､1日
月の日：1～31　

レポート時間：0:00:00～ 23:59:59
・レポートタイプ：グラフ
Eメール宛先：選択
繰り返し：なし ､1時間毎 ､毎日 ､毎週 ､毎月
レポート時間：0:00:00～ 23:59:59

・レポートタイプ：一覧
Eメール宛先：選択
繰り返し：なし ､1時間毎 ､毎日 ､毎週 ､毎月
レポート時間：0:00:00～ 23:59:59

なし

Eメールアドレス
#1～ 8

（ユーザー入力） （未設定）

Eメールサーバー
WalchemFluent、SMTP
ASMTP、TLS/SSL

Walchem
Fluent

SMTPサーバー （ユーザー入力） （未設定）

SMTPポート 1～65535

SMTP：25
ASMTP：587
TLS/SSL：
465

送信元アドレス （ユーザー入力） （未設定）
ASMTPユーザー名 （ユーザー入力） （未設定）
ASMTPパスワード （ユーザー入力） （未設定）

テストレポートEメール
受信者

（登録したEメールアドレス） （未設定）

テストレポートEメール
送信

送信する、しない （未設定）
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● コンフィグ>表示設定

項目 設定範囲 初期値 お客様設定値

ホーム1

・なし
・センサ入力 (S□ 1)
・未補正値 (S□ 1)
・温度 (S□ 2)
・未補正値 (S□ 2)
・アナログ入力 (S□□ )
・デジタル入力 (D1､D2､D3､D4､D5､D6)
・リレー出力 (R1､R2､R3､R4､R5､R6）
・アナログ出力 (A1/A2）

センサ入力 (S11)

ホーム2 温度 (S12)

ホーム3
インターロック

(D1)

ホーム4 なし

ホーム5 なし

ホーム6 なし

ホーム7 なし

ホーム8 なし

表示調整
明るさ調整レベル1～9 レベル5

コントラスト調整レベル1～9 レベル5

省電力時間
0:00:00～ 23:59:59
（時間：分：秒）

0:00:00

キースイッチ音 有効、無効 無効

● コンフィグ>ファイル機能

項目 設定範囲 初期値 お客様設定値
ファイル転送状況 － －

データログ
書出し

ログ範囲

・直近
・6時間
・12時間
・1日

・2日
・4日
・1週
・2週

・1ヶ月
・2ヶ月
・3ヶ月

1週

ログ周期

(ログ範囲：直近 )
10､30秒 ､1､2､5､10､15､30分
1､4､8､12時間 ､1日

1時間

( ログ範囲：6時間 ､12時間 ､1日 )
10､30秒 ､1､2､5､10､15､30分

5分

( ログ範囲：2日 ､4日 ､1週 )
2､10､30分 ､1､2､4時間

1時間

(ログ範囲：2週 ､1ヶ月 ､2ヶ月 ､3ヶ月 )
15､30分 ､1､2､4､8､12時間 ､1日

1時間

データログ
書出し

する、しない －

ユーザーコンフィグ読み込み する、しない －
ユーザーコンフィグ書出し する、しない －
イベントログ書出し する、しない －
システムログ書出し する、しない －
初期設定の復元 戻す、戻さない －
アップグレード する、しない －
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● コンフィグ>コントローラ詳細
❖ この項目は表示のみです。

項目 設定範囲 初期値 備考
コントローラ － W600
製品名 － WJ□□600

シリアルNo － －
制御基板 － －

ソフトバージョン － －
電源基板 － －

センサ基板＃1 － －
ソフトバージョン － －
センサ基板＃2 － －
ソフトバージョン － －
ネットワーク基板 － －
ソフトバージョン － －
アナログ基板 － －
最終データログ － －
電池電圧 － *.**V

プロセッサ温度 － **.*℃
I/O 基板１温度 － **.*℃
I/O 基板２温度 － **.*℃

ネットワーク基板温度 － **.*℃
+5V電圧 － *.**V
+3.3V電圧 － *.**V

LCDバイアス電圧 － **.**V
LCD電圧 － **.**V
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入力メニュー一覧

■ センサ入力（S□1）
・有極：２電極式 (有極 ) 電導度センサ ・殺菌：殺菌用センサ
・電磁：電磁式電導度センサ ・一般：一般用センサ
・pH：pHセンサ
・ORP：ORPセンサ

● センサ入力（S□1）＞設定

項目

センサ入力

設定範囲 初期値 お客様
設定値有

極
電
磁
ｐ
Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
殺
菌
一
般

下下限警報

○ ○ ○ ○ ○ ○

有極：セル定数による
電磁：レンジ設定による
pH：-2.00 ～16.00
ORP：-1500.0 ～1500.0
殺菌：センサ種類による
一般：レンジ設定による

有極：0μS/cm
電磁：0μS/cm
pH：0.00
ORP：-1500.0mV
殺菌：0.00ppm
一般：0.00

下限警報

上限警報 有極：50000μS/cm
電磁：50000μS/cm
pH：14.00
ORP：1500.0mV
殺菌：25.00ppm
一般：100.00

上上限警報

不感帯 ○ ○ ○ ○ ○ ○

有極：セル定数による
電磁：レンジ設定による
pH：0.00 ～16.00
ORP：0.0 ～1500.0
殺菌：センサ種類による
一般：レンジ設定による

有極：25μS/cm 
電磁：25μS/cm
pH：0.20
ORP：5.0mV
殺菌：0.02ppm
一般：0.50

警報＆
データログ制限 ○ ○ ○ ○ ○ ○ D1､D2､D3､D4､D5､D6

R1､R2､R3､R4､R5､R6､なし なし

校正リセット ○ ○ ○ ○ ○ ○ リセットする、しない －

校正警報 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 ～365 0days

校正液 － － ○ － － －

・手動
・JIS/NIST
・DIN
・US（4､7、10）

JIS/NIST

基準温度 ○ ○ ○ － － －

Pt100Ω、Pt1000Ω：
-20.0 ～260.0℃
10k/100k サーミスタ：
-20.0 ～ 90.0℃

25.0℃

センサ傾き － － － － － ○ レンジ設定による
-20mV/ 単位（リニア）
59.00mV/10 単位（イ
オン）

下限レンジ － － － － － ○
1000000.00
～1000000.00

0.00

上限レンジ － － － － － ○ 100.00

スムージング係数 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 ～ 90 0％
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項目

センサ入力

設定範囲 初期値 お客様
設定値有

極
電
磁
ｐ
Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
殺
菌
一
般

セル定数 ○ ○ － － － － 0.001～10.000 有極：1.000 1/cm
電磁：3.500 1/cm

ケーブル長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0.10 ～3000.00 6.00m

線径 ○ ○ ○ ○ ○ ○

・20awg/0.50mm2

・22awg/0.35mm2

・24awg/0.25mm2
・26awg/0.14mm2

22awg/0.35mm2

レンジ － ○ － － － －

・500 ～12kμS/cm
・3k～ 40kμS/cm
・10k～150kμS/cm
・50k～ 500kμS/cm
・200k～2000kμS/cm

3k～ 40kμS/cm

電極
－ － ○ － － － ガラス、アンチモン ガラス

－ － － － ○ － リニア、イオン選択 リニア

設置係数 － ○ － － － － 0.500 ～1.500 1.000

温度補償 ○ ○ － － － － NaCl、任意 NaCl

温度補償係数 ○ ○ － － － － 0.000 ～20.000 2.000 %/℃

単位
○ ○ － － － － ・μS/cm ・mS/m

・mS/cm ・S/m ・ppm μS/cm

－ － － － － ○ （文字入力） 単位

名称 ○ ○ ○ ○ ○ ○

・英数字入力
・入力・有極・電磁・EC値
・pH・ORP・遊離塩素
・全塩素・塩素・遊離臭素
・臭素・二酸化塩素・過酢酸
・オゾン・過酸化水素・温度
・濃度・洗剤・酸・アルカリ

製品型式による

センサ － － － － ○ －

・遊離残留塩素
2/20/200/2000
・全残留塩素 20
・安定化臭素 2/20
・二酸化塩素 2/20/200
・過酢酸200/2000/20000
・オゾン 200
・過酸化水素
200/2000/20000

遊離残留塩素 20

タイプ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・センサなし
・有極式電導度センサ
・電磁電導度センサ
・pH
・ORP
・殺菌
・一般

製品型式による
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● センサ入力（S1）>校正

項目

センサ入力

設定範囲 初期値 お客様
設定値有

極
電
磁
ｐ
Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
殺
菌
一
般

プロセス1点手動校正 ○ ○ ○ ○ ○ ○
有極：セル定数による
電磁：レンジ設定による
pH：-2.00 ～16.00
ORP：-1500.0 ～1500.0
殺菌：センサ種類による
一般：レンジ設定による

有極：1000μS/cm
電磁：5000μS/cm
pH：7.00
ORP：500.0mV
殺菌：10.00ppm
一般：50.00

標準液1点手動校正 ○ ○ ○ ○ － ○

標準液2点手動校正 － ー ○ ○ － ○

標準液3点手動校正 － － ○ － － －

標準液1点自動校正

－ － ○ － － － － －標準液2点自動校正

標準液3点自動校正

大気校正 ○ ○ － － － － － －

0点校正 － － － － ○ ○ － －
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■ 温度入力（S□2）

● 温度入力（S□2）＞設定

項目 設定範囲 初期値 お客様設定値
下下限警報 Pt100Ω、Pt1000Ω :

-20.0 ～ 260.0℃
10k/100ｋサーミスタ :
-20.0 ～ 90.0℃

-20.0℃
下限警報 0.0℃
上限警報 40.0℃
上上限警報 260.0℃

不感帯

Pt100Ω、Pt1000Ω :
0.0 ～ 260.0℃

10k/100ｋサーミスタ :
0.0 ～ 90.0℃

0.5℃

校正リセット リセットする、しない －
校正警報 0～365 0days
警報＆

データログ制限
D1､D2､D3､D4､D5､D6

R1､R2､R3､R4､R5､R6､ なし
なし

スムージング係数 0～90 0%

名称

・英数字入力
・入力・有極・電磁・EC値・pH・ORP
・遊離塩素・全塩素・塩素・遊離臭素
・臭素・二酸化塩素・過酢酸・オゾン
・過酸化水素・温度・濃度・洗剤・酸
・アルカリ

温度

温度素子

・温度センサなし
・Pt100Ω
・Pt1000Ω
・10kサーミスタ
・100kサーミスタ

有極：Pt1000Ω
電磁：Pt1000Ω
pH：Pt1000Ω

ORP：温度センサなし
殺菌：温度センサなし
一般：温度センサなし

● 温度入力（S□2）＞校正

項目 設定範囲 初期値 お客様設定値

プロセス1点
手動校正

Pt100Ω、Pt1000Ω :
-20.0 ～ 260.0℃

10k/100ｋサーミスタ :
-20.0 ～ 90.0℃

25.0℃
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■ アナログ入力（S□□）
❖ 製品型式の入力仕様記号がAまたはCの場合に表示されます。

● アナログ入力（S□□）＞設定

項目

センサ入力

設定範囲 初期値 お客様
設定値

ア
ナ
ロ
グ
モ
ニ
タ

ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
タ
ー

ト
レ
ー
サ
ー

下下限警報

○ ○ ○
アナログモニタ：　4mA/20mA 設定による
トランスミッター：　4mA/20mA 設定による
トレーサー：　最大センサレンジによる

アナログ : モニタ0.0
トランスミッター：0.0
トレーサー：0.0ppm下限警報

上限警報 アナログ：100.0
トランスミッター：100.0
トレーサー：400.0ppm上上限警報

不感帯 ○ ○ ○
アナログモニタ：　4mA/20mA 設定による
トランスミッター：　4mA/20mA 設定による
トレーサー：　最大センサレンジ設定による

アナログモニタ：0.5
トランスミッター：0.5
トレーサー：1.0ppm

校正リセット ○ ○ ○ リセットする、しない －

校正警報 ○ ○ ○ 0 ～365 0days

警報制限 ○ ○ ○ D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6､なし なし

4mA値 ○ ○ －
-1000000.00 ～1000000.00

0.0

20 ｍ A値 ○ ○ － 100.0

単位 ○ ○ － （文字入力） %

最大センサレンジ － － ○ 0.0 ～100000.0 200.0ppb

濃度単位 ppb/ppm － － ○ 0.0001～100.00 0.50

スムージング係数 ○ ○ ○ 0 ～ 90 0%

トランスミッタ ○ ○ ○
・2 線式ループ ・3 線式
・2 線式電源付 ・4 線式

2 線式電源付

名称
○ ○ ○

・英数字入力・入力・アナログ入力
・トレーサー・防錆剤・濁度・溶存酸素
・レベル・圧力・EC値・pH・ORP
・遊離塩素・全塩素・塩素・遊離臭素
・臭素・二酸化塩素・過酢酸・オゾン
・過酸化水素・温度・濃度・洗剤・酸
・アルカリ

アナログ入力

－ － ○ ・英数字入力・防錆剤・殺菌剤・酸
・苛性・トレーサー・分散剤・消泡剤 防錆剤

タイプ ○ ○ ○
・センサなし ・トランスミッター
・アナログモニタ ・トレーサー

トランスミッター
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● アナログ入力（S□□）＞校正

項目 設定範囲 初期値 お客様
設定値

アナログ1点校正
0.00 ～21.00 4.00mA

アナログ2点校正

プロセス1点手動校正

トランスミッター：4mA/20mA 設定による
トレーサー：最大センサレンジ設定による

トランスミッター：50.0
トレーサー：50.0ppb標準液1点手動校正

標準液2点手動校正

■ 外部入力（D1､D2､D3､D4､D4､D6）

● 外部入力（D1､D2､D3､D4､D4､D6）＞設定

項目

入力

設定範囲 初期値 お客様
設定値

デ
ジ
タ
ル
入
力

接
触
式
流
量
計

パ
ド
ル
流
量
計

D
I
カ
ウ
ン
タ

フ
ィ
ー
ド
モ
ニ
タ

開時メッセージ ○ － － － － ・フロー・ノーフロー・ON・OFF
・インターロック・OK
・レベル低・レベル高・レベル OK

OFF

閉時メッセージ ○ － － － － ON

インターロック ○ － － － － 開放時、短絡時 開放時
警報 ○ － － － － 開放時、短絡時、無効 無効

積算時間 ○ － － － － 開放時、短絡時 短絡時
積算時間リセット ○ － － － － リセットする、しない －

下限警報
－ － ○ － － 0.0 ～300.0 0.0ℓ
－ － － ○ － 0.0 ～30000.0 0.0

上限警報
－ － ○ － － 0.0 ～300.0 300.0ℓ
－ － － ○ － 0.0 ～30000.0 30000.0

不感帯
－ － ○ － － 0.0 ～300.0 30.0ℓ/min
－ － － ○ － 0.0 ～30000.0 100.0
－ － － － ○ 0 ～ 90% 2%

警報＆
データログ制限 ○ ○ ○ ○ ○ D1､D2､D3､D4､D5､D6､R1､R2､R

3､R4､R5､R6､なし なし

積算警報
－ ○ ○ － －

0 ～2000000000 0ℓ
－ － － ○ －
－ － － － ○ 0.0 ～1000000.0 0ℓ

積算流量リセット － ○ ○ － ○ リセットする、しない －
全リセット － － － ○ － リセットする、しない －
積算流量設定 － ○ ○ － ○ 0 ～2000000000 0ℓ
全設定 － － － ○ － 0 ～2000000000 0

スケジュールリセット － ○ ○ ○ ○ 無効、毎日、毎月、毎年 無効
積算警報モード － － － － ○ インターロック、継続 継続
流量警報モード － － － － ○ 無効、インターロック、継続 インターロック
流量警報遅延 － － － － ○ 0:10 ～ 59:59（分 : 秒） 1:00
流量警報解除 － － － － ○ 1～100000 10 pulse
再プライム時間 － － － － ○ 0:00 ～ 59:59（分 : 秒） 0:00
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項目

入力

設定範囲 初期値 お客様
設定値

デ
ジ
タ
ル
入
力

接
触
式
流
量
計

パ
ド
ル
流
量
計

D
I
カ
ウ
ン
タ

フ
ィ
ー
ド
モ
ニ
タ

メータ係数
－ ○ － － － 1～100000 100ℓ
－ － － － ○ 0.001～1000.000 1.000ℓ

パルス定数 － － ○ － － 0.01～100000.00 100.00pulse/ℓ
流量単位 － ○ ○ － ○ gal、ℓ、m3 ℓ
単位 － － － ○ － （文字入力） 単位

流量時間単位
－ － ○ ○ － sec、min、hr、day min
－ － － － ○ min、hr、day hr

単位 /パルス － － － ○ － 0.001～1000.000 1.000

出力 － － － － ○ なし ､R1､R2､R3､R4､R5､R6
A1､A2 なし

スムージング係数 － － ○ ○ ○ 0 ～ 90 50%

名称

○ － － － － ・英数字入力・フロースイッチ
・インターロック・警報・レベル インターロック

－ ○ ○ － － ・英数字入力・流量計・補給流量
・ブロー・プロセス流量 流量計

－ － － ○ － ・英数字入力・カウント・単位 カウント

－ － － － ○

・英数字入力・フィードモニタ
・防錆剤・酸・苛性・アルカリ
・漂白剤・塩素・臭素・二酸化塩素
・分散剤・消泡剤・洗剤

フィードモニタ

タイプ ○ ○ ○ － ○

・入力なし
・デジタル入力
・接触式流量センサ
・パドル流量センサ
・DI カウンタ
・フィードモニタ

D1：デジタル入力
D2-D6：入力なし
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■ バーチャル入力（V1､V2）

● 計算（V1､2）＞設定

項目 計
算

未
補
正
値

設定範囲 初期値 お客様
設定値

下下限警報 ○ ○

上限 / 下限レンジによる

0.00
下限警報 ○ ○

上限警報 ○ ○
100.00

上上限警報 ○ ○

不感帯 ○ ○ 上限 / 下限レンジ設定による 0.50

警報制限 ○ ○ D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6､なし なし

下限レンジ ○ －
-1000000 ～1000000

0.00

上限レンジ ○ － 100.00

スムージング係数 ○ － 0 ～ 90 0%

計算モード ○ －

・比率
・全体
・差
・％差

比率

入力

－ ○

・なし
・センサ入力 (S □1)
・温度 (S □ 2)
・アナログ入力（S□□）

なし

○ －

・なし
・定数
  （-1000000.00 ～1000000.00）
・センサ入力 (S □1)
・温度 (S □ 2)
・アナログ入力（S□□）
・流量計/ 瞬時流量
  (D1､D2､D3､D4､D5､D6)
・パルス出力
  (R1､R2､R3､R4､R5､R6)
・アナログ出力 (A1､A2)

入力 2 ○ － なし

名称

○ － ・計算・周期・デルタ
・比率・全体・%差 計算

－ ○

・英数字入力・入力。未補正値・腐食度
・インバランス・アナログ入力・トレーサー
・防錆剤・濁度・溶存酸素・レベル・圧力
・有極・電磁・EC値・pH・ORP・遊離塩素
・全塩素・塩素・遊離臭素・臭素・二酸化塩素
・過酢酸・オゾン・過酸化水素・温度・濃度
・洗剤・酸・アルカリ・銅

未補正値

タイプ ○ ○ 未使用、計算、未補正値 V1：未使用
V2：未使用
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出力メニュー一覧

■ リレー出力（R1､R2､R3､R4､R5､R6）
● リレー出力（R1､R2､R3､R4､R5､R6）＞設定

項目

対応制御モード HVAC有効のみ

同
期
／
手
動

パ
ル
ス
比
例

流
量
比
例

パ
ル
ス
Ｐ
Ｉ
Ｄ

Ｏ
Ｎ
／
Ｏ
Ｆ
Ｆ

２
点
設
定

時
分
割
比
例

流
量
制
御

カ
ウ
ン
タ
タ
イ
マ
ー

２
点
ス
イ
ッ
チ

イ
ン
タ
ー
バ
ル

ツ
イ
ン
タ
イ
マ
ー

ス
パ
イ
ク

セ
ン
サ
洗
浄

ラ
グ
出
力

警
報
出
力

サ
ン
プ
リ
ン
グ

ブ
ロ
ー
同
期

ブ
ロ
ー
％

流
量
計
比
率

バ
イ
オ
タ
イ
マ
ー

運転設定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

セット点 － ○ － ○ ○ ○ ○ － － － － － ○ － ○ － ○ － － － －

セット点２ － － － － － ○ － － － － － － － － ○ － － － － － －

スパイクセット点 － － － － － － － － － － － － ○ － － 　 － － － － －

不感帯 － － － － ○ ○ － － － － － － ○ － ○ － － － － － －

デューティ周期 － － － － ○ ○ － － － － － － ○ － － － － － － － －
デューティ － － － － ○ ○ － － － － － － ○ － － － － － － － －

比例帯 － ○ － － － － ○ － － － － － － － － － ○ － － － －

サンプリング周期 － － － － － － ○ － － － ○ － － － － － － － － － －
サンプリング時間 － － － － － － － － － － － － － － － － ○ － － － －
フィード時間 － － － － － － － ○ － － － － － － － － － － － － －
フィード％ － － － － － － － － － － ○ － － － － － － － ○ － －

フィードタイムリミット － － － － － － － － － － － － － － － － － ○ ○ － －
ターゲット － － ○ － － － － － － － － － － － － － － － － － －
ポンプ容量 － － ○ － － － － － － － － － － － － － － － － － －
ポンプ設定 － － ○ － － － － － － － － － － － － － － － － － －
比重 － － ○ － － － － － － － － － － － － － － － － － －
積算量 － － － － － － － ○ － － － － － － － － － － － ○ －

積算設定値 － － － － － － － － 〇 － － － － － － － － － － － －
積算量リセット － － － － － － － ○ ○ － － － － － － － － － ○ ○ －

ゲイン（比例ゲイン） － － － ○ － － － － － － － － － － － － － － － － －
積分時間（積分ゲイン） － － － ○ － － － － － － － － － － － － － － － － －
微分時間（微分ゲイン） － － － ○ － － － － － － － － － － － － － － － － －
PID 積分値リセット － － － ○ － － － － － － － － － － － － － － － － －

最小出力 － ○ － ○ － － － － － － － － － － － － － － － － －
最大出力 － ○ － ○ － － － － － － － － － － － － － － － － －
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設定範囲 初期値 お客様設定値

手動、切、自動 切

有極：セル定数による
電磁：レンジ設定による
pH：-2.00 ～16.00
ORP：-1500.0 ～1500.0
殺菌：センサ種類による
一般：上限 / 下限レンジ設定による

有極：1000μS/cm
電磁：1000μS/cm
pH：7.00
ORP：200.0mV
殺菌：5.00ppm
一般：20.00
有極：1100μS/cm
電磁：1100μS/cm
pH：7.70
ORP：220.0mV
殺菌：5.50ppm
一般：22.00

有極：セル定数による
電磁：レンジ設定による
pH：0.00 ～16.00
ORP：0.0 ～1500.0
殺菌：センサ種類による
一般：上限 / 下限レンジ設定による

有極：25μS/cm
電磁：25μS/cm
pH：0.20
ORP：5.0mV
殺菌：0.10ppm
一般：0.50

0:00 ～ 59:59（分 : 秒） 0:00
0.0 ～100.0 100.0%

有極：セル定数による
電磁：レンジ設定による
pH：0.00 ～16.00
ORP：0.0 ～1500.0
殺菌：センサ種類による
一般：上限 / 下限レンジ設定による

有極：25μS/cm
電磁：25μS/cm
pH：0.20
ORP：5.0mV
殺菌：0.10ppm
一般：0.50

0:00:00 ～23:59:59（時間 : 分 : 秒 ) 0:05:00
00:10 ～ 59:59（分 : 秒 ) 00:10

0:00:00 ～23:59:59（時間 : 分 : 秒 ) 0:00:00
0.0 ～100.0(インターバル )、0.0 ～1000.0（ブロー％） 50.0%

0:00:00 ～23:59:59（時間 : 分 : 秒 ) 0:00:00
0.00 ～1000000.00 0.00ppm
0.00 ～10000.00 3.79ℓ/hr

0 ～100 100%
0.000 ～ 9.999 1.000
1～1000000 3785ℓ（1000gal、4m3）
1～1000000 1000

リセットする、しない －
0.001～1000.000 0.100
0.001～1000.000 100.000sec (1/s)
0.000 ～1000.000 0.000sec
リセットする、しない －

0.0 ～100.0
0.0%
100.0%
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項目

対応制御モード HVAC有効のみ

同
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バ
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マ
ー

最大レート ○ ○ ○ ○ － － － － － － － － － － － － － － － － －

ＯＮスイッチ － － － － － － － － － ○ － － － － － － － － － － －

動作 ON － － － － － － － － － ○ － － － － － － － － － － －
ＯＮ遅延時間 ○ － ○ － ○ ○ － － － ○ － － － － － － － － － － －

OFF スイッチ － － － － － － － － － ○ － － － － － － － － － － －

動作 OFF － － － － － － － － － ○ － － － － － － － － － － －
ＯＦＦ遅延時間 ○ － － － ○ ○ － － － ○ － － － － － － － － － － －
出力タイムリミット － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ － ○ 　 － － － ○ －
出力タイムアウト
リセット － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ － ○ － － ○ ○ ○ －

イベント1～10
ツインタイマーは1～7
スパイクは1～ 6

－ － － － － － － － － － － ○ ○ ○ － － － － － ○ ○

センサモード － － － － － － － － － － － － － ○ － － － － － － －

保持時間 － － － － － － － － － － － － － ○ － － ○ － － － －

強制ブロー － － － － － － － － － － － － － － － － ○ － － － －
待機時間 － － － － － － － － － － － － － － － － ○ － － － －
警報モード － － － － － － － － － － － － － － － ○ － － － － －
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設定範囲 初期値 お客様設定値

10 ～2400 360 pulse/min
( 半導体リレーのみ )

・デジタル入力（D1､D2､D3､D4､D5､D6）
・リレー出力（R1､R2､R3､R4､R5､R6）
・なし

なし

開放時、短絡時 開放時
0:00:00 ～23:59:59（時間 : 分 : 秒 ) 0:00:00

・デジタル入力（D1､D2､D3､D4､D5､D6）
・リレー出力（R1､R2､R3､R4､R5､R6）
・なし

なし

開放時、短絡時 短絡時
0:00:00 ～23:59:59（時間 : 分 : 秒 ) 0:00:00
0:00:00 ～23:59:59（時間 : 分 : 秒 ) 0:00:00

リセットする、しない －

・なし
・1時間毎（センサ洗浄のみ）

イベント/日：2､3､4､6､8､12､24
開始時刻： 時：分：秒
期間：00:00:00 ～23:59:59（時間 : 分 : 秒 )

・毎日　　 開始時刻： 時：分：秒
期間：00:00:00 ～23:59:59（時間 : 分 : 秒 )
オンタイム：00:00:00 ～23:59:59※
オフタイム：00:00:00 ～23:59:59※

・毎週　　 日：月 ､火 ､水 ､木 ､金 ､土 ､日曜 ､なし
開始時刻： 時：分：秒
期間：00:00:00 ～23:59:59（時間 : 分 : 秒 )
オンタイム：00:00:00 ～23:59:59※
オフタイム：00:00:00 ～23:59:59※

・2週毎　 週：第1週、第 2週
日：月 ､火 ､水 ､木 ､金 ､土 ､日曜 ､なし
開始時刻： 時：分：秒
期間：00:00:00 ～23:59:59（時間 : 分 : 秒 )
オンタイム：00:00:00 ～23:59:59※
オフタイム：00:00:00 ～23:59:59※

・4週毎　 週：第1、第 2、第 3、第 4週
日：月 ､火 ､水 ､木 ､金 ､土 ､日曜 ､なし
開始時刻： 時：分：秒
期間：00:00:00 ～23:59:59（時間 : 分 : 秒 )
オンタイム：00:00:00 ～23:59:59※
オフタイム：00:00:00 ～23:59:59※

※オンタイム、オフタイムはツインタイマーのみ

なし

無効、ホールド 無効
0:00 ～ 59:59（分 : 秒）（センサ洗浄）
0:10 ～ 59:59（分 : 秒）（サンプル）

0:00（センサ洗浄）
0:30（サンプル）

0:00:10 ～23:59:59（時間 : 分 : 秒 ) 0:01:00
0:00:10 ～23:59:59（時間 : 分 : 秒 ) 0:05:00

一括警報、選択警報 一括警報
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項目

対応制御モード HVAC有効のみ

同
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警報選択 － － － － － － － － － － － － － － － ○ － － － － －

出力 － － － － － － － － － － － ○ － － － － － － － － ○
インターロック遅延 ○ － － － ○ ○ － － － － － － － － － － － － － － －
インターロック
チャンネル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ － ○ ○ ○

同期チャンネル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

リード － － － － － － － － － － － － － － ○ － － － － － －

ウェアベアリング － － － － － － － － － － － － － － ○ － － － － － －

損耗周期時間 － － － － － － － － － － － － － － ○ － － － － － －

同期モード － － － － － － － － － － － － － － ○ － － － － － －

待機時間 － － － － － － － － － － － － － － － － ○ － － － －
警報モード － － － － － － － － － － － － － － － ○ － － － － －
警報選択 － － － － － － － － － － － － － － － ○ － － － － －
遅延時間 － － － － － － － － － － － － － － － ○ － － － － －

最小リレーサイクル ○ － ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

手動出力 ○ ○ ○ ○ － － － － － － － － － － － － － － － － －
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設定範囲 初期値 お客様設定値

・センサ入力 (S □1）
下限警報 ､上限警報 ､下下限警報 ､上上限警報
校正要求 ､入力エラー
・温度（S□ 2）
下限警報 ､上限警報 ､下下限警報 ､上上限警報
校正要求 ､入力エラー
・アナログ入力 (S □□）
下限警報 ､上限警報 ､下下限警報 ､上上限警報
校正要求 ､入力エラー
・デジタル入力（D1､D2､D3､D4､D5､D6）
デジタル入力警報、入力エラー、積算警報
・接触式流量計（D1､D2､D3､D4､D5､D6）
積算警報、レンジエラー、入力エラー
・パドル流量計、DI カウンタ（D1､D2､D3､D4､D5､D6）
下限警報、上限警報、積算警報、レンジエラー
入力エラー
・フィードモニタ（D1､D2､D3､D4､D5､D6）
積算警報、レンジエラー、流量確認、入力エラー
・バーチャル入力（V1/V2）
下限警報 ､上限警報 ､下下限警報 ､上上限警報
レンジエラー ､入力エラー
・リレー出力（R1､R2､R3､R4､R5､R6）
出力タイムアウト､イベントスキップ、コントローラエラー
・アナログ出力
出力タイムアウト、コントローラエラー
・システム警報
システム温度警報、電池電圧低下、内部電圧警報
無効な設定、無効なソフトバージョンのコントロール基板
・ネットワーク警報
ネットワークエラー、Fluent 通信エラー
Fluent 接続エラー

（未設定）

ノーマルオープン、ノーマルクローズ ノーマルオープン
有効、無効 無効

D1､D2､D3､D4､D5､D6､R1､R2､R3､R4､R5､R6､なし なし

D1､D2､D3､D4､D5､D6､R1､R2､R3､R4､R5､R6､なし なし

なし ､R1､R2､R3､R4､R5､R6 なし
・無効
・デューティ基準
・時間均衡
・時間不均衡

無効

0:00:10 ～23:59:59（時間 : 分 : 秒 ) 3:00:00
・無効
・時間基準
・セット基準
・スイッチ基準

無効

0:00:00 ～23:59:59（時間 : 分 : 秒 ) 0:00:00
0 ～300 0sec

0:00:00 ～23:59:59（時間 : 分 : 秒 ) 0:00:00
0:00:00 ～23:59:59（時間 : 分 : 秒 ) 0:00:00

0 ～300 0sec

0.0 ～100.0％ 50.0％
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項目

対応制御モード HVAC有効のみ

同
期
／
手
動

パ
ル
ス
比
例

流
量
比
例

パ
ル
ス
Ｐ
Ｉ
Ｄ

Ｏ
Ｎ
／
Ｏ
Ｆ
Ｆ

２
点
設
定

時
分
割
比
例

流
量
制
御

カ
ウ
ン
タ
タ
イ
マ
ー

２
点
ス
イ
ッ
チ

イ
ン
タ
ー
バ
ル

ツ
イ
ン
タ
イ
マ
ー

ス
パ
イ
ク

セ
ン
サ
洗
浄

ラ
グ
出
力

警
報
出
力

サ
ン
プ
リ
ン
グ

ブ
ロ
ー
同
期

ブ
ロ
ー
％

流
量
計
比
率

バ
イ
オ
タ
イ
マ
ー

手動タイムリミット ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○
積算時間リセット ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

流量入力 － － ○ － － － － － － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － ○ － － － － － － － － － － － － －

入力 － － － － － － － － ○ － － － － － － － － － － － －
－ ○ － ○ ○ ○ ○ － － － － － ○ ○ － － － － － － －

入力2 － － － － － － － － － － － － － ○ － － － － － － －

流量入力2 － － － － － － － ○ － － － － － － － － － － － － －
ブロー水量 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － ○ －
給水量 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － ○ －
給水量 2 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － ○ －

ブローメーター － － － － － － － － － － － － － － － － － － － ○ －
ブローメーター２ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － ○ －

ブロー － － － － － － － － － － － － － － － － － ○ ○ ○ ○
プリブロー時間 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － ○ ○

プリブロー設定点 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － ○ ○

トラップサンプル － － － － － － － － － － － － － － － － ○ － － － －
電導度入力 － － － － － － － － － － － － － － － － ○ － － ○ ○

ブローロックアウト － － － － － － － － － － － － － － － － － － － ○ ○

制御方向 － ○ － ○ ○ ○ ○ － － － － － ○ － － － － － － － －

最小入力 － － － ○ － － － － － － － － － － － － － － － － －

最大入力 － － － ○ － － － － － － － － － － － － － － － － －

ゲインフォーム － － － ○ － － － － － － － － － － － － － － － － －

名称 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

モード ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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設定範囲 初期値 お客様設定値

0:00:00 ～23:59:59（時間 : 分 : 秒 ) 0:10:00
リセットする、しない －

なし、瞬時流量 (D1､D2､D3､D4､D5､D6) なし
なし、流量計 (D1､D2､D3､D4､D5､D6) なし
なし、カウント (D1､D2､D3､D4､D5､D6) なし

・なし
・センサ入力 (S □1)
・温度 (S □ 2)
・アナログ入力 (S □□）
・瞬時流量　(D1､D2､D3､D4､D5､D6)
・バーチャル入力（V1/V2）

センサ入力（S11）

なし

なし、流量計 (D1､D2､D3､D4､D5､D6) なし
1～1000000 379ℓ

なし、流量計 (D1､D2､D3､D4､D5､D6)
なし
なし

なし、流量計 (D1､D2､D3､D4､D5､D6)
なし
なし

なし ､R1､R2､R3､R4､R5､R6､A1､A2 なし
0:00:00 ～23:59:59（時間 : 分 : 秒 ) 0:00:00

有極：セル定数による
電磁：レンジ設定による

有極：0μS/cm
電磁：0μS/cm

有効、無効 有効
なし、センサ入力 (S □1） センサ入力（S11）

0:00:00 ～23:59:59（時間 : 分 : 秒 ) 0:00:00
順方向 ､逆方向

範囲内 ､範囲外（2点設定のみ）
逆方向

範囲内（2点設定 )

有極：セル定数による
電磁：レンジ設定による
pH：-2.00 ～16.00
ORP：-1500.0 ～1500.0
殺菌：センサ種類による
一般：上限 / 下限レンジ設定による

有極：0μS/cm
電磁：0μS/cm
pH：0.00
ORP：ｰ1500.0mV
殺菌：0.00ppm
一般：20.00
有極：50000μS/cm
電磁：50000μS/cm
pH：16.00
ORP：-1500.0mV
殺菌：25.00ppm
一般：100.00

標準、パラレル 標準
・英数字入力
・防錆剤
・ブロー
・ブローダウン
・殺菌剤

・酸
・苛性
・アルカリ
・漂白剤
・塩素

・臭素
・二酸化塩素
・分散剤
・消泡剤
・洗剤
・出力

選択した制御モードを表示

・その他（制御モード名称）
・同期 / 手動
・パルス比例
・流量比例
・パルスPID
・ON/OFF
・2点設定
・時分割比例

・カウンタタイマー
・２点スイッチ
・流量制御
・インターバル
・ツインタイマー
・スパイク
・センサ洗浄

・ラグ出力
・警報出力
・サンプリング
・ブロー同期
・ブロー％
・流量計比率
・バイオタイマー

製品型式・リレースタイルによる
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■ アナログ出力（A1､A2）
❖製品型式のアナログ記号がAの場合に表示されます。

●アナログ出力（A1､A2）>設定

項目

対応制御モード

設定範囲 初期値 お客様
設定値

同
期
／
手
動

伝
送
出
力

比
例
出
力

流
量
比
例
出
力

Ｐ
Ｉ
Ｄ

ラ
グ
出
力

運転設定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 手動、切、自動 切
（伝送出力は「自動」）

セット点 － － ○ － ○ －

有極：セル定数による
電磁：レンジ設定による
pH：-2.00～ 16.00
ORP：-1500.0 ～ 1500.0
殺菌：センサ種類による
一般：上限 /下限レンジ設定による

有極：1000μ S/cm
電磁：1000μ S/cm
pH：7.00
ORP：200.0mV
殺菌：5.00ppm
一般：20.00

比例帯 － － ○ － － －

有極：セル定数による
電磁：レンジ設定による
pH：0.00～ 16.00
ORP：0.0 ～ 1500.0
殺菌：センサ種類による
一般：上限 /下限レンジ設定による

有極：25μS/cm
電磁：25μ S/cm
pH：0.20
ORP：5.0mV
殺菌：0.10ppm
一般：0.50

ターゲット － － － ○ － － 0.00 ～ 1000000.00 0.00ppm

ポンプ容量 － － － ○ － － 0.00～ 10000.00 3.79ℓ /hr

ポンプ設定 － － － ○ － － 0～100 100%

比重 － － － ○ － － 0.000～ 9.999 1.000

4mA値 － ○ － － － －
有極：セル定数による
電磁：レンジ設定による
pH：-2.00～ 16.00
ORP：-1500.0 ～ 1500.0
殺菌：センサ種類による
一般：上限 /下限レンジ設定による

有極：0μS/cm
電磁：0μS/cm
pH：0.00
ORP：-1500.0mV
殺菌：0.00ppm
一般：0.00Unit

20mA値 － ○ － － － －

有極：10000μ S/cm
電磁：40000μ S/cm
pH：14.00
ORP：1500.0mV
殺菌：20.00ppm
一般：100.00

ゲイン
（比例ゲイン） － － － － ○ － 0.001～ 1000.000 0.100

積分時間
（積分ゲイン） － － － － ○ － 0.001～ 1000.000 100.000sec（1/s）

微分時間
（微分ゲイン） － － － － ○ － 0.000～ 1000.000 0.000sec

PID 積分値リセット － － － － ○ － リセットする、しない －
最小出力 － － ○ － ○ －

0.0 ～ 100.0
0.0%

最大出力 － － ○ － ○ － 100.0%

出力タイムリミット － － ○ ○ ○ ○ 0:00:00～ 23:59:59
（時間：分：秒） 0:00:00

出力タイムアウト
リセット － － ○ ○ ○ ○ リセットする、しない －

インターロック
チャンネル ○ － ○ ○ ○ － D1､D2､D3､D4､D5､D6

R1､R2､R3､R4､R5､R6､ なし なし



291パラメータ一覧表

項目

対応制御モード

設定範囲 初期値 お客様
設定値

同
期
／
手
動

伝
送
出
力

比
例
出
力

流
量
比
例
出
力

Ｐ
Ｉ
Ｄ

ラ
グ
出
力

同期チャンネル ○ － ○ ○ ○ ○ D1､D2､D3､D4､D5､D6
R1､R2､R3､R4､R5､R6､ なし なし

リード － － － － － ○ なし ､A1､A2 なし

ウェアレベリング － － － － － ○ ・無効 ・デューティ基準
・時間均衡 ・時間不均衡 無効

損耗周期時間 － － － － － ○ 0:00:10～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒 ) 3:00:00

同期モード － － － － － ○ ・無効 ・時間基準
・セット基準 ・スイッチ基準 無効

手動出力 ○ ○ ○ ○ ○ － 0.0 ～ 100.0 50.0%

手動タイムリミット ○ － ○ ○ ○ － 0:00:00～ 23:59:59
（時間 : 分 : 秒 ) 0:10:00

出力 OFF モード － － ○ ○ ○ － 0.00～21.00 4.00mA
出力エラー － ○ ○ ○ ○ － 0.0021.00 3.00mA

積算時間リセット ○ ○ ○ ○ ○ ○ リセットする、しない －

入力 － ○ ○ － ○ －

・なし
・センサ入力 (S□ 1)
・温度 (S□ 2)
・アナログ入力（S□□）
・瞬時流量
(D1､D2､D3､D4､D5､D6)
・バーチャル入力（V1/V2）

センサ入力（S11）

制御方向 － － ○ － ○ － 順方向、逆方向 逆方向

最小入力 － － － － ○ －
有極：セル定数による
電磁：レンジ設定による
pH：-2.00～ 16.00
ORP：-1500.0 ～ 1500.0
殺菌：センサ種類による
一般：上限 /下限レンジ設定による

有極：0μS/cm
電磁：0μS/cm
pH：0.00
ORP：ｰ 1500.0mV
殺菌：0.00ppm
一般：20.00

最大入力 － － － － ○ －

有極：50000μ S/cm
電磁：50000μ S/cm
pH：16.00
ORP：-1500.0mV
殺菌：25.00ppm
一般：100.00

ゲインフォーム － － － － ○ － 標準、パラレル 標準

名称 ○ ○ ○ ○ ○ ○

・英数字入力
・防錆剤
・ブロー
・ブローダウン
・殺菌剤
・酸
・苛性
・アルカリ

・漂白剤
・塩素
・臭素
・二酸化塩素
・分散剤
・消泡剤
・洗剤
・出力

A1：伝送出力
A2：同期 /手動

・その他（制御モード名称）

モード ○ ○ ○ ○ ○ ○

・同期 /手動
・伝送出力
・比例出力
・流量比例出力
・PID
・ラグ出力

A1：伝送出力
A2：同期 /手動
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本章では、トラブルが起きたときの対処方法、仕様などについて説明します。

 必ず守ってください

• 電気工事など、電源の取り扱いに関しては、有資格者が行ってください。また、電気設備技術基準
および内線規程に従ってください。
• 必ず電源を切ってから配線を行ってください。電源がONになっている状態で配線を行わないでくだ
さい。また、作業中は、電源がONにならないようにしてください。
• 電源を切った直後は内部回路が帯電しているため、1分以上待ってから作業をしてください。

 エラー、アラームが表示されたときは
エラーやアラームが発生すると、ホーム画面上段の状態表示にメッセージが表示されます。メッセージの内
容を確認して対処してください。解決しないときは、表示されているメッセージを控え、お買い求めの販売
店または弊社までご相談ください。

状態表示アラーム

■ アラームの内容を確認するには
メインメニュー画面で ｠キーを押すと、アラームの内容を確認できます。

保守
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エラー、アラーム表示一覧

エラー、アラーム表示 説明 原因と対策
上限警報または
上上限警報

センサの測定値が上限警報また
は上上限警報のセット点を超え
ると表示されます。この警報は、
本器でリレー制御方式を警報出
力に設定すると、同期出力され
ます。本器では、警報発生中も
センサ入力による測定が継続さ
れ、そのセンサ入力に設定され
ている出力もON 状態が保持さ
れます。

測定値が制御範囲を大きく超えました。
・液流量を増やしてください。
薬液がなくなりました。
・タンクに薬液を補充してください。
ポンプ、バルブ、または供給ラインに問題があります。
・修理または交換してください。
誤って別の薬液で制御しています。
・正しい薬液を使ってください。
センサ入力が反応していません。
・センサを修理または交換してください。
・撹拌・循環系をチェックしてください。
サイフォン現象が起きているか、バルブから液漏れ
しています。
・配管経路を見直してください。
制御出力が［手動］モードになっています。
・［出力］メニューの［運転設定］を［自動］に切り
替えてください。

下限警報または下下
限警報

センサの測定値が下限警報また
は下下限警報のセット点を下回
ると表示されます。この警報は、
本器でリレー制御方式を警報出
力に設定すると、同期出力され
ます。本器では、警報発生中も
センサ入力による測定が継続さ
れ、そのセンサ入力に設定され
ている出力もON 状態が保持さ
れます。

測定値が制御範囲を大きく下回りました。
・液流量を増やしてください。
薬液がなくなりました。
・タンクに薬液を補充してください。
ポンプ、バルブ、または供給ラインに問題があります。
・修理または交換してください。
誤って別の薬液で制御しています。
・正しい薬液を使ってください。
センサ入力が反応していません。
・センサを修理または交換してください。
・撹拌・循環系をチェックしてください。
サイフォン現象が起きているか、バルブから液漏れ
しています。
・配管経路を見直してください。
制御出力が［手動］モードになっています。
・［出力］メニューの［運転設定］を［自動］に切り
替えてください。

ノーフロー 外部入力（D1）のタイプをフロー
スイッチに選択し、入力が開回
路時（Open）または閉回路時
（Closed）に警報出力するよう
に設定している場合に表示され
ます。

流量がゼロです。
・バルブが閉じていないか、閉塞がないか配管を確
認してください。
・循環ポンプを確認してください。
フロースイッチが故障しているか、配線不良です。
・テスターでチェックしてください。
・デジタル入力回路が短絡してないか確認してくだ
さい。
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エラー、アラーム表示 説明 原因と対策
積算警報 流量計（D1 ～ D６）の積算警

報設定値を超えると発生します。
正常に運転されているにもかかわらず、アラームが
発生している可能性があります。
・［設定］メニューの［積算流量リセット］で、積算
流量をリセットし、アラームをクリアしてくださ
い。
流量計の信号ラインにノイズが入っています。
・シールドケーブルを使用してください。
・AC電源ラインと一緒に配線されている場合は、
AC電源ラインから15cm以上離してください。

流量確認警報 フィードモニタで、パルス未入
力時間が流量警報遅延の設定値
を超えると発生します。

配線不良または断線しています。
・配線を修正してください。
ポンプがエアーロックしています。
・エアー抜きしてください。
・タンクに薬液を補充していください。
ポンプに異物が混入しています。
・ポンプを分解点検し、洗浄してください。

出力タイムアウト 出力時間が出力タイムリミット
の設定値を超えると発生します。

測定値が通常の制御範囲を大きく超えました。
• ［設定］メニューの［出力タイムリミット］でタイム
リミットの時間を延ばすか、［出力タイムアウトリセッ
ト］でタイムアウトを解除してください。
薬液がなくなりました。
• タンクに薬液を補充してください。
ポンプ、バルブ、または供給ラインに問題があります。
• 修理または交換してください。
誤って別の薬液で制御しています。
• 正しい薬液を使ってください。
センサ入力が反応していません。
• センサを修理または交換してください。
• 撹拌・循環系を確認してください。

レンジエラー センサ入力による測定値が測定
範囲外であることを示していま
す。誤った測定値での制御を防
ぐため、センサ入力を設定して
いるすべての出力の制御が停止
します。
温度センサの測定値がレンジエ
ラーになると、本器は初期設定
値に基づき温度補償を行います。

センサ入力信号線が短絡しています。
• 短絡箇所を修正してください。
センサが故障しています。
• センサを交換してください。
本器が故障しています。
• 修理または交換してください。

イベントスキップ あるイベントがまだ実行中 (プリ
ブロー中、薬液注入中、ブロー
ロックアウト中等 ) に 2個目の
イベントが実行されるとこのエ
ラーメッセージが表示されます。
また、インターロックによって
タイマーリレーがONにならな
い時も検出されます。
このアラームは、いずれかの要
因 (次のタイマーイベントが起き
た、手動モードにした、同期チャ
ンネルが実行された ) でそのリ
レーが次にONになると解除さ
れます。

設定に誤りがあります。
・イベントが重複しないように設定し直してくださ
い。

プリブローが長時間継続しました。
・プリブロー時間を短縮してください。
・ブローの流量を増やしてください。
・イベントが重複しないように設定し直してくださ
い。
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エラー、アラーム表示 説明 原因と対策
センサエラー センサ入力からの信号が無効であ

ることを示しています。
この状態では、センサ入力を設定
しているすべての制御出力が停止
します。

センサ入力信号線が短絡しています。
• 短絡箇所を修正してください。
センサが故障しています。
• センサを交換してください。
本器が故障しています。
• 修理または交換してください。

入力不良 センサ入力回路が作動していな
いことを示しています。
この状態では、センサ入力を設定
しているすべての出力の制御が停
止します。

本器が故障しています。
• 修理または交換してください。

電池電圧低下 メモリ内の時間とデータを保持
する電池の電圧が 2.4V 以下で
あることを示しています。

電池の寿命です。
• 電池（BR2032相当）を交換してください。電池
は制御基板に搭載されています。

システム
温度低警報

本器が -10℃以下の環境下にあ
ることを示しています。

・本器を温めてください。

システム
温度高警報

本器が75℃を超える環境下にあ
ることを示しています。

・本器を冷やしてください。

表示エラー 表示の異常を示しています。 操作キーを速く押しすぎました。
・いったん別の画面を表示してから、再度設定をし
てください。

ネットワーク
カードエラー

イーサネット回路基板が機能し
ないとこのエラーメッセージが
表示されます。

イーサネットカードが正しく取り付けられていませ
ん。
・イーサネットカードを正しく取り付け直してくださ
い。
イーサネットカードが故障しています。
・イーサネットカードを交換してください。
ソフトウェアバージョンとイーサネットカードが不
適合です。コントローラのソフトウェアバージョン
3.31 以降ではイーサネットカード 191733-02
（-01ではない）が適合品となります。
・イーサネットカードを交換してください。

ウェブサーバー
エラー

ウェブサーバーエラーが発生す
るとこのエラーメッセージが表
示されます。

ウェブサーバーがロックしています。
・電源を入れ直してリセットしてください。
イーサネットカードが故障しています。
・イーサネットカードを交換してください。

Fluent 通信エラー Fluent ™にデータを送信しても、
Fluent ™が受信できないとこの
エラーメッセージが表示されま
す。

LAN接続されていません。
・LANと接続してください。
IP アドレス、サブネットマスク、またはゲートウェ
イアドレスが間違っています。
・LAN設定を正しく設定しなおしてください。また
はDHCPを使用してください。
LANの設定で外部からのアクセスがブロックされて
います。
・LANのルーターをオープンアクセスに設定してく
ださい。
イーサネットカードが故障しています。
・イーサネットカードを交換してください。

校正要求 センサの最終校正日から校正警
報で設定した日数を経過すると
表示されます。

センサの校正間隔が空いています。
・センサの校正を行ってください。
・校正警報を0day に設定すると表示されません。
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エラー、アラーム表示 説明 原因と対策
計算エラー バーチャル入力（V1,V2）の計

算が完了できない場合に発生し
ます。例えばゼロで割る必要が
ある場合などです。

分母として使用される入力がゼロ値になっています。
・入力を確認してください。

・ コントローラ基板
エラー
・電源基板エラー
・表示基板エラー
・センサ基板エラー

対象基板が認識されない場合に
発生します。

リボンケーブルまたはオプションカードの接続不良。
基板の不良。
・ リボンケーブルを取り外し、再度取り付けて、電源
を入れ直してください。
・ 基板を取り外して再装着し、電源を入れ直してくだ
さい。
・ 引き続き発生する場合は、コントローラを修理して
ください。

・ コントローラ基板
種別
・電源基板種別
・センサ基板種別
・ アナログ出力基板
種別
・ ネットワーク基盤
種別

対象基板のタイプが有効でない
場合に発生します。

リボンケーブルの接続不良または不良。基板の不良。
・ リボンケーブルを取り付け直す。または交換してく
ださい。
・基板を交換してください。

Fluent 接続エラー コントローラが Fluent ™サー
バーへの暗号化された接続を確
立できない場合に発生します。
Fluent ™通信エラーがある場合
は、最初にそれを修正してくだ
さい。

ポート9012ではUDPはサポートされず、ポート
44965では TCPがサポートされません。
・ルーターのポート /プロトコルを開きます。

FRAMファイル
システムエラー

電源投入時、FRAMが検出され
ない場合に表示します。

FRAMが機能していません。
・電源を入れ直してください。
・エラーメッセージが引き続き発生する場合は、修理
または交換してください。
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メッセージ一覧
以下のメッセージが表示されたときは、対処方法に従って操作してください。

■ 電源投入時に表示されるメッセージ

メッセージ 対処方法
600 Series Controller Initializing... 本器の起動中です。HOME画面が表示されるまで、そのままお待ちくださ

い。

■ 設定時に表示されるメッセージ

メッセージ 対処方法
範囲外です
XXX～ YYYの範囲内で値を入力
してください。

入力した値が無効です。XXX～ YYYの範囲で値を入力してください。

■ 校正時に表示されるメッセージ

メッセージ 対処方法
校正開始
制御を無効にしてもいいですか？

｠キーを押して、操作を続けてください。

安定
自動校正中

校正が完了するまで、そのままお待ちください。

安定
センサを洗浄して戻してください。

｠キーを押して［校正］メニューに戻り、センサや温度センサを純水で充
分洗浄した後、やわらかい布などで水分を拭き取ってください。

標準液
標準液に浸けてください。

｠キーを押して、画面操作を続行してください。

校正が成功しました
オフセット　　　XXX
校正を保存しますか？

｠キーを押して、校正結果を保存してください。

校正中止
校正を中止してもよろしいですか？

校正を中止する場合は、 ｠キーを押すと、［校正］メニューに戻ります。
校正を中止しない場合は、  キーを押すと、［安定］画面（校正中画面）
に戻ります。

校正が失敗しました
センサエラー
再校正しますか？

再度校正を行う場合は、 ｠キーを押して、数値を入力し直してください。
校正を中止する場合は、  キーを押し、表示される画面で ｠キーを押
すと［入力］画面に戻ります。

校正値リセット
校正値をリセットしますか？

値がズレるのを防ぐため、 ｠キーを押して、オフセットを初期値に戻して
ください。

指示不足
現在の数値で入力しますか？

校正値を強制的に計算する場合は、 ｠キーを押して、温度と pH値を入力
し直してください。校正を中止する場合は、  キーを押し、表示される
画面で ｠キーを押すと、［入力］画面に戻ります。

範囲外です
再校正しますか？

再度校正を行う場合は、 ｠キーを押してください。校正を中止する場合は、
 キーを押すと［入力］画面に戻ります。
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故障かな？と思ったら
まず初めに、下記の項目をもう一度チェックしてください。それでも解決しないときは、お買い求めの販売
店または弊社までご相談ください。

■ 共通

状況 原因 対策
本器が動かない 電源が供給されていない。 • 電源が供給されているか確認してください。

• 正しく配線されているか確認してください。
起動中の電源切断によるメモリデータ破損。 • 修理またはコントローラを交換してくださ

い。
ヒューズが切れている。 • ヒューズを交換してください。
運転設定が「切」に選択されている。 • 運転設定を「自動」または「手動」に選択し

てください。
制御や測定値が安
定しない

本器がノイズを受けている。
入力信号ラインにノイズが混入している。
ケーブルに異常がある。

• ノイズの発生源がないか確認し、発生源が近
くにある場合は、離して設置してください。
• アースやシールドの配線を確認してくださ
い。
• 入力信号ラインには、アイソレータを使用し
てください。

「ノイズ対策について」（74 ページ）参照。
• ケーブルが断線していないか、劣化していな
いか確認してください。
• スムージング係数を入力することで測定値変
化への反応を弱めることができます。

■ 使用センサ別

● 2電極式電導度センサの場合

状況 原因 対策
測定値の誤差が
大きい。または
校正に失敗する

電極が汚れている。 • 電極を洗浄してください。
「センサのお手入れ」（301 ページ）参照。

本器とセンサの配線が誤っている。 • 正しく配線してください。
温度の読み取りまたは設定が正しくない。 • 温度が正確かどうか確認してください。
ケーブル長やケーブル線径の設定が正しくない。 • 正しい値を設定してください。
電極が不良。 • 電極を交換してください。

セル定数の誤入力。 •使用するセンサのセル定数を入力する。

❖ ゲイン調整値（倍率）が0.5 ～ 2.0 の範囲外にあると、校正に失敗します。
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● 電磁式電導度センサの場合

状況 原因 対策
測定値の誤差が
大きい。または
校正に失敗する

電極が汚れている。 • 電極を洗浄してください。
「センサのお手入れ」（301 ページ）参照。

本器とセンサの配線が誤っている。 • 正しく配線してください。
温度の読み取りまたは設定が正しくない。 • 温度が正確かどうか確認してください。
ケーブル長やケーブル線径の設定が正しくない。 • 正しい値を設定してください。
センサが不良。 •センサを交換してください。

セル定数の誤入力。 •使用するセンサのセル定数を入力する。

センサホルダの設置係数を入力していない • 使用しているホルダの設定係数を入力し
てください。

センサ設置場所の近くに遮蔽物がある。 •センサの設置場所を再検討してください。

センサ設置場所に電流が流れている。 •センサの設置場所を再検討してください。

❖ ゲイン調整値（倍率）が0.2 ～ 10の範囲外にあるか、計算されたオフセット値が -10,000～ 10,000の範
囲外にあると、校正に失敗します。

● pHセンサの場合

状況 原因 対策
測定値の誤差が
大きい。または
校正に失敗する

電極が汚れている。 • 電極を洗浄してください。
「センサのお手入れ」（301 ページ）参照。

本器とセンサの配線が誤っている。 • 正しく配線してください。
温度の読み取りまたは設定が正しくない。 • 温度が正確かどうか確認してください。
ケーブル長やケーブル線径の設定が正しくない。 • 正しい値を設定してください。
電極が不良。 • 電極を交換してください。

•標準液でのセンサ未補正値mVを確認し、
正常な範囲内にあるか確認してください。
例　pH4標準液=178± 25mV

pH7標準液=8± 25mV
pH9標準液=-129± 25mV

プリアンプが不良。 • プリアンプを交換してください。

❖ ゲイン調整値（倍率）が0.2 ～ 1.2 の範囲外にあるか、計算されたオフセット値が -140～ 140範囲外にあ
ると、校正に失敗します。

● ORPセンサの場合

状況 原因 対策
測定値の誤差が
大きい。または
校正に失敗する

電極が汚れている。 • 電極を洗浄してください。
「センサのお手入れ」（301 ページ）参照。

本器とセンサの配線が誤っている。 • 正しく配線してください。
ケーブル長やケーブル線径の設定が正しくない。 •正しい値を設定してください。
電極が不良。 • 電極を交換してください。
プリアンプが不良。 •プリアンプを交換してください。

❖ ゲイン調整値（倍率）が0.5 ～ 1.5 の範囲外にあるか、計算されたオフセット値が -300～ 300範囲外にあ
ると、校正に失敗します。

● 温度センサの場合

状況 原因 対策
測定値の誤差が
大きい。または
校正に失敗する

本器とセンサの配線が誤っている。 • 正しく配線してください。
温度素子の設定が誤っている。 • 温度素子を正しく設定してください。
センサが不良。 •センサを交換してください。

❖ 計算されたオフセット値が -10～ 10の範囲外にあると、校正に失敗します。
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● アナログ入力の場合

状況 原因 対策
測定値の誤差が
大きい
校正に失敗する

本器とセンサの配線が誤っている。 • 正しく配線してください。
センサが不良。 •センサを交換してください。

❖ ゲイン調整値（倍率）が0.5 ～ 2.0 の範囲外にあるか、計算されたオフセット値が -2～ 2mAの範囲外にあ
ると、校正に失敗します。

点検

定期点検

作業 実施時期 備考
計器を点検し、絶縁低下の原因と
なる湿気の侵入がないか確認する。

年1回程度 センサ接続端子や計器内部の絶縁が低下
すると、正確な測定ができません。

本体ケースの清掃

本体ケースの汚れは、柔らかい布で拭き取ってください。
汚れが著しい場合は、中性洗剤を使用してください。

ご注意
有機溶剤などは使用しないでください。



301センサのお手入れ

電極部カバー

センサのお手入れ

2電極式電導度センサ（ESB型）の洗浄

ご注意
・電導度センサの電極部に使用している金属部分は、傷つくとセル定数が変わってしまうことがあります。
誤表示の原因となりますので、注意して取り扱ってください。

・電導度センサ配線の端子部やコネクタ部を汚したり濡らしたりすると、絶縁低下によって故障の原因となります
ので、被液しないようにご注意ください。

■センサの外観

■洗浄方法
①　電極部のカバーを外してください。
②　水道水でセンサに付着した汚れを洗い流し、ガーゼ等で拭ってください。
　この時、電極部を傷つけないようにご注意ください。
③　②で汚れが落ちない場合は、中性洗剤を含ませたガーゼや脱脂綿等で拭い取り、
　水道水ですすいでください。
④　③でも汚れが落ちない場合は、液体クレンザーをガーゼや脱脂綿等に取り、
　電極部（金属部分）を、1分程度傷つけないように擦ってください。
⑤　洗浄剤がセンサ表面に残留しないよう、水道水ですすいでください。
⑥　洗浄後は、本器の校正作業を実施してください。
　センサ洗浄後に校正作業（セル定数の変更など）を実施しても指示値が合わない場合は、
　センサの寿命と考えられます。新品と交換してください。
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電磁式電導度センサ（MCS型）の洗浄

ご注意
・電導度センサ配線の端子部を汚したり濡らしたりすると、絶縁低下によって故障の原因となりますので被液しな
いようにご注意ください。

■センサの外観

■洗浄方法
①　水道水でセンサに付着した汚れを洗い流し、ガーゼ等で拭ってください。
②　①で汚れが落ちない場合、中性洗剤または液体クレンザーを含ませたガーゼや脱脂綿等で拭い取りま
す。その後、水道水または使用している薬品の薄い溶媒ですすいでください。

③　洗浄後は、本器の校正作業を実施してください。
　センサ洗浄後に校正作業（セル定数の変更など）を実施しても指示値が合わない場合は、
　センサの寿命と考えられます。新品と交換してください。
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pH/ORPセンサの洗浄

ご注意
・pH/ORPセンサの電極部にはガラスを使用しています。機械的衝撃が加わると破損しますので注意して取り扱っ
てください。
・pH/ORPセンサの電極端子やコネクタ部を汚したり湿らせたりすると、絶縁低下によって故障の原因となりま
すので、被液しないようにご注意ください。
・ORP電極の金属極表面は鏡面研磨してあります。傷がつくと応答性が低下したり測定不可能となったりするこ
とがありますので、注意して取り扱ってください。

■ センサの外観

型式
ウォルケム製WEL型
センサレックス製8000型

ORP SH型 pH SR型 ORP

内部液補給型センサ

セ
ン
サ
全
体

電
極
部

（Ｏリング）

ＴＮＣコネクタ

（Ｏリング）

ＴＮＣコネクタ

ガラス膜

液絡部(PE)

ガラス膜

電極(Pt)

液絡部(PE)

検知部

液絡部

検知部

液絡部

❖下図は8000型

■ 洗浄方法
汚れの度合いに応じて、①②③の順（①で特性が回復しない場合は②、さらに③）に洗浄してください。
①　純水または蒸留水で洗い、ガーゼ等で汚れを拭う作業を何回か繰り返し行ってください。
　この時、センサガラス部にキズ・ヒビ等破損させないようにご注意ください。
②　①で汚れが落ちない場合は、中性洗剤を含ませたガーゼや脱脂綿等で拭い取り、純水または蒸留水で
すすいでください。

③　②でも汚れが落ちない場合は、希塩酸（1N程度）に15秒間浸し、純水または蒸留水で洗ってくだ
さい。
　なお、希塩酸（1N程度）にpH/ORPセンサを浸す時は、長時間の浸漬は絶対に避けてください。

pHセンサ洗浄後は、必ずpH標準液にて本器の校正作業を実施してください。センサ洗浄を行っても校
正不能な場合は、pHセンサの寿命と考えられます。新品と交換してください。

ORPセンサ洗浄後は、必ずORP標準溶液にて電位出力が適正範囲内にあることを確認してください。セ
ンサ洗浄を行ってもORP標準溶液での出力が適正でない場合は、ORPセンサの寿命であると考えられ
ます。新品と交換してください。
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仕様
仕様および外観は、改良のため予告なく変更することがありますが、ご了承ください。

 ■ 機器仕様

運転モード 自動運転、手動運転、OFF
測定 2電極式電導度

(CCOND)
測定範囲 : 0.000 ～ 30.000 mS/m　（セル定数0.01）

0.00 ～ 300.00 mS/m　（セル定数0.1）
0.0 ～ 3000.0 mS/m　（セル定数1）
0～30000mS/m（セル定数10）

分解能 : 0.001mS/m、0.01mS/m、0.1mS/m、1mS/m
直線性 : F.S ± 1％ ( 本器単体 ) 
単位 : μ S/cm、mS/m、mS/cm、S/m、ppm

電磁式電導度
(ECOND)

測定範囲 : 50.0 ～ 1200.0 mS/m
300.0 ～ 4000.0 mS/m
1000 ～ 15000 mS/m
5000 ～ 50000 mS/m
20000 ～ 200000 mS/m  （任意選択可能）

（表示可能範囲は0～1600.0､5332.0､19995､66650、266600mS/m）
分解能 : 0.1mS/m、1mS/m
直線性 : F.S ± 1％（本器単体） 　　
単位 : μ S/cm、mS/m、mS/cm、S/m、ppm

pH 測定範囲 : 0.00～ 14.00pH（表示可能範囲は -2.00～ 16.00pH）
分解能 : 0.01pH
再現性 : ± 0.05pH（本器単体） 

ORP 測定範囲 : ± 1500.0mV
分解能 : 0.1mV
再現性 : ± 5mV ( 本器単体 ) 　　

温度 測定範囲 : -5.0 ～ 260.0℃
分解能 : 0.1 ºC
直線性 : F.S ± 1% ( 本器単体 )
単位：℃、℉

低速流量計
（接触式流量センサ）
積算流量

最大周波数 :10Hz、最小50msec
積算範囲 : 0 ～ 1000000000
メータ係数 : 1 ～ 100000 ℓ、gal、㎥ /1パルス
流量単位 : ℓ、gal、㎥

高速流量計
（パドル流量センサ）
積算流量、瞬時流量

最大周波数 : 500Hz、最小1.00msec
積算範囲 : 0 ～ 1000000000
パルス定数 : 0.01～ 100000.00   パルス /ℓ、gal、㎥
流量単位 : ℓ、gal、㎥
時間単位：/sec、/min、/hour、/day

フローチェッカー
（フィードモニタ）
積算流量、瞬時流量

積算範囲 :0～ 1000000000
メータ係数 :0.001～ 1000.000 　単位mℓ固定
流量単位 : ℓ、gal、㎥
時間単位：/min、/hour、/day

操作・表示 タッチパネル液晶320× 240　バックライト付
画面：ホーム画面、メインメニュー画面

入力、出力、コンフィグ、警報表示、運転設定、グラフ表示
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入力 2電極式電導度入力 2電極式電導度センサESB型　セル定数0.01、0.1、1
電磁式電導度入力 電磁式電導度センサMCS型

*製品型式の入力仕様記号Cでは対応していません。
pH入力 ウォルケム製 pHセンサWEL型

センサレックス製8000型、内部液補給型SH型
＊別途プリアンプ要

ORP入力 ウォルケム製ORPセンサWEL型
センサレックス製 IS8型、内部液補給型SR型
＊別途プリアンプ要

温度入力 Pt100、Pt1000、10kサーミスタ、100kサーミスタ（任意選択可能）
自動温度補償

アナログ入力 DC4～ 20mA
入力抵抗CH1：130Ω、CH2：280Ω（入力仕様記号Aの場合）
入力抵抗：280Ω（入力仕様記号Cの場合）
センサ電源DC24V内蔵　合計2W
2線ループ式、2線式電源付、3線式、4線式対応
アナログモニタ、トランスミッター、トレーサー（任意選択可能）
＊製品型式の入力仕様記号AまたはＣの場合の機能です。
入力点数は入力仕様記号によります。

デジタル入力 6点、無電圧接点信号、最大DC9V 2.3mA
インターロック、低速流量計、高速流量計、フローチェッカー
（任意選択可能）

出力 リレー出力 6点（接点の種類はリレー仕様記号による）
・有電圧リレー出力
　有電圧接点1c AC250V6A（抵抗負荷）
　電源電圧出力、ヒューズ付
　（ヒューズφ5x20 6A 250V）
・無電圧リレー
　無電圧接点1a AC250V 6A（抵抗負荷）
・半導体リレー
　無電圧接点1a DC40V 0.2A　ポンプのパルス制御用

アナログ出力 2点、DC4～ 20mA
負荷抵抗600Ω以下 絶縁型、精度 :F.S ± 1%
＊製品型式のアナログ出力記号Aの場合の機能です。

校正 2電極式電導度 プロセス1点手動校正、標準液1点手動校正、大気校正
電磁式電導度 プロセス1点手動校正、標準液1点手動校正、大気校正
pH プロセス1点手動校正、標準液1点・2点・3点手動校正

標準液1点・2 点・3 点自動校正（標準液 JIS/NIST、DIN、US(4、7、
10））

ORP プロセス1点手動校正、標準液1点・2点手動校正
温度 プロセス1点手動校正
アナログモニタ アナログ1点・2点手動校正
トランスミッター プロセス1点手動校正、標準液1点・2点手動校正
トレーサー プロセス1点手動校正、標準液1点・2点手動校正
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制御機能
（リレー出力）

同期 /手動制御 外部入力、他のリレー出力に連動してON/OFF する制御
パルス
比例制御

逆方向 測定値が設定点を上回ったとき、ポンプ spm値が比例的に変化する。
半導体リレーのみ対応。

順方向 測定値が設定点を下回ったとき、ポンプ spm値が比例的に変化する。
半導体リレーのみ対応。

流量比例制御 瞬時流量に応じて、ポンプ spm値が比例的に変化する。
パルスPID制御 比例帯、積分時間、微分時間を使用して偏差を連続的に計算しフィードバッ

ク制御を行う。半導体リレーのみ対応。
ON/OFF
制御

逆方向 測定値が設定点を上回ったときONし、測定値が不感帯分下回ったとき
OFFする。上限ON/OFF 制御。

順方向 測定値が設定点を下回ったときONし、測定値が不感帯分上回った時OFF
する。下限ON/OFF 制御。

2点設定
制御

範囲内出力 測定値が設定点1と設定点2の間になったときONし、外れたときOFF
する。

範囲外出力 測定値が設定点1と設定点2の間になったときOFFし、外れた時ONする。
時分割比
例制御

逆方向 測定値が設定点を上回ったとき、ON/OFF 周期内のON時間の比率が比例
的に変化する。

順方向 測定値が設定点を下回ったとき、ON/OFF 周期内のON時間の比率が比例
的に変化する。

時分割比例制御
（順方向）

測定値が設定値を下回ったとき、ON-OFF 周期内のON時間の比率が比例
的に変化する。

流量制御 積算流量に対してON/OFF する制御。
カウンタタイマー
制御

DI カウンタ入力の積算値が設定値に到達したとき、フィード時間ON
する。

２点スイッチ制御 レベルスイッチの接点を使用し、タンク液面が一方の端にあるときリレー
をONし、他方の端でリレーをOFFする。

インターバル制御 設定したインターバル時間を基に、リレーのON/OFF を繰り返す制御。
ツインタイマー制御 設定した時間を元に、ON/OFF する制御。

タイマーの種類は毎日、毎週、2週毎、4週毎。
オンタイムとオフタイムの設定でインターバル運転も行える。

センサ洗浄制御 設定した時間を元にON/OFF する制御。
洗浄時間中、センサは待機中になるか無効になる。
タイマーの種類は1時間毎、毎日、毎週、2週毎、4週毎

ラグ出力 リレー出力にリードとラグを割り付け、個々のリレー出力を一つの制御ア
ルゴリズムとして管理する。
ウェアレベリングモードと同期モードがある。

警報出力 警報条件を満たしたときリレーONする。
一括警報と選択警報の警報モードがある。

サンプリング制御 センサ測定を常時行わず、あらかじめ設定したタイマーに基づいて、サン
プリング（測定）と保持（休止）を繰り返す。

ブロー同期制御 ブローに割り振ったリレーのON/OFF に同期してON/OFF する。
ブロー％制御 ブローに割り振ったリレーのON時間に対してON/OFF する。
流量計比率制御 給水量とブロー水量のサイクルによって水の電導度管理を行う。給水量が

積算量に到達すると、ブロー水量を測定するためにリレー出力を動作させ
る。

バイオタイマー制御 設定した時間を元にON/OFF する制御。
予備動作としてブローに割り振ったリレーを使ってプリブローを行う。プ
リブローには設定点と時間によるものの2通りがある。
タイマーの種類は毎日、毎週、2週毎、4週毎。
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制御機能
（アナログ出力）

同期 /手動制御 外部入力、他のリレー出力に同期して、4～20mA出力をON/OFF する
制御。

伝送出力 測定値に対して4～20mA出力する。（任意設定可能）
比例出力 逆方向 測定値が設定点を上回ったとき、4～20mA値が比例的に変化する。

順方向 測定値が設定点を下回ったとき、4～20mA値が比例的に変化する。
流量比例出力 瞬時流量に応じて、4～20mA値が比例的に変化する。
PID制御 比例帯、積分時間、微分時間を使用して偏差を連続的に計算しフィードバッ

ク制御を行う
ラグ出力 アナログ出力にリードとラグを割り付け、個々の出力を一つの制御アルゴ

リズムとして管理する。
ウェアレベリングモードと同期モードがある。

通信 USB USB2.0（ポート TypeA）: フラッシュメモリ用
書出：データログ ､ユーザーコンフィグ ､イベントログ ､システムログ
読込：ユーザーコンフィグ

Ethernet 10/100 802.3-2005　
AutoMDIX 対応　Auto Negotiation
Webブラウザ上でのリモートアクセスが可能
＊製品型式のネットワーク記号E、Mの場合の機能です。

電源 AC100～ 240 V、50/60Hz、7A
使用雰囲気温度 0～50℃
使用雰囲気湿度 35～85%RH（結露なきこと）
保存温度 -20～ 80℃
構造 NEMA 4X（IP65）、ケース材質　ポリカーボネート
質量 約2kg
安全規格 UL 61010-1:2012, 3rd Edition

CSA C22.2 No.61010-1:2012, 3rd Edition
IEC 61010-1:2010 3rd Edition
EN 61010-1:2010 3rd Edition

EMC規格 IEC 61326-1:2012、
EN 61326-1:2013
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保証・修理サービス
 ■ 保証の期間と範囲

1. 保証期間： 納入の日から1 年間です。

2. 無償修理： 保証期間内に、弊社の設計・製作上の欠陥により生じた故障や破損については、

無償で修理いたします。

3. 有償修理： 次の原因による故障・破損の修理は有償とさせていただきます。

1） 保証期間が過ぎた製品の故障・破損

2） 誤った取り扱いにより生じた故障・破損

3） 弊社指定以外の部品を使用した場合の故障・破損

4） 弊社および弊社指定者以外が修理または改造を行った場合の故障・破損

5） 地震・火災などの災害および不可抗力による故障・破損

4. 消耗品の交換は有償です。

5. お客様のご指定の規格または材料に基づいた製品が故障・破損などを生じた場合、弊社は補償することがで
きませんのでご了承お願いいたします。

6. 納入製品の事故に起因する種々の費用、他の設備・装置・機器への損害や修復に要した費用などの二次的な
損害については補償いたしかねますのでご了承お願いいたします。

 ■ 修理について　故障したときは…
ご使用中に少しでも異常が見つかったときは、直ちに運転を停止して点検を行い、その原因を調べて対策を行って
ください。早めの点検と対策が、故障や事故を防ぐ良い方法です。

1. 修理を依頼される前に、もう一度この取扱説明書をお読みになり点検してください。

2. 修理のご依頼は、ご注文先（販売店）か設備・装置の製造メーカー（設備・装置に組込みの場合）または弊
社にご用命ください。

3. 修理を依頼する際は、次の事項をお知らせください。

1） 製品の型式とMFG. No.（製造番号）

2） 使用期間と使用条件

3） 故障箇所とその状況
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